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序

一般国道50号は、前橋市を起点として、茨城県水戸市に至る延長152kmの主

要幹線道路です。このうち前橋市天川大島町から今井町にかけての東前橋地

域は、かねてより交通渋滞が激しく、これを緩和するために、また道路交通

の安全確保を図るために、今井町の上武道路と交差する地点から天川大島町

間の5.1kmの現道拡幅工事が昭和63年度より始まりました。これに伴い工事区

域内に所在する埋蔵文化財発掘調査も始まり今井白山、今井道上、笑井八日

市、野中天神の 4 遺跡の発掘調査を今年度まで行いました。

平成 2 年度に調査が終了した今井白山遺跡については、報告書刊行のため

の整理作業を平成 3 年度より行い、これが完了したので、ここに今年度調査

報告書を刊行することにしました。報告書には、古墳時代後期、奈良平安時

代の住居跡の遺構・遺物が主に報告されていますが、特筆すべきものとして、

『類衆国史』の弘仁 9 年の条に見えるところの地震に伴う災害を物語る可能

性のある遺構が報告されています。

発掘調査から報告書作成に至るまで、建設省関東地方建設局、同高崎工事

事務所、群馬県教育委員会、前橋市教育委員会、地元関係者の方々から種々、

ご指導、ご協力を賜りました。今回、報告書を上梓するに際し、これら関係

者の皆様に衷心より感謝の意を表し、併せて本報告書が群馬県の歴史を解明

する上で、広く活用される事を願い序とします。

平成 5 年 3 月

財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団

理事長小寺弘之





例 言

1.本書は一般国道50号（東前橋拡幅）改築工事に伴う今井白山遺跡の発揺調査報告書である。

2. 本遺跡は、群馬県前橋市今井町183~185 、 165~170番地に所在する。

3. 本遺跡の名称は、遺跡所在地の町名と字を併記して、「今井白山遺跡」と呼称する。

4. 本調査の事業主体は建設省関東地方建設局であり、発掘調資および整理事業については財団法人群馬県

埋蔵文化財調査事業団が実施した。

5. 調査・整理体制および期間は下記のとおりである。

発掘調査

整理事業

桜井美枝

神谷佳明

黒田 晃

飯島義雄

調査研究第 2 課長

第 4 章

観察表

観察表

調査担当

調査期間

調査研究第 2 課長

整理担当

機械実測

事務担当

整理期間

6. 吉川和男氏、飯島静男氏、寒川

桜場一寿・能登

飯島義雄・神谷佳明・石北直樹・樋口伸男・黒田

平成 2 年 1 月 30 日～同年 3 月 31 日

平成 2 年11 月 13 日～平成 3 年 2 月 4 日

ムヒ双
月ヒ立

健

晃

健

飯島義雄

遺物・図面整理，

阿部和子・佐子昭子・安達好子・五明志津江・馬場信子・

本多琴恵•佐藤美代子•吉田文子・六反田達子・原島弘子・

嶋崎しづ子・茂木範子・木暮芳枝・角田孝子・小菅優子・

島崎敏子・神谷順子・狩野フミ子・福島和江・橋爪美頼

遺物写真撮影

遺物の保存処理

図版作成等

佐藤元彦

関 邦ー・小材浩ー・渡邊静治

長沼久美子・佐藤美代子・尾田正子・高梨房江・千代谷和子

邊見長雄・松本浩一•佐藤 勉・神保侑史・岩丸大作・国定

笠原秀樹・須田朋子・吉田有光・柳岡良宏・船津

平成 3 年 4 月 1 日～平成 4 年 2 月 29 日

均・

茂

旭氏には専門的立場から、それぞれ玉稿を賜わった。

7. 石器石材の同定は、飯島静男氏に依頼した。

8. 挿図の方位は座標北である。ピットの数字は深度を表す。土師器の実測図中の＊印は無調整の部分を示

す。

9. 本文の執筆は下記のとおりである。

5. 第 3 遺物集中出土地点

古墳・奈良•平安時代の土器

中世以降の遺物

上記および第 5 章を除いた部分

10. 本書を作成するにあたっては、木津博明・山口逸弘氏に格段の協力を得た。明記して心から感謝申し上

げる。
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第 1 章調査の経過と方法

第 1 章調査の経過と方法

一般国道50号は前橋市で国道17号から分岐して、桐生・足利・佐野・小山などの都市を結び、水戸市に至

る北関東の幹線道路の一つである。この国道50号に前橋市今井町で交差するように計画された、埼玉県深谷

市から前橋市田口町までの国道17号の広域バイパスである上武道路の建設に伴い、前橋市街地東部の交通量

の大幅な増大が予想された。そこで、前橋市街地から上武道路と国道50号の交差部までの間の道幅を広げる

ことになり、道路両側の埋蔵文化財包蔵地の記録保存を構じることとなった。この間の大部分を占める旧利

根川の河道とされる所謂「広瀬川低地帯」は、これまで積極的に発掘調査の手が入れられて来なかった地域

である。しかし、県下のこれまでの発掘調査の所見から、河川の沖積地においても水田等の遺構の存在が確

かめられてきたため、群馬県教育委員会により試掘調査が行われた。その結果、低地部では水田が、微高地

部では竪穴住居等の遺構が検出され、本格的な発掘調査が行われることになった。

発掘調査の対象になったのは、今井道上・今井白山・笑井八日市・野中天神の 4 遺跡であり、昭和63年度

の 4 月の今井道上遺跡を端緒として、工事計画に合わせながら順次調査を実施し、平成 4 年度で完了する予

定である（図 1) 。

また、出土資料の整理は平成 3 年度から開始し、発掘調査の終了した今井白山遺跡から着手することにな

り、ここに報告するに至った。

今井白山遺跡の発掘調査は平成 2 年 1 月から 3 月までと、平成 2 年 11月から平成 3 年の 2 月までの合計約

5 カ月で実施した。調査対象面積は l, 700m'である。調査は、最初に道路の南側で行い (1 区）、次に北側で

実施した (2 区）。

調査は、まず表土掘削のため掘削重機（バックフォー0. 7rriりを使用し、古墳時代以降の遺構の検出を行な

い、主に竪穴住居を対象にした調査を実施した。その後、下部文化層の有無を確かめるために試掘を行い、

弥生時代以前の遺構を確認し、弥生時代の土器棺墓、縄文時代中期の竪穴住居などの調査を実施した。

図 1 一般国道50号（東前橋拡幅）工事に伴い発掘調査を実施した遺跡
(1 野中天神 2 究井八日市 3 今井白山 4 今井道上）
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第 2 章 遺跡の立地と周辺の遺跡

縄文時代の遺構調査終了後、遺跡の立地条件を理解するため、東西方向の土層の堆積状況を確認した。

調査区の設定にあたっては、日本平面直角座標系の第 1X系（原点 経度139°50'0".000 緯度360゜O'O".000)

の X =40.850km, Y = -6 1. 450km を測量上の原点とし、調査地上 4m ごとのメッシュをかけ、 X軸を南から

北へAから Y までのアルファベットを使い100m までは A を冠した。また、 Y軸は算用数字を用いて順次数を

増してグリッドを設定した。そして、各区の南東隅を基点とした。

第 2 章 遺跡の立地と周辺の遺跡

今井白山遺跡は成層火山である赤城山 (1,828m) の南に広くのびる裾野の末端部に位置し、同山麓を南流

下する荒砥川が利根川の旧流路とされる広瀬川低地帯に流入する地点に形成された扇状地の先端に立地して

いる。

赤城山南麓については、旧石器時代以降の各時代の遺跡が知られ、県内でも有数の遺跡密集地帯である。

本遺跡の立地する荒砥川扇状地の地域は、現況が水田耕作地ということもあり、一般には住居跡等の遺構

の存在については否定的に見られていた。しかし、県内のこれまでの発掘調査の知見によれば、河川の沖積

地においても水田等の生産遺構が存在することが確かめられて来ており、沖積地あるいは扇状地を含めて遺

跡の存在する対象地として視野の中に入れなければならない状況になって米ていたのである。

本遺跡の南部に広がる広瀬川低地帯についても、これまで利根川の旧流路ということで遺跡の存在が積極

的に説かれる状況にはなかったと言えよう。しかし、本遺跡を含む一般国道50号東前橋拡幅に伴う一連の遺

跡の発掘調査により、この広瀬川低地帯にも各時代の遺跡が存在することが確実になって来たのである。そ

うした見地でこれまでの広瀬川低地帯内を改めて見直してみると、例数は限られているが、遺跡の存在は早

くから指摘されていたのである。

広瀬川低地帯内でこれまで報告された遺跡の状況を見てみよう。

前橋市関根町付近の現利根川との接点と小島田町までの赤城山南西麓に沿った地域の中央部には、縄文時

図 2 今井白山遺跡の調査地の範囲と発掘区の設定方法
X =40.850 

Y =61.250 

, 
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代後・晩期の西新井遺跡（⑤)が存在する。本遺跡は、「幸塚町の北部白川右岸の水田地帯で、土地改良工事

中、多数の土器片や石器の出土を見た。土器は主として縄文後期のものであるが、精巧な耳飾りもあり、そ

こは利根川の旧流路の一つである桃ノ木川にも近く、低地であるので、その遺跡の性格は判断しがたい。白

川の流れによるi票流物にしては狭い範囲に多数出土しているし、住居跡とも考えられない」（尾崎喜左雄

1971 『前橋市史』第 1 巻）と報告されたが、その後「遺物は 2 地点から集中的に採集された。この南北 2 地

点は、約60m の間隔をもって存在しており、北地点の方が、約 lm 高い。両地点とも、遺物は約30m の範囲

にわたって分布していた。この 2 地点の間では遺物は全くといってよいほど採集されなかった。また、 2 地

点間の採集遺物には、大まかにみて時期差はないようであり、これらは磨滅しているものは少なく、石皿な

どの大形の石器を含んだ生活用具ー式が集中的に分布していることから、i粟流物とは考えられない。発掘調

査を経ねば断定はできかねるが、おそらく二つの小集団が併存してひとつの集落を形成していたものと推測

される」（設楽博己 1984 『群馬考古通信」第 9 号）とした。上記二者の理解を総合してみると、この地点に

は縄文時代の遺構が存在するものと考えてよいものと思われる。

また、北西端部には古墳時代の住居跡の存在が予想されている遺跡（⑩)が、そしてその下流部には古墳

時代の包蔵地とされる神明A (() ・神明 B （⑧）遺跡、そして神明古墳（⑨)が存在し、それらの神明遺

跡群の南部には平安時代の住居と水田が検出された青柳寄居遺跡（⑪)が存在する。また、西荒井遺跡の南

東方向には桂萱大塚古墳（⑥)が、西新井遺跡と桂萱大塚古墳の間には奈良•平安時代の集落である茶木田

遺跡（⑫)が発掘調査されている。これらの中で、神明遺跡群は広瀬川低地帯の中に形成された白川の厨状

地上に立地していることが注目される。

このように、広瀬川低地帯内には少なくとも縄文時代後期以来、人の生活の痕跡が確実に存在するのであ

る。各時期・各場所ごとに居住域・墓•そして生産域として活用されている。

そして、今井白山遺跡に隣接する赤城山南麓には、旧石器群や縄文時代から平安時代にかけての住居や古

墳などの検出された荒砥北三木堂遺跡（⑬)、縄文時代の敷石住居の検出されている筑井遺跡（⑭)、縄文・

奈良•平安時代の住居や古墳時代の方形周溝墓の検出された荒砥北原遺跡（⑮)、弥生•平安時代の住居の検

出された荒砥前原遺跡（⑯)、全長71mの前方後円墳である今井神社古墳（⑰)をはじめとして、各時代・時

期の遺跡が濃密に存在している。

上記のことを踏まえると、赤城山南麓部の台地上の遺跡を考えるときには、解析された沖積地や南部に広

がる広瀬川低地帯との関係が問われねばならないと言えよう。
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口熔岩円頂丘（カルデラ形成前） ［皿皿火砕流堆積面（大胡火砕流）

·流れ山 裔璽麟平野
ロ緩斜面および土石流涵養型谷底平野［三□ 扇状地（後期更新世後半）

図陣場岩屑なだれ堆積面

疇i可成段丘（後期更新世後半）

河成段丘（旧中州：完新世）
9 ` •,、‘·‘•、 9^` `、 1

疇i可成段丘（後期更新世前半）

訟前橋・伊勢崎台地上の後背湿地

四広瀬川低地帯の旧中州（浅間 B テフラ降灰後） ロ広瀬川低地帯の後背湿地（浅間 B テフラ降灰後）
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第 3 章基本土層

第 3 章 基本士層

今井白山遺跡は荒砥川扇状地上に立地するため、河道の変化により遺跡内の地点

ごとに堆積している土層の変位が大きい。全体的には、シルト層と砂層そして礫層

が地点ごとにその順序を変えて堆積し、その結果、表土下には上記土層が縞状に姿

を示す。ここでは、 2 区の 4 グリッド (AX-43) における土層堆積状況を代表させ

て示す。

1 層 暗褐色土耕作土。 2 層 暗褐色土粒子やや細かく粘性なし。しまりあ

り。白色軽石粒 (FP) をやや多く含む。鉄分少し沈着。 3 層 にぶい黄褐色土 2 

に似るが、白色軽石粒を少し含み、鉄分が多く沈着する。 4 層 にぶい黄褐色土

粒子細かくシルト質で粘性なし。しまり弱い。にぶい黄橙色シルトブロックを含む。

5 層 にぶい黄橙色土 4 に似るが、やや黄色味が強く、にぶい黄褐色土プロック

を少し含む。 6 層 にぶい黄橙色土 5 に似るが、明黄褐色シルトプロックを含む。

7 層 灰黄褐色土 6 に似るが、やや灰色味が強く、褐色シルトブロックを含む。

8 層 灰白色土 7 に似るが、やや白味が強く、しまりがない。褐色シルトブロッ 図 4 今井白山遺跡

クを少し含む。 9 層褐灰色砂層粒子粗く、砂質で粘性なく、しまりなし。な 甚本土層図

2
 

3
 
4
 

6
 

7
 

8
 

, 

お、 9 層以下には小円礫を主体とした砂礫層が存在した。

また、古環境研究所による本遺跡におけるテフラと重鉱物組成分析の結果は次ぎの通りである。

• 2 区 6 グリッドでは、岩相から天仁元（1108) 年に浅間火山から噴出したと考えられる浅間 B テフラ

(As-B, 新井 1979) の下位に、軽石の混じった砂質シルト層が認められた。この軽石の最大径は 5 mmであ

る。発泡のよい白色の軽石粒が認められる。この軽石は、岩層から As-C に由来するものと考えられる。

• 2 区 27 グリッドでは、下位よりシルトおよび砂質シルト層、砂層、土壌から構成されている。シルトお

よび砂質シルト層には、噴砂が認められる。また最下位のシルト層からは、石器が検出されている。砂層の

上部、および土壌の下部の 2 層準には、軽石粒が認められる。土壌下部の 2 層準のうち、上位には最大径

12mmの粗粒の白色軽石が認められる。この軽石には、角閃石の斑晶が認められる。これらのことから、この

軽石は 6 世紀中葉に榛名火山から噴出した榛名一伊香保テフラ (Hr- I, 早田 勉 1989、年代は坂ロ 一

1986) に対比されると考えられる。 Hr- I は従来ニッ岳軽石 (FP, 新井房雄 1962) と呼ばれた降下テフラ

層と、ニツ岳第 2 軽石流（新井房雄 1979) と呼ばれた火砕流堆積物の総称である。 FP の下位にある 2 層準

の上部の砂層中には、軽石が少量含まれている。軽石の最大径は、 4 mm。発泡のよい白色の軽石粒が認めら

れる。この軽石は、岩相から 4 世紀中葉に浅間火山から噴出した浅間 C軽石 (As-C, 新井房雄 1979、石川

正之助ほか 1979) に由来するものと考えられる。下部の砂層中には比較的多くの軽石が含まれている。軽

石の最大径は 4 mmである。発泡のよい白色の軽石粒が認められる。この軽石も、岩相から As-C に由来する

ものと考えられる。

• 砂層の重鉱物組成の分析結果から、本遺跡付近では、 As-C 降灰時 (4 世紀中葉）以降も氾濫に由来す

る砂層が堆積したようである。このような砂層の堆積は、 As-B 降灰時（天仁元年、 ll08年）以前には終了

していたと思われる。
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図 5 今井白山遺跡全体図





第 4 章 検出された遺構と出土遺物

国道50号を挟んで、南側の 1 区と北側の 2 区を合わせて、縄文時代以降の各種の遺構が検出され、多くの

遺物が出土した。

竪穴住居は縄文時代の敷石住居が 1 軒、古墳時代が24軒（前期 l 軒、中期 4 軒、後期20軒）、奈良時代が15

軒、平安時代が 7 軒、時代不明が 5 軒の合計52軒認められたが、時期が不明なもののうちには、竪穴住居と

は異なる遺構の可能性があるものも存在するが、とりあえず竪穴住居の中に含めた。

なお、発掘時には竪穴住居を 54軒として取りあつかったが、整理の結果、 2 軒を他の住居に統合させた。

溝は発掘時には 4 条認められたが、現代の 1 条は省略した。井戸は 2 基検出され、土坑は発掘時には 1 区

で28基、 2 区で28基の合計56基検出された。それらの土坑の内、木根等の跡と思われるものは省き、 46基を

記載する。土坑には、縄文時代に属するのが 2 基、弥生時代に属するのが 2 基、古墳時代に属するのが 1 基

存在するが、他は帰属時期が確定しない。ただし、弥生時代の土坑の 1 基は、竪穴住居の可能性があるが、

調査範囲が限定されていたことなどの理由により、全体像がつかめず、土坑として扱った。

古墳・奈良•平安時代以前の文化層の存在を確認するために、下部の調査中に、遺構を伴わない縄文時代

の 3 箇所の遺物集中出土地点を検出した。 1 区で 1 地点、 2 区で 2 地点である。

1 区の竪穴住居の下から、縄文土器や石器の出土した沢が検出された。

遺構外から、縄文時代以降の各種の遺物が出土した。遺構内から出土しても、明らかに遺構の時期よりも

潮る遺物も遺構外出土の遺物と合わせて記載する。

また、本遺跡では地震の結果で生じた亀裂・噴砂等の現象が認められた。本章では遺構との係わりを記載

し、総括的には第 5 章で検討する。

名 称 位置 平面形状 長軸方位
規模 (cm)

名 称 位置 平面形状 長軸方位
規模 (cm)

長軸 x短軸 x 深さ 長軸 x 短軸 x 深さ

2 区26号土坑 AY45 不整形 N-79ー-E 123X 91X 76 1 区26号土坑 A018 長方形 N-12ー-W (240) X 97X 11 

2 区23号土坑 AX43 不明 N-78ー-W -x -x 32 1 区27号土坑 AP27 楕円形 N-8 ー-E 358X 132X 59 

2 区24号土坑 AX43 円形 不 明 1 区28号土坑 AL12 不整方形 N-68'-E llOX 90X 33 

1 区 1 号土坑 AN15 長方形 N-14ー-W 170X 93X 51 1 区30号土坑 A021 不整長方形 N-3 ー-W 307X 105X 58 

1 区 2 号土坑 AN16 不整長方形 N-l4ー-W (122) X 98X 60 1 区33号土坑 AP24 楕円形 N-24ー-E 52X 37X 24 

1 区 3 号土坑 AN15 長方形 N-13'-W 105X 80X 30 1 区35号土坑 AQ23 円形 N-12'-W (76) X 98X 31 

1 区 4 号土坑 AN15 方形 N-84ー-E 55X 53X 31 1 区36号土坑 AQ23 楕円形 N-28'-W (152) X 126X 30 

1 区 5 号土坑 AN22 長方形 N-79'-E 113X 93X 23 2 区 1 号土坑 AV32 円形 N-5 ー-W 80X 67X 37 

1 区 6 号土坑 A026 不整形 N-7 ー-W ll8X (54) X 17 2 区 2 号土坑 AV33 長方形 N-16'-E 132X 81X 60 

1 区 7 号土坑 A026 長方形 N-78ー-E (100) X 89X 7 2 区 3 号士坑 AU30 円形？ N-15'-E (97) X 119X 25 

1 区 8 号土坑 A026 長方形 N-6'-W 192X 83X 4 2 区 4 号土坑 AU30 円形 N-82ー-E (89) X (55) X 20 

1 区 9 号土坑 AM12 長方形 N-10'-W 125X 88X 40 2 区 7 号土坑 AX42 楕円形 N-90'-E 185X 59X 36 

1 区 10号土坑 AN12 長方形 N-90ー-E (125) X 73X 22 2 区 8 号土坑 AX39 楕円形 N-42ー-E (150) X 73X 21 

1 区13号土坑 AN14 卵形 N-5 ー-W 87X 56X 21 2 区 9 号士坑 AW39 楕円形 N-48ー-E ,187X 78X 45 

1 区15号土坑 AM16 長方形 N-14ー-W 141X 115X 31 2 区10号土坑 AV34 楕円形 N-8'-E (107) X 107X 16 

1 区 16号土坑 ANJ6 長方形 N-13'-W ll3X 70X 30 2 区12号土坑 AW39 楕円形 N-53'-E (137) X llOX 90 

1 区 17号土坑 AN20 不整形 N-9'-W 245X 119X 15 2 区］ 3号土坑 AT22 楕円形？ N-12'-E (170) X 65X 10 

1 区18号土坑 AN20 長方形 N-8'-W 242X 136X 20 2 区］ 5号土坑 AX44 不整形 N-13ー-E (76) X 72X 25 

1 区19号土坑 AN21 長方形 N-8'-W (178) X 72X 5 2 区16号土坑 AX45 円形 N-84'-W 79X 72X 25 

1 区20号土坑 AN23 長方形 N-10'-W (200) X 84X 24 2 区22号土坑 AY47 円形 N-81'-E 126X (108) X 33 

1 区21号土坑 A021 長方形 N-13'-W 240X 89X 38 2 区25号土坑 AU28 楕円形？ N-41'-E (47) X 32X 25 

1 区23号土坑 AQ25 不明 N-12'-E 90X 78X 6 2 区27号土坑 AS14 不整形 N-84ー-E 108X (67) X 19 

1 区24号土坑 AP25 長方形 N-72ー-W (188) X 85X 20 2 区28号土坑 AS14 不整形 N-21ー-W (180) X 72X 35 

表 1 今井白山遺跡土坑一覧
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第 4 章検出された遺構と出土遺物

AQ-2」 28^＾名紅一l AQ -2叶 1 区23号住居埋土

! 
1 暗褐色土 シルト質で、炭

゜ 塁渥鰭
化粒を少し含む。

2 暗灰色土 シルト質。

(l 23 ｧ 

` ̀ IO  
a 細

"'olO 
~ 

15 

31 

・ジ ｰ •• 、 0 Q ヽ
19 

AP-2-f- AP-2斗

A A' ゜29 . L =83. 7 . 

゜
2m 

］讐らダー］ 芋畠］
疇ロ4 5 尋ーロ。

—-: 9喜じ］ “] 疇 □2
11 

雑ロ
13 

` ＼り
図 6 1 区23号住居遺構·出土土器図

1.竪穴住居

l 区23号住居 図版番号遺構図版 2 遺物図版34 • 35 

2 1/4 

3 1/2 

4 ~13 1/3 

位置 AP-23 残存深度確認できなかった。 平面形状 プランが確認できず不明である。 規模不明

である。 主軸方位不明である。 埋没土不明である。 周壁不明である。 床面顕著な硬化面確

認できなかった。 周溝 未検出である。 柱穴 ピットは 6 基確認したが、積極的に柱穴と認定するにい

たらなかった。 掘り方 ほとんど検出できなかった。 遺物出土状況完形の小形鉢形土器 1 点（ 3) や

深鉢形土器の破片多数と剥片素材の削器・使用痕のある剥片 (14~28) 、磨石 (29) 、凹石 (30 • 33) 、敲石

(31) 、石皿（32) がほぼ同じレベルで出土した。また、被熱によりはじけた礫が約2.5m 離れて出土し、接
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第 4 章 検出された遺構と出土遺物

/
 ヽ

c
 

ヽヽ

27~33 1/3 

34 1/4 

0 29  

ロ

—— 

33 

図 8 1 区23号住居出土遺物図 (2)

18 



c
 

•I 

‘` 

5
 

ーl
 z

 

・
ド
ょ

汀

l
1
1
1
1
1
1
1
3

砂
仙
馴
仙
い
旧

1
1
1
7

．
斤

4

L
1
1
8
3
.
 9
 

6
 

2
 

9
 

4
 

A
、
.

：
覧
：
~
i
＇
i

3
 ｷ
 
1

5

 
8
 

2
 

11 

B
_
 

. 
゜ 0

つ
°
雇

ー

〇
つ . c 

A
、. ．上！＞、-1r_.

• 9,^  L =83. 9 主＿．

l.t8—←--ニ-L
゜

10 
9
 

D

一
. 

8
 

7 4 

D' . E
_
 

. L=83.9 E' . よ

1 区 1 号住居埋土

1 暗褐色土径 2 mm大の白色軽石粒、焼土粒を

わずかに含む。

径 2 mm大の白色軽石粒、黄色砂質

土小プロックを少し含む。

径 2~5 mm大の白色軽石粒、黄色

砂質土小プロックを少し含む。

3 に類似、白色軽石粒がやや少な

く、粘性あり。

1 に類似、黄色砂質土を少し含む。

砂質で、暗褐色土プロックを含む。

径 1~2 mm大の白色軽石粒をわず

かに含む。

砂質で、やや褐色を帯びる。壁の

崩落土。

混入物はない。

やや粗いシルトが主体で、黒色土

プロックを含む。（掘り方埋土）

2
 
暗褐色土

3
 
暗褐色土

4
 
暗褐色土

5

6

 

暗褐色土

黄色土

黄色土

8

9

 

黄色土

灰褐色土

L
1
1
8
3
.
9
 

. c 

c̀ . c̀ . 
゜ lm 

1 区 1 号住居カマド埋土

1 暗褐色土 径 2~5 mm大の白色軽石粒、焼土粒、黄色粘上

粒を少し含む。

粘性があり、焼土粒、暗褐色土プロソクを少し

含む。

粘性があり、暗褐色士プロックを多く含む。

（天井部の崩落土）

粘性があり、焼土粒をやや多く含む。

粘性があり、焼土粒を多く含む。

灰主体。

焼土プロック。

焼土粒、黄色粘土粒を少し含む。

4 に類似、焼土粒を非常に多く含む。

焼土粒、灰をやや多く含む。

黄色土

3
 
黄色土

ー゚

4

5

6

7

8

9

 

黄色土

黄色土

灰褐色土

褐色土

黄褐色土

黄色土

黒褐色土

11 

12 

13 

14 

15 

16 

17 

18 

19 

20 

21 

灰褐色土

灰褐色土

暗褐色土

暗褐色土

灰褐色土

暗褐色土

灰褐色土

暗褐色土

焼土粒、灰、黄色粘土粒を少し含む。

焼土粒、灰を少し含む。

焼士粒、炭化物、黒色土プロックを含む。

やや砂質で、固く締まる。炭化物、焼土粒を少

し含む。

赤褐色土、やや砂質で、焼土粒を多く含む。

暗褐色土 黄色粘土粒、焼土粒を少し含む。

黄褐色土 やや粘性があり、締まりあり。焼土粒、暗褐色

土プロックを含む。

焼土粒、炭化物、黒色土プロックをわずか含む。

やや砂質で、炭化物を少し含む。

シルト質で、黒色土プロックを少し含む。

締まりなし。

図 9 1 区 1 号住居遺構図
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第 4 章 検出された遺構と出土遺物

合する資料（34) が検出された。削器・使用痕のある剥片の内、 15 • 20の削器は黒色安山岩であり、他は黒

色頁岩である。磨石・凹石・敲石・石皿の礫素材の石器はすべて粗粒安山岩である。所見 偏平な円礫や小

礫がやや多く検出され、配列の規則性はみとめられなかったが、加曽利 E3 式期の敷石住居と考えて置きた

い。なお、 1 区19号住居の西部中央部の調査時に、本住居に属する偏平な円礫群の一部が露出していた。

l 区 1 号住居 図版番号遺構図版 3 遺物図版35 • 36 

位置 AM-14 残存深度 33cm 平面形状隅丸長方形。 規模東辺3.2m 西辺3.0m 南辺4.0m 東

辺4.4m 主軸方位 N-87ー -E 埋没土 自然埋没と考えられる。 周壁 約66゜の勾配で立ち上がる。床

面 ほぼ平坦であるが、顕著な硬化面は確認できなかった。 14.452吋周溝未検出である。貯蔵穴東
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図10 1 区 1 号住居遺構・出土土器図
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口
図12 1 区 1 号住居出土遺物図 (2)
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南隅に確認した。円形。直径35cm 深さ 22cm 。 柱穴 床面調査時に検出できず、掘り方調査時にも積極的

に柱穴の掘り方と認めるピットは検出できなかった。 掘り方 北東部にやや大きなピットを検出した。

寵位置東辺やや南寄りに付設。 主軸方位 N -87ー -E 形状馬蹄形状。 規模全長1. 80m 屋外

長1. 20m 屋内長0.60m 袖部幅l. OOm 燃焼部幅0.28m 焚口 焚口では角閃石安山岩を用いて鳥居状に

構築されていた。 燃焼部 壁より内側に構築され、中央部からは敲打痕のある被熱礫が出土した。袖壁

22 



1.竪穴住居

から焚口に向かってすぽまる。 煙道 燃焼部から緩やかに立ち上がる。 掘り方 舌状。 遺物出土状況

東北隅部の床面直上を中心にして、主として土師器が出土した。また管玉 (17) ・加工痕のある軽石 (18) も

出土した。焚口中央部の角閃石安山岩の礫（21) は、端部が剥離により加工されるとともに側面が削られて

いた。 所見 出土土器から古墳時代後期に属すると考えられる。

1 区 2 号住居 図版番号遺構図版 3 • 4 遺物番号37 • 38 

位置 A0-17 残存深度 58cm 平面形状不正隅丸長方形。 規模東辺3.2m 西辺3.0m 南辺1. 8m

北辺2.3m 主軸方位 N-12ー -E 埋没土 基本的に自然埋没と思われるが、床面からやや浮いて多量の炭

化材と被熱礫が出土した。 周壁 約84゜の勾配で立ち上がる。 床面 ほぼ平坦であるが、顕著な硬化面は

確認できなかった。 7.204対周溝未検出である。 貯蔵穴未検出である。 柱穴床面調査時にも、掘

り方調査時にも検出できなかった。 掘り方 ほとんど検出できなかった。 遺物出土状況 炭化材と礫に
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1 区 2 号住居埋土

1 暗褐色土耕作土。

2 灰褐色土砂質で、径 l ~2 cm 大の小円礫を少し含む。

3 黒褐色土褐色砂を含む。

4 灰色土 砂質で、径 2 ~5 cm大の小円礫を少し含む。

5 暗褐色土砂質で、径 1 ~2 cm大の FP 小礫と炭化物を少し含む。

6 暗褐色土 5 に類似、焼土粒を少し含む。

7 黒褐色土黒色砂、径 3~7 cm大の小円礫を含む。

図13 l 区 2 号住居遺構図
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図14 1 区 2 号住居出土土器図
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1. 竪穴住居
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図15 1 区 2 号住居出土遺物図（ 1)
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図16 1 区 2 号住居出土遺物図 (2)
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図17 1 区 2 号住居出土遺物図（ 3)
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1 区 3 号住居埋土

1 暗褐色土 径 l ~2 mm大の FP 小粒、焼土粒、黄色粘土粒を少し含む。

2 暗褐色士 径 2 ~5 mm大の FP 小礫を少し、焼土粒をわずかに含む。

3 暗褐色土 径 1 ~2 mm大の FP 小粒、焼土粒を少し含む。

4 褐色土 黄色土粒をわずかに、径 1 ~2 cm大の小円礫を少し含む。

5 黒褐色土 径 l ~3 mm大の FP 小粒、径 1 ~2 cm大の小円礫を少し含む。

6 黒褐色土 径 1 mm大の FP 小粒を少し含む。

F' 7 暗褐色土 やや砂質で、径 1 -3 mm大の FP 小粒を少し含む。. 
8 黒褐色土焼土粒をわずかに含む。

9 暗褐色土 暗褐色砂質土をやや多く含む。

10 暗褐色土 砂質でやや灰色を帯びている。

11 暗褐色土 小礫を多く含み、よく締まる。焼土、炭化物をわずかに含む。

12 黒褐色土 黄色粘土粒、焼土粒を少し含む。

13 黒褐色土 焼土小プロックをわずかに、 2 cm大の小円礫をやや多く含む。

lm 14 黒褐色土 径 1 ~2 cm大の小円礫、黒色砂を多く含む。

1 区 3 号住居カマド埋土

1 黄褐色土 黄色粘土粒をやや多く、焼土粒をわずかに含む。

2 黄褐色土 1 に類似、焼土粒を多く含む。

3 黄色土 粘性があり、焼土、暗褐色小プロソクを少し含む。

（天井部崩落土）

4 暗褐色土 黄色粘土をやや多く、焼土粒を少し含む。

5 暗褐色土 黄色粘土を少し、焼土プロックをやや多く含む。

6 褐色土 焼土プロックを多く、黄色粘土プロックをやや多

く含む。

7 褐色土 黒褐色土小プロック、黄色粘土プロック、焼土プ

ロックを少し含む。

8 黒褐色土 7 に類似、やや黒色味が強く、焼土プロックはや

や少ない。

9 黒色土 焼土プロックを少し含む灰を主体とする。

10 赤褐色土焼土。

11 黒褐色土 焼土粒、炭化物を少し含む。

12 褐灰色土 粘土プロックを主体とする。

13 黄褐色土 シルト、黒色土プロックを少し含む。よく締まる。

14 黒褐色土 焼土プロック、小円礫を少し含む。

15 黒褐色土 焼土粒、炭化物を少し含む。

図18 1 区 3 号住居遺構図
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1.竪穴住居

混じって完形の灰釉陶器 4 点 (1~4) と多量の釘 (5~24) が出土した。パレオ・ラボの同定によれば、

炭化材の樹種はプナ科のコナラ属コナラ節とコナラ属クヌギ節であり、主体は20年以内の比較的若木で、大

きさは半径40mm以内である。炭化材の分布状況を見ると、コナラ節が南半部にやや集中している様子が窺え

た。また、炭化材の中には端部を尖らせるように加工したものが認められた (25 • 26) 。釘の出土状況に明確

な規則性を認めることはできなかった。礫の中には削り痕や敲打痕、また被熱により節理で割れた接合資料

(27~33) などが存在した。所見 4 点の灰釉陶器の内の 3 点 (1~3) には、内面中央部と商台端部に磨

痕が認められ、使用の結果による磨滅というよりは、意識的に磨った結果と考えるべきかもしれない。本遺

構を規模と形状から住居としたが、顕著な硬化した床面が認められず、被熱した礫が多量に出土したにもか

かわらず礫を意識的に組んだ様子も窺えず、周囲の壁にも寵を構築した痕跡は無く、竪穴住居とするには疑

問が残る。出土した灰釉陶器から平安時代に属すると考えられる。

ヽ
. E 

. E 

D' . 

+ 
A0-18 

B' 

—• 

口

゜ 2m 

こ

、ロロ

E
、. 

゜ lm 

ロ、ロニ

口

l ~6 1/3 

図19 1 区 3 号住居遺構・出土土器図
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1. 竪穴住居
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図21 1 区 3 号住居出土遺物図 (2)

1 区 3 号住居 図版番号遺構図版 4 • 5 遺物図版39 • 40 

位置 AN-17 残存深度 40cm 平面形状不正隅丸方形。 規模東辺3.8m 西辺4.2m 南辺3.4m

北片3.3m 主軸方位 N-104ー -E 埋没土 自然埋没である。 周壁 約76゜の勾配で立ち上がる。 床面

ほぽ平坦で、北西部に粘土が貼られている状況が確認された。 16.674吋 周溝 南辺と西辺南部で検出され

た。 貯蔵穴南東隅部で検出された。平面楕円形。 長軸71cm X 短軸55cm。深さ 20cm 。 柱穴未検出

である。 掘り方顕著な揺り方は検出されず。 寵位置東辺中央やや南よりに付設。 主軸方位

31 
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1 区 4 号住居埋土

l 土坑埋土

2 暗褐色士

3 黒褐色土

4 黒褐色土

5 暗黄褐色土

6 黒褐色土

7 黒褐色土

8 暗黄褐色土

9 黒褐色土

10 黒褐色土

11 黒褐色土

12 黒褐色土

13 黒褐色土

14 灰白色土

15 褐色土

やや砂質。

径 2~4 mm大の黄橙色軽石粒がわずかに、黄色シルト土を多く含む。

3 に類似、黄橙色軽石粒が少ない。

砂質。壁の崩落土か。

4 に類似、黄色味が強い。

黄橙色軽石粒をわずかに、黄色シルト、灰色砂をやや多く含む。

砂質で、黒褐色土プロックをやや多く含む。

黄橙色軽石粒をわずかに、黄色シルトプロックをやや多く含む。

9 に類似、黄色シルトプロックをやや多く含む。

砂質で、黄色シルトプロックをやや多く含む。

黄橙色軽石粒を少し、黄色シルトプロソクをやや多く含む。

黄色シルト粒を少し、焼土粒をわずかに含む。

粘性のある土のプロック。

シルトと黒色土のまじりであるが、シルトが多い。

図22 1 区 4 号住居遺構図（ 1)
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1.竪穴住居

1 区 4 号住居カマド埋土

1 暗灰褐色土 灰白色粘土プロソク、黒色土プロックをやや多く含む。

2 黒色土 灰白色粘土プロソクをやや多く、焼土粒を少し含む。

3 灰白色土 粘性があり、黒色土粒、焼土粒を少し含む。

4 黒色土 灰主体。

5 黄白色土 粘性があり、白色粘土粒、焼土粒を少し含む。

6 浅黄色土 シルト質で、焼土プロソクを非常に多く含む。

7 浅黄色土 6 に類似、焼土プロソク、灰を多く含む。

8 暗褐色土 焼土を多く含む。

9 暗褐色土 焼土粒をわずかに、灰をやや多く含む。

10 黄白色土 黄白色シルト、灰白色粘土を多く含む。
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図23 1 区 4 号住居遺構図（ 2)

N -78ー -E 形状 舌状。 規模 全長1. 10m 屋外長0.60m 屋内長0.50m 袖部幅0. 75m 燃焼部幅

0.30m 焚ロ・燃焼部 遺存状況 不良である。皿状の落ち込み。燃焼部は壁の内側である。 袖 ほとん

ど検出できなかった。補強材として両袖に礫が使用されていた。 煙道 燃焼部から緩やかに立ち上がる。

掘り方 舌状。 遺物出土状況 寵の周辺と南西部から土師器と左利き用の鎌 (13) 、敲打痕のある礫などが

出土した。鎌の基部の柄を着ける部分には布が遺存していた。

すると考えられる。

1 区 4 号住居 図版番号

位置 A0-15 残存深度

遺構図版 5

70cm 平面形状

遺物図版40

隅丸方形である。

所見 出土した土器から奈良時代後期に属

土坑 2 基に切られる。 規模 東辺3.lm
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図24 1 区 4 号住居出土土器図

西辺3.2m 南辺3.lm 北辺2.6m 主軸方位 N-73ー -E 埋没土 自然埋没である。 周壁 約80゜の勾

配で立ち上がる。 床面 ほぼ平坦であるが、顕著な硬化面は確認できなかった。 10.892吋周溝北西隅

部で一部検出した。 貯蔵穴 未検出である。 柱穴床面検出時にピット 1 基を検出したが、柱穴として

対応するピットが検出できず、積極的に柱穴とは認められない。 掘り方 大小 9 基のピットを検出した。

北西隅部と南西隅部のピットは柱穴の可能性がある。 寵 位置 東辺中央やや南よりに付設されていた。

主軸方位 N -84ー -E 形状馬蹄形状。 規模全長2.20m 屋外長 1.50m 屋内長0.70m 袖部幅

l.OOm 燃焼部幅0.40m 焚ロ・燃焼部 舌状。燃焼部は壁の内側である。 袖 両袖ともに地山を削り出

している。 煙道 燃焼部の壁面のやや上部から緩やかに立ち上がる。トンネル状に遺存していた。 遺物

出土状況 中央部から南西部にかけて土師器が出土した。 所見 出土土器から古墳時代後期に属すると考

えられる。

1 区 5 号住居 図版番号遺構図版 5 遺物図版40 • 41 

位置 AM-17 残存深度 67cm 平面形状不正隅丸方形。 規模東辺3.10m 西辺2.60m 南辺3.10m

北辺2.60m 主軸方位 N-28ー -E 埋没土 自然堆積である。 周壁 約72゜の勾配で立ち上がる。 床面

ほぼ平坦であるが、顕著な硬化面は確認できなかった。 9.574吋 周溝未検出である。 貯蔵穴 未検出で

ある。 柱穴未検出である。 掘り方 中央部やや東寄りにやや大きなピットを検出した。 寵位置

東辺の中央やや南寄りに付設されていた。 形状舌状。 規模全長1. 10m 屋外長0.20m 屋内長
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1 区 5 号住居埋土

1 暗褐色土 径 3 mm大の FP 粒をわずかに含む。

2 暗灰褐色土 やや砂質で、径 1 mm大の FP をわずかに含む。

3 黒褐色土 径 1 ~3 mm大の FP 粒と焼土粒をわずかに含

む。

4 暗褐色土 径 1 ~2 mm大の FP 粒をわずかに、径 2 ~ 

5 cm 大の小円礫を少し含む。

5 暗褐色土 砂礫主体。

6 暗褐色土 径 1 ~3 mm大の FP 粒をわずかに、径 3 cm大

の小円礫を含む。

7 暗褐色土 褐色の砂、 1 ~2 cm大の小円礫を少し含む。

. . . 
可 と 叫

ア

\ □上．上． IA＼瀦＼＼ ` 
E 

箆
II 

一司〗［。 /I 吋.. 

1 区 5 号住居カマド埋土

1 黄褐色土 黄色粘土プロック、焼土プロックをやや多く含む。

2 黒褐色土 黄色粘土プロック、焼土粒を少し含む。

3 黄色土 焼土プロックをやや多く含む。
8 

4 赤褐色土 焼土プロック主体。

E L =83.6 E' 5 黄褐色土 黄色粘土プロック、焼土プロックをやや多く含む。. . 
6 黒褐色土 焼土粒、黄色粘土小プロック、灰を少し含む。

7 黒色土 灰を主体とし、焼土粒をやや多く含む。

8 赤褐色土 焼土主体。

9 黄褐色土 粘性強く、焼土プロックをやや多く含む。

゜
lm 10 黒褐色土 焼土を少し、径 5 ~8 cm の円礫をやや多く含む。

図25 1 区 5 号住居遺構図
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第 4 章 検出された遺構と出土遺物

0.90m 袖部幅1.20m 平面楕円形。

んど未検出である。燃焼部からやや急角度で立ち上がるか。

床面直上から埋土中位にかけて、土師器が集中して出土した。加工した角閃石安山岩の礫 (10) が出土した。

所見 出土土器から古墳時代後期に属すると考えられる。

1 区 6 号住居

位置

3.20m 

る。

A0-19 

図版番号

残存深度

北辺3.40m

床面

燃焼部幅0.30m

遺構図版 6

主軸方位

焚ロ・燃焼部

遺物図版41

掘り方

ほぽ平坦であるが、中央部にやや凹凸がある。 14.044m'

に確認された。 貯蔵穴

44cm 平面形状

N -78ー -E 

未検出である。

東辺中央部やや南寄りに付設されていた。

不正隅丸長方形。

埋没土

柱穴

できず、柱穴として積極的に確認できなかった。

袖

楕円形。

規模

自然埋没である。

東辺3.20m

周溝

右袖の遺存不良。

周壁

遺物出土状況

煙道 ほと

中央部の

西辺2.90m 南辺

約76゜の勾配で立ち上が

東辺・北辺そして南辺の一部

床面検出時に 6 基のビットを検出したが、北東隅に検出

掘り方

主軸方位

中央部と周囲が掘削されていた。

N-80ー -E 形状 不明。 規模

寵

全長1. 10m

置
屋
位

声こ口こ

! ! 7 

1 ~9 1/3 

10 1/4 

5
 

` 
` 

゜ 10 

図26 1 区 5 号住居出土遺物図
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1.竪穴住居
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1 区 6 号住居埋土

1 黒褐色土 灰色の砂粒を多

く含む。

暗灰褐色土径 1 mm大の白色

軽石粒と炭化物を

わずか含む。

砂質で、白色軽

石粒と焼土粒、黄

色シルト粒をわず

かに含む。
灰白色土 灰色の砂をプ

ロック状に非常に

多く含む。

灰白色土 灰色の砂をプ

ロック状にやや多

く含む。

粘性があり、や

や灰色を帯びてい

る。

暗灰褐色土砂質で、焼土粒

を少し、灰白粘土

粒をやや多く含む。

砂質。

8 に類似、色調

はやや暗い。

10 灰白色土 砂質で、暗褐色

土をプロック状に

多く含む。

2
 

3
 

4
 

5
 

6
 

7
 

8

9

 

1 区 6 号住居カマド埋土

1 灰褐色土 黒褐色土プロック、

焼土プロックをや

や多く含む。

灰褐色砂質土をや

や多く、焼土粒を

少し含む。

灰褐色粘土プロッ

クを少し、焼土を

わずかに含む。

灰褐色砂を少し、

焼土小プロックを

わずかに含む。

粘性があり、焼土

を多く含む。

赤褐色土焼土。（天井部崩

落土）

焼土小プロックを

やや多く、灰を少

し含む。

灰主体。

焼土粒を少し、径

2~4 mm大の白色

軽石粒をわずかに

含む。

焼土粒、灰を少し、

灰色砂をやや多く

含む。

砂質で、焼土、灰

を多く含む。

砂質で、灰を少し

含む。

砂質で、焼土粒を

わずかに含む。

2
 

3
 

4
 

5
 

6
 

7
 

8

9

 

11 

12 

13 

灰褐色土

黄白色土

灰褐色土

灰褐色土

黒褐色土

黒褐色土

灰褐色土

灰褐色士

黒褐色土

黒色土

暗褐色土

D' . 
10 黒褐色土

暗褐色土

暗褐色土

暗褐色土

図27 1 区 6 号住居遺構図（ 1)
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第 4 章 検出された遺構と出土遺物
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7 住

E' . 

F' -ｷ 
A' -ｷ 

G' -ｷ 

. 
`
3
 

D' . 

゜ lm 

外長0.45m 屋内長0.65m 袖部

幅1.05m 燃焼部幅0.36m 焚ロ・

燃焼部 楕円形。燃焼部は壁の外

側か。 袖左袖の遺存不良。 煙

道燃焼部からやや急角度に立ち

上がる。 掘り方楕円形。 遺

物出土状況顕著な集中を示さな

いが、床面直上から土師器・棒状

礫が出土した。 所見 l 区 7 号

住居・ 12号住居を切る。出土した

土器から奈良時代後期に属すると考えられる。 12号住居を切る地震による断層との関連は確認できなかった。

L =84.0 
F' . 

G— . L =84.0 

゜ 2m 

図28 1 区 6 号住居遺構図（ 2)

1 区 7 号住居 図版番号遺構図版 6 遺物図版41

位置 A0-19 残存深度 40cm 平面形状隅丸方形か。 規模東辺5.20m 南辺5.90m 主軸方位 N 

-70ー -E 埋没土 自然埋没と考えられる。 周壁 約62゜の傾斜で立ち上がる。 床面 遺存している範囲

ではほぽ平坦である。約13.31m' （復元値） 周溝未検出である。 貯蔵穴未検出である。 柱穴積極

的に柱穴と認められるピットは検出できなかった。 掘り方 顕著な掘り方は認められなかった。 遺物出

土状況古式土師器の S 字口縁の台付甕や蓋．壺などが出土した。 所見 1 区 6 号住居・ 12号住居に切ら

れる。出土土器から古墳時代前期に属すると考えられる。

l 区 8 号住居 図版番号遺構図版 6 • 7 遺物図版42

位置 AM-20 残存深度 60cm 平面形状 隅丸方形。 規模東辺2.80m 北辺3.00m 主軸方位 N-
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図29

自然埋没である。

未検出である。

や顕著な掘り方を検出した。 寵

全長1. 10m

周壁

柱穴

的に柱穴と認められるものはなかった。

こ14

1 ~15 1/3 

゜
-t ｷ.... ｷ. ｷ.... ·委3 -

` 

□12 
1 区 6 号住居出土遺物図

約73゜の勾配で立ち上がる。

ぼ平坦であるが、顕著な硬化面は認められなかった。 7.204m'

掘り方

周溝

床面 ほ

北東隅の一部

位置

ピットは 3 ~ 4 基検出されたが、積極

屋外長0.50m

中央部から北西隅部にかけてや

東辺南端部。 主軸方位

屋内長0.60m

N -90ー -E 

袖部幅0.90m
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第 4 章 検出された遺構と出土遺物
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1 区 7 号住居埋土

1 黒褐色土 攪乱。

2 黒褐色土 白色軽石小粒を多く含

む。

3 黒褐色土 黒褐色シルトプロック

を含む。

4 暗灰褐色土砂質で、白色軽石粒を

わずかに含む。

5 暗灰褐色土 白色軽石小粒をわずか

に、黄色シルトプロックを少し含む。

6 黄色土 やや灰色を帯びて、砂

質、白色軽石粒をわずかに含む。

7 黒褐色土 灰色砂をやや多く含む、

白色軽石粒をわずかに含む。

8 黄色土 6 に類似、白色軽石粒

は少ない。

9 黒褐色土 白色軽石粒と黄色シル

トプロックを少し含む。

10 黄色土 8 に類似、より砂質ぎ

みである。

11 暗灰褐色土砂質で、焼土粒を少し、

灰色粘土粒をやや多く含む。

12 暗灰褐色土 シルト質で、黒褐色土

プロックをやや多く含む。

12住 べ！・

B

一
. B' . 

11 

B— . L =84.0 B' . 
6 住

゜ 2m 

図30 1 区 7 号住居遺構図
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燃焼部幅0.25m 焚口

浅い皿状の落ち込み。

燃焼部ほぼ壁の内

側。 袖内側にやや

すぼまる。 煙道燃

焼部からやや急角度に

立ち上がる。 掘り方

三角形状。 遺物出土

状況須恵器高台付

椀・杯、「コ」の字状

口縁の土師器甕、鉄

鏃、刀子片、釘などが

出土した。 所見埋

上中から後世の砥石が

2 点出土し、埋士を切

る新しい遺構を見落と

していると考えられる

が、住居の時期は出土

土器から平安時代であ
゜ 2m ろう。

1 赤色塗彩
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1 ~4 1/3 

図31 1 区 7 号住居遺構・出土土器図

1 区 9 号住居

図版番号遺構図版 7 • 8 遺物図版42 • 43 

位置 AP-22 残存深度 50cm 平面形状 隅丸方形。

規模東辺 3.50m 西辺 3.60m 南辺 3.60m 北辺

3. 70m 主軸方位 N-102ー -E 埋没土 自然埋没で

ある。 周壁約78゜の勾配で立ち上がる。 床面 ほ

ぼ平坦であるが、顕著な硬化面は認められなかった。

15.51対周溝部分的に認められるが、積極的に評価

できるか疑問が残る。・貯蔵穴 南東隅部に認められ

る。 平面楕円形。 長軸 52cm X 短軸 40cm 深さ

41 



第 4 章 検出された遺構と出土遺物
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I 屯. 
1 区 8 号住居埋土

1 暗褐色土 表土。容土。

2 黒褐色土 粒子粗く、 FP 小粒、灰黄褐色シルトプロック、炭化物、焼土粒をわずかに含む。

3 黒褐色土 2 に類似、黒色味が強く、より砂質である。

4 暗褐色土 2 に類似、やや茶色味が強く、 FP 小粒、灰黄褐色シルトプロックをやや多く含む。

5 暗褐色土 4 に類似、灰黄褐色シルトプロック、焼土粒を多く含む。

6 暗褐色土 4 に類似、焼土粒、炭化物を多く含む。
7 暗褐色土 4 に類似。

8 暗褐色土 粒子細かく褐色シルトプロック、 FP 小粒を多く、炭化物、焼土粒を少し含む。

9 黒褐色土 粒子やや粗く、 FP 小粒を多く、灰黄褐色シルトプロック、焼土粒を少し含む。

10 灰黄褐色土 シルト質のプロック。

11 黒褐色土 粒子細かく、灰褐色シルトプロソクをやや多く、焼土粒を少し含む。

12 黒褐色土 11 に類似、やや黒色味が強い。

13 暗褐色土 粒子細かく、灰黄褐色シルトプロック、焼土粒をわずかに含む。

14 黒褐色土 粒子やや粗く、砂質、締まりなし。灰黄褐色シルトプロックを多く含む。

15 灰黄褐色土 シルト質で、暗褐色土プロックを含む。

16 暗褐色土 粒子細かく、締まりなし。木根による攪乱。

17 灰黄褐色土 シルト質で、黄色粘土プロックをやや多く、灰を多く含む。

18 灰黄褐色土 シルト質で、黄色粘土プロック、黒褐色土を多く含む。

f
T
Y
 

、
9

I—-Y□
]
‘
 

1 区 8 号住居カマド埋土

l 暗褐色土 黄白色粘土小プロック、焼土プロックをやや多 7 黒褐色土 5 に類似。

く含む。 8 灰色土 砂質で、焼土粒をやや多く含む。

2 黄白色土 粘土が主体で、焼土粒・焼土プロックを含む。 9 黒色土 灰主体で、焼土粒を少し含む。

3 黒褐色土 焼土粒・焼土プロックをやや多く含む。 10 暗褐色土 黄色シルト小プロック、焼土粒を少し含む。

4 黄白色土 粘土が主体で、焼土粒・焼土プロソクをやや多 11 褐色土 焼土粒を多く、黄白色シルト粒を少し含む。

く含む。 12 暗灰褐色土 砂質で、黄白色シルトプロックを多く含む。

5 黒褐色上 焼土粒が多く、黄白色粘土プロックをやや多く 13 灰褐色土 砂質で、焼土を少し含む。

含む。 14 褐色土 焼土を多く含む。

6 褐色土 焼土粒・焼土プロック、黄白色粘土プロックを 15 黒褐色土 焼土粒、灰色シルトプロックをやや多く含む。

やや多く含む。 16 灰褐色土 砂質で、焼土を少し含む。

図32 1 区 8 号住居遺構図
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30cm。柱穴ピットは多数検出されたが、柱穴としての組み合わせは不詳である。掘り方での確認もできな

かった。北32cm X 25cm X 13cm 西45cm X 24cm X 24cm 南西33cm X 30cm X 14cm 掘り方 中央部北寄りおよび

四隅にピットを確認した。 寵位置 東辺やや南寄りに付設されていた。 主軸方位 N-97ー -E 形状

瓢形。 規模全長1. 55m 屋外長0.60m 屋内長0.95m 袖部幅1. 60m 燃焼部幅0.15m 焚口舌状。
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第 4 章 検出された遺構と出土遺物
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1 区 9 号住居

1 黒色土

2 暗褐色土

3

4

 

黒色土

暗灰褐色土

5
 

6
 
暗灰褐色土

o

l

 

l

l

 

7

8

9

 

12 

13 

14 

15 

16 

17 

黄白色土

灰色士

暗灰褐色土

黄白色土

暗灰褐色土

灰褐色土

黄白色土

灰褐色土

灰褐色土

灰褐色土

灰褐色土

埋土

木根痕。

径 2~4 mm大の黄白色軽石粒と、黄白色粘土小

ブロックを少し含む。

炭化物を多く、焼土粒を少し含む。

砂質で、黄白色粘土小プロック、白色軽石粒、

焼土粒を少し含む。

暗灰褐色土 砂質、黄白色粘土小ブロック、白色軽石粒、焼

土粒をやや多く含む。

シルト質で、焼土プロソク、白色粘土プロック

を多く含む。

粘性があり、暗褐色土小ブロソクを少し含む。

シルト質で、焼土粒をわずかに含む。

ほぽ 5 に同じ。

粘性がある。

砂質で、黄白色粘土小プロソク、白色軽石粒、

焼土粒を含む。

シルト質で、焼土粒、白色粘土粒をやや多く含

む。

粘性があり、焼土小プロックを少し、白色粘土

小ブロックを多く含む。

シルト質で、焼土粒を少し、黄白色・白色粘土

を少し含む。

シルト質で、黄白色・白色粘土粒を少し含む。

シルト質。

シルト質で、焼土粒、黄白色・白色粘土粒を少

し含む。

18 

19 

20 

21 

22 

23 

24 

25 

26 

27 

28 

29 

30 暗灰色土

31 黒褐色土

32 

33 

34 

黄白色土

黄白色土

灰褐色土

灰褐色土

暗灰褐色土

暗灰褐色土

灰褐色土

灰褐色土

灰褐色土

暗褐色土

暗灰色土

暗灰色土

灰褐色土

灰色土

灰色土

シルト質。

粘性が有り。 (14~19は地山の崩落土）

シルト質で、黄白色・白色粘土粒を少し含む。

シルト質。（壁の崩落土）

砂質で、黄白色粘土小プロック、白色軽石粒、

焼土粒を少し含む。

砂質で、黄白色粘土小ブロック、白色軽石粒、

焼土粒を少し含む。

シルト質で、焼土粒をやや多く、黄白色・白色

粘土粒を多く含む。

シルト質で、白色軽石粒をわずかに含む。

砂質で、黒色土小プロックをやや含む。

白色粘土小プロソク、焼土粒をわずかに含む。

砂質で、白色粘土小プロック、焼土粒を少し含

む。

砂質で、白色粘土小ブロックをやや多く、焼土

粒、黒色土小プロックを少し含む。

黒色土プロックをやや多く、白色粘土プロック

粒小ブロックを多く含む。

砂質で、焼土粒をやや多く、灰色砂小プロック

をやや多く含む。

砂質で、焼土粒をやや多く、灰色砂小プロソク

粒を少し含む。

砂質で、白色粘土プロックを少し含む。

砂質で、白色粘土プロックを少し、焼士粒をわ

ずかに含む。

図34 1 区 9 号住居遺構図（ 1)
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1. 竪穴住居

1 区 9 号住居 カマド北部

1 暗褐色土 シルト質で、褐灰色シルトプロック、白色軽石

粒、焼土粒、小礫を少し含む。

2 灰黄褐色土 シルト質。

3 にぶい黄褐色土 2 の中の隙間を埋める充填土。

4 褐灰色土 シルト質で、灰白色シルト小プロックを含む。

1 区 9 号住居貯蔵穴

1 暗褐色土 黄白色シルト小プロックを少し、焼土粒をわず

かに含む。

2 黒色土 黄白色シルト小プロック、灰をやや多く含む。

3 暗褐色土 灰色砂を多く含む。

4 黄白色土 灰褐色土小プロソクをやや多く含む。

. G 

L
1
1
8
3
.
9
 

G
、. 
H
_
 

. 1=83.9 H' . 

゜ lm 

1 区 9 号住居カマド埋土

1 オリープ灰色土 焼土粒をやや多く含む。

2 暗黄灰色土 粘性があり、黄灰色土プ

ロックを多く、焼土粒をやや多く含む。

3 オリープ灰色土焼土粒を少し含む。

4 暗黄灰色土 2 に類似、焼土粒は少ない。

5 黄灰色土 粘性があり、焼土小プロッ

クをやや多く含む。

6 黄灰色士 5 に類似、やや暗い色調。

7 赤褐色土 黄白色粘土の焼土化。

8 灰黒色土 灰主体。

9 黄白色土 粘性があり、焼土小プロッ

クをやや多く、黒色土小プロックを少し含む。

10 灰褐色土 砂質で、焼土粒をわずかに

含む。

11 オリープ灰色土 焼土粒を少し含む。

12 暗灰色土 焼土粒、灰を多く含む。

13 黒色土 焼土、灰を非常に多く含む。

14 黒色土 灰主体。

15 黒色土 焼土、灰を少し含む。

16 暗灰褐色土 砂質で、黄白色粘土を多く、

焼土をわずかに含む。

17 灰褐色土 砂質で、焼土をわずか含む。

図35 1 区 9 号住居遺構図 (2)

燃焼部楕円形。壁の内側である。 袖左袖の遺存不良。 煙道燃焼部のやや上部から緩やかに立ち上

がる。 掘り方 楕円形。 遺物出土状況 須恵器杯・高台付椀、「コ」の字状口縁の甕や鉄製品が、中央部

の床面直上にやや集中して出土した。 所見 寵の東の壁には浅い掘り込みが認められた。後世のものと想

定される円筒状（？）の焼き物が出土しており、埋土中に新しい遺構の存在を見落としているものと考えら

れるが、住居の時期は平安時代であろう。古墳時代後期の 1 区19号住居を切っている。住居の掘り方調査時

に、住居の南西隅に地震の液状化現象に伴う陥没の縁辺がかかっていることを確認したが、その影響は床面

に及ばず、掘り方が陥没の縁辺を切っていると判断した。

1 区10号住居 図版番号遺構図版 8 遺物図版43

位置 AP-27 残存深度 22cm 平面形状隅丸方形。 規模東辺3.00m 西辺3.10m 南辺2.65m 北

辺2.55m 主軸方位 N-154ー -E 埋没土 自然埋没である。 周壁 約68゜の勾配で立ち上がる。 床面

南西隅部を中心として、約半分の範囲に地山の礫が露出している。 9.69吋 周溝 未検出である。 貯蔵穴

未検出である。 柱穴未検出である。 掘り方顕著には認めらなかった。 遺物出土状況埋土中より

土師器壺が出土した。 所見 出土した土師器壺は古墳時代中期と考えられるが、本住居は古墳時代後期の

14 • 15号住居を切っており、本住居の所属時期は不明である。
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図36 1 区 9 号住居遺構・出土土器図 1 ~10 1/3 
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図37 1 区 9 号住居出土土器図
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1 区 10号住居埋土

1 暗褐色土 砂質で、黄褐色シルトプロック、

FP 小粒、焼土粒、小礫を少し含む。

黒褐色土砂質で、径 1 ~3 cm大の小礫を

多く、 FP 小礫を少し含む。

暗褐色土 砂質で、小礫、 FP 小粒を含む。

黒褐色土砂質で、径 1 ~2 cm大の小礫を

多く含む。

2
 

3

4

 

礫範図

ヽ ヽヽ

1/3 

゜ 2m 

図38 1 区 9 号住居出土遺物・ 10号住居遺構・出土土器図
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1. 竪穴住居

1 区11号住居 図版番号 遺構図版 8 遺物図版43 • 44 

位置

る。

A0-28 

辺2.20m

柱穴

設されていた。

長0.55m

残存深度

主軸方位

主軸方位

袖部幅0.80m

32cm 平面形状

N -65ー -E 

未検出である。

埋没土

ほぼ平坦であるが、顕著な床面は検出されなかった。 4.76m' 

掘り方

N-71ー -E 

燃焼部幅0.20m

隅丸方形。

自然埋没である。

形状

焚ロ・燃焼部

規模 東辺2.00m

周壁

周溝

ほとんど認められなかった。

馬蹄形である。 規模

西辺1. 80m

約66゜の勾配で立ち上がる。

未検出である。

寵 位置

全長1.50m

南辺2.00m

貯蔵穴

屋外長0.95m

北

床面

未検出であ

東辺中央やや南寄りに付

燃焼部から長く緩やかに立ち上がる。

1 区12号住居

位置 A0-19 

図版番号

残存深度 38cm 

掘り方

中央部の埋土中位から集中して出土した。石製紡錘車 (24) ・金環 (25)

古墳時代後期に属すると考えられる。

遺構図版 8 • 9 

楕円形。

遺物図版45
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平面形状

iの

不明。

AP-28'/ 

規模

楕円形。 袖

遺物出土状況

両袖の端部を礫で補強。

須恵器や土師器が寵周辺および

も出土した。 所見 出土土器から

B' . 

AP-29'~ 乏

•三三三亡
~ 1.5 12 9 3.. 1_9 20 ~ 

・ じ .. 必釦 . 

南辺約 6m か。

. 
・，，-

主軸方位 N-145ー -E 

屋内

煙道

埋

. 
r) 

. c 

C
、. 

. c 

ゎ゚
1
0
.

!) 

゜ 2m 

.~ L=83.9 王．

= 1 区 11号住居カマド埋土

1 暗褐色土 焼土粒を少し含む。

2 暗褐色土 焼土粒を多く含む。

3 黒褐色土 焼土粒をやや多く、径 3 cm大の円礫を少し含む。
4 黒色土 径 1 ~3 cm大の円礫をやや多く含む。

5 暗褐色土 径 l ~2 cm大の円礫を多く、炭化物、焼土粒、 FP 小礫を少し含む。
6 暗褐色土 褐色砂を多く径 2~5 cm大の円礫をやや多く含む。
7 暗褐色土 褐色砂を多く、焼土粒を少し含む。

゜ lm 

1 区 11号住居埋土

l 黒色土 粒子やや粗く、径 1~2 cm大の円礫

を多く、焼土粒を少し含む。

暗褐色土粒子やや粗く、径 1~2 cm大の円礫

を多く、炭化物、焼土粒、 FP 小粒を少し含む。

暗褐色土 褐色砂を多く、径 2~5 cm大の円礫

をやや多く含む。
3
 

図39 1 区 11号住居遺構図

49 



第 4 章 検出された遺構と出土遺物

\ .
9汀

□
A
 

. 

B 

•一

゜ 2m 

こ

l ~11 1/3 

B' . 

'I AP-28 
. c 

゜
C

、

ー
•

lm 

— 

I ヽ
I 、 1` 

ロ
｀□三

｀口 万
｀
万
'

__
 1,_1 ＇

ノ「
—

図40 1 区 11号住居遺構・出土土器図
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図41 l 区 11号住居出土土器図
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図42 1 区 11号住居出土遺物図

没土 自然埋没と考えられる。 周壁 約72゜の勾配で立ち上がる。 床面 中央部から北西部にかけてやや

凹凸がある。 周溝未検出である。 貯蔵穴未検出である。 柱穴積極的に柱穴と認められるピット

は未検出である。 掘り方 中央部から北西部にかけて検出された。 遺物出土状況須恵器・土師器・棒

状礫・刀子片などが出土した。 所見 北東部の埋土から焼土ブロックがやや多量に出土しており、寵は東

辺に付設されていたものと想定される。常滑焼の壺口縁部や軟質陶器片が出土しており、埋土中に本住居を

切る未検出の遺構が存在したものと思われるが、住居の時期は古墳時代後期末から奈良時代初頭と考えられ

る。 7 号住居を切り、 6 号住居に切られる。また、住居の西辺に沿って断層が、またその断層に伴って住居

の埋土中に噴砂が検出され、本住居の埋没後に起きた地震の結果と想定される。

1 区13号住居 図版番号遺構図版 9 • 10 遺物図版46

位置 AM-21 残存深度 35cm 平面形状隅丸長方形か。 規模北辺4.86m 主軸方位 N -96ー -E 

埋没土 自然埋没である。 周壁 約70゜の勾配で立ち上がる。 床面 ほぼ平坦であるが、顕著な硬化面は

検出されなかった。 周溝北辺で検出された。 貯蔵穴不明である。 柱穴 ピットが 4 基検出された

が、積極的に柱穴と認めることはできなかった。 掘り方 中央部に顕著な掘り方を検出した。 寵位置
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l 区 12号住居埋土 A-A'· C-C' 

1 暗褐色土 耕作土。

2 暗褐色土 FP 小粒をやや多く、焼土粒を

少し含む。

3 暗褐色土 シルト質で、締まり弱い。 5 か

ら 3 にかけて、漸移的に粒子が細かくなる。

（噴砂）

4 にぶい黄褐色土 3 に類似、粒子がやや粗い。

5 灰黄褐色土砂質で締まりなし。

6 暗褐色土 シルト質で、黒褐色、にぶい黄

褐色シルトプロック、焼土粒を含む。

7 黒褐色土 シルト質で、 FP 小粒を少し、

焼土粒をやや多く含む。

8 黒褐色土 7 に類似、やや黒色味が強い。

9 黒褐色土 7 に類似、にぶい黄褐色シルト

プロックを含む。

10 黒褐色土 シルト質で、 FP 粒、焼土粒、

炭化物を少し含む。

11 黒褐色土 10に類似、やや黒色味が強い。

12 暗褐色土 7 に類似、やや茶色味が強い。

13 暗褐色土 12に類似、黄褐色粘土プロック

を多く含む。

14 黒褐色土 シルト質で、 FP 小粒、焼土粒

を含む。

15 黒褐色土 14に類似、やや黒色味が強い。

゜ 2m 

16 黒褐色土 シルト質で、炭化物を多く、焼土粒を少し含む。
17 暗褐色土 シルト質で、灰黄褐色シルトプロックを多く含

む。

18 にぶい黄褐色土 シルト質で、暗褐色シルトプロックを少し
含む。

19 褐色土 シルト質で、黒褐色シルトプロック、 FP 小礫

を少し含む。

20 にぶい黄褐色土 シルト質で、 FP 小粒、焼土粒を少し含む。
21 暗褐色土 灰黄褐色シルトプロソク、 FP 小礫を少し含む。
22 暗褐色土 シルト質で、黒褐色、にぶい黄褐色シルトプロ

ノク、焼土粒を含む。

23 黒褐色土 シルト質で、にぶい黄褐色シルトプロソク、炭

化物、焼土粒を含む。

24 灰黄褐色土粘性があり、締まりがある。

25 暗褐色土 シルト質で、 FP 小粒、焼土粒を少し含む。鉄

分の斑文あり。

26 黒褐色土 シルト質で、 FP 小粒、焼土粒を少し含む。

27 黒褐色士 シルト質で、灰黄褐色シルトプロック、焼土粒

を少し含む。

28 黒褐色土 27に類似、灰黄褐色シルトプロソクを多く含む。

29 黒褐色土 28に類似、鉄分の沈着が多い。

図44 1 区 12号住居遺構図 (2)
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1 区12号住居埋土 B-B'

l 灰黄褐色土 シルト質で、黒褐色シルトプロック、明黄褐色

ローム粒を含む。

砂質ぎみ、 22が液状化したものと推定される。

(1 、 2 は共に噴砂）

砂質で締まりなし。

3 に類似、焼土粒を少し含む。

シルト質で、 FP 小礫、焼土粒を少し含む。

5 に類似、褐色土プロソクを少し含む。

6 に類似、褐色土プロソクを多く含む。

7 に類似、灰黄褐色シルトプロック、焼土粒、

炭化物を含む。

7 に類似。

9 に類似。

7 に類似、灰黄褐色シルトプロックを少し含む。

2
 
灰黄褐色土

3

4

5

6

7

8

 

黒褐色土

黒褐色土

黒褐色土

黒褐色土

黒褐色土

黒褐色土

o

l

 

l

l

 

, 
黒褐色土

黒褐色土

黒褐色土

12 

13 

14 

15 

16 

17 

18 

19 

20 

21 

22 

23 

黒褐色土

黒褐色土

5 に類似、灰黄褐色シルトプロックを少し含む。

FP 小粒、焼土粒を多く、灰黄褐色シルトプロッ

クを少し含む。 (1 区 6 号住埋土）

粒子やや粗く、 FP 粒を多く含む。

粒子細かく、暗褐色シルトプロックを含む。

シルト質で黄白色軽石粒を少し含む。

シルト質で黄白色軽石粒、灰色シルトプロック

を少し含む。

シルト質で黒褐色土プロyクを少し含む。

シルト質。

粒子細かく、灰黄褐色シルトプロックを少し含
む。

シルト質。締まりややあり。鉄分が斑文状に沈

着。

褐灰色砂層とにぶい黄褐色シルト層の互層。

にぶい黄褐色土、，シルト層。

黒褐色土

黒褐色土

灰色土

黒褐色土

暗灰褐色土

灰黒色土

暗褐色土

暗褐色土

口

二
二二三

6
 

I 、
I I 

1 ~ 9 

8
 

7 

黒色処理

1/3 
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図45 1 区 12号住居出土土器図
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1 区13号住居埋土

1 暗褐色土 客土。

2 黒褐色土 黄白色シルトプ

ロックをやや多く含む。

3 暗褐色土 暗褐色砂をやや

多く含む。

4 黒色土 砂粒を多く含む。

5 暗褐色土 黄白色シルト粒

を少し含む。

6 暗褐色土 黄白色シルトプ

ロックを多く含む。

7 暗褐色土 黄白色シルトプ

ロックをやや多く含む。

8 黄白色土 黄白色粘土プロソク、焼

土プロックをやや多く含む。

9 暗褐色土 黄白色粘土、焼土粒を少

し含む。

10 黄白色土 粘性があり、焼土プロッ

クを多く含む。

11 黒褐色土 白色粘土プロックをやや

多く含む。

12 黒褐色士 灰色砂プロックをやや多

く、焼土粒を少し含む。

13 暗灰色土 砂質で、黒褐色土プロッ

クを少し、焼土粒をわずかに含む。

14 暗灰色土 砂質で、焼土粒を少し含

む。

15 暗灰色土 砂質で、黒褐色土プロッ

クを多く、焼土粒をやや多く含む。

16 灰黄色土 砂質で、焼土粒をやや多

く含む。
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1/ ~ 1 区 13号住居カマド埋土
‘ 1 暗黄色土 白色粘土プロックを多く、粘土粒を

わずかに含む。

2 黒色土 白色粘土プロックを少し、焼士粒を

わずかに含む。

3 黒色土 白色粘土粒を少し、焼土粒をわずか

D
_
 

. 
C

、. 

14 

15 

C
、. 

D' . 

4 黒色土

5 黒色士

6 白色土

7 白色土

8 茶褐色土

9 白色土

10 茶褐色土

11 灰黒土

12 黒色土

13 黒色土

14 灰色土

15 赤褐色土

16 白色土

17 暗褐色土

18 黄色土

19 暗褐色土

図47 1 区 13号住居遺構図（ 1)

に含む。

焼土粒をわずかに含む。

白色粘土小プロックを少し含む。

粘性があり、黒色土プロックを多く、

焼土粒を少し含む。

粘性があり、焼土プロックを含む。

白色粘土プロック、焼土粒を含む。

粘性がある。

焼土粒を少し含む。

白色粘土粒、焼土粒を少し含む。

灰主体。焼土粒を少し含む。

灰主体。白色粘土粒、焼土粒を少し

含む。

粘性があり、黄白色シルトプロック

を少し含む。

焼土小プロックを多く含む。

粘性があり、焼土小プロックと焼土

粒を少し、黒色土プロックを多く含

む。

やや粘性があり、焼士粒、灰、灰色

砂プロックをやや多く含む。

粘性があり、黄色砂を多く、焼土を

少し含む。

焼土粒をわずかに含む。
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図48 1 区 13号住居遺構図 (2)

東辺中央部か。 主軸方位 N-118ー -E 形状舌状。 規模全長1. 50m 屋外長0.80m 屋内長0.70m 

燃焼部幅0.30m 焚ロ・燃焼部 楕円形の浅い皿状の落ち込み。燃焼部はほぼ壁の内側である。 袖 左袖

はやや長く、右袖は調査範囲外である。 煙道 燃焼部から緩やかに立ち上がり、端部で急角度に立ち上が

る。 掘り方楕円形。 遺物出土状況須恵器杯・「コ」の字状口縁の土師器甕・鉄鏃などが出土した。

所見 古墳時代後期に属すると考えられる土師器杯が掘り方から出土しているが、住居の時期は平安時代で

あろう。

1 区14号住居 図版番号遺構図版10 遺物図版46 • 47 

位置 AP-28 残存深度 32cm 平面形状隅丸方形か。 規模東辺5.40m 南辺5.10m 主軸方位 N 

-77ー -E 埋没土 自然埋没である。 周壁 約55゜の勾配で立ち上がる。 床面 ほぽ平坦であるが、顕著

な硬化面は認められなかった。 周溝未検出である。 貯蔵穴 未検出である。 柱穴床面検出時には

未検出である。掘り方の調査時に各隅にピットを 4 基検出した。その一部は柱穴になる可能性がある。揺り

方南東隅部と北西隅部で浅い掘り込みを検出した。 遺物出土状況 須恵器杯や土師器、鉄製品、石製模造
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図49 1 区 13号住居出土遺物図

品 (46) 、臼玉 (47) 、棒状礫、加工痕のある礫などが、住居中央部から南半部にかけての床面から埋土下部

にかけてを中心に出土した。 所見 10号住居に切られる。また、 15号住居を切って構築されていると理解

したが、本住居に付設する寵が未検出なこと、 15号住居と床面のレベルがほぼ同一であること、出士土器に

型式差がほとんど認められないことなどから、 15号住居と同一の可能性もある。出土土器から古墳時代後期

に属すると考えられる。

1 区15号住居 図版番号遺構図版10 遺物図版48 • 49 

位置 AQ-28 残存深度 21cm 平面形状不明。 規模東辺約6.3m 主軸方位 N-61ー -E 埋没土

自然埋没か。 周壁 約63゜の勾配で立ち上がる。 床面 ほぼ平坦である。 周溝未検出である。 貯蔵

穴未検出である。 柱穴未検出である。 掘り方北辺に沿ってピット列状の掘り方が存在した。 寵

位置東辺ほぽ中央に付設されていた。 主軸方位 N-62ー -E 形状舌状。 規模全長1.45m 屋外

長0.70m 屋内長0.75m 袖部幅1. 20m 燃焼部幅0.35m 焚ロ・燃焼部 楕円形。燃焼部はほぽ壁の内側

である。 袖 やや長く、両端部に土師器長甕を倒立させて据えている。 煙道 燃焼部から緩やかに立ち

上がる。 掘り方 不正楕円形で燃焼部と焚口の前部が掘りくぼめられている。 遺物出土状況土師器を

中心として籠の南部の埋土下位にやや集中して出土した。 所見 14号住居・ 16号住居に切られる。埋土中

からは古式土師器や軟質陶器が出土したが、住居の時期は古墳時代後期と考えられる。また、前述の通り、

14号住居と同一の可能性がある。
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1 区14号住居埋土

1 黒褐色土 FP 小粒、焼土粒、にぶい黄橙色粘土粒をやや

多く含む。

1 に類似、やや黒色味が強く、含有物が少ない。

1 に類似、黄褐色シルトプロックを含む。

にぶい黄褐色粘土プロソクを中央部に多く含む。

FP 小粒、焼土粒をやや多く含む。

FP 小粒、焼土粒を少し含む。直径 8 ~9 cm の

円礫を含む。

FP 小粒、焼土プロソク、焼土粒をやや多く含む。

FP 小粒、黄褐色シルトプロックを少し含む。

3 に類似、黄褐色シルトプロックを多く含む。

黄褐色シルトプロックをやや多く含む。

焼土粒を少し、灰色砂をやや多く含む。

焼土粒と灰色砂を互層に含む。
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層に含む。

黄褐色粘土プロックをやや多く、焼土プロック

を多く含む。

焼土粒をわずかに、黄褐色粘土粒を少し含む。

粘性があり、暗褐色土プロックを多く含む。

暗褐色砂を多く含む。

直径 5 -20cm大の円礫を多く含む。

シルト質で、黒色土プロックを含む。
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1 暗褐色土 焼土粒をわずかに、暗褐色砂を多く含

む。

暗褐色土黄褐色シルトプロソクをやや多く、

FP 小粒を少し含む。

暗褐色土 2 に類似、黄褐色シルトプロ；；クを含

む。

3 に類似、焼土粒を少し含む。

シルト質。壁の崩落土。

焼土粒と暗褐色砂を少し含む。

砂質。

シルト質で、黒色土プロックを含む。
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1 区 15号住居カマド埋土

1 赤褐色土焼土プロックを多く含む。

2 茶褐色土焼土粒、灰、炭化物を多く、白色粘土

プロックを少し含む。

灰粘土プロック、焼土粒を多く含む。

焼土プロックを多く含む。

焼土粒を少し含む。

焼土プロックを多く、直径 5 mm大の円

礫を少し含む。

黒褐色土砂質で、 FP 粒を少し、焼土粒をわず

かに含む。

砂質で、小礫を少し含む。
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1 区16号住居埋土

1 褐色土 表土。砂質。

2 褐色土 砂質で、径 2 - 4cm大の円礫を少し含む。

3 暗褐色土 砂質で、軽石小粒、焼土粒、小円礫、橙色土粒

を少し含む。（現代の土坑埋土）

4 暗褐色土 砂質で、軽石小粒、焼土粒、小円礫を少し含む。

5 暗褐色土 やや灰色を帯び、軽石小粒、焼土粒、小円礫を

少し含む。

6 暗褐色土 5 に類似、色調がやや暗い。

7 暗褐色土 6 に類似、焼土粒多く、灰褐色砂やや多く含む。

8 暗灰褐色土 砂質で、軽石粒、焼土粒をわずかに含む。

9 暗褐色土 5 に類似、小円礫を多く含む。

10 暗褐色土 8 に類似、小円礫を多く含む。

11 褐色土 砂質で、小円礫を多く含む。
12 暗褐色土 黄白色粘土小プロックをやや多く含む。

13 黒褐色土 砂質で、シルト小プロック、小円礫を含む。

14 黒褐色土黒色土プロック、小円礫、砂粒を含み、締まり

がある。
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図59 1 区 16号住居遺構・出土土器図

1 区16号住居

図版番号遺構図版11 遺物図版49

位置 AR-28 残存深度 50cm 平面形状不明。

規模不明。 主軸方位 N-ll9°-E か。 埋没土

自然埋没である。 周壁 約70゜の勾配で立ち上がる。

床面 ほぽ平坦であるが、顕著な硬化面は認められな

かった。 周溝未検出である。 貯蔵穴未検出で

ある。 柱穴未検出である。 掘り方顕著な掘り

方は認められなかった。 遺物出土状況埋土下部よ

り土師器が少量出土した。 所見 15号住居を切る。

出土土器から奈良時代に属するものと考えられる。
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1 区17号住居埋土

1 黒褐色土 FP 粒、焼土粒を多く含む。

2 暗褐色土 FP 小粒を含む。

3 暗褐色土 FP 粒、焼土粒をわずかに、

黄褐色シルトプロックを少し含む。

黄褐色土 シルト質。

黒褐色土 1 に類似、灰黄褐色シル

トプロックを含む。

6 黒褐色土 シルト質で、灰黄褐色シ

ルトプロックを多く含む。

7 黒褐色土 6 に類似、灰黄褐色シル

トプロックをほとんど含まない。

暗褐色土 シルト質で、灰黄褐色シ

ルトプロックを多く含む。

黒褐色土 6 に類似。

黒褐色土 7 に類似。

暗褐色土 シルト質で、灰黄褐色シ

ルトプロックを多く含む。

（壁の崩落土）

黒褐色士 7 に類似。

暗褐色土 8 に類似、炭化物を多く、

焼土粒を少し含む。

14 暗褐色土灰白色砂プロック多く、

焼土粒、炭化物をわずかに含む。

15 灰白色土 暗褐色土プロックを少し

含む。
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F
、. 移築前 F

、. 
1 区 17号住居東（移築前）カマド埋土
1 灰褐色土 シルト質で、焼土粒をわずかに含む。（地山）
2 暗褐色土 白色軽石粒、焼土粒をわずかに含む。
3 暗灰褐色土 シルト質で、焼土粒をわずかに含む。
4 暗灰褐色土 シルト質で、焼土粒をやや多く含む。
5 暗灰褐色土 シルト質で、焼土粒、白色軽石粒をわずかに含む。
6 黒褐色土 焼土粒を多く含む。
7 浅黄色土 シルト質で、焼土粒を多く含む。
8 灰褐色土 シルト質で、焼土粒を多く含む。
9 暗灰褐色土 4 に類似、色調がやや暗い。
10 黒色土 灰、焼土粒主体。

1 区 17号住居西カマド埋土

l 灰褐色土 やや砂質で、 FP 小粒をわずかに含む。
2 茶褐色土 1 に類似、 FP 小粒は多い。
3 褐灰色土 やや砂質で、 FP 小粒、炭化物を少し含む。
4 灰黄褐色土 地山の崩落土。

5 灰褐色土 FP 小粒をわずかに含む。
6 暗褐色土 FP 小粒、焼土粒を少し含む。
7 茶褐色土 6 に類似、焼土粒が少ない。炭化物をわずかに含む。
8 褐色土焼土 プロック、炭化物、白色粘土プロックを多く含む。
9 灰褐色土 FP 小粒をわずかに含む。
10 褐灰色土 焼土プロック、 FP 小粒、シルト小プロックを含む。
11 赤褐色土 焼土プロックを多く、シルト小プロソクをわずかに含む。
12 浅黄色土 シルト質。（地山）
13 灰白色土 地山のシルト層が火熱を受けている。
14 灰白色土 地山のシルト層が強く火熱を受けている。（煙道の天井部）
15 灰白色土焼土プロック、灰を多く含む。
16 黒褐色土焼土プロックを多く、灰を少し含む。
17 灰白色土 粘性があり、灰白色砂をやや多く、焼土粒を少し含む。
18 灰白色土 17に類似、焼土粒を多く、黒褐色土プロックをやや多く含む。
19 暗灰色土砂質で、焼土粒を多く含む。
20 灰白色土焼士粒を多く、黒褐色土プロックをやや多く含む。
21 灰白色土焼土粒を少し含む。
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暗褐色土

暗褐色土

暗褐色土

1 区18号住居カマド埋土

1 黒褐色土攪乱。

2 暗褐色土 FP 小粒、焼土粒をわずかに含む。

3 黄白色土 砂質で焼土粒をわずかに含む。

4 暗褐色土 FP 小粒、焼土粒をわずかに含む。粘土プロソク

を少し含む。

粘土プロック。

4 に類似、焼土粒、炭化物を多く含む。

やや砂質で、下半部に焼土粒を含む。

焼土粒、焼土プロックを少し含む。

灰黄色シルトプロックを含む。

締まりなく、焼土粒、炭化物を多く含む。

焼土粒、炭化物を多く含む。
o

l

 

l

l

 

5

6

7

8

9

 

灰白色土

暗褐色土

褐灰色土

褐灰色土

褐灰色土

茶褐色土

黒褐色土

. . 

12 

13 

14 

15 

16 

17 

18 

19 

20 

21 

22 

23 

12 

13 

14 

暗褐色土

暗褐色土

灰褐色土

褐灰色土

赤褐色土

暗褐色土

褐灰色土

暗褐色土

赤褐色土

褐灰色土

黒褐色土

灰褐色土

褐色土

褐色土

褐色土

暗褐色土

暗褐色土

灰褐色土

1 区18号住居埋土

1 黒褐色土 現代の土坑埋土。

2 黒褐色土 攪乱。

3 黒褐色土 FP 粒、焼土粒を少し含む。

4 暗褐色土 FP 粒、焼土粒、褐色シル

トプロックを少し含む。

灰黄褐色シルトプロソクを多く、炭

化物、焼土粒を少し含む。

4 に類似、やや褐色味が強い。灰黄

褐色シルトブロックを少し含む。

にぶい黄褐色土 灰黄褐色シルトプロソク、暗褐

色シルトプロックを少し含む。

6 に類似、 FP 小粒をほとんど含まず、

灰黄褐色シルトプロックがやや多い。

5 に類似、灰黄褐色シルトプロック

を多く含み、焼土小プロックを含む。

灰黄褐色シルトプロックをやや多く

含む。

10に類似、灰黄褐色シルトブロソク

を多く含む。

11 に類似。

灰黄褐色シルトプロックを含む。

灰黄褐色シルトプロックを少し、焼

土プロックをやや多く含む。

やや砂質で、黒褐色シルトプロック

を含む。

炭化物、焼土粒をやや多く含む。

焼土プロックを少し含む。

灰白色粘土小プロック、焼土粒を含む。

粘性が強く、焼土粒を少し含む。

焼土プロック主体。

やや砂質で、焼土粒をわずかに含む。

粘性があり、焼土粒を少し含む。

やや粘性があり、焼土粒を少し含む。

焼土プロック主体。

18に類似、焼土粒を多く含む。

やや粘性がある。

粘性が強い。

図65 1 区18号住居遺構図（ 1)
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1 区17号住居

図版番号 遺構図版11 遺物図版49 • 50 -~ 

位置 A0-24 残存深度 54cm 平面形状

隅丸方形。 規模東辺5.10m 西辺5.20m

南辺5.20m 北辺5.00m 主軸方位 N -

65ー-E 埋没土自然埋没。 周壁約75°

の勾配で立ち上がる。 床面 ほぽ平坦。

30.43吋周溝未検出。 貯蔵穴未検出。

柱穴 床面調査時には未検出であったが、掘

り方検出時に柱穴と考えられるピットを確認

した。改築しているものと思われる。それは

ヽ

•で

c̀ 

仮
ー
・

゜:.;, A0-25 

®
心
）◎
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®•• 

g
伶
◎虞

A' 

一
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2m 

寵の東辺から西辺への移築と時を同じくする

か。 掘り方 南辺に沿ってやや顕著な掘り

方が認められる。 壺 東辺から西辺に移築

されている。 西カマド位置 西辺やや南寄

りに付設。 主軸方位 s -63ー -w 形状
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図66 1 区18号住居遺構図 (2)
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図67 1 区18号住居出土遺物図
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舌状。 規模全長2.10m 屋外長1. 55m 屋内長0.55m 袖部幅1. 00m 燃焼部幅0.25m 焚ロ・燃焼部

は浅い皿状の落ち込み。 袖 左袖には礫が、右袖には倒立させた土師器長甕が据えられていた。 煙道

燃焼部からトンネル状に長く緩やかに立ち上がり、端部で急角度に立ち上がる。 掘り方 不正楕円形。

東カマド（移築前）位置 東辺やや南寄り。 主軸方位 N-65ー -E 袖．焚ロ・燃焼部撤去されている。

規模 残存全長2.55m 屋外長2.05m 煙道 燃焼部からトンネル状に長く緩やかに立ち上がり、端部で急角

度に立ち上がる。 遺物出土状況 須恵器・土師器・砥石・管玉・棒状礫などが床面直上を中心として出土

した。 所見 18号住居を切る。出土土器から古墳時代後期に属すると考えられる。

1 区18号住居 図版番号遺構図版11 • 12 遺物図版50

位置 AN-24 残存深度 46cm 平面形状 隅丸長方形か。 規模 東・西辺約 4m か。 南・北辺約 5m

か。 主軸方位 N-80ー -E 埋没土 自然埋没である。 周壁約58゜の勾配で立ら上がる。 床面 ほぽ

平坦である。 周溝未検出。 貯蔵穴不明。 柱穴 ピットは検出したが、積極的に柱穴と考えるだけ

の根拠はない。 掘り方大小の不正形のピットが存在した。 竃位置東辺のほぼ中央か。 主軸方位

N-80ー -E 形状舌状。 規模全長2.22m 屋外長1. 20m 屋内長1. 02m 袖部幅l. llm 燃焼部幅

0.45m 焚口舌状。 燃焼部楕円形。 壁の内側。 袖 やや長い。 煙道燃焼部から緩く立ち上が
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1 区 19号住居埋土 (A-A', B-B') 

1 暗褐色土 砂質で、灰黄褐色シルトプロソクを含む。（攪乱）

2 黒褐色土 FP 小粒、焼土粒を少し含む。

3 黒褐色土 砂質で、 FP 小粒、褐色シルト小プロックを少し含む。

4 暗褐色土 灰黄褐色シルトプロックを少し含む。

5 黒褐色土 灰黄褐色シルトプロック、 FP 小粒をわずかに含む。

6 黒褐色土 FP 小粒をやや多く、灰黄褐色シルトプロックを少し含む。

7 黒褐色土 6 に類似、 FP 小粒を多く含む。

8 暗褐色土 灰黄褐色シルトプロックを多く、 FP 小粒を少し含む。

9 暗褐色土 8 に類似、やや黒色味が強く、灰黄褐色シルトプロソクをより多く含む。

10 にぶい黄褐色土

11 黒褐色土

12 にぶい黄褐色土

13 灰黄褐色土

14 暗褐色土

15 浅黄色土

1 区19号住居張出部

1 黒褐色土

2 灰褐色土

3 黒褐色土

4 黒褐色土

5 灰褐色土

1 区19号住居

1 黒褐色土

2 暗灰黄白色土

3 灰白色土

シルト質で、黄褐色シルトプロックを少し含む。

FP 小粒を多く、灰黄褐色シルトプロックを少し含む。

シルト質で、黄褐色シルトブロック、暗褐色土プロックを含む。

シルト質で、黄褐色シルトプロックを含む。（壁の崩落土）

9 に似るが黄色味が強い。 FP 小粒を含む。

やや締まりあり。

埋土

FP 小粒を多く含む。

灰黄色シルト粒を多く、 FP 小粒を少し含む。

灰黄色シルト粒を含み、 FP 小粒をわずかに含む。

3 に類似、灰黄色シルトプロソクを含み、炭化物をわずかに含む。

FP 小粒はほとんど含まない。

ビット 3 埋土（主柱穴）

暗褐色土プロックを少し含む。

シルト質。壁の崩落土。

1 区19号住居陥没埋土

1 黒褐色土 FP 小粒を多く、焼土粒を少し含む。

2 暗褐色土 にぶい黄褐色シルトプロック、 FP 小粒を少し含む。

3 暗褐色土 FP 小粒を少し含む。

4 黒褐色土 FP 小粒、焼土粒を少し含む。

5 黒褐色土 にぶい黄褐色シルトプロソク、 FP 小粒、焼土粒

を少し含む。

6 暗褐色土 締まりなく、にぶい黄褐色シルトプロックを含む。

1 区19号住居亀裂・陥没下部

1 灰黄褐色土 シルト質で、黄褐色シルトプロックを多く

含む。（上面硬化、床面）

2 にぶい黄褐色土 シルト質で、灰黄褐色シルトプロックを含

む。

3 にぶい黄褐色土 シルト質で、黄褐色シルトプロックを含む。

7 黒褐色土 にぶい黄褐色シルトプロック、焼土粒を少し含む。

8 黒色土 FP 小粒を少し含む。

9 黒褐色土 にぶい黄褐色シルトプロックを少し含む。

10 暗褐色土 にぶい黄褐色シルトプロックを上部に、黒色土プ

ロックを下部に含む。

11 にぶい黄褐色土 黄褐色シルトプロックを含む。床の盛り上

がりか？

12 暗褐色土 にぶい黄褐色シルトプロソク、焼土粒を少し含む。

4 褐灰色土

5 灰黄褐色土

6 暗褐色砂層

シルト質で、黄褐色シルトプロックを含む。

部分的に砂質。

4 に類似、黄色味がより強い。

砂層で、灰黄褐色シルトプロックを含む。

全体的に攪拌を受けている。

図69 1 区 19号住居遺構図 (2)
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第 4 章 検出された遺構と出土遺物

7 黒褐色土 シルト質で、暗褐色シルトと縞状を呈し、摺

曲状を示す。

8 黒褐色砂層 上部はほぽ均質な砂層であるが、陥没中央部

に、向かって小礫がまじる。

9 黒褐色砂礫層 直径 1 mm前後の砂層中に径0.5-lcm の小礫

が混じる。

10 黒褐色砂層 ほぽ 8 に類似。

11 黒褐色砂層 ほぽ 8 の下部に類似。細粒砂のラミナ状堆積。

X A0-22 

12 黒褐色砂礫層 ほぼ 9 に類似。

13 暗褐色土 シルト質で、にぶい黄褐色シルトプロック

を含む。 (19号住埋土の落ち込み）

14 暗褐色土 13に類似、やや黄色味が強く、粒子も細か

し ‘o

15 褐色土 シルト質で、 16 より細粒。

16 にぶい黄褐色土 砂質で、 15 より粗く、 17 より細粒。

17 灰黄褐色砂層 砂層で、 16 より粗い。

18 黒褐色砂礫層 ほぽ 8 に類似。
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図70 1 区 19号住居遺構図（ 3)
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1 区 19号住居出土遺物図 (2)

035  

り、端部で急角度に立ち上る。
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器が裔南部の埋土下位よりやや集中して出土。

所見 埋土中より古式土師器の器台 (5)

器 (7)

灯
日
口

なども出土しているが、住居の時期は

古墳時代後期と考えられる。

l 区19号住居

図版番号

位置

規模

遺構図版12~14

AN-22 

北辺7.60m

残存深度

東辺 6.90m

遺物出土状況

遺物図版50 • 51 

35cm 

ぽ方形。北西隅部に方形の張り出しが存在した。

西辺 7.00m

主軸方位

自然埋没と考えられる。 周壁

掘り方 顕著

士師

や陶

平面形状 ほ

南辺 7.00m

s -57ー -E 埋没土

約77゜の勾配で

立ち上がる。 床面 ほぼ平坦で、住居の中央

部には硬化面が認められた。約49m2

37cm X 33cm 深さ 85cm

周溝

p 2. 径39cm X 27cm 

未検出である。

深さ 30cm

貯蔵穴未検出である。

p 3. 径53cm X45cm 深さ 35cm

柱穴

掘り方

p 1. 径

顕著な
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第 4 章 検出された遺構と出土遺物

掘り方は認められなかった。 籠位置 南辺ほぼ中央。攪乱により遺存状況不良。 主軸方位 S-57° — 
E 形状不明。 規模不明。 焚ロ・燃焼部浅い皿状の落ち込み。 袖遺存せず。 煙道三角形

状の掘り方。 遺物出土状況 須恵器・土師器・石製模造品剣 (21) ・棒状礫・加工痕のある礫などが床面直

上・埋土下部を中心にして出土した。 所見 北部の一部を 9 号住居で切られる。ほぼ中央部には床面の陥

没、北西部には亀裂と隆起が認められ、陥没と亀裂の下部には液状化現象が認められた。地震の結果と考え

られる。なお、陥没内の土層の堆積状況は、住居内に埋土が堆積した後に陥没が生じたことを示している。

北辺中央部の張り出し状部位も地震の影響の結果の誤認による掘り過ぎの可能性がある。古式土師器や軟質

陶器が埋土中から出土しているが、住居の時期は古墳時代中期と考えられる。

l 区20号住居 図版番号遺構図版15 遺物図版52

位置 AL-16 残存深度 63cm 平面形状方形か。 規模西辺約Z.7m か。 北辺約Z.7m か。 主軸方

位 S -45ー -E 埋没土 自然埋没と考えられる。 周壁 約65゜の勾配で立ち上がる。 床面 ほぼ平坦。

約7.3m2 （複元値） 周溝未検出である。 貯蔵穴未検出である。 柱穴未検出である。 掘り方顕

著には認められなかった。 寵位置東・北辺隅部か。 主軸方位 N -90ー -E 形状舌状。 規模

全長1. 40m 屋外長0.90m 屋内長0.50m 袖部幅約0.70m 燃焼部幅0.40m 焚ロ・燃焼部楕円形。

袖 両端部に礫が据えられている。 煙道燃焼部から急角度で立ち上がる。 掘り方 三角形状。 遺物

出土状況 須恵器・土師器が床面直上から埋土中位にかけて、および寵の埋土内を中心にして出土した。寵

出土の礫 (19) には加工痕が認められる。 所見 出土土器から古墳時代後期に属すると考えられる。

1 区21号住居 図版番号遺構図版15 遺物図版52

位置 AR-27 残存深度 19cm 平面形状隅丸方形か。 規模南辺2.00m 主軸方位 S -88ー-E 埋

没土 自然埋没。 周壁 約54゜の勾配で立ち上がる。 床面 東から西にやや傾斜している。顕著な硬化面

は認められない。 周溝未検出。 貯蔵穴未検出。 柱穴未検出。 掘り方ほとんどなし。 遺物

出土状況埋土中より土師器壺の口縁部破片が出土した。 所見 新しい土坑 2 基に切られる。北半部は調

査対象地外であり、竪穴住居でない可能性もある。埋土中から土師器が出土しているが時期は特定できない。

1 区22号住居 図版番号遺構図版15 遺物図版52

位置 AQ-24 残存深度 35cm 平面形状隅丸方形か。 規模南辺2.20m 主軸方位 N-92ー -E 埋

没土 自然埋没。 周壁 約54゜の勾配で立ち上がる。 床面 ほぼ平坦で、顕著な硬化面は認められない。

周溝未検出。 貯蔵穴未検出。 柱穴未検出。 掘り方ほとんど無し。 遺物出土状況埋土中よ

り須恵器・土師器片が出土した。 所見 21号住居と同様に、竪穴住居でない可能性があり、時期も特定で

きない。

2 区 1 号住居 図版番号遺構図版16 遺物図版53

位置 AV-30 残存深度 41cm 平面形状不明。 規模西辺4.00m 主軸方位 N -77ー -E 埋没土

自然埋没か。 周壁 87゜の傾斜で立ち上がる。 床面 ほぼ平坦。 周溝未検出。 貯蔵穴未検出。

柱穴未検出。 掘り方認められず。 遺物出土状況南西隅部より長楕円礫が集中して出土した。他に

土製紡錘車・鉄製品なども出土した。 所見 奈良時代か。
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1 区20号住居埋土

1 黒褐色土耕作土。

2 黒褐色土 FP 小粒、小礫、焼土粒を含む。

3 黒褐色土 小礫を多く含み、 FP 小粒は 2 と同様に含む。

4 黒褐色土 3 よりやや黒色味が強く、 FP 小粒は少ない。

5 黒褐色土 4 よりやや黒色味が強く、 FP 小粒を多く含む。

6 黒色土 やや粘性があり、 FP 小粒を多く含む。

7 黒色土 粒子細かく、やや粘性を有する。

8 黒褐色土粒子細かく、 FP 小粒を少し含む。

9 暗褐色土 黄褐色粘土粒、焼土を多く、炭化物を少し含む。

10 黒褐色土 黒色土プロック、小礫、シルトプロックを含む。

(20号住掘り方埋土）

焼土粒、 FP 小粒、シルト粒を少し含む。

(20号住カマド掘り方埋土）

12 黒褐色土 9 に類似、焼土粒、 FP 小粒、シルト粒を多く

含む。 (20号住居掘り方埋土）

シルト小プロック、黄褐色粘質土、焼土粒を多

く含む。 (20号住居掘り方埋土）

11 黒褐色土

13 灰褐色土

1 区20号住居カマド埋土

1 暗褐色土 焼土粒を少し含む。

2 暗黄色土 黄白色粘土プロックを多く、焼土粒を少し含
む。

焼土粒を少し、黄白色粘土粒を少し含む。
黄白色粘土粒を少し含・む。
黄白色粘土粒をやや多く、焼土粒を少し含む。

粘性があり、黄色シルトプロックをやや多く
含む。

6 に類似。

黄白色粘土粒を少し、焼土粒をやや多く含む。

粘性があり、黄白色シルトプロックをやや多
く含む。

黄白色土 9 に類似。

赤褐色土 焼土プロック主体。

黒褐色土 焼土粒を多く含む。

黒褐色土 焼土粒をやや多く含む。

黒色土 灰主体。

黒色土 焼土粒、灰を多く含む。

黒色土 灰主体。

灰オリープ土 シルト質。

暗褐色土 黄色粘土プロックを多く含む。

暗黄褐色土 黄色砂粒をやや多く含む。

3

4

5

6

 

7

8

9

 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

16 

17 

18 

19 

暗褐色土

黒褐色土

灰黒色土

黄白色土

黄白色土

黒褐色土

黄白色土

図74 1 区20号住居遺構図
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2 区 2 号住居

図版番号 遺構図版16 遺物図版53

位置 AV-30 残存深度 55cm 平面形状隅丸

方形か。 規模南辺3.10m 主軸方位 N-83ー  

-E 埋没土 自然埋没。 周壁約720で立ち上

がる。 床面ほぽ平坦。 周溝未検出。 貯

蔵穴未検出。 柱穴未検出。 掘り方楕円

形状のピットを 2 基検出した。 遺物出土状況内

黒土器・「コ」の字状口縁の甕・刀子・加工痕のあ

る礫などが出土している。 所見 平安時代。

2 区 3 号住居

図版番号遺構図版16 遺物図版53

位置 AV-31 残存深度 58cm 平面形状隅丸

長方形か。 規模東辺約3.4m 北辺約2.5m か。

主軸方位 N -67ー -E 埋没土 自然埋没。 周

壁 約83゜の傾斜で立ち上がる。 床面 ほぽ平担。

19 

図76 1 区20号住居出土遺物図
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第 4 章 検出された遺構と出土遺物

1 区21号住居埋土

1 褐色土表土。砂質。

2 褐色土砂質で、径 2~4 cm大の円

礫を少し含む。

3 暗褐色土砂質で、軽石小粒、焼土

粒、小円礫、橙色土粒を少し含む。

（現代の土坑埋土）

4 暗褐色土砂質で、焼土粒、小円礫
を少し含む。（現代の土坑埋土）

5 暗褐色土軽石小粒と焼土粒を少し

含む。

6 黒褐色土軽石小粒、小円礫をわず

かに含む。

7 黒褐色土軽石小粒をわずかに、小

円礫を少し含む。

8 黒褐色土軽石小粒をわずかに含む。

9 黒褐色土小円礫、砂礫を多く含む。

------] it:J:l r·’ 
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1 9 \ \ 了

II 

\ \ 

A' 

器

7• 

ロ 0』-29i ＼＝一 I I 

• --
+AR-28 

゜
2m . A 

L=84.5 

A' . 

口□一＝〖
1 1/3 
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1 区22号住居埋土

1 暗褐色土表土。
2 黒褐色土 黄褐色土小プロソク、明黄褐色土小プロックを少し含む。

3 黒褐色土 焼土粒を少し含む。
4 暗褐色土 灰黄褐色土小プロックを多く、焼土粒を少し含む。（現

代の土坑埋土）

5 黒褐色土 灰黄褐色土小プロックをやや多く含む。

6 暗褐色土 灰黄褐色土小プロックを含む。
7 黒褐色土 灰黄褐色土小プロックを少し含む。
8 暗褐色土 灰黄褐色土小プロックを多く、焼土粒を少し含む。

：
、
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図77 1 区21 • 22号住居遺構・出土土器図
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2 区 1 号住居

1 褐色土

2
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暗褐色土

褐色土

褐色土

暗褐色土

黄灰色土

埋土

赤褐色土粒をやや多く、黄灰色シルト

プロソクを少し、軽石粒わずかに含む。

黄灰色シルトプロックを少し含む。

1 に類似、軽石粒を含まない。

黄灰色シルトプロックを多く含む。

ほぼ 2 に類似。

シルト質で、黒色土プロックをやや多

く含む。
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゜2 区 1 号住居遺構・出土遺物図
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2 区 2 号住居埋土

1 暗褐色土耕作土。

2 灰褐色土 砂粒を多く、軽石粒を少し含む。

3 褐色土 黄褐色シルト小プロックをやや多

く、赤褐色土プロックを少し含む。

（現代の土坑埋土）

4 褐色土 赤褐色土ブロソクをやや多く、軽

石粒をわずかに含む。

5 褐色土 赤褐色土ブロックを少し含む。

6 褐色土 黄灰色シルトプロ・ノクをやや多く

含む。

ーー処理

2m 

7 黄灰色土 シルト質で、褐色土プロックを多

く含む。

8 褐色土 黄灰色シルトプロックをやや多く

含む。

9 褐色土 6 に類似、黄灰色シルトプロソク

が少ない。

10 褐色土 8 に類似、黄灰色シルトプロック

が多い。

11 黄灰色土 7 に類似。

12 黄灰色土 シルト質で、褐色土プロックをや

や多く含む。
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図79 2 区 2 号住居遺構・出土遺物因

周溝未検出。 貯蔵穴未検出。 柱穴未検出。 掘り方認められず。 寵位置東辺南端部か。

主軸方位 N-77°- E 形状舌状。 規模全長1.65m 屋外長1.29m 屋内長3.60m 袖部幅不明。

燃焼部幅0.30m 焚ロ・燃焼部 楕円形。燃焼部は壁の外側。 袖 やや短く、地山を削り出す。 煙道燃

焼部から緩やかに立ち上がる。 堀り方 楕円形。 燃焼部中央に検出された小ピットは支脚の据え痕か。
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2 区 3 号住居埋土

1 暗褐色土 砂粒を多く含む。

2 褐色土 軽石粒、赤褐色土プ
ロックを含む。

3 褐色土 軽石粒を少し、暗褐

色土プロック、黄灰色シルトプ
ロックをやや多く含む。

4 暗褐色土 黄灰色シルトプロッ

クを多く含む。

5 黄灰色土 シルト質で、褐色土
プロックを含む。

6 黄灰色土 5 に類似、炭化物を
含む。

7 黄灰色土 シルト質で、混入物
はほとんどない。
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図80 2 区 3 号住居遺構図
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第 4 章

2 区 3 号住居

1 褐色土

2

3

4

5

6

 

検出された遺構と出土遺物

カマド掘り方

焼土粒をわずかに、シルトプロックを少し

含む。

軽石粒、焼土粒をわずかに含む。

焼土粒を少し含む。

シルト質で、焼土粒を少し含む。

シルト質。

焼士粒をわずかに含む。

褐色土

褐色土

灰オリープ色土

灰オリープ色土

褐色土

* 
で―

II 

I 
/ 

/ 
/ 

/ 
/ 

ヽ／
ヽ／

‘‘// 
‘`―ク

‘` -------

7 褐色土

8 灰オリープ色土

9 暗褐色土

10 灰オリープ色土

11 褐色土

12 灰オリーブ色土

焼土粒をわずかに含む。

シルト質で、焼土化。

焼土プロックを多く含む。

シルト質で、焼土プロックを少し含む。

灰オリープシルトプロックをやや多く、焼

士ブロックを少し含む。

シルト質で、焼土プロックを少し含む。

ー一三三一

`/  -̀---—·—· 
2
 

o a 
oO  

3
 

., 

., ー
ー

遺物出土状況

図版番号

位置 AV-22 

寵内や北部の床面直上から土

師器が出土した。

る。奈良時代か。

2 区 4 号住居

遺構図版17

残存深度

隅丸方形。規模

所見 4 号住居に切られ

遺物図版54

57cm 

東辺 2.30m

平面形状

西辺 2.40m

南辺2.00m 北辺2.20m 主軸方位

-E 埋没土 自然埋没か。 周壁

N -77ー 

約83゜の

ー ー

ー
｀
｀

、 傾斜で立ち上がる。

図81 2 区 3 号住居出土土器図

6.252m' 

柱穴

位置

形状

0.50m 

周溝

未検出。

舌状か。

未検出。

掘り方

東辺南端部。

床面

主軸方位

ほぼ平坦。

屋内長 0.55m

口・燃焼部

規模

楕円形。

貯蔵穴

認められず。

全長1. 10m

燃焼部幅0.50m

袖 遺存不良。煙道

燃焼部から緩やかに立ち上がる。

不正楕円形。 遺物出土状況

師器坪が出土している。 所見

未検出。

寵

N -85ー-E 

屋外長

焚

掘り方

埋土中から土

奈良時代か。
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2 区 4 号住居埋土

1 褐色土 赤褐色土プロックをやや多く含む。

2 褐色土 赤褐色土プロック、黄灰色シルトプロックをやや多く含む。

3 褐色土 赤褐色土プロ・ノク、黄灰色シルトプロックをやや多く、黒色土小プロ・ノクを

少し含む。

2 区 4 号住居カマド埋土

1 灰オリープ色土 シルト質で、軽石粒をわずかに含む。

2 灰オリープ色土 シルト質で、浅黄色士プロックをやや多く含む。

3 灰オリープ色土 シルト質で、暗褐色土プロックを多く含む。

4 灰オリープ色土 シルト質で、焼土粒を非常に多く含む。

5 暗オリープ灰色土 シルト質で、焼士粒をわずかに含む。

6 暗オリープ灰色土 5 に類似、色調が暗く、焼土粒がやや多い。

7 暗オリープ灰色土 5 に類似、焼土粒がやや少ない。

8 暗オリープ灰色土 シルト質で、焼土プロックを非常に多く含む。

9 暗オリープ灰色土 シルト質で、焼土プロックを多く、炭化物を少し含む。

10 暗オリープ灰色土 ほぽ 9 に類似。

11 褐色土 焼土。

12 黒色土 灰主体。

13 黒色土 灰を非常に多く、白色粘土、焼土粒、焼土プロソクを多く含む。

14 灰黒色土 灰を多く、白色粘土、焼土粒、焼土プロックをやや多く含む。

15 暗オリープ灰色土 シルト質で、白色粘土プロックを多く含む。
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図82 2 区 4 号住居遺構・出土土器図

2 区 5 号住居 図版番号遺構図版17 遺物図版54

位置 AV-32 残存深度 60cm 平面形状隅丸方形と考えられる。 規模東辺3.20m 北辺3.40m 主

軸方位 N -64ー-E 埋没土 自然埋没である。 周壁 約74゜で立ち上がる。

硬化面は認められなかった。 周溝未検出である。 貯蔵穴未検出である。

床面 ほぽ平坦で、顕著な

柱穴床面調査時にも掘

り方の調査時にも検出できなかった。 掘り方顕著には認められなかった。 寵位置東辺中央部やや

南寄りに付着されていた。 主軸方位 N-52ー -E 形状馬蹄形。 規模全長1.40m 屋外長0.70m

屋内長0.70m 袖部幅1. 15m 燃焼部幅0.40m 焚ロ・燃焼部楕円形。 燃焼部は壁の内側である。 袖
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第 4 章 検出された遺構と出土遺物
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2 区 5 号住居埋土

1 暗褐色土耕作土。

2 灰褐色土 赤褐色土プロソクをやや多

く、白色軽石粒を少し含む。

3 褐色土 黄灰色シルトプロック、白

色軽石粒を少し、焼土粒をわずかに含

む。

4 褐色土 3 に類似、黄灰色シルトプ

ロックを多く含む。

5 褐色土 3 に類似、白色軽石粒が少

なく、焼土粒をほとんど含まない。

6 褐色土 黄灰色シルトプロックを多

く、赤褐色土プロックを少し含む。

7 暗褐色土 黄灰色シルトプロックをや

や多く、炭化物をわずかに含む。
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2 区 5 号住居カマド埋土

1 褐色土 シルトプロック、焼土粒を少し含む。

2 赤褐色土 焼土プロック主体で、シルト小プロック、褐色士

シルトプロックを含む。

3 灰オリープ色土 炭化物、焼土粒を多く含む。

4 褐色土 シルトプロックをやや多く、焼土粒を少し含む。

地山を削り出す。 煙道 燃焼部からトンネル状に緩や

かに立ち上がり、端部で急角度に立ち上がる。 遺物出

土状況埋土中から土師器や加工痕のある偏平な円礫な

どが出土している。 所見 奈良時代に属すると考えら

れる。

図83 2 区 5 号住居遺構図
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1.竪穴住居

三
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1~4 1/3 

2 区 6 号住居 図版番号遺構図版17 遺物図版54

位置 AX-41 残存深度 37cm 平面形状不明。 規模南辺4.00m

主軸方位 N-63ー -E 埋没土 自然埋没か。 周壁 約80゜の傾斜で立

ち上がる。 床面 ほぽ平坦であるが、顕著な硬化面は確認できなかっ

た。 周溝南辺に検出した。 貯蔵穴末検出。 柱穴床面調査時

には未検出。 掘り方顕署には認められず。南東隅部と南西隅部に検

出した楕円形状のピットは柱穴の可能性がある。 遺物出土状況埋土
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2 区 6 号住居埋土

1 褐色土 軽石粒、シルトプロック、赤褐色

土プロックをわずかに含む。

（現代の土坑埋土）
2 褐色土 軽石粒を少し含む。
3 褐色土 軽石粒を少し、シルト小プロック

をやや多く含む。

4 灰オリーブ色土 シルト質で、褐色土プロッ
クを含む。

5 暗褐色土軽石粒を少し、灰オリープ色シル

トプロックをやや多く含む。

゜ 2m l~3 1/3 ヽヽ

こ□□言ロロ
図84 2 区 5 号住居出土遺物・ 6 号住居遺構・出土土器図
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第 4 章 検出された遺構と出土遺物
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2 区 7 号住居埋土

1 褐色土 軽石粒、焼土粒わずかに

含む。

2 灰オリープ色土 シルト質で、褐色土プ

ロックををやや多く、焼

土プロックを少し含む。

3 灰オリーブ色土 黒色土プロックを多く含

む。

6 号住居

B
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図85 2 区 7 号住居遺構・出土土器図

中から土師器が出土。 所見 床面調査時に検出した南辺中央部のピットは入り口の構造に伴うかもしれな

い。 7 号住居を切る。奈良時代か。

2 区 7 号住居 図版番号遺構図版17 遺物図版54

位置 AX-40 残存深度 22cm 平面形状不明。 規模不明。 主軸方位 N-127°-E 埋没土 自

然埋没か。 周壁 約72゜の傾斜で立ち上がる。 床面 ほぼ平坦であるが、顕著な硬化面は確認出来なかっ

た。 周溝未検出である。 貯蔵穴未検出である。 柱穴未検出である。 掘り方顕著には認めら

れず。 寵位置東辺。 主軸方位 N-133°-E 形状不明。 規模全長0.70m 屋外長0.40m 屋

内長0.30m 焚ロ・燃焼部楕円形。燃焼部は壁の内側。 袖 遺存不良。 煙道焚口から急角度で立ち

上がる。 遺物出土状況埋土中より土師器が出土した。 所見 6 号住居と 5 号土坑に切られる。古墳時

代後期か。

2 区 8 号住居 図版番号遺構図版17 • 18 遺物図版54

位置 AW-41 残存深度 45cm 平面形状隅丸方形か。 規模東辺2.10m 主軸方位 N-34ー -E 

埋没土 自然埋没。 周壁約78゜の傾斜で立ち上がる。 床面 ほぽ平坦。 周溝未検出。 貯蔵穴未
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2 区 8 号住居埋土

1 灰褐色土 オリープ灰色シルトプロックをやや

多く、褐色粒をわずかに含む。

2 暗褐色土木の根跡。

3 暗褐色土 オリープ灰色シルトプロック、灰色

砂を少し含み、白色軽石粒をわずかに含む。

4 灰褐色土 オリープ灰色シルトプロックを多く、

白色軽石粒をわずかに含む。

5 灰褐色土 やや粘土があり、オリープ灰色シル

トプロックをやや多く、白色軽石粒を少し含む。

6 灰褐色土 5 に類似、オリープ灰色シルトプ

ロックを少し、白色軽石粒をわずかに含む。

7 暗褐色上 オリープ灰色シルトプロックを少し、

白色軽石粒、焼土粒をわずかに含む。

8 暗褐色土 やや灰色を帯び、オリープ灰色シル

トプロックをやや多く含む。

9 暗褐色土 オリープ灰色シルトプロックを少し

含む。

10 暗褐色土 オリープ灰色シルトプロックをやや

多く含む。

11 暗褐色土 オリープ灰色シルトブロソクを少し、

白色軽石粒、焼土粒をわずかに含む。

12 暗褐色土 8 に類似、やや灰色の色調が強く、

オリープ灰色シルトプロックを少し含む。

13 黒褐色土 オリープ灰色シルトプロックを非常

に多く、灰褐色土プロックを多く含む。

14 オリープ灰色土 シルト質。

15 暗褐色土 12に類似、オリープ灰色シルトプ

ロックが少ない。

16 暗褐色土 地割れの埋土。

|
.
 

u
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•\ □□ 
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2 区 8 号住居カマド埋土

1 褐色土 灰オリープ色シルトプロック、

焼土粒を少し含む。

2 灰オリープ色土 下面が火熱を受け赤褐色化し

ており、崩落した天井部と推定される。

3 暗褐色土 焼土プロックを多く含む。

4 褐色土 焼土粒を少し含む。

5 灰オリープ色土焼土プロック、灰を多く含む。

lm 6 灰オリープ色土 下部が火熱により赤褐色化し

ており、煙道の天井部であろう。

7 灰オリープ色土 シルト質の地山で、カマドの

袖部である。
/

]
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3
 

図86 2 区 8 号住居遺構・出土土器図
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2 区 9 号住居埋土

1 暗褐色土 耕作土。

2 灰オリープ色士 褐色土プロックを多く含む。

3 赤褐色土 軽石粒をやや多く含む。

4 褐色土 軽石粒を多く含む。

5 暗褐色土 褐色土プロックをやや多く含む。

6 灰オリープ色土 軽石粒を少し含む。
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図87 2 区 9 号住居遺構・出土土器図

検出。 柱穴未検出。 掘り方顕著には認められず。 寵位置東辺南寄り。 主軸方位 N-40° — 
E 形状舌状。 規模全長0.80m 屋外長0.40m 屋内長0.40m 袖部幅0.70m 燃焼部幅0.35m 焚

ロ・燃焼部 壁の内側。 袖 地山を削り出している。 煙道燃焼部からトンネル状にやや急角度で立ち

上がる。 掘り方 不正楕円形。 遺物出土状況埋土中から土師器が出土している。 所見 6 号住居に

切られる。床面に地裳に伴うと考えられる地割れが東西方向に走る。古墳時代後期か。

2 区 9 号住居 図版番号遺構図版18 遺物図版54

位置 AX-38 残存深度 41cm 平面形状隅丸方形か。 規模南辺2.20m 主軸方位 N-71ー -E 埋

没土 自然埋没。 周壁約82゜の傾斜で立ち上がる。 床面 ほぼ平坦。 周溝未検出。 貯蔵穴未検

出。 柱穴 未検出。 掘り方顕著には認められず。 遺物出土状況埋土中より土師器片が出土した。

所見古墳時代後期か。

2 区10号住居 図版番号遺構図版18 遺物図版54

位置 AX-42 残存深度 35cm 平面形状隅丸方形か。 規模南辺3.90m 主軸方位 N-90ー -E 埋

没土 自然埋没。 周壁約71゜の傾斜で立ち上がる。 床面 ほぽ平坦。 周溝未検出。 貯蔵穴未検

出。 柱穴未検出。 掘り方南辺中央部にやや大きいピットを検出した。 寇位置東辺ほぽ中央部

か。 主軸方位 N-91ー -E 形状馬蹄形か。 規模遺存不良で不明。 焚ロ・燃焼部楕円形。 燃

焼部は壁の外側か。 袖 遺存不良。礫を据えていたか。 煙道燃焼部から緩やかに立ち上がるか。 掘

り方 不正楕円形か。 遺物出土状況鼈内および床面直上より土師器と砥石が出土した。 所見古墳時

代後期か。

2 区11号住居 図版番号遺構図版18 遺物図版55

位置 AY-44 残存深度 25cm 平面形状発掘の結果は不正長方形であるが、地震に伴う亀裂と重復し
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2 区10号住居埋土

1 暗褐色土木の根跡。

2 暗褐色土客土。

3 灰褐色土 白色軽石粒を少し含む。

4 灰褐色土 オリープ灰色シルトプロック

を少し、焼土粒、炭化物粒を

わずかに含む。

5 灰褐色土 4 に類似、オリーブ灰色シル

トプロックを多く含む。

6 灰オリープ色土 粘性がある。

7 オリープ灰色土 灰褐色土プロックを多
く含む。

8 灰褐色土 オリープ灰色シルトプロック

を非常に多く含む。

9 オリープ灰色土 焼土プロック、炭化物

を少し含む。

10 暗褐色土 シルト質で、オリープ灰色シ
ルトプロックをやや多く含む。

11 褐色土 オリープ灰シルトプロック、

灰色粘土プロックを多く含む。
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図88 2 区 10号住居遺構図
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2 区10号住居カマド

1 暗褐色土

2 暗褐色土

3 黒褐色士

4 暗褐色土

5 白色土

6 黒褐色土

7 黒褐色土

8 黒褐色土

9 白色土

10 黒褐色土

11 黒褐色土

12 黒褐色土

13 暗褐色土

14 黒褐色土

15 灰オリープ色土

16 暗褐色士

17 黒褐色土

18 灰オリープ色土

ロニコ

埋土

オリープ灰色シルトプロックを多く、焼土プロックをやや多く含む。

1 に類似、白色粘土プロック、暗褐色土プロックを少し含む。

オリープ灰色シルトプロック、白色粘土プロックを少し、焼土プロックをやや多く含む。

オリープ灰色シルトプロソク、焼土小プロックを少し含む。

粘性があり、焼土プロック、オリープ灰色シルトプロックをやや多く含む。
灰を多く、焼土プロソクをやや多く、白色粘土小プロックを少し含む。
焼土プロノクをやや多く、オリープ灰色シルトプロノク、白色粘土プロソクを少し含む。
焼土プロソク、白色粘土プロックを少し含む。

粘性がある。

焼土プロックを多く含む。

灰主体。

焼土プロック、灰をやや多く、白色粘土プロックを少し含む。

焼土小プロック、白色粘土プロックを少し含む。

灰を非常に多く、焼土プロックを少し含む。

やや黒色を帯び、白色粘土プロックをやや多く、焼土プロックを少し含む。
焼土プロックを多く、灰をやや多く含む。

灰を非常に多く、灰オリープ土プロックを多く、焼土プロックをやや多く含む。
焼土プロソクを少し含む。

ロニロコ ロニロ：：ロ
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図89 2 区10号住居出土遺物図
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2 区 11号住居カマド埋土

1 褐色土 焼土をやや少し含む。

2 褐色土 灰色土プロソク、焼土プ

ロックをやや多く含む。

3 暗褐色土 焼土をやや多く含む。

4 褐色土 焼土をやや多く含む。

5 灰色土 包含物がほとんどない。

6 灰オリープ色土 シルト質で、褐色土

プロックをやや多く含む。
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`
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図90 2 区11号住居遺構図

ており、本来の形状は不明である。 規模南辺3.00m 主軸方位 S -70ー-E か。 埋没土不明。 周

壁 約62゜の傾斜で立ち上がる。 床面 やや凹凸があり、顕著な硬化面は検出できなかった。 周溝 未検

出である。 貯蔵穴未検出である。 柱穴未検出である。 掘り方顕著には認められず。 寵位置

東辺中央部か。 主軸方位 S -80ー-E 形状遺存不良で不明。 規模全長1.02m 屋外長0.75m 屋

内長0.27m 燃焼部幅0.48m 焚ロ・燃焼部楕円形。燃焼部は壁の外側か。 袖 遺存不良。 煙道燃
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焼部から緩やかに立ち上がる。 掘り方楕円形。

遺物出土状況 寵内および床面直上を中心として須恵

器・土師器・加工痕のある礫が出土した。 所見 発

掘調査時には11号住居と 30号住居として別途に認識し

ていたが、遺物の接合状況や住居の平面形・床面の連

続性等から 1 つの住居と考えた。当初の認識では、住

居の南辺が地裳に伴うと考えられる亀裂や新しい土坑に切られ、壁が連続しなかったため、平面形の確認が

l~8 1/3 

9 1/6 

図91 2 区 11号住居出土遺物図

困難で、住居の切り合い関係の結果と考えたことによる。しかし、 1 つの住居だとしても東辺と西辺が平行

せず、本来の形状の復元は困難である。出土土器から平安時代に属すると考えられるが、亀裂との前後関係
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2 区 12号住居埋土

1 暗褐色土 やや灰色を帯び、オリープ灰色シルトプロック、白色軽石粒をわずかに含む。

2 オリープ灰色土 シルト質。（亀裂の影響か？）

3 暗褐色土 やや灰色を帯び、オリープ灰色シルトプロックを多く含む。

4 灰褐色土 砂質で、暗褐色土プロソクをやや多く含む。（亀裂の影響あり）

5 暗褐色土 オリープ灰色シルトブロソクをやや多く含む。（亀裂の影響あり）

6 暗褐色土 オリープ灰色シルトプロックを多く含む。

7 暗褐色土 オリープ灰色シルト粒を少し、焼土粒をわずかに含む。

8 暗褐色土 オリープ灰色シルト粒、白色軽石粒をわずかに含む。

9 暗褐色士 オリープ灰色シルト粒を少し含む。. 
`
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2 区12住居カマド埋土

1 褐色土 焼土粒をわずかに含む。

2 灰オリープ色土 シルト質で、焼土粒を少し、黒色士プロックをわずかに含む。

3 灰色土 砂質で、焼土粒を少し含む。

4 褐色土 焼土小プロソク、黒色土プロックを少し含む。

5 灰オリープ色土 シルト質で、焼土粒を少し含む。

6 黒褐色土 灰、焼土粒を少し、灰オリープ色土プロックをやや多く含む。

7 白色土 粘性がややある。（地山）

図92 2 区12号住居遺構図
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図93 2 区 12号住居出土遺物図

は不明である。

2 区12号住居 図版番号遺構図版19 遺物図版55

位置 AX-45 残存深度 21cm 平面形状隅丸長方形。 規模東辺約4.2m か。 北辺約3.3m か。 主

軸方位 N-80ー -E 埋没土 自然埋没か。 周壁約79゜の傾斜で立ち上がる。 床面 ほぼ平坦である

が、顕著な硬化面は確認できなかった。 周溝未検出。 貯蔵穴未検出。 柱穴未検出。 掘り方

ほとんど認められず。 甑位置東辺南端部。 主軸方位 N-63°- E 形状舌状規模全長1. 14m

屋外長0.30m 屋内長0.84m 袖部幅1. 02m 燃焼部幅0.51m 焚ロ・燃焼部 楕円形。 燃焼部は壁の内

側か。 袖 地山を削り出す。 煙道短く、燃焼部からやや急角度で立ち上がる。 掘り方不正楕円形。

遺物出土状況 寵内や床面直上から須恵器・土師器・加工痕のある礫が出土した。 所見 住居中央部を 5

号溝が、南辺部を 16号土坑が切る。また、 2 状の亀裂が東西に走り、この亀裂の下を下部文化層の調査時に

確認したところ、噴砂の現象が認められ、この亀裂も地震に伴うものであることが判明した。亀裂と住居の
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2 区13号住居埋土

1 暗褐色土耕作土。

2 灰色土 灰色の砂粒を多く含む。

3 灰褐色土 灰色の砂粒を多く、白色軽石粒を少

し含む。

4 灰色土 砂質。

5 褐色土 灰色の砂粒をやや多く、白色軽石粒

を少し含む。

6 暗褐色土 白色軽石粒を少し、褐色粒をわずか

に含む。

7 暗褐色土 灰オリープ色シルトプロックをやや

多く、白色軽石粒をわずかに含む。

8 暗褐色土 7 に類似、白色軽石粒は少ない。

9 暗褐色土 7 に類似、白色軽石粒は含まない。
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図94 2 区 13号住居遺構・出土遺物図

新旧関係は埋土の断面では確認できなかったが、床面を切っていることか

ら住居の構築後に亀裂が生じているものと思われる。出土遺物から奈良時

代に属すものと考えられる。

8
 

ぷ平
＾

0

ロ

2 区13号住居 図版番号遺構図版19 遺物図版56

位置 AV-28 残存深度 37cm 平面形状大半が調査対象地外で不明である。 規模南辺約2.9m か。
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2 区14号住居埋土

1 暗褐色土耕作士。

2 灰色土 灰色の砂粒を多く含む。

3 灰褐色土 灰色の砂粒を多く、白色軽石粒を少し含む。

4 灰褐色土 3 に類似、褐色の色調が強い。

5 灰色土 砂質。

6 褐色土 灰色の砂粒をやや多く、白色軽石粒を少し含む。

7 暗褐色土 白色軽石粒を少し、褐色土粒をわずかに含む。

8 暗褐色土 やや灰色を帯び、灰オリープシルトプロノクを少し、白色軽石粒をわずかに含む。

9 白色土 粘性がある。

10 暗灰色土焼土粒をやや多く含む。

11 暗灰色土 灰オリープシルトブロックをやや多く含む。

12 黒褐色土 焼土粒をわずかに含む。

13 暗灰色土 灰オリープシルトプロックを少し、白色軽石粒をわずかに含む。

14 黒褐色土 シルト質。

15 白色土 粘性があり、焼土粒を多く含む。

16 灰オリープ色土 シルト質。（噴砂）
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図95 2 区14号住居遺構・出土土器同

主軸方位南壁の走行を基準とすると、 S -35ー-E か。 埋没土 自然埋没である。 周壁 約79゜の傾斜で立

ち上がる。 床面 ほぼ平坦であるが、顕著な硬化面は確認できなかった。 周溝 未検出である。 貯蔵

穴未検出である。 柱穴未検出である。 掘り方顕著には認められず。 遺物出土状況床面直上を

中心にして内黒土器・須恵器・土師器・刀子・砥石が出土した。 8 の砥石の 3 側面は使用時の磨痕があり、

1 側面には樋状の削り痕がある。この樋状の削り痕は整形時の痕跡と思われる。 所見 14号住居に切られ

る。住居の時代は、出土遺物をみると 3 • 4 の土師器杯が奈良時代後半に、 1 • 2 • 6 が平安時代に属し、

明確ではない。

2 区14号住居図版番号遺構図版19 遺物図版56

位置 AV-27 残存深度 50cm 平面形状大半が調査対象地外で不明である。 規模 南辺4.20m 主軸

方位 南辺の走行を碁準にすれば、 S-14°-E か。 埋没土 自然埋没か。 周壁 約67゜の傾斜で立ち上が

る。 床面 ほぽ平坦であるが、顕著な硬化面は検出できなかった。 周溝未検出である。 貯蔵穴未

検出である。 柱穴未検出である。 掘り方顕著には認められず。 遺物出土状況床面直上より須恵

器・土師器が出土した。 所見 13号住居・ 15号住居を切る。出土士器から平安時代に属するものと考えら
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2 区15号住居埋土

(A-A' 、 B-B')

灰オリープ色土 シルト質。

（噴砂）

暗褐色土 オリーブ灰色シ

ルトプロックを多く含む。

灰褐色土 シルト質で、白

色軽石粒、焼土粒をわずか

に含む。

暗褐色土 白色軽石粒、焼

土粒、炭化物を少し含む。

暗褐色土 4 に類似、焼土

粒をほとんど含まない。

暗褐色土 5 に類似、色調

がやや暗い。

灰色土シルト質で、オ

リープ灰色シルトプロック

を多く含む。

灰色土シルト質で、オ

リープ灰色シルトプロック

をやや多く含む。

2
 

4
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6
 

7
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2 区15号住居カマド埋土

1 暗褐色土 焼土粒を多く、灰オリープ色

砂をやや多く含む。

黒褐色土 焼土粒と灰オリープ色シルト

小プロックを少し含む。

黒褐色土焼土粒を多く、灰をやや多く

含む。

暗褐色土 焼土粒を少し、灰を多く含む。

黒褐色土 灰を非常に多く、焼土粒をわ

ずかに含む。

黒褐色土 焼土粒を多く含む。

3
 

4

5

 

6
 

5
 

6
 

8

9

 

(C-C') 

暗褐色土耕作土。

灰色土灰色の砂粒を多く

含む。

灰褐色土 灰色の砂粒を多

く、白色軽石粒を少し含む。

暗褐色土 白色軽石粒を少

し、褐色土粒をわずかに含

む。

暗褐色土 白色軽石粒をや

や多く含む。

黒褐色土 白色軽石粒をわ

ずかに含む。

黒褐色土 白色軽石粒をや

や多く含む。

黒褐色土 7 に類似、色調

がやや淡い。

黒褐色土灰オリープ色シ

ルトプロックをやや多く含

む。

暗灰褐色土焼土粒をやや多く、灰オ

リープ色砂を多く含む。

黒色土 灰、オリープ色シルトプ

ロックを多く含む。

黒褐色土 灰、オリープ色シルトプ

ロック、焼土粒をやや多く含む。

10 暗オリープ灰色土 シルト質で、灰をや

や多く、焼土粒を少し含む。

11 暗オリープ灰色土 10に類似、色調がや

や暗い。

12 暗オリープ灰色土 10 • 11 に類似、色調
はそれの中間である。

7
 

8
 , 

図96 2 区15号住居遺構回
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図97 2 区15号住居出土土器図

れる。また、東西方向で確認した住居埋土の断面の東端部において、埋土を切る状態で下部から地震に伴う

噴砂が亀裂状に上昇している情況が確認された。住居に埋土が堆積した後に地震が発生したことが確かめら

れる。

2 区15号住居 図版番号遺構図版19 • 20 遺物図版56

位置 AV-27 残存深度 50cm 平面形状隅丸長方形規模西辺約3.7m 南辺約4.3m 主軸方位 N 

-82ー-E 埋没土 自然埋没である。 周壁 約79゜の傾斜で立ち上がる。 床面 ほぼ平坦であるが、顕著

な硬化面は確認できなかった。 周溝未検出である。 貯蔵穴 未検出である。 柱穴未検出である。

掘り方顕著には認められず。 寵位置西辺中央

部やや南寄り。 主軸方位 N -71ー-E 形状馬

蹄形規模全長 0. 75m 屋外長 0.30m 屋内長

0.45m 袖部幅0.65m 燃焼部幅0.15m 焚ロ・燃焼

部楕円形。燃焼部は壁の内側。 袖やや短い。

煙道燃焼部から急角度で立ち上がる。 掘り方両

袖の端部の位置に小さな円形のピットと、その間に皿

状で不正形の落ち込みを検出した。 遺物出土状況

床面直上を中心として須恵器・土師器が出土した。

所見 14号住居に切られる。住居中央部で埋土を切っ

108 

2 区 17号住居カマド埋土

1 黒色土

2 暗褐色土

3 灰オリープ色土

4 灰オリープ色土

5 褐色土

6 灰オリープ色土

7 白色土

8 白色土

9 黒褐色土

10 黒褐色土

11 黒色土

焼土小プロック・灰オリープシルト小プ

ロックを少し含む。

焼土粒を少し含み、しまりなし。

シルト質で焼土を多く含む。

（天井部の崩落土）

シルト質で焼土化。（天井部の崩落士）

焼土粒をやや多く含む。

シルト質で焼土化。（天井部の崩落土？）

粘土質で、焼土粒をやや多く含む。

粘土質で、焼土粒をわずかに含む。

炭火物をやや多く含む。

白色粘土を多く、灰オリープシルトプ

ロック、焼土をやや多く含む。

焼土をやや多く、白色粘土を少し含む。
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黒褐色土 白色軽石粒をわ

ずかに含む。
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土粒をわずかに含む。
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図98 2 区17号住居遺構図
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図99 2 区 17号住居出土遺物図

て、地震の結果と考えられる噴砂を検出した。当初、遺構確認面まで立ち上がっていたこの噴砂の影響で、

本住居を東半部と西半部の別々の住居として認識し、遺物も別々に取り上げていたが、中途から同一の住居

と確認した。また、整理時の土器の接合情況からも、その認識は支持された。出土土器から古墳時代後期に

属すると考えられる。

2 区17号住居 図版番号遺構図版20 遺物図版57

位置 AV-27 残存深度 34cm 平面形状 15号住居に切られ不明。 規模 不明。 主軸方位 N-80° — 

E 埋没土 自然埋没か。 周壁 約62゜の傾斜で立ち上がる。 床面 ほぽ平坦であるが、顕著な硬化面は

確認できなかった。 周溝未検出。 貯蔵穴未検出。 柱穴未検出。 掘り方顕著には認められず。

寵位置東辺南寄り。 主軸方位 N-68°- E 形状舌状。 規模全長1.05m 屋外長0.50m 屋内

長0.55m 袖部幅l. OOm 燃焼部幅0.15m 焚ロ・燃焼部楕円形。燃焼部は壁の内側。 袖 少なくとも

左袖は地山の削り出しであることを確認した。 煙道 燃焼部から急角度で立ち上がる。 掘り方 舌状。

遺物出土状況 寵内および寵の前部の床面直上を中心として土師器と加工痕のある礫が出土した。 所見

寵の前部からは、ブナ科コナラ属クヌギ節で、年輪数が最大で14年以上等の炭化材が数点出土した。パレ
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2 区 18号住居埋土

1 灰褐色土灰色砂を多く含

む。耕作土。

2 暗褐色土焼土粒を少し、

白色軽石粒をわずかに含む。

3 暗褐色土暗灰色砂を多く、

白色軽石粒、焼土粒、小円

礫を少し含む。

4 暗褐色土 3 に類似、小円

礫が少ない。

5 暗褐色土 3 、 4 に類似、

褐色が強く、炭化物をわず

かに含む。

6 暗褐色土 5 に類似、色調

がやや暗＜、焼土小プロッ

クを少し含む。

7 暗褐色土 やや灰色を帯び、

灰褐色砂をやや多く、橙色

土粒、小円礫を少し含む。

8 黒褐色土 暗褐色砂をやや

多く、白色軽石粒、小円礫

を少し含む。

9 黄褐色土 やや粘性がある。

2m 

2 区18号住居カマド埋土 昏｀亨 ＼ーゞ→ ~. c ̀ 
1 暗オリープ灰色土 シルト質で、白色粘土小プ

斜•

ロックを少し、焼土粒をわずかに含む。

2 暗オリープ灰色土 シルト質で、白色粘土プロッ

クをやや多く、焼土粒を少し含む。

3 暗オリープ灰色土 シルト質で、白色粘土小プ I Q! 
。」 |01 ＼。」

ロック、焼土プロックを多く含む。

4 暗オリープ灰色土 シルト質で、白色粘土プロッ

クを少し、焼土粒をわずかに含む。 . E 5 、、.6 
5 黒褐色土 焼土粒を少し含む。

6 白色土 粘土。

7 暗褐色土 暗褐色砂を多く、白色軽石粒、

焼土粒、炭化物を少し含む。 10 

8 暗オリープ灰色土 シルト質で、白色粘土プロッ

クを多く、焼土粒を少し含む。

9 暗オリープ灰色土 8 に類似、焼土粒が多い。 L =84.0 
E' . . E 

10 灰黒色土 灰主体で、灰色砂を多く含む。

11 黒褐色土 やや粘性があり、灰、焼土粒を

少し含む。

12 暗褐色土 灰オリープ色シルトプロックを

モ22 •o24 ••• lo• やや多く含み、焼土粒を少し含む。

13 暗褐色土 灰オリープ色シルトプロックを ゜
lm 

多く含む。

. 
`
d
 

図100 2 区 18号住居遺構図
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図102 2 区18号住居出土遺物図

オ・ラボの分析によれば、その中に「割裂しているためその年輪数を確認できないが、年輪の曲率から推定

すると比較的大きな、

えられる。

しかも年数のある材と思われる」とされる。出土土器から古墳時代後期に属すると考

2 号18号住居

位置 AV-25 

主軸方位

図版番号

残存深度

N-90ー -E 

遺構図版20

53cm 

埋没土

平面形状

自然埋没である。

あるが、顕著な硬化面は確認できなかった。

検出である。

遺物図版57 • 58 

約半分が調査対象地外であるが、方形か。

舌状。

袖

規模

掘り方 顕著には認められず。

全長1. 40m 屋外長0. 75m 

右袖には礫を据えている。 煙道

溝
篭
周

周壁

位置

屋内長0.65m

約75゜の傾斜で立ち上がる。

未検出である。 貯蔵穴

東辺中央部か。

焚ロ・燃焼部

燃焼部から急角度で立ち上がる。

主軸方位

規模

床面

未検出である。

南辺4.10m

ほぽ平坦で

柱穴

N-88ー -E 

未

楕円形。燃焼部は壁の内側。

掘り方 舌状。

形状

遺物出土状況

籠内や床面直上を中心として須恵器・土師器・加工痕のある礫が出土した。土師器の中で19は、貼付した粘

土紐の延長方向の推定と、反対側に微かにへら状工具のあたりが存在することから、取っ手付きの皿と理解

した。 しかし、皿とした場合、内面の調整が不十分とも思われ、蓋の可能性もある。また、 24の偏平な楕円

礫は寵の右袖部から出土したが、片面に研磨痕、側面に削り痕が顕著に認められる。さらに、南東部から

113 
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2 区 19号住居埋土

1 暗褐色土側溝埋土。

2 暗褐色土 白色軽石

粒、橙色土粒を少し

含む。

暗褐色土 2 に類似、

白色軽石粒が少ない。

暗褐色土橙色土粒

を少し含む。

暗オリープ灰色土

シルト質。

オリープ灰色土

化している。

暗褐色土 3 に類似、

橙色土粒はほとんど

含まない。

灰色土 小円礫を

やや多く含む。
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2 区19号住居カマド埋土

1 黒褐色土焼土粒を少し含む。

2 暗褐色土 暗褐色粘土プロック・焼土プロックをやや多く含む。

3 暗褐色士 焼土粒を少し含む。

4 黄褐色土 粘性があり、焼土プロックを少し含む。

5 暗褐色土 白色粘土プロックをやや多く、焼土粒を少し含む。

6 暗褐色土 灰オリープ色土プロックを多く含む。

図103 2 区 19号住居遺構図
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2 区20号住居カマド埋土

1 暗褐色土 灰色砂をやや多く、焼土粒をわずかに含む。
2 灰褐色土 黄色粘土プロックを多く、灰色砂を少し、焼土粒をわずかに

含む。

黒褐色土 黒褐色砂、焼土粒を少し含む。

暗褐色土 やや粘性があり、焼土粒をやや多く含む。

黄褐色士 黄色粘土プロックを多く、焼土プロックをやや多く含む。
浅黄色土 シルト質。地山。

灰オリープ色土 シルト質、地山。

暗灰オリープ色土 7 の焼土化。

3

4

5

6

7

8

 
2 区20号住居埋土

1 暗褐色土

2 暗褐色土

3 灰黒色土

4 暗オリープ灰色土

5 オリープ灰色土

6 灰黒色土

7 暗オリープ灰色土

8 オリープ灰色土

9 オリープ灰色土

10 暗オリープ灰色土

11 オリープ灰色土

12 灰黒色土

オリープ灰色シルトプロックを少し、白色軽石粒、焼土粒をわずかに含む。
オリープ灰色シルトプロックを多く、焼土粒をわずかに含む。

1 に類似、灰黒色砂をやや多く含む。

灰色砂をやや多く、オリープ灰色シルトプロックを多く含む。

シルト質で、灰色砂を多く含む。

灰黒色土をやや多く、焼土粒をわずかに含む。

灰色砂を多く含み、上部に炭化物を含む。

シルト質で、灰色砂を多く含む。

壁の崩落土。 = 
灰色砂を多く、焼土粒をわずかに含む。,;:、くげ゜ープ灰色シルトプロノク、灰里色砂をやや多く含む。＼
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図106 2 区20号住居出土遺物因

は、半径30~50cm で年輪数が11~15年以上のブナ科コナラ属クヌギ節の炭化材が出土した。 所見 炭化材

が出土し、埋土中にも焼土ブロックや炭化物を含むことから、焼失家屋の可能性が高い。出土土器から奈良

時代に属すると考えられる。

2 区19号住居 図版番号遺構図版20 • 21 遺物図版58

位置 AT-23 残存深度 23cm 平面形状 調査範囲が住居全体の約2/3であり、また南壁の立ち上がりが

不明確のため、不確定要素があるが、長方形であろうか。 規模 東辺約6.2m 北辺約5.4m か。 主軸方

位 N-42°-W 埋没土 自然埋没か。 周壁 約80゜の傾斜で立ち上がる。 床面 ほぽ平坦であるが、顕

著な硬化面は認められない。 周溝未検出である。 貯蔵穴未検出である。 柱穴床面調査時には未

検出である。 掘り方 大小のピットを確認し、柱穴の可能性のあるピットも存在するが、組み合わせが不

明であり、積極的に柱穴と認定することはできなかった。 寵位置 北辺西端部。 主軸方位 N-52° — 

w 形状舌状。 規模全長0.70m 屋外長0.20m 屋内長0.50m 袖部幅0.95m 燃焼部幅0.30m 焚

ロ・燃焼部楕円形。 燃焼部は壁の内側である。 袖 短い。 煙道燃焼部から急角度に立ち上がる。

掘り方楕円形。 遺物出土状況床面直上を中心として土師器が出土した。また、北東部からはブナ科コ

ナラ属クヌギ節で、年輪数が15年以上の炭化材が出土した。 所見 住居の使用時の調査では南辺の立ち上

がり部の外側に幅約60cm で 2 ~3 cm の段差をもつ平坦面を確認し、掘り方の調査時にはその外側の部分まで

掘り方と認めた。使用時の調査では揺り足らなかったものと思われる。炭化材が出土しており焼失家屋の可

能性がある。高台付椀も出土したが、主体は古墳時代中期と考えられる。

2 区20号住居 図版番号遺構図版21 遺物図版59

位置 AT-22 残存深度 62cm 平面形状方形。 規模東辺2.20m 西辺2.20m 南辺2.40m 北辺

2.10m 主軸方位 N-45ー -E 埋没土 自然埋没である。 周壁 約79゜の傾斜で立ち上がる。 床面 ほ

ぼ平坦であるが、顕著な硬化面は確認できなかった。 周溝未検出である。 貯蔵穴未検出である。

柱穴未検出である。 掘り方 ほとんど認められず。 寵位置東辺の南寄り。 主軸方位 N-63° — 
E 形状遺存不良で不明である。 規模全長1. 15m 屋外長0.85m 屋内長0.30m 燃焼部壁の内側

である。 袖 遺存不良である。 煙道燃焼部から緩やかに立ち上がり、端部で急角度に立ち上がる。
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第 4 章 検出された遺構と出土遺物
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2 区21号住居カマド埋土

1 黒褐色士 白色粘土粒を少し、焼土粒をわずかに含む。

2 白色土 黒褐色土プロックをやや多く、焼土粒を少し含む。

3 白色土 粘性があり、焼土プロックを多く含む。

4 黒褐色土焼土粒を少し含む。

5 黒褐色土 1 に類似、焼土粒を少し含む。

6 黒褐色土 焼土粒、白色粘土小ブロックを少し含む。

7 白色土 粘性があり、焼土ブロソクを非常に多く含む。

8 白色土 粘性があり、焼土プロックを多く、黒色土プロッ

クを少し含む。

9 黒褐色土 焼土プロソク・白色粘土プロックを多く含む。

10 黒色土 灰をやや多く、焼土粒を少し含む。
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2 区21号住居埋土

1 暗褐色土 オリープ灰色シルトプロJクを少し、白色軽石

粒、焼土粒をわずかに含む。

2 暗灰褐色土 オリープ灰色シルトプロノクをやや多く、焼土

粒、炭化物を少し含む。

3 暗灰褐色土 オリープ灰色シルトプロソクをやや多く、焼土

粒をわずかに含む。

4 暗褐色土 1 に類似、オリープ灰色シルトプロックがやや

少なく、黒褐色土プロックを含む。

5 暗褐色土 4 に類似、オリープ灰色シルトプロックをやや

多く含む。

6 黒褐色土 オリーブ灰色シルトプロックを多く、焼土粒を

わずかに含む。

7 黒褐色土 オリープ灰色シルトプロック、白色軽石粒、焼

土粒をわずかに含む。

8 オリープ灰色土 シルトプロック。

9 黒褐色土 オリープ灰色シルトプロック、焼土粒を少し含

む。

図107 2 区21号住居遺構・出土土器図
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1. 竪穴住居
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2 区22号住居埋土

l 灰色土 灰色砂、褐色土粒を含む。

2 褐色土 白色軽石粒を少し、褐色
土粒をわずかに含む。

3 暗褐色土 白色軽石粒を少し、小円

礫、褐色土粒をわずかに含む。

4 暗褐色土 白色軽石粒を少し、焼土

粒をわずかに含む。

5 暗褐色土 4 に類似、白色軽石粒が

少ない。

6 黒褐色土 黒色砂をやや多く、白色

軽石粒、焼土粒、小円礫をわずかに

含む。

7 黒褐色土 6 に類似、小円礫をほと

んど含まない。

8 黒褐色土 6 に類似、やや黒い色調

で小円礫を少し含む。

9 暗褐色土 白色軽石粒を少し、焼土

粒をわずかに含む。

10 黒褐色上 白色軽石粒、焼土粒、オ

リープ灰色シルトプロックを少し含

む。

11 黄灰色土 砂質で、小円礫をわずか

に含む。
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図108 2 区22号住居遺構・出土土器図
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第 4 章 検出された遺構と出土遺物
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1 暗褐色土 側溝による攪乱。

2 暗褐色土 オリープ灰色シルトプロックを. 
「
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やや多く、焼土粒を少し含む。

•ょ

II トー』 3 黒色土 オリープ灰色シルトプロックを• `J 竺
卜 少し含む。

4 暗褐色土 オリープ灰色シルト粒を少し含

む。

5 暗褐色土 オリープ灰色シルト粒、灰色砂

をやや多く含む。

6 暗褐色土 オリープ灰色シルト粒、灰色砂、

\ 焼土粒をやや多く含む。

7 暗褐色土 5 に類似。
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8 暗褐色土 灰色砂を多く含む。
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図109 2 区23号住居遺構・出土土器図
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図llO 2 区23号住居出土遺物図

1. 竪穴住居

遺物出土状況埋土中から須恵器・土師器・鉄製品が出土

した。釣り針状の鉄製品の先端部は細くなり、完結してい

るように見える。釘の湾曲したものと理解したが、別種の

可能性もある。 所見 床面直上からの異物出土がなく、

埋土中からは「コ」の字口縁の土師器甕も出土したが、主

体は古墳時代後期と考えられる。

2 区21号住居 図版番号遺構図版21 遺物図版59

位置 AT-21 残存深度 45cm 平面形状長方形。

規模西辺2.80m 南辺3.10m 主軸方位 N-60ー -E 

埋没土 自然埋没と考えられる。 周壁約75゜の傾斜で

立ち上がる。 床面 ほぼ平坦であるが、顕著な硬化面は

確認できなかった。 周溝未検出である。 貯蔵穴未

検出である。 柱穴 床面調査時に南西部でピットを検出

したが、対応するピットを検出できず、積極的に柱穴と認

定するに至らなかった。 掘り方 西部にピット群を検出

し、柱穴の可能性も考えられたが、東部で検出できず、疑

問が残る。 寵位置東辺と南辺の隅部。 主軸方位

N -90ー-E 形状舌状。 規模全長1.05m 屋外長0.55m 屋内長0.50m 燃焼部幅0.50m 焚ロ・燃

焼部楕円形。燃焼部は壁の内側である。 袖 ほとんど遺存していない情況であった。 煙道燃焼部か

ら緩やかに立ち上がる。 遺物出土状況埋土中より土師器が出土した。 所見 古式土師器も出土してい

るが、出土した士師器坪から古墳時代後期と考えられる。

2 区22号住居 図版番号遺構図版21 遺物図版59

位置 AT-19 残存深度 49cm 平面形状 住居の約半分が調査対象地外のため、確定できないが、方形で

あろうか。 規模南辺3.90m 主軸方位 N-68ー -E か。 埋没土 自然埋没と考えられる。 周壁約

70゜の傾斜で立ち上がる。 床面 ほぼ平坦であるが、顕著な硬化面は確認できなかった。 周溝 未検出で

ある。 貯蔵穴未検出である。 柱穴未検出である。 掘り方顕著には認められず。 遺物出土状況

床面直上から須恵器・土師器が出土している。 所見 出土土器から古墳時代中期に属すると考えられる。

2 区23号住居 図版番号遺構図版21 • 22 遺物図版60

位置 AS-20 残存深度 50cm 平面形状住居の半分以上が調査対象地外のため、不明である。 規模

一辺も完結して把握できず、不明である。 主軸方位 北辺の走行を基準にすると、 N-66°- E 。 埋没土

自然埋没と考えられる。 周壁 約59゜の傾斜で立ち上がる。 床面 ほぼ平坦であるが、顕著な硬化面は確

認できなかった。 周溝未検出である。 貯蔵穴未検出である。 柱穴未検出である。 掘り方顕

著には認められず。 遺物出土状況埋土中位から土師器が、床下から加工痕のある礫が出土した。 所見

床面直上の土器がなく、不確定要素があるが、古墳時代後期に属すると考えられる。
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第 4 章 検出された遺構と出土遺物
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2 区24号住居埋土

1 暗褐色土 白色軽石粒を少し、

小円礫をわずかに含む。

2 暗褐色土 白色軽石粒、小円

礫を少し含む。

3 黒褐色土 白色軽石粒を少し、

小円礫をわずかに含む。
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図111 2 区24号住居遺構・出土土器図
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1. 竪穴住居
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図112 2 区24号住居出土土器図

2 区 24号住居 図版番号遺構図版22 遺物図版60

位置 AS-18 残存深度 43cm 平面形状不明。 規模不明。 主軸方位 N-65ー -E 埋没土 自然

埋没。 周壁約53゜の傾斜で立ち上がる。 床面 ほぽ平坦。 周溝未検出。 貯蔵穴未検出。 柱穴

未検出。 掘り方 顕著には認められず。 遺物出土状況床面上を中心にして土師器が大量に出土した。

所見古墳時代中期。

2 区25号住居 図版番号遺構図版22 遺物図版61

位置 AS-16 残存深度 69cm 平面形状方形か。 規模北辺3.15m 主軸方位 N-76ー -E 埋没土

自然埋没。 周壁約73゜の傾斜で立ち上がる。 床面 ほぼ平坦。 周溝西壁に沿って検出。 貯蔵穴
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第 4 章 検出された遺構と出土遺物
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2 区25号住居埋土

1~13 暗オリープ灰色土

D' 1 シルト質で、白色軽石粒、焼土粒、小円礫をわずかに含む。

一‘2 1 に類似、色調がやや暗い。
3 1 • 2 に類似、オリープ灰色シルトブロソクをやや多く含む。，

4 3 に類似、色調がやや暗い。

5 3 に類似、オリープ灰色シルトプロックを多く含む。

6 3 に類似、色調がやや黄色味を帯びている。

7 3 に類似、含有物はほとんど含まない。

8 3 に類似、炭化物を少し含む。

9 4 に類似。

10 3 に類似、色調がやや暗い。

11 3 に類似、炭化物を薄層状に含む。

12 3 に類似、色調がやや黄色味を帯ぴている。

13 3 に類似、含有物はほとんど含まない。

2 区25号住居カマド埋土

1 オリープ灰色土 シルト質で、やや緑色を帯び、焼土粒をわず

かに含む。

2 オリープ灰色士 l に類似、白色粘土プロソクをやや多く、焼

土粒をわずかに含む。

3 白色土 粘士主体。

4 白色土 白色粘土プロックを主体で、オリープ灰色シ

ルトプロック、炭化物を少し含む。

5 オリープ灰色土 シルト質で、白色粘土プロックをやや多く、

焼土粒を少し含む。

6 赤褐色土 白色粘土の焼土化プロック主体でシルトプ

ロックを少し含む。

7 オリープ灰色土 シルト質で、白色粘土プロックをやや多く、

焼土粒を少し含む。
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8 オリープ灰色土 シルト質で、白色粘土プロックをやや多く、 12 暗オリープ灰色土 焼土化プロックを含む。

焼土粒をわずかに含む。 13 黒色土 灰主体。

9 白色土 粘土主体で、オリープ灰色シルトプロックを 14 暗オリープ灰色土 焼士プロックを多く、灰をやや多く含む。

多く、炭化物粒を少し含む。 15 黒色土 灰、焼土プロックを多く含む。

10 赤褐色土 白色粘土の焼土化プロック主体。 16 褐色土 灰、焼土プロックを多く含む。

11 暗オリープ灰色土 シルト質で、焼土プロックを少し、灰をや 17 暗オリープ灰色土 灰、焼土プロックを多く含む。

や多く含む。

図113 2 区25号住居遺構図
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1. 竪穴住居
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図114 2 区25号住居出土遺物図

未検出。 柱穴未検出。 掘り方顕著には認められず。 裔位置東辺南寄り。 主軸方位 N_83ー  

-E 形状遺存不良で不明。 規模全長1.25m 屋外長0.80m 屋内長0.45m 燃焼部幅0.35m 焚

ロ・燃焼部楕円形か。 袖遺存不良。 煙道燃焼部から急角度で立ち上がる。 掘り方楕円形か。

遺物出土状況寇内と埋土中から土師器と鉄斧·右利き用の鎌が出土した。 所見 奈良時代。

2 区26号住居 図版番号遺構図版22 • 23 遺物図版61

位置 AR-15 残存深度 54cm 平面形状方形。 規模東辺3.20m 北辺3.20m 主軸方位 N-75° — 

E 埋没土 自然埋没。 周壁約82゜の傾斜で立ち上がる。 床面やや凹凸がある。 周溝未検出。

貯蔵穴未検出。 柱穴未検出。 掘り方顕著には認められず。 寵位置東辺中央部。 主軸方位

N-74ー -E 形状遺存状況不良で不明。 規模全長1. 15m 屋外長0.80m 屋内長0.35m 燃焼部幅

0.35m 焚ロ・燃焼部 楕円形か。燃焼部は壁の外側か。 袖 遺存不良。両袖に礫を据えている。 煙道

燃焼部から緩やかに立ち上がり、端部で急角度に立ち上がる。 遺物出土状況埋土中から須恵器・土師

器・加工痕のある礫が出土した。 所見 29号住居を切る。 27号住居が乗る。埋土中から軟質陶器も出土し

ているが、主体は奈良時代である。
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口2 区26号住居埋土

暗褐色土 耕作土。

褐色土 灰オリープ色シルトプロックを多く、白色軽

石粒、赤褐色土プロックを少し含む。

白色軽石粒、焼土粒をわずかに含む。

灰オリープ色シルトプロックをやや多く、白

色軽石粒、焼土粒をわずかに含む。

灰オリープ色シルトプロックをやや多く、赤

色粒子を少し、白色軽石粒をわずかに含む。

黒色土 焼土、炭化した木材を含む。

灰オリープ色土 シルト質。

褐色土 灰オリープ色シルト小プロックを含む。攪乱

か。
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褐色土 5 に類似、焼土粒を少し含む。

10 灰オリープ色土 褐色土プロックを多く含む。

11 暗褐色土 灰オリープ色シルト小プロックを少し含む。

12 灰オリープ色土 シルト質で、焼土粒を含む。

13 灰オリープ色土 シルト質。地山の崩落土。

14 暗褐色土 焼土粒を含む。

15 褐色土 灰オリープシルト小プロックをやや多く含む。

16 灰オリープ色土 シルト質。地山の崩落土。

17 暗褐色士 含有物はほとんどない。

18 褐色土 灰オリープ色シルト小プロックをやや多く、

上面に炭化物を薄くのせる。

19 灰オリープ色土 やや砂質の噴砂。
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図115 2 区26号住居遺構図
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1. 竪穴住居

2 区26号住居カマド

1 褐色土

2 灰オリープ色土

3 褐色土

4 褐色土

5 褐色土

6 灰オリープ色土

7 褐色土

8 灰オリープ色土

9 白色士

10 褐色土

11 灰オリープ色土

12 黒褐色土

埋土
白色軽石粒、赤褐色土プロックをわずかに含む。

赤褐色土プロックをやや多く含む。

灰オリープ色シルトプロックを少し、赤褐色土プロックをわずかに含む。

3 にほぽ類似。

灰オリープ色シルトプロソクをやや多く、炭化物をわずかに含む。

赤褐色土プロックを少し含む。

白色軽石粒、焼土プロックをわずかに含む。

シルト質で、暗褐色土プロックを含む。

粘土。部分的に鉄分沈着による褐色部分あり。

灰オリープ色シルトプロソクをやや多く、炭化物を少し含む。

赤褐色土プロソク、焼土粒を少し含む。

焼土をやや多く、灰を少し含む。
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図116 2 区26号住居出土遺物図
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2 区27号住居埋土 (A-A')

1 暗褐色土 圃場整備による客土。

2 褐色土 旧耕土。白色軽石粒、赤褐色土粒を

わずかに含む。

3 灰褐色土 白色軽石粒をわずかに、灰色砂、褐

色砂を多く含み、固く締まる。氾濫

堆積土。

4 灰褐色土 3 に類似、灰色砂を多く含む。

5 暗灰褐色土 白色軽石粒、褐色土粒をわずかに、

灰色砂をやや多く含む。

6 暗灰褐色土 5 に類似、褐色味が強い。

7 暗灰褐色土 5 に類似、灰色砂が少ない。

8 灰褐色土 灰色砂を多く、灰オリープ色シルト

プロックをやや多く含む。

9 灰黒色土 白色軽石粒、褐色土粒をわずかに、

灰色砂、灰オリープ色シルトプロッ

クを少し含む。

10 灰黒色土 9 に類似、灰オリープ色シルトプ

口ノクを多く含み、焼土粒、炭化物

をわずかに含む。

11 灰色土 砂質、灰オリープ色シルトプロック

をやや多く、焼土粒をわずかに含む。

12 灰黒色土 10に類似、灰オリープ色シルトプ

ロックをやや多く含み、焼土粒をや

や多く含む。

13 灰色土 砂質、灰オリープ色シルトプロック

をやや多く、焼土粒をわずかに含む。

2 区27号住居カマド埋土

1 灰黒色土 灰、焼土粒を多く含む。
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図117 2 区27号住居遺構図

2 区27号住居 図版番号遺構図版23 遺物図版61

位置 AS-15 残存深度 76cm 平面形状方形か。 規模南辺2.00m 主軸方位 N-11°-W 埋没土

自然埋没。 周壁 約80゜の傾斜で立ち上がる。 床面 ほぼ平坦であるが、顕著な硬化面は確認できなかっ

た。 周溝未検出。 貯蔵穴 未検出。 柱穴南西部にピットを確認したが、他に対応するピットが確

認できず、積極的に柱穴と認めるに至らなかった。 掘り方顕著には認められず。 寵位置東辺と南

辺の隅部。 主軸方位 N-45°-W 形状遺存不良で不明。 規模全長1.10m．屋外長0.40m 屋内長

0.60m 焚ロ・燃焼部楕円形状か。燃焼部は壁の内側。 袖遺存不良。 煙道燃焼部から緩やかに立

ち上がる。 遺物出土状況 寵内および寵の前部から、須恵器・土師器がややまとまって出土した。 所見

出土土器から奈良時代に属すると考えられる。
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2 区28号住居

図版番号遺構図版23

遺物図版62 • 65 

位置 AS-17 残存深度 42cm

平面形状大半が調査対象地外で

あり不明。南辺に張り出し部を持

つ。 規模不明。 主軸方位

N -86ー -E か。 埋没土自然

埋没。 周壁約85゜の傾斜で立

ち上がる。 床面ほぼ平坦。

周溝未検出。 貯蔵穴未検

出。 柱穴未検出。 掘り方

顕著には認められず。 遺物出土

状況南西部隅の床面直上を中心

として、棒状礫や土師器・鉄製

品・加工痕のある礫が出土した。
u 

8 /；＇所見発掘時には南辺の張り出し

部について土坑 (11号土坑）とし

て住居とは別個に扱っていたが、

埋土や床面の検討、そして土器の接合状況から住居の一部として認定した。奈良時代。
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図118 2 区27号住居出土土器図
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2 区29号住居 図版番号遺構図版23

位置 AR-15 残存深度約30cm 平面形状不明。 主軸方位 N-74°- E か。 埋没土 自然埋没か。
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2 区28号住居埋土

l~3 2 区27号住居埋土の 1~3

4 暗灰褐色土 白色軽石粒、褐色土粒をわずかに、灰色砂を
やや多く含む。

5 灰黒色土 白色軽石粒を少し、黒色砂・灰色砂をやや多
く含む。

6 灰黒色土 5 に類似、白色軽石粒をほとんど含まない。
7 灰褐色土 砂質で、オリープ灰色シルトプロックをやや

多く含まない。

8 灰黒色土 6 に類似、灰オリープ色シルトプロックをや
や多く含む。

9 灰色土 灰色砂を多く、灰オリープ色シルトプロック
を少し含む。

10 灰色土 9 に類似。
11 暗褐色土 シルト質で、オリープ灰色シルトプロックを

多く、灰色砂を少し含む。
12 暗褐色土 シルト質で、オリープ灰色シルトプロック、

灰色砂を少し含む。
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図119 2 区28号住居遺構・出土遺物図
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28号住居出土遺物

2 区29号住居カマド埋土

1 褐色土 焼土プロックを多

く、灰オリープ色シルトブロックを

少し含む。

2 灰オリープ色土 シルト質。煙道天

井部。
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図120 2 区28号住居出土遺物・ 29号住居遺構・出土土器図
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BA-48 
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図121 2 区31号住居遺構・出土遺物図
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2 区31号住居埋土

1 暗褐色土表土。

2 暗褐色土耕作土。

3 褐色土 白色軽石粒、灰オリー

プ色シルトプロック、砂粒、赤褐

色土粒を少し含む。

4 褐色土 砂粒を多く、赤褐色土

粒を少し含む。

5 褐色土 灰オリープ色シルトプ

ロックをやや多く、焼土粒を少し

含む。

6 褐色土 灰オリープ色シルトプ
ロックを多く含む。

周壁未検出である。

周溝未検出である。

床面ほぼ平坦である。

貯蔵穴未検出である。

柱穴未検出である。 掘り方顕著には認められ

なかった。 寵位置東辺北寄りか。 主軸方位

N -81ー -E か。 形状遺存不良で不明。 規模

全長1. 80m 屋外長1.20m 屋内長0.60m 燃焼部

壁の内側か。 袖遺存不良。 煙道燃焼部から

トンネル状に緩く立ち上がり、端部で急角度に立ち

上がる。 遺物出土状況埋土中から土師器片が出

土している。 所見 出土土器が体部破片であり、

所属時期は不明である。

2 区31号住居

図版番号遺構図版23 遺物図版62

位置 AY-48 残存深度約32cm 平面形状大

半が調査対象地外のため不明である。 規模不

明。 主軸方位 調査範囲が狭いため不確定要素が

多いが、比較的確実に検出された東壁の走行を基準

にすると、 S -80ー -E である。 埋没土 自然埋

没と考えられる。 周壁 約75゜の傾斜で立ち上が

る。 床面 ほぼ平坦であるが、顕著な硬化面は確

認できなかった。 周溝未検出である。 貯蔵穴

未検出である。 柱穴 東南隅部にあたる部分で、

平面形が長軸約40cm、短軸約30cmの不正楕円形で深

さ約22cm のピットが検出され、柱穴の可能性があ

る。 掘り方 顕著には認められなかった。 遺物

出土状況 東南隅部の床面直上より、体部が約半分

欠損した土師器甕が 1 点出土した。 所見 出土し

た土師器から古墳時代後期に属すると考えられる。
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1 号溝

2 区 1 号溝埋土

1 黒褐色土 白色軽石粒を少し含む。

2 黒色土 白色軽石粒を少し含む。

3 黒色土 2 に類似、白色軽石粒をやや多く含む。

4 黒色土 含有物がほとんどない。
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2 区 4 号溝埋土

l 暗灰色土

2 暗灰色士

3 暗褐色土

4 暗灰色土

5 灰褐色土

6 灰褐色土

7 黒褐色土

8 黒褐色土

9 暗オリープ灰色色土

10 灰褐色土

圃場整備による客土。

1 に褐色砂を多く含む。

褐色砂を多く、オリープ灰色シルトプロックをやや多く含む。

水路工事による攪乱。

砂質で、灰色砂、褐色砂を多く、褐色土粒、炭化物を少し含む。

5 に類似、オリープ灰色シルトプロ・ノクを多く含む。

オリープ灰色シルトプロックを多く含む。

7 に類似、オリープ灰色シルトプロックを多く含む。

シルト質で砂粒を多く含む。

シルト質で、オリープ灰色シルトプロックを多く含む。

L=84.l 
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図122 2 区 1 号溝遺構・出土土器． 4 • 5 号溝遺構図
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攪乱

• 

干6-R

士7-R

15号住居

2. 溝

2 区 1 号溝

2 区の AW-34から AW-36にかけて検出され

た。幅約45cm で深さ 12cmの断面が「U」字状であ

る。北東方向から南西方向への走行であり、主軸

は N-75°- E である。土師器杯が出土したが、

かならずしも所属時期を示すとは考えられず。時

期は確定できない。

十 2 区 3 号溝

2 区の AU-28 • 29で検出された。幅約60cm で

深さ 12cm 、断面が「U」字状である。ほぽ東西方

向の走行であり、主軸は N-88°-E である。土

師器と軟質陶器が出土しているが所属時期は不明

である。

2 区 4 号溝

2 区の AW-37で検出された。ほぼ南北方向の

走行であり、主軸はN- 2°-E である。中央部

は断面が「U」字状であるが、壁の立ち上がりは

途中で緩くなり、上部は幅広となる。東側が攪乱

を受け、規模が確定できないが、復元すると上幅

は約250cm で、深さ 42cm である。遺物は出土して

+ おらず、所属時期は不明である。

2 区 5 号溝

A L =84.0 A' 
•- -• 
マ三エニコフ

゜ lm 

2 区の AY-46で検出された。幅約33cm で深さ

9 cm 、断面「U」字形である。ほぼ南北方向の走

行であり、主軸はN -89ー -E である。 2 区 12号

住居を切っているが、遺物は出土せず、所属時期

は不明である。

2 区 3 号溝埋土

1 灰黒色土 オリープ灰色シルトプロソクをやや多く、灰黒色砂を多く含む。

2 灰黒色土 砂質で、橙色土粒、小角礫をわずかに含む。
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図123 2 区 3 号溝遺構・出土土器図
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2 区 1 号井戸埋土

1 褐色土 白色軽石粒をわずかに、シ

ルトプロックをやや多く含む。

褐色土 焼土をわずかに、円礫を少

し含む。

黄褐色土 ローム質で、褐色土プ

ロックを多く、焼土を少し含む。

暗褐色土 砂粒を少し、焼土をわず

かに含み、水分を多く含む。

2 区 2 号井戸埋土

1 暗褐色土 オリープ灰色シルト粒、

炭化物をわずかに含む。

暗褐色土 シルト質で、オリープ灰

色シルトプロックを少し含む。鉄分

少し沈着。

暗褐色土 2 に類似、オリープ灰色

シルトプロックをより多く含む。

暗褐色土 シルト質で、オリープ灰

色シルトプロックを多く含む。

暗褐色土 4 に類似、オリープ灰色

シルトプロックをより多く含む。

暗褐色土 シルト質で、含有物はほ

とんどない。
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図124 2 区 1 • 2 号井戸遺構・出土遺物図

3. 井

1 号井戸

戸

図124 遺構図版24 遺物図版62

2 区 AX-41で検出された。中央部の径約80cm の円形で、上面の径約140cm 、深さ約140cmである。上部は広

がり、検出面では径約140cmの円形となる。埋土中から敲打痕のある礫と軟質陶器製円盤が出土した。

2 号井戸

2 区 AR-14で検出された。検出面で長軸約280cm、短軸約120cmの楕円形で、深さ約90cm である。
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2 区26号土坑埋土

1 暗褐色土耕作土。

2 暗褐色土 やや砂質で、黄色シルト小プロックを少し含む。

3 黒褐色土 砂質で、黄色シルトプロソクをやや多く含む。

一

゜ lm 

図125 2 区26号土地坑遺構・出土土器図

口
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｀い
1 1/4 

2 • 3 • 4 1/3 

4. 土坑

1 区で27基、 2 区で 19基の合計46基の土坑が検出された。各土坑の規模、形状、出土遺物については、表

1 (15ページ）、図136~148、図版24~27 • 62~65、遺物観察表 (225~229ページ）を参照されたい。
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4. 土坑
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3 暗褐色土. 

埋土

側溝工事による攪乱。

締まり弱く、にぶい黄橙色シルト

大プロックを含む。

にぶい黄橙色シルト小プロックを

わずかに、焼士、炭化物を少し含

D

一
. L =84.6 D' 

·• 

む。

4 にぶい黄褐色土 にぶい黄橙色シルト大プ

ロソクを多く、焼土、炭化物を少

し含む。

5 暗褐色土 締まり全くなく、焼土プロックを

少し含む。
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図126 2 区23号土坑遺構・出土土器図
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2 区24号土坑埋土

1 にぶい黄褐色土

2 灰黄褐色土

3 灰黄褐色土
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にぶい黄褐色土

にぶい黄褐色土

にぶい黄褐色土

にぶい黄褐色土

側溝工事による攪乱。

表土。

鉄分やや多く沈着。水田耕作

土。

鉄分少し沈着。

にぶい黄橙色シルトプロック

を含む。木の根跡か。

にぶい黄橙色シルト大プロッ

クを含む。

6 に類似、やや黄色味が強い。
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図127 2 区24号土坑遺構・出土土器図
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1 区 1 号土坑埋土

1 黒褐色土 黄白色砂質土プロソクをやや多く、白色軽石粒と炭化物を少し含む。
2 黄白色土 黄白色砂質土プロックをやや多く、黒褐色土プロノクを少し含む。
3 黒褐色土 黄白色砂質土大プロソクを多く含む。
4 黄白色土 2 に類似、黒褐色土プロックは少ない。
5 黄白色土 プロック状。

1 区 3 号土坑埋土

1 黒褐色土 シルト質で、黄褐色・灰白色・褐色シルトブロックを多く含む。
2 黒褐色土 1 に類似、各シルトプロ・ノクが小さく、薄層状に含む。

1 区 4 号土坑埋土

1 暗褐色土 黄色シルトプロノクを多く含む。

2 暗灰褐色土やや砂質。
3 暗灰褐色土砂質で、黄色シルトプロックを多く含む。
4 暗褐色土 下部に黄色シルトプロックを多く含む。
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1 区 6 号土坑埋土

1 黒褐色土 やや砂質で、黄白色シルト小プロックを少し含む。
2 黒褐色土 黄白色シルト小プロックをやや多く含む。
3 暗黄色土 黒褐色土プロノクを多く、黄白色シルトプロソクを少し含む。

1 区 7 号土坑埋土

1 黒褐色土 やや砂質で、黄白色シルトプロックをやや多く含む。

1 区 8 号土坑埋土

1 黒褐色土 砂質で、黄白色シルトプロソクをやや多く含む。
2 褐色土 1 に似るが、やや大きめな白色軽石粒を多く含む。

図 128 1 区 1~8 号土坑遺構図
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1 区20号土坑埋土
I I 
i ¥ 1 黒褐色土砂質で、黄白色
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1 区 17 • 18号土坑埋土
1 黒褐色土 砂質で、黄色シルトプロックをやや多く含む。

2 黄色土 シルト質。

3 黒褐色土 砂質で、黄色シルトプロックをやや多く含む。

4 黒褐色土 3 に類似、黄色シルトプロックを多く含む。
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23号土坑
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シルトプロックを多く含む。
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図129 1 区 9 • 10 • 13 • 15~18 • 20 • 23号土坑遺構図
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1 区26号土坑埋土

1 暗褐色土耕作土。

2 暗褐色土 やや砂質で、黄色シルト小プロソクを少し含む。

3 黒褐色土 砂質で、黄色シルトプロックをやや多く含む。

1 区27号土坑埋土

1 黒色土 直径 l~3 cm大の円礫を含む。

2 黒色土 1 より色調がやや黒く、円礫をやや多く含む。
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図130 1 区 19 • 21 • 24 • 26~28号土坑遺構図
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1 区30号土坑埋土

l 灰褐色土砂質。

2 黒褐色土砂質で、黄白色シルト

プロックを多く含む。

A' . 

A' . 

1 区35 • 36号土坑埋土
1 暗褐色土 灰色砂をやや多く、軽石粒をわずかに

含む。

2 暗褐色土 1 に類似、鉄分が沈着して褐色味が強

し ‘o

3 暗褐色土 軽石粒、焼土粒をわずかに含む。

4 暗褐色土 軽石粒、焼土粒をわずかに、浅黄色シ

ルトプロックを少し含む。

5 暗灰褐色土 焼土粒をわずかに、浅黄色シルトプロ

ックを少し含む。

6 暗灰褐色土 軽石粒をわずかに含む。

7 暗褐色土 軽石粒、浅黄色シルトプロックを少し

含む。

8 灰黄色土 シルト質で、軽石粒をわずかに含む。

9 暗褐色土 7 に類似。

10 暗灰黄色土 6 に類似、軽石粒が少ない。

11 暗灰黄色土 8 に類似。

12 灰黄色土 シルト質。

13 灰黄色土 シルト質で、軽石粒をわずかに含む。
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2 区 1 号士坑埋土

1 褐色土 赤褐色土プロソクを多く含む。
2 褐色土 赤褐色土プロック、黄灰色シルトプロックを多く含む。

図131 1 区30 • 33 • 35 • 36 • 2 区 1 号土坑遺構図
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2 区 2 号土坑埋土

1 暗褐色土 黄灰色シルトプロックを多く含む。

2 暗褐色土 黄灰色シルトプロックをやや多く含む。
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4 号土坑 3 号土坑
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尺

2 区 3 号・ 4 号土坑埋土

1 黒褐色土 砂質、圃場整備による客土。

2 暗オリープ色土 シルト質で、灰オリープ色シルト粒を少し含む。
3 暗オリープ色土 シルト質で、灰オリープ色シルトプロ、ノクをやや多く含む。
4 暗オリープ色土

5 黒褐色土

6 灰オリープ色土

7 灰褐色土

8 暗オリープ色土

2 区 8 号土坑埋土

l 褐色土 白色軽石粒をやや多く含む。

2 褐色土 1 に類似、やや大きめな白色軽石粒を多く含む。

2 区 7 号土坑埋土 (6 号土坑と重複か）

1 褐色士 灰オリープ色シルトプロックをやや多く、
焼土を少し含む。

2 褐色土 灰オリープ色シルトプロックをやや多く、

褐色土プロックを含む。

3 に類似、灰オリープ色シルトプロックが多い。

シルト質で、灰オリープ色シルト粒をやや多く含む。
シルトプロック。

シルト質で、灰オリープ色シルトプロックをやや多く含む。

シルト質で、灰オリープ色シルトプロックを非常に多く含む。
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図132 2 区 2~4 • 7~9 号土坑遺構図
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2 区12号土坑埋土

1 暗褐色土

2 褐色土

3 白オリープ色土

4 褐色土

5 褐色土

6 暗褐色土

7 褐色土

耕作土。

白色軽石粒を少し含む。

シルト質で、褐色土プロックを少し含む。

灰オリープ色シルト小プロックを少し含む。

ほぽ 2 と同じ。

白色軽石粒をわずかに、灰オリープシルトプロックをやや多く含む。

白色軽石粒をわずかに含む。

8 灰オリープ色土 シルト質で、褐色土プロックを少し含む。

16号土
LI'l  A' . 

A A' 
•一 L =84.0 —• 
でここジ―

2 区15号土坑埋土

1 暗褐色土 やや灰色を帯び、灰色シルトプロックをわずかに含む。

2 暗褐色土 1 に類似、灰色シルトプロックをやや多く含む。

3 暗褐色土 1 に類似、灰色シルトプロソクを多く含む。

4 黒褐色土 木の根による攪乱。

2 区16号土坑埋土

l 暗オリープ灰色土 シルト質で、オリープ灰色シルトプロソクを多く含む。

2 暗褐色土 オリープ灰色シルトプロックをやや多く含む。

3 暗オリープ灰色土 シルト質で、オリープ灰色シルトプロソクを多く含む。

2 区25号土坑埋土

1 暗褐色土 白色軽石粒を少し、灰オリープ色シルトプロックを多く含む。
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図133 2 区10 • 12 • 13 • 15 • 16 • 22 • 25号土坑遺構図
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2 区27号土坑埋土

1 暗褐色土 圃場整備による客土。

2 灰褐色土 白色軽石粒、褐色土粒を少し含む。固く締まる。

3 暗褐色土 やや灰色を帯び、白色軽石粒、褐色土粒を少し含む。

4 褐色土 白色軽石粒を少し、焼土粒をわずかに含む。

5 黒色土 シルト質で、灰オリープ色シルトブロックを少し含む。

6 黒色土 5 に類似、やや灰色の色調が強い。

L =84. 7 L. 

2 区28号土坑埋士

l 暗褐色土 圃場整備による

客土。

2 暗褐色土砂質で、白色軽

石粒、褐色土粒を少し含む。

3 灰褐色土 白色軽石粒、褐

色土粒を少し含む。固く締

まる。

4 暗褐色土 やや灰色を帯び、

白色軽石粒、褐色土粒を少

し含む。

5 褐色土 白色軽石粒を少

し、焼土粒をわずかに含む。

6 黒褐色土 シルト質で、白

色軽石粒、焼土粒をわずか

に、灰オリープシルトプ

ロックを少し含む。

゜ lm 

図134 2 区27 • 28号土坑遺構図

ここでは、時期が特定できる土坑を中心として記載する。

なお、 2 区11土坑は、発掘時は単独の土坑として認識したが、整理の結果 2 区28号住居の一部と考えた。

2 区26号土坑

下部文化層の調査中に砂層中で検出された。平面形・断面形とも不正形である。埋土の中位から縄文時代

中期加曽利 E3 式の土器破片が 4 点出土した。

2 区23号土坑

遺構の大半は道路下に延びる上に、側溝の工事の際に攪乱を受けており、規模・形状ともに不明である。

出土した土器はいずれも全形を知り得ない状況であるが、器形・体部文様から弥生時代中期後半の竜見町式

に属するものである。埋土下部からは炭化材が多く出土し、樹種を同定した 9 点はすべてブナ科コナラ属ク

ヌギ節であった。

本遺構は土坑として扱ったが、硬化面は検出されなかったものの、確認された範囲内でも幅約2.5m以上あ

り、竪穴住居の可能性も考えられる。

2 区24号土坑

道路際の南壁にかかって、頚部の欠けた壺形土器に別個体の壺形土器の体部上半を被せた状態で検出され

た。埋土上部からは、土器片がややまとまって出土した。土器内・土坑埋土・周囲の土壌のリン・カルシウム

分析の結果、土器内にはリン酸成分の高いものが存在したとされた。弥生時代中期後半の竜見町式期である。

2 区25号土坑

道路際の南壁にかかって検出され、埋土上部から完形の土師器長頚壺が横倒しの状態で 1 点出土した。古

墳時代後期である。
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4. 土坑
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4. 土坑 5. 遺物集中出土地点
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5. 遺物集中出土地点

下部のシルト層・砂礫層の中から、 1 区 1 箇所、 2 区 2 箇所で縄文土器と石器が狭い範囲でやや集中して

出土した。いずれも床面・柱穴等の遺構は伴わないが、有意の遺物群と考えられので、遺物のまとまりごと

に記載する。

第 1 遺物集中出土地点図138~140 図版28 • 66 

1 区 AP-21 グリッドを中心として、下部のシルト層中より、約 4 m X3.5m の範囲で、縄文土器と石器が

出土した。東側を 1 区 12号住居で、西側を 1 区 9 号住居で切られ、北側は電柱が埋設されて調査できなかっ

たが、遺物出土濃度を見ると遺物群のほぽ全体は調査しえたと考えられる。土器は破片であるがほぼ 1 個体

と考えられ、石器は使用痕の顕著な打製石斧（ 9) や打製石斧の破片（ 8) 、凹石 (10~12) 、楔形石器（7)

などである。

土器が破片であることや、打製石斧も刃部の再生が進んでいたり破片であることなどから、遺物の廃棄の

場所と考えたい。出土土器からして縄文時代中期加曽利 E3 式の時期の一括資料であろう。
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5. 遺物集中出土地点
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図140 第 1 遺物集中出土地点出土遺物図（ 2)

第 2 遺物集中出土地点図141~143 図版28 • 29 • 67 

2 区 AX-44から AY-47 グリッドにかけて、下部文化層の調査の最終時点で、砂礫層中からほぽ同ーレベ

ルで縄文土器と石器が出土した。遺物出土濃度はそれほど高くはなくやや散漫な出土状況を示す。

縄文土器は中期を主体とするが、前期に属するものと考えられるもの（ 1) が出土している。石器には楔

形石器（28 • 31) や削器 (32 • 34 • 36) が含まれ、他は剥片である。

1 の土器片は内外面とも磨滅が著しく、他の土器に磨滅の痕跡がないのと対照的であり、河川により上流

部からもたらされたものであろう。

出土地点が砂礫層中であり、竪穴住居の構築されうるような環境にはなく、出土土器に完形品がなく、ま

た土器片の間での接合頻度も低い。また遺物群の集中度も低く、総体的には遺物廃棄の場の特徴を示してい

るものと考えられる。

1 を除く出土遺物の総体は、土器の特徴から縄文時代中期加曽利 E 3 式に属するものと考えてよいもので

あろう。

なお、 4 の深鉢は体部の約半分と底部が欠損している。底部は接合部からはずれたような状況であり、意

識的に底部を穿孔しているかは疑問が残る。
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5. 遺物集中出土地点
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5. 遺物集中出土地点
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図144 第 3 遺物集中出土地点 (2 区）図

第 3 遺物集中出土地点図144~147 図版29 • 68 • 69 

2 区27グリッド (AS-14~16) を中心として、下部の砂層中より、約 4 m X3.2m の範囲で、打製作石斧を

含む石器が17点出土した。このうち、同一母岩に属する 8 点の石器が検出された。これらは、径 1 m に満た

ない範囲からまとまって出土し、出土レベルもほぽ同一である。以上のことから、これらの資料はほぼ同時

期に一括して遺棄、もしくは廃棄されたものと思われる。この 8 点のうち 5 点が接合し、他の 2 点も接合す

るが、それぞれは接合しない。これらの接合資料について、その剥片剥離工程の復元を行なう。

接合資料 1 （図145- 1 • 2) は、剥片 2 点が接合している。いずれも縦横の長さがほぽ等しく、背面に自

然面を多く残す。調整加工や使用の痕跡は認められない。礫の一端に作り出された大きな剥離面（分割面の

可能性もある）を打面とし、周囲の自然面を剥ぎ取るように剥片剥離を行なっている。打面調整は行なわれ

ない。剥離は 1 → 2 の順に行なわれ、 1 の剥離以前に同一の打面から少なくとも一枚の剥片が剥離されてい

る。以上のことから、これらの剥片は、剥片剥離工程の初期の段階のものと思われる。

接合資料 2 （図145- 3~ 7) は、剥片 5 点が接合している。うち 4 点は縦長の剥片、 1 点は横長のもので

あるが、比較的大きさの揃ったものである。接合資料 1 と同様、調整加工・使用痕ともに認められない。剥

離は 3 → 4 → 5 → 6 → 7 の順に行なわれている。まず、 3 の剥離の前に打面を作出し、少なくとも 2 枚以上

の剥片を剥離している。その後、打点近くに比較的小さな剥離を加え 3 を剥出している。それから複数の剥

離によって打面再生を行なっている。一部に細かな調整が見られるが、いずれもその後剥離した剥片の打点

とは関係のない部分にあり、打面調整の意味は持たないものと思われる。その後、 4 を剥離し、少なくとも

1 枚の剥片を剥離したのち 5 を剥離。再び打面再生を行なった後、 6 を剥離。小型の条U片を 1 枚剥離した
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図145 第 3 遺物集中出土地点出土遺物図（ 1)
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5. 遺物集中出土地点

後 7 を剥離している。以上の様に、この資料では打面と作業面を固定したまま、随時打面再生を行ないなが

ら連続して剥片を剥離している。その間、頭部調整・打面調整などは施されない。 5 点の条lj片全てに多かれ

少なかれ自然面が残っていることからも、石核調整はあまり行なわれなかったことがうかがえる。横長の剥

片も含まれるが、基本的には縦長の剥片の剥離を意図していたものと思われる。

これらの接合資料の他に、図146- 8 が同一母岩に属する。先端が折れているが、背面と主要剥離面の剥離

方向が同じで、背面の一部に自然面を残すなど、接合資料 2 の剥片と同様の特徴を示している。

前述した様に、これらの剥片はほぼ同じレベルからまとまって発見されている。しかし、剥片剥離にとも

なうチップや小型の剥片が見られないこと、接合資料 2 において繰り返し行なわれた打面再生に関する剥片

がともなわないことなどから、出土した地点において剥片剥離が行なわ

れた可能性は少ない。むしろ形や大きさの似通った剥片ばかりであるこ

とから、特定の目的のために選択されたものと思われる。具体的には、

利器の素材としての利用を目的として選択されたが、なんらかの理由で

使用されないまま遺棄、もしくは廃棄されたものと考えられる。
□□□ 
こ 8

こ 10

11 8~11 1/2 

図146 第 3 遺物集中出土地点出土遺物図（ 2)
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5. 遺物集中出土地点 6. 沢

— ｷ---A 

+ 
A0-19 

+ 
AN-19 

+ 
A0-18 

十
AP-16 

Lll\

— 

4 住

ご:-=0

／一

‘’/ 
’‘ / 

ーl
+ 

AN-16 

ー→/1

+ 
AM-19 

+ 
AM-18 AM-17 

A
_
 

. L =84.6 A' . 

二―--:-1ー主――--―己：こ三 ゜ 2..5m 

1 区 1 号溝（沢）埋土

l 淡灰褐色土砂質。

2 褐灰色土 FP 小粒を少し含む。

3 黒褐色土 FP 小粒を少し含む。

4 暗褐色土 FP 小粒を少し、小円礫をやや多く含む。

5 暗褐色土 4 に類似、 FP 粒の大きさが小さい。

6 暗褐色土 シルト質で、 FP 粒をわずかに、黄色シルトブロックを少し含む。

7 灰オリープ土 シルト質。

8 オリープ黄色土 シルト質。

9 暗褐色土 FP 小粒を少し、小円礫をやや多く含む。

10 暗褐色土 7 に類似。

11 暗褐色土 シルト質で、小円礫を多く含む。

12 明黄褐色土 シルト質で、小円礫を少し含む。

13 灰白色土 砂粒と小円礫が主体。

図148 1 区 1 号沢遺構図
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図149 1 区 1 号沢出土遺物図

6. 沢

1 区 AL-16から AP-18 にかけて、 2 ~ 5 号住居の下部で南北方向にやや蛇行する沢が検出された。規模

は確認面での上幅が約3.2m 、深さ約32cmである。東西の肩は緩やかに立ち上がる。埋土中からは縄文時代中

期加曽利 E3 式の土器片や打製石斧の破片、凹石が出土した。自然の流路と考えられるが、遺物は磨滅して

おらず、縄文時代中期の本遺跡の環境を知る上で重要と考え、本章で扱った。

7. 遺構外出土の遺物図150~165 図版70~72

上述のように、本遺跡からは縄文時代中期以降の遺構が間に断絶を挟みながら検出されている。しかし、

遺構に伴わない遺物は縄文時代前期から確認され、埴輪片や軟質陶器なども出土していることから、本遺跡

の発掘対象地外に検出された種類・時代以外の遺構の存在が想定される。

以下に主な遺物の特徴と出土状況を記載する。

(1) 土器

図150 、 1~3 は胎土中に繊維を含み縄文時代前期の土器で、 4 は縄文時代中期の阿玉台式土器と考えられ

る。この内、 1 • 2 • 4 は表面の磨滅が著しく河川の流下に伴うローリングの結果と想定され、上流域から

運ばれたものと考えられる。この 3 点以外の土器片及び石器に顕著な磨滅痕は認められず、本遺跡の立地す

る扇状地の形成時期を検討する上で重要な資料である。

図150 、 5~14は縄文時代中期の土器で、主体は加曽利 E3 式と考えられる。該期の住居や土坑が検出され

ており、少なくともこの時期には本遺跡は居住空間として安定していたものと想定される。

図151 は縄文時代後期の土器と考えられる。 15~21 は同一個体と想定され、称名寺式である。 1 区の西端部
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6. 沢 7 ．遺構外出土の遺物

で比較的まとまって出土しており、遺構が存在していた可能性もある。図22~36は堀之内 2 式であり、最低

2 個体は存在するものと思われる。 2 区の西部でややまとまって出土しており、やはり遺構の存在していた

可能性がある。

図153 、 25~36は須恵器・土師器である。この内、 34 • 35は古式土師器であるが、同種の土器片は出土頻度

は低いものの発掘区内の広い範囲で認められる。

(2) 石器

図150、 1 ~4 は石鏃であり、 3 は凹基礎、他は有茎である。 5 は石錐であり、先端が欠損しているものと

判断した。 6 ~ 9 は打製石斧であり、前二者は短冊形、後二者は分銅形であろう。 10~22は削器・剥片であ

り、顕著なまとまりとしての出土状況は示さない。この内、 10 • 11 は横長の剥片を素材にしている。 33は四

側面に使用痕の残る角柱状の砥石の破片である。

石材をみると、石鏃の 1 • 2 は黒色頁岩、石鏃の 3 • 4 と石錐の 5 は黒色安山岩である。打製石斧の内、

7 は黒色安山岩で、他は黒色頁岩である。削器・剥片の内、 11 は細粒安山岩で、 15 • 16 • 18 は頁岩、他は黒

色頁岩である。砥石の23は流紋岩である。

(3) その他

図154 、 37は埴輪の破片であり、顕著な磨滅痕は認められない。 38は土錘である。 39~43は鉄製品で、 39 • 

40は用途不明、 41 • 42 は釘、 43は火打鎌である。火打鎌のつまみ部は欠損しているが、中央部に向かって薄

くなるため孔の存在を推定した。
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図150 遺構外出土土器図（ 1)
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7. 遺構外出土の遺物
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第 5章特論

1.今井白山遺跡の岩石について

群馬地質研究会 飯島静男

今井白山遺跡より出土した石器・礫について、岩石の同定をした。また同遺跡の基底層中の礫についても

同定した。さらに、これに関連して、究井八日市遺跡ならびに野中天神遺跡の礫層についても検討した。以

上の結果について概説する。

1.出土石器類について

出土した石器・礫は約40種類に分類された。そのうち約半数は礫層中の岩石と同種である。残り半数が石

材調達の面で、採取地あるいは原産地等が問題になるとみられる。

(1) 安山岩類

粗粒安山岩

粗粒安山岩は粗粒の輝石安山岩の略称である。かつて「輝石安山岩（粗粒）」としていたこともある。安山

岩は多種多様であって、石材としての性質にも差がある。おもに石鏃などに使用されることのある、ごく細

粒、緻密の、無斑晶～斑晶の少ないものを細粒安山岩（細粒の輝石安山岩の意）として区別した。それ以外

が粗粒安山岩である。

粗粒安山岩は出土した石器類中、最大数量ある。地元で通称「赤城のバカ石」と呼んでいるように、安山

岩類は赤城山のいたるところにみられる。山麓の崖、河原、流れ山周辺等において採取可能である。多くは

粗楳で、表面がざらざらしている。出土遺物中、粗粒であっても、緻密で、よく円磨された礫の一部は、利

根川系の河床礫であろう。

細粒安山岩

名称は上述の通り。意味を広くとれば、後述の黒色安山岩や灰色安山岩も含まれるが、それらは特徴的で

あるので、分け、残りを細粒安山岩とした。利根川の礫にある。詳細は未検討である。

黒色安山岩

黒色緻密、細粒、ガラス質の安山岩である。中束・飯島 (1984) 以後、筆者ら自身はあまり研究を進めて

いない。概査したところでは、石器に適したものは、武尊山東面よりも、むしろ北面に多産するようである。

一方、各地の遺跡から出土する黒色安山岩のうち、どの程度が武尊山産のものに同定し得るかは、詳しく検

討されていない。鏑川流域にも黒色安山岩はみられ、とくに荒船山はじめ群馬・長野県境に多産するので、

それらの中にも石器材料になるものがあるだろう。近年八風山近辺に製作跡が発見されたとのことである;)

今井白山遺跡の出土品は、剥片がおもである。

灰色安山岩

灰色の地に暗色の不規則な縞模様（流理縞）のみられる、細粒、やや緻密の、斑晶に乏しい安山岩である。

利根川の礫にわずかではあるが、つねにみられる。原産地は武尊山で、その北面に多い。

角閃石安山岩

角閃石を含む安山岩は珍しくないが、県央地域周辺、ことに河川の礫としては意外に少ない。籠者の行

なっている石材同定作業のように、多量の岩石を短時間にみる場合、ごく少量、または微細な角閃石はほと
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んど無視する。したがって肉眼的に有意な量の角閃石を有する安山岩のみを角閃石安山岩とした。

今井白山遺跡出土の角閃石安山岩は、灰色多孔質で、粗粒の角閃石、輝石、斜長石等の斑晶を有する。以

上の特徴ならびに当遺跡の地理的位置より考えて、この角閃石安山岩は榛名山産のものに同定される。ニッ

岳はじめ同火山の中央火口丘、側火山等の角閃石安山岩3) である。とくに多孔質のものは浮石質角閃石安山

岩などとも呼ばれ、古墳の石材などに用いられることなどから、古くより論じられている。利根川を流れた

ものを拾い集めた可能性が指摘されている。出土品の中には円礫形でなく、角ばった岩塊があるので、その

ようなものは、原産地付近で採取された可能性がある。

二ツ岳軽石

上述の角閃石安山岩と同じ岩質で、さらに発泡のよいものである。ニツ岳～榛名山周辺、およびニツ岳降

下軽石層の堆積する地域に特徴的なものである。他地域の角閃石を含まない軽石に比べ、新鮮でほとんど風

化していない。淡黄白色～一部淡いピンク～オレンジ色がかったもの等がある。

軽石

ニッ岳軽石以外の当遺跡の軽石は白色～黄白色、ごく粗く発砲している。有色鉱物として輝石を含むが、

斑晶はやや少ない。いわゆる大胡火砕流中に似たものが含まれる。いずれにせよ赤城山産のものであろう。

未固結凝灰岩

少量の軽石を含む泥流堆積物である。淡灰褐色土状で、軟らかく、軽い打撃で割れる。土を練り固めたも

のかのようであるが、なかば粘土化した軽石などがつぶれておらず、空隙もあることなどから、天然の堆積

物とみた。遺跡周辺には産しない。他の遺跡にも似たものが出土している。前橋台地の一部に、同様の堆積

物が産する 4) とのことであるが、確かめていない。

(2) 火成岩（安山岩以外）

蛇紋岩

黒色～暗緑色、細粒緻密な岩石である。自然面は無光沢～弱い真珠光沢のみられることが多いが、出土品

は整形加工され、一部樹脂状光沢があり、また擦痕が多い。やや硬いものはかんらん岩的である。前橋付近

の利根川の礫にかんらん岩はまれにみられるが、蛇紋岩はほとんどない。

砥沢石

県内各遺跡から出土する砥石の中で、淡黄褐灰色の変質流紋岩～変質デイサイト質の一群がある。ごく細

粒斑状で、石基・斑晶ともに著しく変質して、やや軟岩化している。斑晶として長石（カリ長石？）、まれに

角閃石斑晶がみられるが、角閃石のほうはほとんど中味のないぬけがらである。以上の特徴から、南牧村砥

沢産の砥沢砥にほぽ同定される。地質学の古い文献5) に砥沢石という岩石名が提唱されたことにちなみ、砥

沢石と呼ぶことにした。砥沢砥は古くは平安時代頃の遺跡より出土していて、岩質は一定している。

ほぼ同種の石で、微細な黒色鉱物粒を少量有するものがあり、これも砥沢石としてきたが、下仁田町上小

坂産のものが、ほぼ該当する。少なくとも 1950年代には南牧産も上小坂産も、まとめて出荷していたとのこ

とであるので、話がややこしい。いずれ、詳しく検討する必要があるが、それまではともに砥沢石でさしつ

かえないと思う。

当遺跡の出土品も、おおまかに砥沢石である。

(3) 堆積岩類

黒色頁岩

黒色緻密、しかしひどく硬質ではない。風化面はまことにつかみどころがなく、灰色ないし淡褐灰色、風
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化殻の厚い場合、土様の質感がある。名称の由来等は中束・飯島 (1984) が詳しく述べた。その後利根川の

上・中流の河床を調べたところ、黒色頁岩は比較的まれでないことがわかった。しかしはるかに堅硬であり、

石器の原石は前橋とか沼田あたりの河床礫ではあり得ない。

一方県北部の赤谷層分布地の頁岩は、軟らかいか、反対に相当硬いかで、ちょうど良いものが少ない。今

のところ露頭またはその近傍で、石材に適した質のものは、谷川連峰の稜線とその南面の川原ほか、その他

2 、 3 地点で確認したにすぎない。

珪質頁岩

珪質頁岩という岩石名は、成因的に異なるいくつかの岩石に用いられている。ひとつは古期岩層中の

チャートと粘板岩との中間的なものである（たとえば京都の鳴滝岩など）。もうひとつはいわゆる硬質頁岩

で、多分に凝灰質で、初生的（？）に珪質の第三紀層の頁岩である。また、初生的には軟かい頁岩であった

ものが、貰入岩等の影響で珪化変質したものも、珪質頁岩と呼ばれる。これらは外観が似ていて、同じ名を

用いるのは無理からぬことであるが、ばあいによっては不都合である。識別が困難なこともあり、筆者も今

のところとくに分けていない。

筆者らのいう黒色頁岩も多分に珪質で、もし一般的な岩石名を用いるとすれば、頁岩とするよりはむしろ

珪質頁岩に近いものが少なくない。今回みた当遺跡の珪質頁岩は黒色頁岩に近い岩質であり、珪化変質した

頁岩である。

石灰岩

出土品は小円礫状で、明らかに河床礫である。前橋より上流にはまずみられない。利根川ならば伊勢崎よ

り下流、他は多野方面の可能性がある。足尾山地にもなくはない。

(4) 結晶片岩類

緑色片岩と雲母石英片岩はともに多野方面の結晶片岩である。上越地方の結晶片岩ではない。珪質準片岩も

多野のものかと思われる。しかし利根川筋に全くないとは断定できない。

(5) その他

赤色珪質岩

赤色・緻密な岩石である。いわゆる碧玉・鉄石英にほぽ相当する。しかし最近の石器石材関係の文献6) で

も、碧玉を鉱物扱いしていたり、用語法に一部混乱がみられるので、筆者は赤色珪質岩としている。原産地

として特定できるところは群馬県内には知られていない。河床礫としてはまれにみられる。

珪化木

白色緻密な破片である。年輪が認められる。水上地方のグリーンタフ層中はじめ、県内各地でまれに産す

る。河床礫としてはまずみられない。

2. 今井白山遺跡、基底層中の礫種

発掘調査終了間際に観察した結果は次の通りである。

第10グリッド 12層 32/32 粗粒安山岩含礫砂層

第12 グリッド 9 層 50/50 粗粒安山岩 含礫砂層

12層 14/14,,.,,.

4 層 44/44,,.

第18グリッド 南面東側砂層の上の礫層帯厚さ 20cm 直径 3 cm以下の小礫 100/100 粗粒安山岩

第20グリッド ラミナの発達した砂層を挟む含礫砂層 高さ 30cm X 長さ1. 5m くらいの範囲
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今井白山遺跡の岩石について

直径 5 cm以下の円礫大きいほうから 100個 100/100 粗粒安山岩

第22グリッド 試掘坑底 100/100 粗粒安山岩

第24グリッド試掘坑

大きいほうから 100個 98/100 粗粒安山岩

2/100 角閃石安山岩（赤城山産？）

角閃石は比較的少ない。（岩石名左の数字は岩石種／

観察総数）

すべて灰色～灰白色、中～細粒、やや粗楳な輝石安山岩で赤城山産と考えられる。 24 グリッドの“角閃石

安山岩”はごく少量の角閃石が認められる。このようなものはふつうは粗粒安山岩としているのであるが、

多少岩種の異なるものが、ありはしないかと、あえて探した結果である。そのような岩質であるので、粗粒

の角閃石を特徴とする榛名山系の角閃石安山岩とは異なる。赤城山のものであろう。

これに関連して荒砥川の礫を概査した。結果はやはり 100％粗粒安山岩であるが、灰色～灰白色のもののほ

か、黒、赤褐色、やや緻密のものなど、多様な安山岩がみられた。当遺跡基底層のものは、荒砥川よりはは

るかに単純な構成である。

3. 隣接遺跡地下の礫層について

梵井八日市遺跡・野中天神遺跡における観察結果は表の通りである。概観すると粗粒安山岩、変質安山岩、

石英閃緑岩が多く、溶結凝灰岩、ひん岩、珪質変質岩、変質玄武岩等がこれらに次ぐ。これに砂岩、流紋岩

が伴う。前橋付近の利根川の河床礫の礫種構成にほぼ一致するが、変質安山岩の量比がやや多いので、構成

比の点では全く一致するとはいえない。この理由については吾妻川の河床礫等について、詳しく調査したう

えで、論じたい。

礫層中の岩石の同定における、筆者の規準等を述べる必要も感じる 7) が、煩瑣になるので、またの機会を

まちたい。おおむね一般的な記載岩石学的方法に従っている。

今井白山遺跡から産出した石器類の一部は、岩石の種類の点では、これらの礫層のものと同じである。

註

1) 中束耕志・飯島静男 (1984) 群馬県立歴史博物館年報 5 号． P.28-36. 

2) 近藤尚義・小林秀行 (1990) 大型両面加工尖頭器の典型的な製作跡一長野県下茂内遺跡一、考古学ジャーナルNo.324. P.18-22。この文

献などに予報的に述べられている。本報告は近々刊行されるようである。

3) 化学分析値にもとづいた分類ではデイサイトである。しかし肉眼的には安山岩と大差なく、従来の名称に従う。

4) （財）群馬県埋蔵文化財調査事業団 (1990) 鳥羽遺跡、 L·M·N·O 区、一関越自動車道（新潟線）地域埋蔵文化財発掘調査報告書第31

集―＜本文縦＞、 P.354-357

5) 筆者不詳 (1893) 富士石（雑報）、地質学雑誌 vol. 1. P.91-92。ただし Dacit e （デイサイト）の訳語として提唱されたのであって、新

岩石名としてではない。筆者（飯島）は同文献の主旨にとらわれずに、岩石名のみを借りた。

6) 山本薫（1989) 縄文時代の石器に使われた岩石および鉱物について一石器製作における石材の選択とその背景一、地学雑誌 vo l. 98-7. 

P.911-933。などがあげられるが、これはほんの一例である。

7) 筆者は r三後沢遺跡・十二原遺跡J群埋文(1986) の中で「石材の同定にあたって」と題して、少しく述べたが、その文には多少のミ

スがあるので、注意されたい。
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2. 今井白山遺跡における地震跡

通商産業省工業技術院地質調査所近畿・中部地域地質センター 寒川

財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団 神谷 佳明・飯島

旭

義雄

今井白山遺跡における 2 つの調査区

で多くの地震跡が検出された （図

155) 。各調査区について地震跡の形態

を述べる。

l. 今井白山遺跡 l 区の地震跡

ここでは、北北西ー南南東方向にの

びる 5 条の断層・地割れが検出され、

a ~ e と名付けた （図115) 。

a は 1 区12号住居の床面を食い違わ

せる断層で、概ね Nl8°W方向にのび

ており、少なくとも 4.4m の長さを

持っている （図156) 。分布の北端は発

掘区外へのび、南端では 1 区 6 号住居

跡と重複するが、前後関係は確認でき

なかった。

60ーW 

1 区 12号住居における床面

の変位量は最大14cmで、西側が低下し

ている。また、部分的に幅 5 cm以内の

地割れを伴っている。

図157 のように、

トレンチを掘削して断面形を観察し

た。ここでは、 1 区12号住居の床面が

14cm 変位しており、断層面の傾斜は

（正断層）

a に直交する補助

である。 また、断層

面に沿って幅 2 cmの割れ目が生じ、そ

こから砂（噴砂）が上昇している。

噴砂を供給した砂層は、図157 に示

した厚さ 10cmの砂層で、層の内部は粗

粒砂と中～細粒砂の互層である。そし

て、断層に沿った部分だけで液状化現

象に伴う流動が生じ、様々な粒度の砂

が激しく混じり合いながら噴砂が発生

している〗

図158は図157中の①～③地点の粒度
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今井白山遺跡における地震跡

組成を示したものである。これによると、最下部の③では中～粗粒砂が卓越しており、平均粒径は0.28mm

（中粒砂）、分級度(J I は（悪い）となる。②では、平均粒径は0.19mm （細粒砂）、分級度(J I は0.77 （普通）

となる。最上部の①では平均粒径は0.14mm （細粒砂）、分級度 6 I は1. 10 （悪い）となる；）全体として下部ほ

ど粗い粒子が多く、上部に行くに従って細かい粒子が卓越するようになる。

図159は調査地域北端の壁面である。ここでも 1 区12号住居の床面が約10cm西下りに食い違っており、断層

面に沿って砂が上昇している。

図160のように粒径加積曲線を描いた。砂脈（砂のつまった割れ目）下部の⑥では、平均粒径が0.28mm （中

粒砂）で、分級度 6 I は0.89 （普通）となる。中部の⑤では、平均粒径が0.19mm （細粒砂）で分級度(J I は

0.94 （普通）となる。上部の④では、平均粒径0.10mm （極細粒砂）で分級度 6 I は0.82 （普通）となる。砂

脈内では、図158同様に、上位ほど細かい粒子が卓越している。

b は、 2 区 19号住居の床面を引き裂きながら、概ねN 6°W方向に5.6mの長さでのびる地割れ（最大幅約

10cm) である。地割れ内には、当時の地表付近を覆っていて、まだ流動性の強かった濃褐色の粘土～シルト

が流れ込んでいる（図161) 。

図 162 に b の断面形を示した。ここでは、地割れに沿って濃褐色の粘土～シルトが流れ込んでいる。さら

に、下位に堆積していた細粒砂層が液状化し、地割れ内を噴砂が上昇している。地割れ内で、上からの粘土

と下からの噴砂が接した状態である。

噴砂（ここでは液状化層から60cm上昇した段階で止まっている）の最上部には特に細かい粒子が集まって

いることがはっきりと認められる。

図163のように粒径加積曲線を描いた。こ

こでは、⑧と⑨が極めて類似した曲線になる

が、⑦では細かい粒子が卓越することが明瞭

に表現されている。⑦は平均粒径が0.13mm

（細粒砂と極細粒砂の境界付近）で分級度 6

I は0.62 （やや良い）となる。⑧は平均粒径 // 0 
が0.21mm （細粒砂）で分級度 6 I が0.80 （普

通）となる。⑨は平均粒径が0.19mm （細粒

砂）で、分級度 a I が0.82 （普通）となる。

図161 • 164 に示したように、液状化層より

上位の地層が最大40cm程度沈降している。液

状化現象が発生した場合、液状化層が流動的

になり、上位の地層の沈降をもたらせること

がよくある。沈降部には住居の床の硬化面が

認められ、沈降の年代も地震の年代と矛盾し

ない（少なくとも地層の前後関係から）の

で、液状化に伴う地変の可能性もある。

2. 今井白山遺跡 2 区の地震跡

この調査区の東部では南北走向の地割れ

f. gが、西部では北西ー南東、および、西

[
、
―

十AQ-21

n‘ 

c 

優

6 住

ヽ

‘‘ 

゜ 2m 

図156 地霙跡 a の平面形
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北西ー東南東走向の地割れh~mが発達している。

図165は地割れfに関する断面図である。ここでは、幅約15cmの割れ目に沿って、地震当時の地表を覆って

いた未固結の黒褐色砂が、地割れの壁面から供給された

細粒砂と混じりながら、約50cm下方へ流入している。逆

に、当時の地表面下1. 5m 以深に堆積していた中～粗粒

砂が割れ目 （最大幅25cm) 内を上昇している。

図162 と同様に割れ目の途中で地表付近から流下した

物質と、噴砂として上昇した砂が接する状態が認められ

る。噴砂の最上端には、特に細かい粒子（細粒砂）が集

まっている。

図166は、液状化した砂層から上方38cm の部分で作成

した平面図である。最大幅18cmの砂脈（砂のつまった割

れ目）が南北およびN20°W方向に少なくとも 3.3m 以上

の長さで伸びている。

図167はgにおいて、地割れ内を上昇した砂脈の中～

1 区12号住居の床面

w 

褐色細粒砂 ～シルト

.• ;・・・；・芯・芦•：ニ□9
0 20cm 
1,  1 

図157 地震跡 a の断面形（その 1)

下部に関する断面図である。図では、上部に

厚さ 15cmの褐色シルト層、中部に厚さ 70cm の

砂礫層（最大礫径 5 cm）、下部に厚さ 20cm以

上の細粒砂層が認められる。そして、砂脈

（幅 2 cm) は砂礫層の途中（砂の含有量が10

w E
 

礫を含む粗粒砂

1 区召
図159

1

2

 

暗灰色細粒砂

0 20cm 
1 9 1 

2 ニ
地震跡 a の断面形（その 2)

地割れ内にたまった濃褐色粘土

噴砂

（点の大きさは粒径の大きさの変化を示す）

～シルト

100% 

100% 

゜

図158

0.1 1.0mm 

地震跡 a の粒径加積曲線（その 1)

（試料採取位置は図157 に示す）

/’ 

゜

図160

0.1 1.0mm 

地震跡 a の粒径加積曲線（その 2)
（試料採取位置は図159 に示す）
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今井白山遺跡における地震跡

％以下で礫が多い部分）か

ら上昇しており、砂脈内を

砂のみが上昇している。

3. 今井白山遺跡の地震跡

の諸特徴と形成時期

当遺跡の地震跡につい

て、輿味深い現象が 5 つ観

察された。

i 図 157のように、断層

のごく周辺の砂層のみが激

しく流動しながら上昇して

いる例は、他の遺跡では認

められない。地震に伴う沖

積地盤の食い違いと噴砂の

発生について考える上で典

味深い現象である。

n 図162 • 165のように、

地割れ内で、地表付近から

落下してきた物質と、地下

0 20cm 
I I I 

．．・・ ・

‘‘ ' 9 、

薄褐色シルト

... 

帯灰薄褐色シルト

～極細粒砂

帯灰薄褐色極細粒砂

...... 

⑨
 

• .. 
.. .. 

... 

.. 
9

,

 

.

.
 

.. .. .. .. 
.
.
 

.. 

1 区言 2ロ
図162 地震跡 b の断面形

1 地割れ内にたまった濃褐色粘土

゜
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合
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／；ここ
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ヽ
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ヽ
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口
E
.
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図161 地震跡 b の平面形

゜ 0.1 1.0mm 

～シルト

2 液状化層と噴砂（点の大きさは粒径の大きさの変化を示す）
図163 地震跡 b の粒径加積曲線

（試料採取位置は図162 に示す）
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から上昇して来た噴砂が対峙している例も、 この

遺跡で初めて検出されたものである。液状化現象

に伴って地下の砂層が側方へ流動し、それによっ

て上位の地層に引張力が加わり地割れが発生した

と考えられる。この段階で、液状化層を覆う地層

を貫いて噴砂が地表に流出するまで水圧が上昇し

なかったのであろう。

E W 
0 50cm 
.· 

｀、 液状化層

図164 地震跡 b および陥没部の断面形
（図162の位置よりやや後退している）

Ill 図162~165では、噴砂が上昇して、地表まで達せずに途中で止まった場合、噴砂の中で特に細かい粒子

のみが砂脈の最上端に集まる現象が明瞭に示されている翌噴砂の先端部で水圧が最少になるので、上昇し易

い細かい粒子のみが選択されて先端に集まったものと思われる。

図163の⑧・⑨を比較すると、⑧の方が平均粒径が少し大きく、分級度が小さくなっている現象は輿味深

い。本来の液状化層⑨に含まれていた様々な粒子が、砂脈内で特に細かい粒子⑦とそれ以外の粒子⑧に選別

されたことを示す。

IV 図157~160には、噴砂が上昇する過程で上部ほど細かい粒子の比率が増加する傾向が認められた。これ

は、細かい粒子が上昇し易いことを示す~)

地震が発生して噴砂が地表に流出した場合、「地表の噴砂」イコール「液状化した元の砂」と考えがちであ

る。 しかし、地表の噴砂の粒度組成は、液状化した砂層の砂にくらべて、細かい粒子が卓越する場合がある

ので、今後の防災研究において留意する必要がある。

V 図 167では、砂礫層で液状化が発生して、砂礫層中に含まれる砂のみが噴砂として上昇している息通
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常、液状化現象は中～細粒の砂層で容易に発生し、砂礫層では

発生し難いと考えられているが、当遺跡では、砂礫層中で液状

化が発生した貴重な事例が得られた。

図168は今回発生した調査区と地形の関係を示したものであ

る。調査区東部では南北方向の、西部では東西方向の地割れ、

砂脈が卓越する。これは、周辺地域の微地形の傾斜方向に直交

する地割れ•砂脈が多いことを示している。通常、激しい地震

動に伴って地下の砂層が液状化した場合、水平方向に流動し易

くなる。これに伴って上位の地層が傾斜方向へ移動して多くの

割れ目が発達する。当遺跡の事例はこれとよく対応するので、

今後の発掘において留意する必要がある。

本遺跡の中において地震跡の影響を受けている竪穴住居跡

は、前述のように 1 区 12号住居と 19号住居がある。 19号住居

は、 9 号住居と重複しており、その新旧関係は 9 号住居が新し
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図167 地震跡gの断面形

く 19号住居が古い関係にある。また、 9 号住居は、 19号住居の

受けた地震跡の一部を掘り込んで構築されており地震より後出の住居である。このことから、本遺跡での地

震跡を考古学の面から年代観を見ると、 19号住居と 9 号住居の間に位置するものである。

年代観は、出土している土器から見ると次のような時期が与えられる。

この 2 軒の住居の

19号住居は、土師器高妬、柑、甕、台付甕が出土しているが、器形全体が残存しているものは見られない。

（迅速
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そのような中で、高杯は、外面にも箆研磨がみられ、坪部下位の稜も明瞭である。このような点を本遺跡の

東約 1 kmに位置する荒砥北三木堂遺跡出土の土師器・須恵器をもとに坂口 (1991) が行っている編年にあて

はめると I 期に相当し、 I 期は 5 世紀第 1 四半期に比定されている。 9 号住居は、土師器杯、甕、台付甕や

須恵器杯、皿、長頚壺等が出土している。これらの土器のうち集落遺跡での編年軸に使用されている土師器

を見てみると 9 号住居では坪の出土より甕の出土が圧倒的に多く、その甕も「コ」の字状口縁を呈するもの

であるが、口縁部の状態が最盛期のものよりやや退化している点や須恵器杯の形態を考慮すると 9 世紀後半

の年代観が与えられる。

当遺跡に顕著な液状化現象をもたらし得る地震として、遺跡の地震跡から認められている古墳時代後期、

古文書より認められている818 （弘仁 9) 年の大地震、および、 1931 （昭和21) 年 9 月 21 日の西埼玉地震があ

げられる~)

この中で、考古学的に求められた年代幅に合致するものは、古墳時代後期と 818年の大地震である。

818年の地震は、類緊国史に「弘仁 9 年 7 月、相模・武蔵・下総・常陸・上野・下野等の国地震す。山は崩

れ谷の埋まること数里。圧死する百姓勝に計る可からず（中略）聞くが如くんば上野国等の境、地震い災を

為し、水僚相初り、人物凋損す」との記述がある。埼玉県下では、深谷バイパス遺跡において堀口他

(1985) ·堀口 (1986) が、この地震による可能性の強い多くの液状化跡を検出している。また、能登他

(1990) ・能登 (1991) は、赤城山地南麓において、多くの山崩れ堆積物・地割れ跡、泥流跡を見い出し、

818年の地震に伴う一連の地変として意義づけしているり関 (1991) は三ツ寺 1I 遺跡において、この地震によ

る可能性の強い地割れや液状化跡を検出している。

古墳時代後期の地震跡は関 (1991) が三ツ寺 1I 遺跡で検出したものである。 6 世紀中頃、および 6 世紀後

半～ 7 世紀前半の 2 時期にわたり、榛名山の噴火に伴う火山性地震の可能性がある。

当遺跡の地震跡は、顕著な内陸地震である 818年の大地霙による可能性が強いが、古墳時代後期の地震も考

えに入れる必要がある。今後、周辺地域で多くの地霙跡を検出し、地震による地変の状況をより詳しく把握

することが重要である。

注

l) 液状化現象は、地下水で満たされたゆる詰まりの砂（礫）層で発生する。激しい地裳動を受けると、砂（礫）層を構成するそれぞれの

粒子がばらばらになって、お互いのすき間を小さくするように動く。粒子の間を満たしていた地下水は激しく圧迫されて水圧が急上昇

し、地層全体が流動状になる（液状化）。さらに、高圧状態の水が砂とともに地表へ噴出する（噴砂）。この現象は震度 VI以上（特に液

状化し易い地盤条件では V以上）で発生するので、噴砂の跡が見つかると、そこで人が立っておれないような激しい地震動があった証

拠になる。

2) FOLK and WARD (1957) の式を用いた。

平均粒径： Mz = ~ 

分級度：" I ＝ +(¢84ーが6)+［百げ 95-¢ 5) 

3) 寒川他 (1990) にも同様な現象が紹介されている。

4) 寒川他 (1987) ・寒川(1990 • 1992 a • b) にもこの現象が示されている。

5) 寒川 (1992 a • b) にも同様な事例が示されている。

6) 文部省裳災予防評議会編 (1941) ·宇佐美 (1975 • 1987) ・萩原他（1982) ·関(1991) ·松田 (1991) による。他にも、関東地方に大

きな被害をもたらしたことが推定される 878 （天慶 2) 年の大地震がある。これは、松田他(1988) によって神奈川県の伊勢原断層の活

動によると考えられているので、当地域は震漉からかなり遠くなる。

7) 群馬県新里村教育委員会(1991) にもこの地裳に関する資料が多く紹介されている。
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3. 今井白山遺跡出土の土器片の鉱物学的研究

I. はじめに

II. 研究試料

rn ．研究方法および結果

m-1 ．試料の外観的特徴

皿ー 2. 偏光顕微鏡観察

m-3. X線回折法による検討

w．考察

N-1. 今井白山遺跡出土の土器片の特徴

w-2 ．今井白山遺跡出土の土器片中の角閃石について

V. おわりに

謝辞

参考文献

I. はじめに

群馬大学 吉川和男

かつて遺跡出土土器および埴輪について鉱物学的研究を行い、その結果の一部を報告した（吉川、 1987 ; 

1992) 。そこではいずれも土器ないし埴輪を人工的に作られた岩石とみなし、その特徴を鉱物学的に記載する

ことが試みられた。

今回、同一遺跡より出土の製作時代を異にする土器片 3 片を研究する機会を与えられた。現在、それらの

外観の観察、偏光顕微鏡観察およびX線回折法による検討を行っているが、ここにこれまでの研究結果の概

要を報告し、合わせて、鉱物学および岩石学において基本的なこれらの研究方法の考古学分野における有効

性についても議論する。

II. 研究試料

本研究で用いた試料は、前橋市今井町、今井白山遺跡出土の製作時代を異にする土器片 3 片である。出土

地点等、研究試料の考古学的資料を表 3 に記す。

表 3 研究試料の出土地点

試料 出土地点 時代・時期 備 考

IH-051 1 区 AP21G 縄文中期 加曽利 E3 式深鉢

IH-052 1 区 14住埋土 縄文前期 黒浜式、深鉢
（住居には伴わず）

IH-054 2 区24号土坑 弥生中期 竜見町式、壷
No.10下
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皿研究方法および結果

土器片 3 片 (IH-051 、 IH-052 、 IH-054) を、まず、肉眼および実体顕微鏡にて外観的特徴を観察し、次に、

土器片の一部をダイヤモンドカッターにて切断し、薄片（厚さ約30 ｵ m) を作成して偏光顕微鏡観察を行っ

た。さらに、土器片切断時に生じた切断粉を用いて粉末X線回折法による検討を試みた。以下にその結果を

記す。

m-1 ．試料の外観的特徴

土器片 IH-051 、 IH-052および IH-054 を実体顕微鏡で観察した。これらの土器片は肉眼または実体顕微鏡で

識別できる大きさの構成物とそれらの間をうめる微細な物質からなり、土器片の色、内部の空孔の状態など

にそれぞれの特徴がみられる。構成物の大きさはいずれも径 2mm以下の岩石片および鉱物片である。以下に

各土器片ごとに主な構成物の特徴を記す。

(1) IH-051 

本土器片は縄文時代中期とされる、最大径約30cm、高さ約26cm、土器壁の厚みが平均12mmの深鉢の上部の

一部である。外観の色は土器の外壁面と内壁面とで異なり、また、それぞれ色むらがみられる。外壁面は淡

灰褐色を呈し、一部暗灰色を示すところもある。内壁面は淡赤褐色を呈し、一部灰褐色を示すところもある。

土器壁の断面の色は、外壁面から内壁面へ斬移的に変化するが、一部では、両端が淡赤褐色で中央部が灰褐

色を呈する部分もある。

壁断面には壁面にほぽ平行する細長い空隙が多数みられる。比較的大きな柱状鉱物はこの空隙または壁面

とほぽ平行に配列するものが多いが、そうでないものもみられる。

本土器片は比較的粗粒な構成物とそれらの間をうめる淡灰褐色から淡赤褐色の細粒物質からなる。粗粒構

成物は岩石片および鉱物片である。岩石片は比較的丸味を帯び、灰白色、暗灰色、淡灰褐色および赤褐色を

呈するものなどがみられる。鉱物片としては、石英（無色透明、剪開なし、亜角～亜円形）、長石（無色～乳

白色・透明、跨開発達、亜角～亜円形）の他に、黒色長柱状で暁開のみられる鉱物、黒色柱状で剪開のはっ

きりしない鉱物および黒色不透明鉱物が多くみられる。

(2) IH-052 

本土器片は縄文時代前期と考えられているもので、底面約75mmおよび50mm、商さ約60mmのほぼ台形の土器

片で厚さは約 9 mmである。表面にはほぽ一方向に平行な模様がみられる。外壁面、内壁面とも、模様以外の

凹みも多く存在している。

本土器片の表面にみられる粗粒な鉱物片は土器の表面に面した部分が二次的に丸く円磨された様相を呈し

ており、本土器片全体が流水中等で二次的に円磨されたことを物語っている。

外壁面、内壁面および器壁の中心部で色が異なり、断面をみると、外壁付近 l ~2 mmは暗褐色、内壁付近

の 1 ~2 mmは褐色で、その中間部 6 ~7 mmは暗灰色を呈し、それぞれの方向に斬移的に変化している。

壁断面には空隙が多くみられ、空隙の大きさも全般に他の土器片よりも大きい。細長く連続性のよい細孔

は器壁にほぼ平行しているが、この他に径約 1 mm程度の不規則な形をした空隙もかなりみられる。

本土器片の基質部は黄褐色から暗褐色で、微細な物質からなる。粗粒構成物として岩石片と鉱物片がみら

れる。岩石片は亜円形のものが多く、乳白色、暗灰色、淡褐色、灰緑色および赤褐色を呈するものなどがあ

る。鉱物片としては、石英（無色透明、剪開なし）、長石（無色透明～白色、剪開発達）、黒色長柱状結晶

（剪開不明瞭なものと、一方向に弱い膀開のみられるものとがあり、表面は赤褐色粉状物質が付着）、および
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黒色不透明鉱物（亜金属光沢）などがみられる。いずれも自形およびその破砕結晶である。

(3) IH-054 

本土器片は、底部、上口部とも直径約11cmで中央部に最大30cm のふくらみがある高さ約30cm の弥生時代の

壺の一部である。 IH-051 、 IH-052に比して全体的に淡色で、肉厚も約 5 mm とうすくなっている。外壁面は灰

褐色（一部暗灰色）、内壁面は淡褐色である。器壁断面の色変化は小さく、外壁から内壁に向かって斬移的に

淡色になる。

壁断面には壁面にほぼ平行に細長くひきのばされた細孔がみられ、また、長柱状の構成物は壁面に平行配

列していることが多い。

本土器片の基質部は淡褐色で、微細な物質からなる。粗粒構成物は岩石片および鉱物片よりなり、多くは

1.5mm以下である。岩石片は一般に丸味をおびたものが多く、白色～暗灰色緻密岩石片、白色岩石片（多孔

質？）および暗赤褐色岩石片などがみられる。この他、褐色透明な卵形のガラス質物質で内部が多孔質なも

のも 1 個（径0.5mm) みられた。鉱物片は一般に0.5mm以下のものが多い。鉱物片としては石英（無色透明、

剪開なし）、長石（無色透明～白色、剪開発達）、角閃石（黒色長柱状～暗赤褐色、 2 方向の剪開発達）、輝石

（黄褐色～黒褐色柱状、 1~2 方向に弱い剪開）および黒色不透明鉱物（周囲に赤褐色粉状物質が付着）な

どがみられる。この他、黄緑色粒状で0.2mm以下の鉱物片もみられる。

m-2 ．偏光顕微鏡観察

土器片、 IH-051 、 IH-052および IH-054の一部をダイヤモンドカッターで切断し、それぞれ連続的に 2 枚ず

つ作成した薄片を偏光顕微鏡にて観察した。土器片はいずれも比較的粗粒な岩石片、鉱物片および、時に、

植物片とそれらの間をうめる微細な基質とからなる。以下、各土器片ごとにその構成物の特徴を記す。

(1) IH-051 

本試料は、比較的粗粒な岩石片、鉱物片およびごくまれに植物片とその間をうめる微細な基質からなる。

図版73-1 に本薄片の一部を示す。

い） 基質部

黄褐色から褐色を呈し、鉱物の微細な破砕片とそれよりさらに微細な物質とからなる。時に、基質中にや

や干渉色の高い微細な葉片状（？）鉱物がみられ、それらが粗粒の岩石片や鉱物片の周囲を流理状にとりか

こんでいることもある。

(ii) 岩石片

大きさは 1.2mm以下で、一般に丸味を帯びているが、時に角ばったものもみられる。火山岩起源の岩石片が

多く、他にチャート様岩石片およびまれに砂岩岩片もみられる。また、黒褐色を呈する岩石片もある。

（イ） 火山岩片：亜角～円形で、一部変質（？） しているものおよび変質のみられない完晶質のものなど

がみられ、いずれも斜長石および不透明鉱物の微細結晶を主とし、これに普通輝石の微品を含むものもある。

また、斜長石斑晶の一部に細粒の石基が付着した岩石片もみられる（図版73-2) 。また、内部に斜長石を含む

軽石質岩石片もまれにみられる（図版73-2、図版73-3) 。さらに、この軽石質石片とは異なる形態を示すガラ

ス質岩石片もみられる。これは亜角～亜円形を示し、内部に針状から細柱状の微細鉱物と円形の気泡を多く

含んでおり、ガラスは無色透明である（図版73-4) 。

（口） 黒褐色岩石片： 0.5mm以下の亜円形～円形の岩石片が薄片中に散在している。内部に亜角～亜円形の

鉱物の破砕片を含むが、変質のためか全体に黒褐色不透明である（図版73-4) 。
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い） チャート様岩石片： 0.6mm以下の亜角～亜円形で、 5 µm以下の微細な他形の石英様結晶からなり、

しばしば粗粒（15µm) な石英の細脈を伴う岩石片である（図版74-1）。この岩石片中の石英は波動消光する。

（二） 砂岩岩石片（？） ：亜角状の石英、アルカリ長石、斜長石などの間を微細な基質がうめている岩石片

が 1 個みられた（図版74-2) 。

(iii) 鉱物片

単独の鉱物片として、石英、斜長石、普通角閃石、斜方輝石、普通輝石がみられる。石英と斜長石は量的

に最も多く、次いで角閃石が多く、普通輝石はきわめて少ない。この他に不透明鉱物も多くみられる。

（イ） 石英：無色透明、低屈折率、低干渉色の鉱物で、 0.6mm以下の破砕片がほとんどであるが、一部に高

温型石英の形態を残す破砕片もみられる。包有物は一般にみられないが、時に、空晶（ネガティブクリスタ

ル）のみられるものもある（図版74-3) 。

（口） 斜長石：無色透明、低屈折率、低干渉色の鉱物で、 1.2mm以下の自形結晶およびその破砕片として存

在する。 1 ないし 2 方向の剪開が発達し、双晶や累帯構造もよくみられる。全般に包有物は少ないが、時に、

微細な高屈折率細柱状鉱物および不透明鉱物を含むものもみられる。まれに、内部に微細な雲母様鉱物の集

合体を包有するものもある。また、無色透明の火山ガラス片の付着した斜長石破砕片も存在する。

（ハ） 角閃石：黄緑色から褐緑色の顕著な多色性を示す、高屈折率、高干渉色の鉱物で、普通角閃石であ

ろう。自形結晶およびその破砕片として存在するが、 0.3mm以下の破砕片が多く、自形結晶はまれである（図

版74-4) 。 1 ないし 2 方向の剪開が発達し、また、時に、双晶もみられる。

（二） 斜方輝石：灰緑色から黄緑色の弱い多色性を示し、高屈折率、低干渉色の直消光する鉱物である。

0.7mm以下の自形結晶およびその破砕片として存在するが、 0.4mm以下のものが多く、また、剪開もよく発達

している。斜長石および不透明鉱物を包有するものもある。角閃石に比べると、比較的大きな結品が多く、

また、自形結晶も多い（図版73-4) 。

（ホ）普通輝石：淡灰緑色、高屈折率、高干渉色の鉱物で、剪開も認められ、斜消光する。一般には

0.35mm以下の自形結晶およびその破砕片として存在し、不透明鉱物を包有するものもある（図版73-1右上

端）。時に、双晶もみられる。比較的大きな破砕片として存在することが多いが、量的には少ない。斜方輝石

とひとつのかたまりをなすものもみられる。

（へ） 不透明鉱物：長方形、三角形、不定形などを示し、 0.5mm以下のものが多い。薄片全体に散在してい

る。

(iv) その他

（イ） 植物片：薄片中に植物片一片が見い出された（図版74-1) 。大きさは0.25X0.9mmで暗褐色を呈し、

縦にほぼ平行に練維状のものが並び、一部に規則正しく並んだ細胞壁様のものがみられる。直交ニコル下で

暗黒になる。

（口） ガラス様物質：無色透明で屈折率がきわめて低く、光学的等方体もしくはそれに近い性質を示す物

質が薄片の基質中全体に散在している。大きさは最大0.1mm程度で、 20~40µmのものが多い。形態は種々あ

り、円形、楕円形、方形、扇形、不定形などがみられる。図版73-3および図版75-1 に一例を示す。中央部に

空孔をもつものが多く、バブルウォール型とうの火山ガラスとは明らかに異なり、生物起源の珪酸体のよう

なものである可能性がある。

(2) IH-052 

本試料には植物片が多数みられ、それらはうねりながらもほぽ一定方向に配列している。また、これと類
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似の形態を示す空孔も多数みられる。この他に比較的粗粒な岩石片および鉱物片が全体に散在し、それらの

間を微細な基質がうめている。図版75-2に本薄片の一部を示す。本薄片中には IH-051および IH-054にみられ

る生物起源の珪酸体様物質がみられない。

い） 基質部

黄褐色から黒褐色で、薄片全体がやや暗くみえる。基質部は微細な鉱物片からなり、直交ニコル下で比較

的高い干渉色を示す微細な葉片状鉱物も多くみられる（図版75-2) 。また、赤褐色を呈する部分も一部にみら

れる。

(ii) 岩石片

大きさは約0.8mm以下で、一般に丸味を帯びている。火山岩片と思われる岩石片はあまりみられず、チャー

ト様岩石片や深成岩起源と考えられる岩石片などがみられ、また、内部に少量の鉱物破砕片を含み、赤褐色

で、円形ないし楕円形の岩石片もみられる。変成岩の可能性も考えられる岩石片も一部にみられる。

（イ） チャート様岩石片：数 µm以下の他形の微細な石英様鉱物からなり、内部にやや粗粒な石英の細脈も

みられる岩石片で、亜角～亜円形のものが多く、石英は波動消光する（図版75-3) 。チャートあるいはシルト

岩のようなものかもしれない。また、比較的粗粒（平均50µm程度）な他形の石英のみからなる岩石片もあ

る。

（口） 火山岩片（？） ：微細な無色透明の長柱状結晶が不規則に配列した岩石片や高温型石英の破砕片に微

細な石基（？）の付着した岩石片などがまれにみられる。最大0.8mmであるが、 0.1mm以下の微細なものが多

い。多くは亜円形で、淡褐色から赤褐色に着色されている。図版75-4 に一例がみられる。

（ハ） 深成岩片（花尚岩片？）：他形を示す石英および斜長石からなる岩石片やアルカリ長石と斜長石から

なる岩石片がときにみられる。

（二） 赤褐色岩石片：赤褐色の円～亜円形岩石片が薄片中に散在している。大きさは0.5mm以下で、内部に

少量の鉱物の破砕片らしきものがみられる。

（ホ） 変成岩片（？） （ホルンフェルス様岩石片） ：他形石英の粒間に薄板状の黒雲母がほぼ平行に配列し

ている岩石片がときにみられる。円形または楕円形で、 0.08~0.7mmの大きさである。

(iii) 鉱物片

単独の鉱物片として、主に石英、斜長石、斜方輝石、アルカリ長石および不透明鉱物がみられ、他に少量

の普通角閃石および普通輝石、また、ごくまれにジルコンがみられる。石英と斜長石が最も多く、次いで、

斜方輝石とアルカリ長石がほぼ等量みられる。

（イ） 石英：無色透明、低屈折率、低干渉色の鉱物で、 0.6mm以下の破砕片がほとんどであるが、中には高

温型石英の形態を残す破砕片もみられる。時に、内部に空晶（ネガティブクリスタル）のみられることもあ

る。

（口）斜長石：無色透明、低屈折率、低干渉色の鉱物で、亜円～亜角形の破砕片がほとんどであり、双晶

および累帯構造もよくみられる。包有物をほとんど含まないものと、雲母様微細鉱物を多く含むものとがみ

られる。火山岩起源のものと深成岩起源のものとが混在しているのかもしれない。

い） アルカリ長石：無色透明、低屈折率、低干渉色の鉱物で、塵状包有物を多数含み、離溶ラメラのみ

られるパーサイトとして存在する。 0.3mm以下で、やや丸味を帯びた四角形のものが多い（図版75-3、図版

75-4) 。

（二） 斜方輝石：淡黄緑色から黄緑色の弱い多色性を示し、高屈折率、低干渉色の直消光する鉱物である。
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一般に不規則な破砕片が多く、また、剪開も発達し、その剪開線に沿って離溶ラメラのみられるものもある。

双晶もみられることがある。内部に不透明鉱物や褐色ガラスを包有するものもみられる（図版76-1) 。

（ホ） 角閃石：淡灰緑色から濃褐緑色の顕著な多色性を示し、高屈折率、高干渉色の斜消光する鉱物であ

る。普通角閃石であろう。一般に 1 ないし 2 方向の勢開がみられ、最大0.5X0.2mmであるが、 0.1mm以下の破

砕片がほとんどである。内部に不透明鉱物を包有するものもある。産出はきわめてまれである。

（へ） 普通輝石（？） ：淡緑色で、高屈折率、高干渉色の楕円形鉱物片がまれにみられる。大きさは80µm

以下で、多くは30~50µm程度であり、膀開もみられない。

（卜） ジルコン：無色透明で、非常に高い屈折率および干渉色を示し、直消光する自形性の強い鉱物がま

れにみられる。大きさは80~30µmである。

（チ） 不透明鉱物：四角形から不定形の不透明鉱物が薄片全体に散在している。

(iv) その他

植物片：幅0.2~0.05mm、長さ数mm以下の植物片が薄片全体にかなり多くみられる。それらはほぼ一定方向

に配列し、細胞壁のみられるものもある（図版75-2、図版76-2) 。

(3) IH-054 

本試料も、比較的粗粒な岩石片および鉱物片と、その間をうめる微細な基質からなる。図版76-3 に本薄片

の一部を示す。

い） 基質部

淡黄褐を呈し、鉱物の微細な破砕片とそれよりさらに微細な物質とからなり、生物起i原の珪酸体様物質も

みられる。

(ii) 岩石片

火山岩片およびチャート様岩石片が主で、他に黄褐色岩石片がみられる。

（イ） 火山岩片：変質（？）のためほとんど暗褐色を呈するものと、完晶質で変質のみられないものとが

あり、他に、角閃石、斜長石、斜方輝石などの斑晶に石基が付着している岩石片がしばしばみられる。図版

76-3、図版76-4および図版77-1、図版77-3 にそれぞれの例を示す。この他にも、ガラス質岩石片もみられ、

亜角～亜円形で、内部に微細な斜長石、輝石および円形の気泡を包有している（図版77-2) 。

（口） チャート様岩石片： 5 µm以下の微細な他形の石英様鉱物からなり、部分的に20µm程度の他形の石

英が脈状に存在する岩石片と、数十 µmの比較的粗粒な他形の石英のみからなる岩石片などがある。石英は波

動消光する。図版77-3 に一例を示す。

い） 黄褐色岩石片：大きさ 0.35mm以下で黄褐色を呈する岩石片であるが、変質しているためか詳細は不

明である。

(iii) 鉱物片

単独に存在する鉱物片は、石英、斜長石、角閃石、斜方輝石、アルカリ長石、普通輝石および不透明鉱物

である。石英と斜長石が最も多く、次いで、角閃石と斜方輝石がほぼ等量みられ、アルカリ長石および普通

輝石はまれである。

（イ） 石英：無色透明、低屈折率、低干渉色の鉱物で、 1 mm以下の破砕片が多いが、中には高温型石英の

形態を一部に残す破砕片もみられる。また、内部に空晶（ネカティブクリスタル）を包有するものもある。

（口） 斜長石：無色透明、低屈折率、低干渉色の鉱物で、多くは0.6mm以下の自形結品およびその破砕片と

して存在する。斜長石の多くは累帯構造を示し、双晶している。これらの斜長石には内部を褐色ガラスが充
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填した空晶（ネカティブクリスタル）を包有するものもある（図版77-4) 。また、累帯構造や双晶の全くみら

れない破砕片もある。

（ハ） アルカリ長石：無色透明、低屈折率、低干渉色の鉱物で、内部に微細な塵状包有物を有し、離溶ラ

メラがみられるパーサイトである。最大1.2mmで、 0.5mm程度のものが多い。亜角状を呈する破砕片が多く、

まれに、石英を伴う破砕片やミルメカイト様組織をもつものなどもみられる（図版77-4、図版77-5) 。

（二） 角閃石：黄褐色から暗褐色の顕著な多色性を示し、高屈折率、低干渉色の鉱物である。斜消光する

が消光角もきわめて小さい（図版76-3) 。緑褐色を呈する角閃石もごくまれにみられる。長径0. lmrn程度の自

形の角閃石が多くみられる。図版76-3、図版77-1および図版77-4 に角閃石がみられ、本角閃石の特徴は酸化

角閃石（玄武角閃石）のものに類似している。

（ホ） 斜方輝石：淡黄緑色から黄緑色の弱い多色性を示し、高屈折率、低干渉色の直消光する鉱物である。

1 ないし 2 方向の剪開がよくみられ、 0. 6mm以下の自形結品およびその破砕片として存在する（図版76-3) 。

内部に不透明鉱物や褐色ガラスを包有するものもみられる。

（へ） 普通輝石：灰緑色で、高屈折率、高干渉色を示す鉱物で、 0.05mm以下の角ばった破砕片としてみら

れることが多い。

（卜） 不透明鉱物：四角形から不定形で、 0.2mm以下のものが多く、薄片全体に散在している（図版76-3) 。

0.03mm以下の小さなものでは赤褐色を呈するものもある。

(iv) その他

生物起源の珪酸体と考えられるガラス様物質が基質中によくみられる。屈折率はきわめて低く、光学的に

等方体もしくはそれに近い性質を示す。形は、四角形、三角形、扇形、円形などさまざまである。内部に円

～楕円形の空孔をもつものがほとんどである。直径20~40µm程度のものが多い。これらはバブルウォール型

等の火山ガラスとは明らかに異なる。

ID-3. X線回折法による検討

偏光顕微鏡で観察できないような微細な構成物の同定と、各土器片の平均的鉱物構成を調べるために、粉

末X線回折法による検討を行った。

X線回折用試料には薄片作成時の切断粉末を用いた。この切断粉末を利用することで、貴重な試料の有効

活用ができ、さらにまた、顕微鏡観察部周辺の鉱物構成も明らかにでき、顕微鏡と X線との両方法によるそ

れぞれの情報の対応が可能となる。

X線回折実験にはディフラクトメーター（リガク社製 RAD-2VC) を使用し、モノクロメータにて単色化さ

れた CuKa 線を用いた。粉末試料は浅型のガラス試料板に埋め込んで測定を行った。測定条件は、スリット

系 1 ゜DS-0.15RS-l 0SS、スキャニングスピード 2 ｰ (2 0 /m in) 、サンプリング間隔0.02ー (2 0) である。回折線

の測定範囲は1.5°~70° (2 0) である。

IH-051 、 IH-052および IH-054の粉末X線回折パターンをそれぞれ図169、図170および図171 に示す。これよ

り、 IH-051および IH-054はほぼ同じ構成鉱物からなり、ただ、それらの量比が異なることがわかる。主構成

鉱物は、石英、斜長石、角閃石、クリストバル石（？）である。斜方輝石の主要回折線は上述の鉱物のもの

と重複するものが多く、このパターンだけからではその存在の判定は難しい。 IH-052 も、石英、長石、クリ

ストバル石（？）を主要構成鉱物とするが、角閃石の国折線がみられない点が異なる。また、 IH-051および

IH-052ではいずれも 2 0 =19.6ー (d =4.5A) 付近に上記鉱物のいずれとも対応しない回折線がみられる。現

186 



今井白山遺跡出土の土器片の鉱物学的研究

段階ではこの回折線の特定はできていない。

これら 3 試料のパターンを比較すると、角閃石および19.6° (2 fl)付近の回折線の有無と、長石の回折線の

強度とに大きな差異がみられる。

w．考察

w-1 ．今井白山遺跡出土の土器片の特徴

今井白山遺跡出土の製作時代の異なる土器片 3 片 (IH-051 、 IH-052 、 IH-054) について、試料の外観の観

察、偏光顕微鏡観察および粉末X線回折法による検討を行った。以下、各検討方法ごとにそれらの結果を考

察する。

(1) 試料の外観的特徴

研究試料すべてについて、 2 ~3 mm以下の岩石片および鉱物片とその間をうめる基質とからなること、お

よび岩石片は一般に丸味を帯びていることは共通している。しかし、基質の色および土器器壁断面にみられ

る細孔の特徴に大きな相違がみられる。

細孔の特徴では、 IH-052が他 2 片と大きく異なる。 IH-052中の細孔は量も多く、大きさも大きく、またそ

の形もより細長い。この特徴は土器製作時に混じたとされる植物繊維によるものであろう。

岩石片および鉱物片については、実体顕微鏡観察では、大きな差異は見い出せていない。今後、さらに詳

細に観察すれば、土器片ごとの特徴付けもある程度可能であろう。しかし、それよりは、次に述べる偏光顕

微鏡による観察を試みた方が、より有効・確実な特徴付けが可能と考える。

また、 IH-052では、表面上の粗粒鉱物片が二次的に円磨されたような様相を呈しており、本土器片が流水

等で運搬されてきた可能性を示している。このことは本土器片が異地性のものであるとする発堀調査結果を

うらづけるものである。

(2) 偏光顕微鏡観察

研究試料 3 片の偏光顕微鏡観察結果をもとに、基質、岩石片、鉱物片およびその他の構成物にわけて、そ

れぞれの特徴を比較検討する。

い） 基質部

図版73-1、図版75-2、および図版76-3 にそれぞれの試料の基質の特徴がみられる。 3 試料を比較すると、

それらの特徴は主に次の 3 点にまとめられる。

（イ） 3 試料間で基質の色が異なる。 IH-052では全体に濃色で、光の透過率も低く、 IH-054では全体に淡

色である。 IH-051 はその中間的な色を示す。

（口） IH-052の基質中には、直交ニコル下でやや高い干渉色を示す葉片状鉱物が多数みられる（図版75-2 、

図版75-4) が、 IH-054 にはそのようなものはみられない。 IH-051 には、類似のものが少量みられる。

（ハ） IH-051および IH-054中には生物起源の珪酸体と考えられるガラス様物質がみられるが、 IH-052中に

はそのようなものが確認できていない。

(ii) 岩石片

いずれの試料にも数種類の岩石片がみられる。各土器の特徴を比較すると次のようになる。

し ‘o

（イ） IH-051 と IH-054は火山岩起源の岩石片を多く含む。それに対し、 IH-052ではそれがあまりみられな

（口） IH-052には深成岩起源と考えられる岩石片および変成岩起源とも考えられる岩石片が含まれるが、
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IH-051および IH-054にはそれらの種類のものはみつかっていない。

い） チャート様岩石片と、岩石種および起源とも不明の濃褐色岩石片は 3 試料すべてにみられる。

(iii) 鉱物片

薄片中にみられる主要鉱物を、おおよその量比の順に並べると次のようになる。

IH-051 :石英、斜長石、普通角閃石、斜方輝石、普通輝石

IH-052 :石英、斜長石、斜方輝石、アルカリ長石、普通角閃石、普通輝石

IH-054 :石英、斜長石、角閃石、斜方輝石、アルカリ長石、普通輝石

この他に、不透明鉱物がどの薄片中にもよくみられる。一般に石英と斜長石は量的に最も多くみられ、角

閃石、斜方輝石およびアルカリ長石の量比は試料により異なる。普通輝石はどの薄片中にもまれにみられる。

以下、各鉱物ごとに特徴を比較する。

（イ） 石英：すべての試料中に、多くは破砕片としてみられるが、中には高温型石英の形態を一部に残す

破砕片もみられる（図版74-3) 。

（口）斜長石：すべての試料中によくみられる。 IH-052中の斜長石はアルカリ長石を伴ったり、内部に微

細な葉片状鉱物を多く包有するものがあるなど、深成岩起源と考えられるものが多くみられる。 IH-051 中に

もこの種のものがまれにみられる。また、それらの微細葉片状鉱物を含まないものには、時に、内部に褐色

ガラスを包有するものがある（図版77-4) 。

（ハ） アルカリ長石： IH-051 にはみられないが、 IH-052および IH-054中ではよくみられる。アルカリ長石

は離溶ラメラをもつパーサイトであり（図版75-3、図版75-4、図版77-4、図版77-5）、また、 IH-054 中にはミ

ルメカイト様組織もみられる（図版77-5) ことなどから、深成岩起源と考えられる。

（二）角閃石：光学的特徴より、一般に普通角閃石と思われる（図版74-4、図版76-3、図版77-1、図版

77-3、図版77-4) 。土器片中の鉱物の中で、とくに、土器片間の相違が顕著な鉱物である。 IH-051 および

IH-054中に多くみられる。 IH-052中ではごくまれである。また、 IH-051およびIH-052中の角閃石が黄緑色か

ら緑褐色を呈するのに対し、 IH-054 中の角閃石は黄褐色から暗褐色を呈するなど、両者の間に色について大

きな相違がみられる。この点については別に論じる。

（ホ） 斜方輝石：いずれの土器片中にも一般によくみられる鉱物であり、どれも類似の特徴を示している。

土器間での差異を論ずるにはさらに詳細な観察・測定が必要である。また、中には内部に褐色ガラスを包有

するものもみられる（図版76-1) が、この種のものは火山岩起源であることを示唆しているのかもしれない。

（へ） 単斜輝石：いずれの土器片中にもみられるが、量は少ない。

（卜） 不透明鉱物：いずれの土器片中にもよくみられる。土器間での差異を論じるためには、今後、反射

光での観察が必要である。

(iv) その他

薄片中には、以上の岩石片および鉱物片の他に、植物片および生物起源の珪酸体様物質（？）がみられる。

（イ） 植物片： IH-052中にとくに多量にみられる（図版75-2、図版76-2) 。 IH-051 中にも 1 片のみみられた

（図版74-1) 。 IH-054中にはみられなかった。

（口） 生物珪酸体様物質(?) : IH-051およびIH-054中には生物起源の珪酸体と考えられるガラス様物質が

数多くみられる。 IH-052中からはみつかっていない。この物質は、形、大きさとも種々あり、また、火山ガ

ラスとは明らかに異なるものである。今後の検討が必要である。

(3) X線回折法による検討
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図169、図170および図171 に土器片 3 片のそれぞれの粉末X線回折パターンを示した。各試料中の構成鉱物

の種類および量比について、 3 試料間で

の差異は明らかである。特に、角閃石お

よび19. 6ー (20) 付近の回折線の有無と、

長石の回折線の強度とに大きな差異がみ

られる。また、すべての土器片中にクリ こ
し

ストバル石と思われる回折線を見い出し

た。土器片中のクリストバル石の同定問

題およびその存在と焼成温度との問題に

ついては別に論じた（吉川、 1992) 。そ

の中で、もし土器の原土中に生物起源の

珪酸体が存在すれば、それが高温焼成で

クリストバル石に変化する可能性がある

という考えにふれた。今回の 3 試料中、

IH-052からは他にみられるような生物

珪酸体様物質が見い出されていない。そ

れにもかかわらず、その粉末X線回折パ

ターン中には少なくとも他と同程度のク

リストバル石が含まれていることが示さ

れている。今回、生物珪酸体と考えたも

のが別の物質であったのか、あるいは、

クリストバル石はそれとは異なる物質中

に別の存在形態をとり、しかも超顕微鏡

的な大きさで存在するのか、この点につ

いても今後の検討課題である。

さらに、今回のように土器片の一部全

体を粉末にして X線回折法で検討する方

法では、土器の平均的鉱物構成を知るこ

とはできるが、一般に複数鉱物からの回

折線が相互に重複するため、すべての回

折線を説明しつくすことはかなり難し

い。また、この方法では回折パターン中

より同定された鉱物の、土器中での存在

状態、すなわち、その鉱物が岩石片中に

存在するのか、比較的粗粒な単独の鉱物

片として存在するのか、あるいは碁質中

に存在するのか、これらのいずれである

のか区別はできない。従って、今後、粒
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度別および鉱物片ごとに粉末X線回折パターンを測定し、検討を重ねていくことで、各試料のいっそうの特徴

づけを行っていくことが必要である。

N-2. 今井白山遺跡出土の土器片中の角閃石について

本研究試料 3 片中すべてに、量の多少はあるが、角閃石が見い出された。これらの角閃石はその色より緑

色系統のもの (IH-051 、 IH-052) と褐色系統のもの (IH-054) とに 2 分される。緑色系統のものにも、褐緑

色を示すものと緑褐色を示すものとがみられ、ひとつの薄片中にこれら両者がみられる場合もある。また、

褐色系統のIH-054中にもごくまれに緑褐色を呈するものもみられる。このように、本研究試料中の角閃石は

その色に大きな特徴がある。この角閃石の色の相違の原因には、原土の相違、あるいは焼成温度の相違など

が考えられる。今回の場合、原土の相違も十分考えられるが、緑色系統のものも全般に褐色味を帯びている

こと、および、ひとつの試料中でも若干ではあるが色の相違がみられることなどから、焼成温度の相違の可

能性がつよいのではないだろうか。

一般に、火山岩中からも、緑色を呈する角閃石（普通角閃石）と褐色ないし赤褐色を呈する角閃石（酸化

角閃石または玄武角閃石）の存在が知られている。また、緑色を呈する普通角閃石を加熱していくと、約

800℃で酸化角閃石（玄武角閃石）様の赤褐色を呈する角閃石に変化し、さらに高温状態で輝石の形成がみら

れることが報告されている（山口、 1969) 。

もし、今回の研究試料中の角閃石が原土中ではもともと緑色を呈していたと仮定すると、高温での焼成に

応じて、その角閃石に変化が生じたことが十分に想像でき、 IH-054の焼成温度が他の 2 試料よりもかなり高

かったことが推測される。しかし、角閃石のみを取り出して行った実験室での加熱実験結果を、ただちに、

実際の土器焼成時の角閃石の変化にあてはめることに問題がないわけでもない。今後、両者の条件を十分に

検討し、さらに、新たにこの観点からの実験的研究を行っていくことで、土器の焼成温度推定のひとつの手

がかりが提供されるのではなかろうか。この点について現在検討中である。

V. おわりに

前橋市今井町の今井白山遺跡より出土の製作時代の異なる土器片 3 片について、主に、実体顕微鏡、偏光

顕微鏡およびX線回折法を用いて、それぞれの土器片の特徴の記述と比較を試みた。

本報告にみられるように、それぞれの方法がそれぞれに特徴をもち、時に、異なる側面からの情報を提供

しうることがわかる。特に後＝者の提供する情報の質についてはすでに述べた（吉川、 1987 、 1992) 。各方法

の情報の質を十分理解の上で、考古学的試料へ適用していくことが厘要である。なかでも、偏光顕微鏡によ

る観察は、個々の土器片の特徴付けにきわめて有効であり、今後、十分活用すべき方法と考える。なお、そ

の時、各構成物の起源を考えながら観察をすすめていくことが重要であり、そのためには、単に構成物の種

類や量比のみだけではなく、大きさ、色、形、割れ方、包有物の種類、二次的変化（破砕、変質など）など

についても細かに観察していくことが必要である。偏光顕微鏡によるこのような観察を通して、原土の産地

の推定や土器製作法（とくに焼成温度など）などの問題に有力な情報が提供されうるものと思う。さらに、

今後は、土器等の研磨薄片を作成し、透過光・反射光の両方で観察をすすめていけば、たとえば、不透明鉱

物の特徴づけも可能となり、いっそう多くの情報が提供されることになる。

しかし、偏光頻微鏡観察を実際にすすめていく上で、いくつかの困難もある。偏光顕微鏡観察の第一目標

は鉱物種の同定や岩石種の同定である。土器等が焼成という過程および日常生活での使用という過程を経る
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ために、熱に比較的安定と考えられる粗粒な混和材も、当然、原土中にある時と異なり、何らかの変化をこ

うむる可能性があり、これが鉱物種や岩石種の同定を困難にする。また、現在認められる二次的変化が、原

土中ですでに存在していたものであるのか、あるいは、その後の変化によるものかの判定の難しい場合も多

い。さらに、特に、岩石種の同定における困難もある。顕微鏡で観察される岩石片の大きさはせいぜい 3 mm 

以下であり、径0.1mmの岩石片も珍しくない。この程度の微小な大きさのもののみで原岩の種類を推定するこ

とにはかなり無理がある。従って、今後、遺跡出土土器の偏光顕微鏡観察結果を積み重ねていくと同時に、

それらの原土となりうる粘土や混和材についても同様な研究を行っていく必要がある。

これらの研究結果をふまえて、さらに X線回折法その他の理化学的研究方法を目的に応じてとり入れてい

くことで、考古学的試料そのものへの理解が一層深まり、その結果の考古学的解釈もより適切に行えるよう

になるであろう。

最後に、研究に用いた土器片はいずれも飯島義雄氏（群馬県埋蔵文化財調査事業団）より提供されたもの

である。興味あるそして貴重な試料を提供し、研究の機会を与えていただいた同氏に深く感謝いたします。

なお、本報告中では関連研究論文の多くはその引用を省略してある。今回の研究をすすめるにあたり、主に

下記文献を参考にした。

天野哲也・大場孝信 (1984) 岩石学的方法による土器の分類と製作地推定の試み。北方文化研究、 16 、 125-163.

上條朝宏 (1983) 胎土分析 I 。縄文文化の研究、雄山閣、 5. 縄文土器m 、 47-67

大沢真澄・ニ宮修治 (1983) 胎土の組成と焼成温度。縄文文化の研究、雄山閣、 5. 縄文土器m 、 20-46

清水芳裕（1973) 縄文時代の集団領域について一土器の顕微鏡観察から一。考古学研究第19巻 4 号、 90-102

清水芳裕（1982) 縄文土器の自然科学的研究。縄文土器大成 1 、講談社、 152-158

清水芳裕（1983) 胎土分析 11 。縄文文化の研究、雄山閣、 5. 縄文土器m 、 68-86

WILDIG. L.P.. SMECK, N.E. and DREES, L.R. (1977) Silica in soils: Quartz, Cristobalite, Tridymite. and Opal. In: ed. DIXON, J.B. and WEED. 

S.B.. Minerals in soil Environments, SoilSci. Soc. America, 471-552 

山口佳昭 (1969) 角閃石の加熱実験に関する実験的研究。岩石鉱物鉱床学会誌、 61巻 4 号、 158-168。

吉川和男 (1987) 出土土器の鉱物学的研究。行幸田山遺跡、渋川市教育委員会・群馬県企業局・日本道路公団、 544-559。

吉川和男 (1992) 埴輪の鉱物学的研究。神保下條遺跡，群馬県教育委員会・群馬県埋蔵文化財調査事業団・日本道路公団， 287-294 。
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これまで、今井白山遺跡で検出された縄文時代以降の遺構と出土遺物について記載して来た。本章では、

今井白山遺跡を発掘調査し、整理する過程で気づいた事項と前章で触れることのできなかった内容について

記し、まとめに代えたい。

l 遺跡の立地する扇状地の形成
今井白山遺跡は荒砥川の扇状地上に立地しており、地山となっているのは砂礫層およびシルト層である。

発掘調査の結果、シルト層の上部に、問題は残しながらも縄文時代加曽利 E3 式期の敷石住居と推定される

遺構が存在した。また、南北に走る沢が検出され、ローリングを受けていない加曽利 E 3 式の比較的大きな

土器片が出土している。また、比較的下部の砂礫層およびシルト層中からはやはりローリングを受けていな

い加曽利 E3 式土器の遺物集中出土地点と、打製石斧を含む遺棄された石器の集中出土地点が検出されてい

る。そして、縄文時代前期の土器片は加曽利 E3 式の土器と対照的に顕著なローリング痕を示している。

これらのことを総合して考えると、本遺跡において、少なくとも縄文時代中期加曽利 E3 式期には人間の

生活が営まれていたことが確かめられ、遺物の出土レベルから荒砥川の河道の変化による地山の凹凸に沿っ

て土器や石器が遺存されているものと推定される。そして、本遺跡の地山を構成する砂礫層およびシルト層

の上部は、縄文時代中期加曽利 E 3 式期からそれほど潮らない時期に形成されているのではないかと考えら

れる。

赤城山南麓においては、黒ボク土に存在する「二次堆積ローム」から「縄文時代のある時期に山崩れや扇

状地の拡大が行われるような環境の変化が起こったのかも知れない」（早田 1990) とされる。また、荒砥川上

流の粕川村安通・洞遺跡は扇状地の上に立地しているが、縄文時代中期後半の土坑の上に扇状地堆積物が

覆っていることから、扇状地の形成はそれ以降とされる。

今井白山遺跡の立地する扇状地の形成時期を考える上では、赤城山南麓の扇状地およびその堆積層の下部

に存在する遺跡が総合的に検討されなければならないであろう。

2 地震の痕跡
本遺跡で検出された地震の痕跡については、第 5 章でやや詳細に検討したように、弘仁九 (818) 年に発生

した地震の結果と推定される。

この地震に関して関連する遺跡について検討してみたい。

最近、伊勢崎市の上植木廃寺の「塔の修繕、再建を考える際に想起されるのは、『類緊国史』弘仁九年

(818) に上野国を中心に起きた、大規模な地震のことである」（松田 1990) と注意され、「上野国分寺など

の寺院の堂塔や国術・郡術の舎屋などにも倒壊等の被害があった可能性も考えられる」（松田 1991) と指摘

されている。

上野国分寺の報告書（群馬県教育委員会 1989) の図面と写真を見ると、南辺築垣西半分において築垣を

やや斜め切って少し屈曲しながら東西にはしる「溝」が認められる。この「溝」は、平面図によれば上幅が

50~100cm と大きく変位し、下端の形状も一定していない。また、断面図によればその下部は築垣の下部の地
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山にさらに延びる様子が窺える。つまり、底部まで達していないのである。また、写真によれば、「溝」の両

辺がよく平行しながら屈曲しているように見える。以上の状況は、この「溝」が人為的に掘削されたのでは

なく、自然現象によって生じた亀裂であることを示しているものと考えられる。自然現象の中で地山に亀裂

が生じる原因としては、まず急傾斜地における地滑りが考えられる。しかし、上野国分寺は急傾斜地に立地

しておらず、地滑りは想定できない。他に原因を求めるとすれば、それは地震である。上野国分寺は今井白

山遺跡と同様に扇状地の上に立地しており、地山の下部には砂層が堆積している。おそらく、地震により下

部の砂層が液状化現象を起こして、上部の堆積層が南方向にずれ亀裂が生じたものと推定される。亀裂の下

部には、今井白山遺跡で検出されたような砂層の液状化に伴う噴砂が認められるものと思われる。

地震による液状化現象は、「気象庁の震度階級の VI （烈震） • VIl （激震）で発生する。特に液状化し易い地

盤条件では V （強震）でも発生しうる」とされる（寒川 1992) 。強震は「壁に割れ目が入り、墓石・石どう

ろうが倒れたり、煙突・石垣などが破損する程度の地震」であり、烈震は「家屋の倒壊は30％以下で、山く

ずれが起き、地割れを生じ、多くの人々が立っていることができない程度の地震」である（同前）。南辺築垣

の下部で地震に伴う砂層の液状化現象が生じているとするならば、上野国分寺の堂塔への影響は必至と言わ

ざるを得ない。

ところで、南大門基壇の東縁には方位を異にする石列があり、南大門の改修の可能性もある。さらに、金

堂の「基壇の版築土の中と底部には創建期の軒瓦や文字が押印されたものを含む瓦の破片が多数入って」お

り、「金堂の建立が始まった時点では、それに先行して瓦を使う工事が進められて」おり、「それが塔であっ

た可能性が高い」とされる。「七重の塔の建立が開始されたのは 8 世紀前期ないし中期」とされ、弘仁九

(818) 年には塔は完成していたものと考えられる。つまり、金堂の基壇中に創建期の瓦が入れられ背景に

は、地震による塔に葺かれていた瓦の崩落があったのではなかろうか。

そして、上野国分寺の南辺築垣は、西部で北側に屈曲している。この南辺築垣が改修されているとするな

らば、その契機は上記の地震による影響が想定されるのである。

上野国分寺の建立にあたっては、勢多郡の豪族が寄進を行い大きな役割を果たしていることが知られてい

る。一方、弘仁九年の地震に由来する泥流によって、赤城山南麓の勢多郡域は大災害を被ったことが明らか

にされた（能登・内田・早田 1990) 。上野国分寺が地震により被害を受け、その後改修がなされたとするな

らば、勢多郡の豪族の係わり方も創建時とは異ならざるを得なかったであろう。

このように、弘仁九年の地震が上野国分寺に与えた影響は小さくなかったものと思われる。今後の発掘調

査により、南辺築垣を切る「溝」の実態を把握する必要がある。

地震は確かに自然現象ではあるが、歴史に大きな影響を与える現象でもあるのである。

3 灰釉陶器の磨痕
1 区 2 号住居からは、ほぽ完形の灰釉陶器が 4 点出土している。これらの内 3 点の内面中央部と高台端部

には研磨痕が認められる。研磨痕の範囲に規則性があり、使用の結果というよりは、意識的にかつ組織的に

研磨された結果と考えるべきであろう。

灰釉陶器と言う大量生産および広域流通が前提となる陶器の性格からして、こうした組織的な研磨が生産

から消費までのどの段階で行われたかは、灰釉陶器を考える上で重要な要素であろう。今後の追及課題であ

る。
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4 土器の胎土分析
これまで、各種の土器の胎土について、その生産地と移動を推定すべく様々な理科学的分析方法が採られ

て来た。それは、蛍光X線分析による元素の定量分析であったり、 X線回折試験による粘土鉱物および造岩

鉱物の同定であったり、砂粒の童鉱物組成であったりした。

それらの方法を概観してみると、各資料間の一般性を求めるためにいくつかの元素・鉱物を抽出し、資料

間で比較を行うが、なぜその元素・鉱物を選ぶかの自然科学的かつ人文科学的意味付けがなされておらず、

だされた結果を判断する基準がないか、不十分である。

また、明らかにすべき課題に対しいかなるバックデータが必要かの検討がなく、出されたデータの解析は

可能性の指摘に止まっている。

つまり、考古学的に胎土分析になにを求めるのかを明確にし、自然科学的な条件を理解あるいは管理・制御

した上で、データを抽出し、解析する必要があると言えよう。

本遺跡で行った土器の胎土分析は、上記の問題意識に基づく基礎的な作業の一つである。今後、様々な試行

を行いながら、土器の胎土の理科学的な分析方法により考古学的に意味のあるデータを抽出する努力を継続

して行きたい。

本遺跡の出土資料については、出来る限りの資料化に努めたが、それらの提議する問題は多伎にわたる。

紺者の力量不足により十分に追及できなかった。この責任は今後の課題として負って行きたい。
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挿因番号 種別 出土位置
法 鍼 胎土焼成色調 製作技法等の特徴 備 考

図版番号 器種 遺存状況

図ー 7 縄文土器 床面直上 口径（42.5) 砂粒をやや多く含む。 口縁内傾、口縁部文様帯、単節 RL縄文横位施文。

1 深鉢 口縁部破 底径一 やや堅緻 体部区画文、 RL 縦位施文。磨消縄文。内面横撫で、

図版ー34 片（約1/6) 器高(18.7) にぶい橙色 二次加熱で赤褐色化。

図ー 6 縄文土器 1 区19住 口径一 砂粒をやや多く含む。 縦位沈線 2~3 条単位で施文。間に単節 LR縄文

2 深鉢 底径 8.4 やや堅緻 横位施文か。内外面縦撫で。

図版ー34 体部～底 器高（10.0) 淡黄色

図ー 6 縄文土器 床面直上 口径 6.3 砂粒をやや多く含む。 口縁やや内傾。外面縦撫で。内面横撫で。

3 小形鉢 底径 5.0 堅緻

図版ー34 完形 器高 4.0 にぶい黄橙色

図ー 6 縄文土器 床面直上 口径一 細砂粒をやや多く含む。 単節RL縄文施文。磨消縄文。幅広沈線による区画 5 と同一個体

4 深鉢 他 底径一 やや堅緻 文。内面横撫で。 か。

図版ー 34 体部破片 器高一 明褐色

図ー 6 縄文土器 床面直上 口径一 細砂粒をやや多く含む。 単節RL縄文横位～余斗位施文。幅広沈線。内面横撫 4 と同一個体

5 深鉢 他 底径一 やや堅緻 で。 か。

図版ー34 体部破片 器高一 赤褐色

図ー 6 縄文土器 1 区18住 口径ー 細砂粒を少し含む。 口縁内傾。口縁上端部に楕円形の刻み目列、その下 7 と同一個体

6 深鉢 口縁部破 底径一 堅緻 部に横位幅広沈線。体部単節RL施文後幅広沈線によ

図版ー34 片 器高一 にぶい赤褐色 る曲線文。内面横憮で。

因ー 6 縄文土器 1 区18住 口径一 細砂粒を少し含む。 6 に同じ 6 と同一個体

7 深鉢 口縁部破 底径一 堅緻

図版ー34 片 器高一 暗赤褐色

図ー 6 縄文土器 1 区17住 口径一 細砂粒を少し含む。 単節RL縄文縦位施文後、縦位幅広沈線による区画 9 と同一個体

8 深鉢 底径一 堅緻 文。沈線文。内面横撫で。 か。

図版ー 34 体部破片 器高一 にぶい赤褐色

図ー 6 縄文土器 1 区17住 口径一 細砂粒を少し含む。 8 に同じ 8 と同一個体, 深鉢 底径一 堅緻 か。

図版ー 34 体部破片 器高一 赤褐色

図ー 6 縄文土器 床面直上 口径一 砂粒をやや多く含む。 単節 RL縦位施文。縦位沈線による区画文。内面撫

10 深鉢 底径一 やや堅緻 で。

図版ー 34 体部破片 器高一 明褐色

図ー 6 縄文土器 床面直上 口径一 砂粒を多く含む。 単節RL縄文縦位施文。内面撫で。

11 深鉢 底径一 やや堅緻

図版ー34 体部破片 器高一 橙色

図ー 6 縄文土器 埋 土 口径一 砂粒をやや多く含む。 沈線による縦位区画文。外面縦撫で。内面撫で。

12 深鉢 底径一 やや堅緻

図版ー34 体部破片 器高一 橙色

図ー 6 縄文土器 埋 土 口径一 砂粒を多く含む。 沈線による縦位区画文。縦撫で。内面撫で。

13 深鉢 底径一 やや堅緻

図版ー 34 体部破片 器高一 にぶい橙色

挿図番号 図版番号 器 種 出土位置 石材 長さ 幅 厚さ 重量 製作技術、形態等の特徴

図 7 -14 図版ー34 削器 床面直上 黒色頁岩 3.6 1.8 0.5 3.53 剥片素材

図 7 -15 因版ー34 削器 床面直上 黒色安山岩 4.2 3.6 0.8 11. 93 折られた剥片素材

図 7 -16 図版ー34 削器 床面直上 黒色頁岩 5.2 3.6 0.5 9.14 剥片素材

図 7 -17 図版ー34 使用痕のある剥片 床面直上 黒色頁岩 9.6 5.4 1.3 59. 79 剥片素材

図 7 -18 図版ー34 削器 床面直上 黒色頁岩 4.0 2.4 0.5 7.12 折られた剥片素材

図 7 -19 図版ー 34 使用痕のある剥片 床面直上 黒色頁岩 7.0 2.4 0.9 13.57 剥片素材

図 7 -20 図版ー34 削器 床面直上 黒色安山岩 5.9 4.6 l. 7 45.07 剥片素材、被熱痕あり

図 7 -21 図版ー34 使用痕のある剥片 床面直上 黒色頁岩 7.4 7.5 1.0 44.71 折られた剥片素材

図 7 -22 図版ー34 削器 床面直上 黒色頁岩 5.45 9. 7 1.3 59. 75 剥片素材

因 7 -23 図版ー34 削器 床面直上 黒色頁岩 5. 7 8.25 0. 75 43.31 剥片素材

図 7-24 図版ー34 削器 床面直上 黒色頁岩 7.8 8.0 2.4 123. 90 剥片素材

因 7 -25 図版ー 34 削器 床面直上 黒色頁岩 8.2 6.35 2.5 116.09 剥片素材

図 7 -26 図版ー34 削器 床面直上 黒色頁岩 8.9 9.5 l. 7 118. 73 剥片素材

図 8 -27 図版ー34 削器 床面直上 黒色頁岩 8.15 6.5 1.55 92.15 節理で折れた剥片素材

因 8 -28 因版ー35 削器 床面直上 黒色頁岩 10.45 7.5 2.3 225.05 折られた剥片素材

図 8 -29 図版ー35 磨石 床面直上 粗粒安山岩 11.8 7.3 5.8 752.20 楕円礫素材、研磨痕．敲打痕

図 8 -30 図版ー35 凹石 床面直上 粗粒安山岩 15.4 9.2 6.0 811.40 楕円礫素材、被熱後凹部形成

図 8 -31 図版ー35 敲石 床面直上 粗粒安山岩 7. 9 6.8 3.8 255.30 円礫素材、両面・側部敲打痕
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遺物観察表

挿因番号 図版番号 器 種 出土位置 石材 長さ 幅 原さ 重最 製作技術、形態等の特徴

図 8 -32 図版ー35 磨石 床面直上 粗粒安山岩 13. 7 12.0 3.6 938.30 扁平な円礫素材、両面研磨痕

図 8 -33 図版ー35 凹石 床面直上 粗粒安山岩 19.9 16.6 4.6 2200.0 扁平な円礫素材、両面に凹部

図 8 -34 図版ー35 円礫破片接合 床面直上等 粗粒安山岩 18. 2 16.0 1.2 403.00 被熱によりはじけた円礫破片

l 区 1 号住居

挿図番号 種別 出土位置
法 屈 胎土焼成色調 製作技法等の特徴 備 考図版番号 器種 遺存状況

図ー 10 土師器 カマド埋 口径 (9.3) 細粒砂 口縁部と体部の間に弱い稜をもち、底部は丸底であ

1 杯 土口縁 底径一 酸化焔 る。口縁部は横撫で、体部・底部はへら削り。

図版ー35 ～体部1/2 器商（ 3.2) 橙色

図ー 10 土師器 埋 土 口径(1 2.8) 微粒砂 口縁部は外反し、体部の間に稜をもち、底部は丸底

2 杯 口縁1/4 底径一 酸化烙 である。口縁部は横撫で、体部・底部はへら削り。

図版ー 35 ～体部少 器高 (3.9) にぶい黄橙色

図ー 10 土師器 埋 土 口径 (14.7) 微粒砂 口縁部は内彎する。口縁部は横撫で、体部はへら削

3 杯 口縁～体 底径一 酸化焔 り、口縁部と体部の間に無調整部分がある。

図版ー35 部1/4 器高 (4.8) 明赤褐色

図ー 10 土師器 埋 土 口径 1 1. 0 細粒砂 口縁部は僅かに外反し、体部の間に稜をもつ。体部

4 杯 底径 3.8 酸化焔 は直線的に開き、底部は平底である。口縁部は横撫

図版ー35 ほぽ完形 器高 4.8 にぶい黄橙色 で、体部・底部はへら削り。

図一 11 土師器 埋 土 口径一 水簸土か 杯身と脚部で成型後接合、杯身底部はへら削り、脚

5 高杯 脚部上半 底径一 酸化焔 部は面取り状にへら削り。

図版ー35 器高 (5.5) 橙色

図一 11 土師器 埋 土 口径一 細粒砂 外面はへら削り。

6 高杯 脚部片 底径一 酸化焔

図版一 器高 (4.1) 明赤褐色

図一 11 土師器 埋 土 口径 (16.0) 央雑物 口縁部から頸部にかけては横撫で、胴部はへら削り。

7 甕 口縁部1/2 底径一 酸化焔

図版ー35 器高 (5.3) にぶい黄橙色

図一 11 土師器 埋 土 口径(1 7.4) 央雑物 口縁部から頸部にかけては横撫で、胴部はへら削り、

8 甕 口縁～体 底径一 酸化焔 内面胴部はへら撫で。

図版ー35 部1/2 器高 (1 1.5) にぶい褐色

図一 11 土師器 埋 土 口径 (12.1) 央雑物 口縁部は横撫で、胴部はへら削り。内面胴部はへら

9 甑 口縁～体 底径一 酸化焔 撫で。

図版ー35 部1/2 器高 (13.2) 明赤褐色

図― 11 土師器 埋 土 口径 (17.3) 央雑物 口縁部は横撫で、体部・底部はへら削りで底部には

10 甑 口縁～底 底径 (5.7) 酸化焔 小孔あり、内面体部はへら撫で。

図版ー 36 部1/2 器高 10.3 浅黄色

図一 11 土師器 埋 土 口径一 央雑物 頸部は横撫で、胴部・底部はへら削り、内面胴部は

11 増 頸部～底 底径一 酸化焔 へら撫で。

図版ー 36 部完形 器高 (8.6) 赤褐色

図一 11 土師器 埋 土 口径 (18. 5) 央雑物 口縁部は横撫で、胴部はへら削り。内面胴部はへら

12 鉢？ 口縁～体 底径一 酸化焔 撫で。

図版ー 36 部1/5 器高(11.3) にぶい褐色

図一 11 土師器 埋 土 口径 19.5 央雑物 口縁部から頸部にかけては横撫で、胴部はへら削り、

13 官ギ 口縁～胴 底径一 酸化焔 内面胴部はへら撫で。

図版ー36 部 器高（18.5) 明黄褐色

図― 11 土師器 埋 土 口径一 央雑物 胴部はへら削り、底部は無調整、内面は刷毛整形後

14 甕 底部3/4~ 底径 6.6 酸化烙 へら撫で。

図版ー36 体部1/4 器高 (6.5) にぶい黄褐色

図一 11 土師器 埋 土 口径一 央雑物 外面は体部・底部ともへら削り、内面はへら撫で。

15 甕 底部一部 底径 8.4 酸化焔

図版ー 36 欠 器高 (3.3) 暗灰黄色

図一 11 土師器 埋 土 口径一 央雑物 外面は体部・底部ともへら削り、内面はへら撫で。

16 甕 底部完～ 底径 4. l 酸化焔

図版ー 36 体部1/3 器高 (8.1) にぶい黄褐色

挿図番号 図版番号 器 種 出土位置 石材 長さ 幅 厚さ 璽最 製作技術、形態等の特徴

図11-17 図版ー36 石製管玉 埋土 蛇紋岩 2.25 0.6 0.2 1.00 一方向からの穿孔
図12-18 図版ー36 加工痕のある礫 埋土下位 ニツ岳軽石 18.2 9.1 7.8 846.80 一面中央部に樋状削り痕

図12-19 図版ー36 版石 埋土 角閃石安山岩 17.4 8.0 7.3 906.90 棒状円礫素材、端部に敲打痕
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1 区23号、 1 号、 2 号、 35号住居

□ I ：巴 I ｀のある： 笠置 1:`[岩|9 1 ]品： ? | 2：り。 I 円：：：：｀言こ：←
16.6 I 11300 側片部剥離痕、片面削り痕

1 区 2 号住居

挿図番号 種別 出土位置
法 齋 胎土焼成色調 製作技法等の特徴 備 考

図版番号 器種 遺存状況

図ー 14 灰釉陶器 埋 土 口径 13.2 微粒砂 輛誼成形、回転方向右廻り。高台は貼付。底部は回 大原 2 号窯式

1 皿 底径 6.3 還元焔焼締め 転へら調整。内面見込み部・高台畳付きに重ね焼き 期

図版ー 37 完 形 器高 2.8 灰白色 痕あり、施釉方法は漬け掛け、釉調は透明な淡緑色。

図ー 14 灰釉陶器 埋 土 口径 13.0 微砂粒 鞘輯成形、回転方向右廻り。高台は貼付。底部は回 大原 2 号窯式

2 皿 底径 7.0 酸化焔焼締め 転へら調整。内面見込み部に重ね焼き痕あり、施釉 期

図版ー37 完 形 器高 3.0 灰白色 方法は漬け掛け、釉調は不透明な灰白色。

図ー 15 灰釉陶器 埋 土 口径 13.0 微砂粒 鞘櫨成形、回転方向右廻り。高台は貼付。底部は回 大原 2 号窯式

3 皿 底径 6.4 還元焙焼締め 転へら調整。内面見込み部に重ね焼き痕あり、施釉 期

図版ー 37 完 形 器高 2.9 灰白色 方法は漬け掛け、釉調は透明な淡緑色。

図ー 15 灰釉陶器 埋 土 口径 13.8 微砂粒 輛櫨成形、回転方向右廻り。高台は貼付。底部は回 大原 2 号窯式

4 椀 底径 7. 7 還元焔焼締め 転へら調整、内面底部に、不定方向の指撫で。高台 期

図版ー 37 完 形 器裔 4.6 灰白色 畳付けに乾燥時の付着を防ぐためのあて具痕あり。

施釉方法は漬け掛け、釉調は不透明な灰白色。

挿図番号 図版番号 製品名 出土位置 遺存状態•特徴 長さ 幅 厚さ 備 考

図15- 5 図版ー37 鉄器・釘 埋土中位 断面は中央部正方形で上端部は長方形。完形。 8.9 0.9 0.8 

図15- 6 図版ー37 鉄器・釘 埋土中位 断面は上端・中央・下端とも正方形。ほぽ完形。 8.6 0.8 0.6 

図15- 7 図版ー37 鉄器・釘 埋土中位 断面は上端長方形で中央・下端は正方形。完形。 8. 7 0. 7 0.6 

図15- 8 図版ー37 鉄器・釘 埋土中位 断面は上端部長方形で中央部は正方形。完形。 7.8 0.6 0. 7 湾曲している

図15- 9 図版ー37 鉄器・釘 埋土中位 断面は正方形。先端部を少し欠く。欠損は調査前 (8.2) 0.4 0.4 

図15-10 図版ー37 鉄器・釘 埋土中位 断面は正方形。先端部を少し欠く。欠損は調査~lj (6.4) 0.6 0.6 

図15-11 図版ー37 鉄器・釘 埋土中位 断面は正方形。先端部を欠損する。欠損は調査前 (5. 7) 0.8 0.6 

図15-12 図版ー37 鉄器・釘 埋土中位 断面は上端部長方形で中央部正方形。先端部欠損 (5. 7) 0.8 0.5 

図15-13 図版ー 37 鉄器・釘 埋土中位 断面は正方形。先端部を欠損する。欠損は調査後 (6.2) 1.1 0.4 身は錆て空洞

図15-14 図版ー37 鉄器・釘 埋土中位 断面は正方形。先端部を欠損する。欠損は調査前 (5.6) 0. 7 0.6 

図15-15 図版ー 37 鉄器・釘 埋土中位 断面は正方形。下半部を欠損する。欠損は調査後 (5.0) 0.6 0. 7 

図15-16 図版ー 37 鉄器・釘 埋土中位 断面は正方形。下半部を欠損する。欠損は調査前 (4. 5) 0.9 0.5 

図15-17 図版ー 37 鉄器・釘 埋士中位 断面は正方形。下半部を欠損する。欠損は調査後 (4.2) 0.8 0.5 

図15-18 図版ー 37 鉄器・釘 埋土中位 断面は正方形。下半部を欠損する。欠損は調査前 (3.5) 0.8 0.5 

図15-19 図版ー 37 鉄器・釘 埋土中位 断面は正方形。下半部を欠損する。欠損は調査後 (2. 7) 0.9 0.5 

図15-20 図版ー37 鉄器・釘 埋土中位 断面は上部長方形で下端部正方形。欠損は調査前 (4.9) 0.6 0.4 身は錆て空洞

図15-21 図版ー37 鉄器・釘 埋土中位 断面は正方形。先端部を欠損する。欠損は調査後 (5.5) 0.6 0.4 

図15-22 図版ー37 鉄器・釘 埋士中位 断面は長方形。頭・先端部を欠損。欠損は調査後 (3.9) 0.6 0.4 身は錆て空洞

図15-23 図版ー37 鉄器・釘 埋土中位 断面は正方形。下半・先端部欠損。欠損は調査前 (3.5) 0.5 0.4 

図l5-24 図版ー37 鉄器・釘 埋土中位 断面は長方形。下半部を欠損する。欠損は調査後 (2.5) 0. 7 0.5 身は錆て空洞

図16-25 図版ー 38 加工材 埋土中位 直径約 6 cm の丸木素材。先端部を削って尖らす。 (8. 7) (4. 7) (2.8) コナラ属

図16-26 図版ー 38 加工材 埋土中位 直径約 8 cm の丸木素材。先端部を削って尖らす。 (5.6) (4.2) (3. 7) コナラ節

挿図番号 図版番号 器 種 出土位置 石材 長さ 幅 厚さ 重磁 製作技術、形態等の特徴

図16-27 図版ー38 加工痕のある礫 埋土中位 ニッ岳軽石 18.2 9.2 7.8 846.80 円礫素材、端部に剥離痕

図16-28 図版ー38 加工痕のある礫 埋土中位 粗粒安山岩 14. 5 18.2 11.4 3500.0 円礫素材、線状加工痕あり

図16-29 図版ー38 加工痕のある礫 埋土中位 軽石 23.0 14. 2 10.2 1500. 0 楕円礫素材、削り痕と剥離痕

図16-30 図版ー38 加工痕のある礫 埋土中位 粗粒安山岩 17.4 11. 2 10. 7 1900. 0 円礫素材、敲打痕

図17-31 図版ー38 加工痕のある礫 埋土中位 粗粒安山岩 26. l 17.0 13. 9 5500.0 楕円礫素材、削り痕

図17-32 図版ー38 加工痕のある礫 埋土中位 粗粒安山岩 41.2 27.4 15. l 20400 扁平円礫索材、凹部、被熱痕

図17-33 図版ー38 加工痕のある礫 埋土中位 粗粒安山岩 22.2 14. 9 13. 5 4000.0 長楕円礫素材、樋状削り痕

図17-34 図版ー38 被熱痕のある礫 埋土中位 変質安山岩 21. 5 18.4 7. 7 4150.0 被熱により剥離、接合

1 区 3 号住居

挿図番号 種別 出土位置
法 鉱 胎土焼成色調 製作技法等の特徴 I 備 考

図版番号 器種 遺存状況

図ー 19 土師器 埋 ｱ 口径(10.9) 細砂粒 口縁部は直立し、底部はほぼ平底。口縁部は横撫で、 I
l 杯 口縁～底 底径一 酸化焔 体部は無調整、底部はへら削り。

図版ー39 部1/4 器高 (3.3) 橙色
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遺物観察表

挿図番号 種別 出土位置
法 旦里 胎土焼成色調 製作技法等の特徴 備 考図版番号 器種 遺存状況

図ー 19 土師器 埋 土 口径 (12.2) 微細粒 口縁部は外反し、体部との間に稜をもつ。口縁部は
2 杯 口縁～底 底径一 酸化焔 横撫で、体部・底部はへら削り。

図版ー39 部1/8 器高 (3.2) 橙色

図ー 19 土師器 埋 土 口径 (12.7) 細砂粒 口唇部は内彎し、底部はほぽ平底。口縁部は横撫で、
3 杯 底径一 酸化焔 体部は無調整。底部はへら削り。

図版ー 39 ほぽ完形 器高 3.8 にぶい橙色

図ー 19 土師器 埋 土 口径（15.9) 細砂粒 口縁部は直立し、底部は丸底。口縁部は横撫で、体
4 杯 口縁一体 底径一 酸化焔 部・底部はへら削り。

図版ー39 部1/4 器高 (6.5) にぶい赤褐色

図ー 19 土師器 埋 土 口径 (9.2) 微細粒 口縁部は外反し、底部は弱い丸底。口縁部は横撫で、
5 杯 口縁部よ 底径一 酸化烙 体部・底部はへら削り。

図版一 り 1/8 器高 (4.2) 橙色

図ー 19 土師器 埋 土 口径一 央雑物 杯身底部中央に突起を設け脚部に差し込んでいる。

6 高杯 底径一 酸化焔 外面は刷毛目。

図版ー39 脚部片 器高 (3.5) 明赤褐色

図ー 20 土師器 埋 土 口径 (2 1. 6) 微細粒 口縁部に輪積み痕。口縁部は横撫で、胴部はへら削

7 甕 口縁～頸 底径一 酸化焔 り、内面胴部はへら撫で。

図版ー 39 部1/3 器尚（ 7.8) 明赤褐色

図ー 20 土師器 埋 土 口径 (23.2) 央雑物 口縁部に輪積み痕。口縁部は横撫で、胴部はへら削

8 甕 口縁～胴 底径一 酸化焔 り、内面胴部はへら撫で。

図版ー39 部1/4 器商 (22.4) 明赤褐色

図ー 20 土師器 埋 土 口径 (26.6) 細砂粒 口縁部に輪積み痕が残る。口縁部は横撫で、胴部上

9 甕 口縁～胴 底径一 酸化焔、やや堅緻 位は横方向、中位以下は斜め方向へら削り、内面胴
図版ー39 部1/3 器高 (31.1) にぶい赤褐色 部はへら撫で。

図ー 21 土師器 埋 土 口径 22.1 細砂粒 口縁部は直線的に開き、胴部は緩い膨らみをもつ。

10 長甕 口縁～底 底径 5.4 酸化烙 口縁部は横撫で、胴部は縦方向へら削り、底部もへ
図版ー39 部2/3残 器高 34.0 にぶい赤褐色 ら削り、内面胴部はへら撫で。

図ー 20 土師器 埋 土 口径一 微細粒 外面は体部・底部ともへら削り、内面はへら撫で。

11 甕 底部～胴 底径（ 4.3) 酸化焔

図版ー39 部1/8 器高 (5.2) にぶい褐色

図ー 20 土師器 埋 土 口径一 微細粒 外面は体部・底部ともへら削り、内面はへら撫で。

12 甕 底部～胴 底径 (4.6) 酸化焔

図版ー39 部1/2 器高 (8.0) にぶい赤褐色

挿図番号 図版番号 製品名 出土位置 遺存状態•特徴 長さ 幅 原さ 備 考
図20-13 図版ー38 鉄器・鎌 埋土 刃部の形状と基部の湾曲から左利き用と推定 (15.5) 3.4 0.2 
図20-14 図版ー38 鉄器・不明 埋土 断面は長方形。両端部欠損 (3.5) 0. 7 0.2 基部に布目痕
挿図番号 図版番号 器 種 出土位置 石材 長さ 幅 厚さ 重鍼 製作技術、形態等の特徴
図20-15 図版ー39 加工痕のある礫 埋土 租粒安山岩 10. 7 5. 7 6.6 444.0 楕円礫素材、側面端部に凹部
図21-16 図版ー39 凹石 埋土 粗粒安山岩 11. 0 6.5 5.2 378.1 やや深い凹部と敲打痕

図21-17 図版ー39 加工痕のある礫 床面下 粗粒安山岩 14.8 14. I 4.8 1000. 7 扁平円礫素材、両面に鼓打痕
図21-18 図版ー39 加工痕のある礫 埋土中位 粗粒安山岩 12.0 10. 7 5.4 787.4 扁平円礫素材、端部に蔽打痕

1 区 4 号住居

挿図番号 種別 出土位置
法 最 胎土焼成色調 製作技法等の特徴 備 考図版番号 器種 遺存状況

図ー 24 土師器 埋 土 口径 (10.2) 細粒砂 口縁部は僅かに外反し、体部との間に稜をもち、底
1 杯 口縁～底 底径一 酸化焔 部は平底。口縁部は横撫で、体部・底部はへら削り。

図版ー40 部1/2 器高 3.4 橙色

図ー 24 土師器 埋 土 口径 (12.2) 微粒砂 口縁部は僅かに外反し、体部との間に稜をもち、底
2 杯 口縁～底 底径一 酸化焔 部は平底。口縁部は横撫で、体部の稜直下に無調整

図版ー40 部2/3 器高 4.7 橙色 部分、体部・底部はへら削り。

図ー 24 土師器 埋 土 口径 9.9 微粒砂 口縁部は直立ぎみ、胴部は球状。口縁部は横撫で、

3 壺 口縁完～ 底径一 酸化焔 胴部はへら削り、内面胴部はへら撫で。
図版ー40 体部上半 器高(10.8) 橙色

図ー 24 土師器 埋 土 口径 (22.2) 微粒砂 口縁部は外反し、体部との間に稜をもち、底部は丸
4 鉢 口縁～底 底径一 酸化焔 底ぎみである。口縁部は横撫で、体部・底部はへら

図版ー40 部2/3 器高 10.3 にぶい橙色 削り。
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1 区35号、 4 号～ 6 号住居

挿図番号 種別 出土位置
法 量 胎土焼成色調 製作技法等の特徴 備 考

図版番号 器種 遺存状況

図ー 24 土師器 埋 土 口径 (10.5) 央雑物 口縁部は大きく開き、胴部は膨らみをもたない。ロ

5 甕 口縁部片 底径一 酸化焔 縁部は横撫で、胴部はへら削り。

図版ー40 器高 (5.3) にぶい赤褐色

図ー 24 土師器 埋 土 口径 (9.0) 央雑物 口縁部は大きく開き、胴部は膨らみをもたない。ロ

6 甕 口縁部片 底径一 酸化烙 縁部は横撫で、胴部は外面へら削り、内面へら撫で。

図版ー40 1/8 器高 (8.6) 浅黄色

図ー 24 土師器 埋 土 口径一 央雑物 外面は杯身・脚部ともへら削り、内面杯身はへら撫

7 高杯 底部～脚 底径一 酸化烙 で。

図版ー40 部 器高一 にぶい赤褐色

図ー 24 土師器 埋 土 口径ー 微粒砂 外面脚部は刷毛整形後へら撫で。

8 高杯 脚部片 底径一 酸化焔

図版ー40 器商（ 8.1) にぶい黄橙色

図ー 24 土師器 埋 土 口径一 微粒砂 外面脚部はへら研磨。, 高杯 脚部片 底径一 酸化焔

図版ー40 器高一 にぶい橙色

1 区 5 号住居

挿図番号 種別 出土位置
法 量 胎土焼成色調 製作技法等の特徴 備 考

図版番号 器種 遺存状況

図ー 26 土師器 埋 土 口径 (10.5) 微粒砂 口縁部はやや外反し、体部は丸みをもち、底部は小

1 杯 口縁～底 底径一 酸化焔 さい平底。口縁部は横撫で、体部・底部はへら削り。

図版ー40 部1/4 器高（ 3.4) 橙色

図ー 24 土師器 埋 土 口径(10.3) 細粒砂 口縁部は直線的にやや開き、底部は丸底ぎみである。

2 杯 口縁～底 底径一 酸化焔 口縁部は横撫で、口縁部直下に無調整部分あり、体

図版ー40 部1/2 器高 (3.7) 橙色 部・底部はへら削り。

図ー 26 土師器 埋 土 口径 10.7 微粒砂 口縁部は直立し、体部との間に弱い稜をもつ。口縁

3 杯 底径一 酸化焔 部は横撫で、体部・底部はへら削り。

図版ー40 完形 器高 3.3 橙色

図ー 26 土師器 埋 土 口径 10.7 細粒砂 口縁部は直立し、体部との間に弱い稜をもつ。口縁

4 杯 底径一 酸化焙 部は丸底。口縁部は横撫で、体部・底部はへら削り。

図版ー40 完形 器裔 2.8 橙色

図ー 26 土師器 埋 土 口径(11. 2) 微粒砂 口縁部は僅かに外反し、体部との間に弱い稜をもち、

5 杯 口縁～底 底径一 酸化烙 底部は丸底。口縁部は横撫で、体部・底部はへら削

図版ー40 部3/4 器高 3. 7 橙色 り。

図ー 26 土師器 埋 土 口径 1 1. 0 央雑物 口縁部は僅かに外反し、底部は丸底ぎみ。口縁部は

6 杯 底径一 酸化焔 横撫で、口縁部直下無調整部分あり、体部・底部は

図版ー40 完形 器高 3.5 橙色 へら削り。

図ー 26 士師器 埋 土 口径 21. 2 央雑物 口縁部は外反し、胴部はほとんど膨らみをもたない。

7 甕 口縁～頸 底径一 酸化焔 口縁部は輪積み痕あり、横撫で、胴部はへら削り、

図版ー40 部2/3 器高 (7.2) にぶい黄橙色 内面胴部はへら撫で。

図ー 26 土師器 埋 土 口径一 細粒砂 脚部は膨らみをもち、裾部は開く。脚部はへら削り、

8 高杯 脚部2/3 底径 (12.9) 酸化烙 裾部は横撫で、内面脚部はへら撫で。

図版ー40 器高 (7.9) 明赤褐色

挿図番号 図版番号 器 種 出土位置 石材 長さ 幅 厚さ 重最 製作技術、形態等の特徴

図26-9 図版ー41 加工痕のある礫 埋土 粗粒安山岩 10. 7 6.8 5.0 454.6 楕円礫素材、被熱後敲打痕

図26-10 図版ー41 加工痕のある礫 埋土中位 ニツ岳軽石 16.5 17.3 10. 7 1834.2 両面・側面削り痕

l 区 6 号住居

挿図番号 種別 出土位置
法 量 胎土焼成色調 製作技法等の特徴 備 考

図版番号 器種 遺存状況

図ー 29 須恵器 埋 土 口径（12.9) 微粒砂 鞘輯成形。回転方向不明。

1 皿 口唇部片 底径一 還元焔

図版ー41 器高(1. 3) 灰黄色

図ー 29 士師器 埋 土 口径 (10.2) 細粒砂 口縁部内彎。口縁部は横撫で、体部はへら削り。

2 杯 口縁～底 底径一 酸化焔

図版ー41 部1/4 器高 (2.4) 橙色
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遺物観察表

挿図番号 種別 出土位置
法 塁 胎土焼成色調 製作技法等の特徴 備 考図版番号 器種 遺存状況

図ー 29 土師器 埋 土 口径 (13.6) 細粒砂 口縁部は直立ぎみ、底部は平底。口縁部は横撫で、

3 壺 口縁～底 底径一 酸化焔 口縁部直下に無調整部分あり、体部・底部はへら削
図版ー41 部1/3残 器高 3.1 橙色 り。

図ー 29 土師器 埋 土 口径(14.0) 細粒砂 口縁部は外反し、口唇部で直立する。底部は平底。
4 鉢 口縁～底 底径一 酸化烙 口縁部は横撫で、口縁部直下に無調整部分あり、底

図版ー41 部1/3 器高（ 3.0) にぶい橙色 部はへら削り。

図ー 29 土師器 埋 土 口径（1 1. 4) 央雑物 「コ」の字状口縁甕。口縁部に輪積み痕あり、横撫
5 甕 口縁部］／8 底径一 酸化烙 で。

図版ー41 器高 (3.7) 橙色

図ー 29 土師器 埋土 口径 1 1. 0 細粒砂 口縁部は直線的に開き、胴部は僅かに膨らみをもつ。

6 甕 口縁部～ 底径一 酸化焔 口縁部は横撫で、胴部はへら削り。

図版ー41 頸部1/6 器高 (7.8) 明赤褐色

図ー 29 土師器 埋 土 口径 (12.1) 細粒砂 口縁部は直線的に開き、胴部は僅かに膨らみをもつ。
7 甕 口縁部1/3 底径一 酸化焔 口縁部は横撫で、胴部はへら削り、内面胴部はへら

図版ー41 器高 (7.0) にぶい橙色 撫で。
図ー 29 土師器 埋 土 口径 (23.8) 央雑物 口縁部はやや外反し、胴部は大きく膨らむ。口縁部

8 甕 口縁～頸 底径一 酸化焔 は横撫で、胴部はへら削り。内面胴部はへら撫で。
図版ー41 部1/2 器高（ 9.0) 明赤褐色

図ー 29 土師器 埋 土 口径一 央雑物 脚部はへら削り、裾部は横樵で。, 台付甕 脚裾1/2残 底径一 酸化焔

図版ー41 器高 (3.2) 明赤褐色

挿図番号 図版番号 器 種 出土位置 石材 長さ 幅 庫さ 重絋 製作技術、形態等の特徴
図29-10 困版ー41 棒状礫 埋土下位 石英閃緑岩 11. 8 5.85 3.1 307.0 楕円礫
図29-11 図版ー41 棒状礫 埋土下位 粗粒安山岩 12.0 6.2 4.1 495.8 楕円礫
図29-12 因版ー41 棒状礫 埋土 石英閃緑岩 14. 0 5.2 3.6 387.9 楕円礫
図29-13 図版ー41 棒状礫 埋土 ひん岩 15.8 5.1 4.2 578.8 楕円礫、被熱痕
図29-14 図版ー41 棒状礫 埋土 粗粒安山岩 11. 2 6.2 2.7 304.5 扁平な楕円礫
図29-15 図版ー41 棒状礫 床面直上 溶結凝灰岩 12.0 6.2 3.6 399.2 楕円礫

1 区 7 号住居

挿図番号 種別 出土位置
法 最 胎土焼成色調 製作技法等の特徴 備 考図版番号 器種 遺存状況

図ー 31 土師器 埋 土 口径一 細粒砂 内外面ともへら研磨で赤色塗彩。

l 蓋 口縁部～ 底径 8.6 酸化焔

図版ー41 体部2/3 器高 2.2 明赤褐色

図ー 31 土師器 埋土 口径 (14.0) 細粒砂 「 S 」字口縁台付甕。口縁部は横撫で、胴部は刷毛
2 甕 口縁～底 底径一 酸化焔 目 (1 単位10条）、内面肩部に指頭痕。

図版ー41 部1/3 器高 (5.7) にぶい橙色

図ー 31 土師器 埋 土 口径一 央雑物 胴部は刷毛目 (1 単位10条）、胴底部付近・底部は

3 甕 底部～胴 底径 6.3 酸化焔 へら削り。内面はへら撫で。

図版ー41 部2/3 器高 (8.0) 橙色

図ー 31 土師器 埋 土 口径 (12.2) 細粒砂 有段口縁。口縁部は捌毛整形後横方向へら削り。頸

4 甕 口縁部片 底径一 酸化焔 部は縦方向へら削り、内面はへら削りで黒色処理。
図版ー41 器高 (7.2) にぶい橙色

1 区 8 号住居

挿図番号 種別 出土位置
法 量 胎土焼成色調 製作技法等の特徴 備 考図版番号 器種 遺存状況

図ー 33 須恵器 カマド埋 口径 (13.8) 灰雑物 観櫨成形、回転方向右廻り。高台は貼付。底部は回
1 椀 土口縁 底径 6. 7 還元焔 転糸切り。

図版ー42 1/8～底綿 器高 5.3 灰色

図ー 33 須恵器 埋 土 口径 (13.2) 央雑物 鞘輯成形、回転方向右廻りか。高台は貼付。底部は

2 椀 口縁～底 底径 6.1 還元焙 回転糸切り。

図版ー42 部1/4 器高 5.0 灰色

図一 33 須恵器 埋 土 口径（14.8) 細粒砂 鞘輯成形、回転方向右廻り。高台は貼付。底部切り

3 椀 口縁～底 底径 (6.0) 酸化焔 離し技法不明。
図版ー42 部1/3 器高 (3.1) にぶい黄橙色
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1 区 6 号～ 9 号住居

挿図番号 種別 出土位置
法 量 胎土焼成色調 製作技法等の特徴 備 考

図版番号 器種 逍存状況

図ー 33 須恵器 埋 土 口径（1 1.4) 細粒砂 鞘輯成形、回転方向右廻り。底部は回転糸切り。

4 杯 口縁～底 底径 (5.1) 還元焔

図版ー42 部1/2 器高 (4.0) 灰色

図ー 33 須恵器 埋 土 口径 (12.3) 細粒砂 鞘轄成形、回転方向不明。

5 杯 口縁片1/4 底径一 酸化焔

図版ー42 器高 (3.0) 浅黄色

図ー 33 土師器 埋 土 口径 (1 1. 0) 細粒砂 口縁部はやや外傾、体部・底部は丸みをもつ。口縁

6 杯 口縁～底 底径一 酸化焔 部は横撫で、体部・底部はへら削り。

図版ー42 部1/3 器高 (3.4) 橙色

図ー 33 土師器 埋 土 口径 (18.0) 細粒砂 「コ」の字状口縁甕。口縁部は横撫で、頸部はへら

7 甕 口縁～体 底径一 酸化焔 撫で、胴部はへら削り、内面胴部はへら撫で。

図版ー42 部1/6 器高（1 1. 0) にぶい褐色

図ー 33 土師器 埋 土 口径 (19.8) 微粒砂 「コ」の字状口縁甕。口縁部は横撫で、頸部はへら

8 甕 口縁部片 底径一 酸化焔 撫でであるが一部無調整部分が残る。

図版ー42 器高 (4.5) 橙色

図ー 33 土師器 埋 土 口径 (19.2) 細粒砂 「コ」の字状口縁甕。口縁部は横撫で、頸部はへら, 甕 口縁部1/4 底径一 酸化焔 撫で、胴部はへら削り、内面胴部はへら撫で。

図版ー42 器高 (5.2) にぶい赤褐色

図ー 33 土師器 埋 土 口径ー 微粒砂 胴部はへら削り、底部・脚部は横撫で、内面胴部は

10 台付甕 底部～台 底径 3.5 酸化焔 へら撫で。

図版ー42 部小片 器高（ 3.4) 褐色

挿図番号 図版番号 製品名 出土位置 遺存状態•特徴 長さ 幅 厚さ 備 考
図33-11 図版ー42 鉄器・鏃 埋土 基部に袂りのある三角形状。身は薄く、一孔あり。 (3.0) (2. 5) 0.2 

図33-12 図版ー42 鉄器・刀子 埋土 切っ先部のみ遺存。欠損は調査後。 (2.9) 1.0 0.2 

図33-13 図版ー42 鉄器・釘 埋土 「く」の字に屈曲。先端部欠損。断面長方形。 (5.3) 0.8 0.6 

図33-14 図版ー42 鉄器・釘 埋土 断面長方形。下半部欠損。欠損は調査後。 (3.6) 0.5 0.6 

図33-15 図版ー42 鉄器・釘 埋土 断面正方形。上半部・先端部欠損。 (4. 7) 0.4 0.4 

図33-16 図版ー42 鉄器・釘 埋土 鋳が進み断面形不明。先端部欠損。 (5.0) 0.3 0.3 17 と同ーか

図33-17 図版ー42 鉄器・釘 埋土 錆が進み断面形不明。 (5.5) 0.3 0.3 16 と同ーか

挿図番号 図版番号 器 種 出土位置 石材 長さ 幅 厖さ 重誠 製作技術、形態等の特徴

図33-18 図版ー42 砥石 埋土 頁岩 4. 75 5.2 2.15 48.16 側面・端部に丸ノコギリ痕

図33-19 図版ー42 砥石 埋土 砥沢石 6.4 3. 7 2. 7 99.93 両面・側面に研磨痕

1 区 9 号住居

挿図番号 種別 出土位置
法 益 胎土焼成色調 製作技法等の特徴 備 考図版番号 器種 遺存状況

図ー 36 須恵器 カマド 口径 16. l 央雑物 鞘輯成形、回転方向右廻り。底部は回転糸切り無調

l 皿 口縁1/2~ 底径 5.8 還元焔 整。

図版ー42 底部完 器高 2.8 灰白色

図ー 36 須恵器 埋 土 口径 12.9 央雑物 鞘輯成形、回転方向右廻り。底部は回転糸切り無調

2 杯 口縁2/3~ 底径 6.3 還元焔 整。

図版ー42 底部完 器高 3. 7 灰色

図ー 36 須恵器 埋 土 口径 12.8 宍雑物 糖櫨成形、回転方向右廻り。底部は回転糸切り無調

3 杯 口縁～底 底径 7.0 還元焔 整。

図版ー42 部1/2 器高 4. l 灰黄色

図ー 36 須恵器 埋 土 口径 13.7 央雑物 輛轄成形、回転方向右廻り。高台は貼付。底部は回

4 椀 口縁2/3~ 底径 7.5 還元焔 転糸切り無調整。

図版ー42 底部完 器高 5.8 灰色

図ー 36 須恵器 埋土 口径（14.1) 央雑物 観輯成形、回転方向右廻り。高台は貼付。底部は回

5 椀 口縁～体 底径 7.2 還元焔煉 転糸切り無調整。

図版ー42 部 1 部欠 器高 5.4 灰黄色

図一 36 須恵器 埋 土 口径 (14.1) 央雑物 輛輯成形、回転方向右廻り。高台は貼付。底部は回

6 椀 口縁1/6~ 底径 6. 7 酸化焔 転糸切り無調整。
図版ー42 底部2/3 器高 5.1 にぶい黄橙色

図一 36 須恵器 掘り方 口径 (14.2) 央雑物 鞘櫨成形、回転方向右廻りか。高台は剥離。底部は

7 椀 口縁 1 部 底径 7.3 還元焔 回転糸切り無調整。

図版ー42 ～底部］／3 器高 4.8 灰白色
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遺物観察表

挿図番号 種別 出土位置
法 絋 胎土焼成色調 製作技法等の特徴 備 考

図版番号 器種 遺存状況

図ー 36 須恵器 カマド掘 口径 14.1 央雑物 饒櫨成形、回転方向不明。高台は貼付。底部切り放

8 椀 り方口 底径 6.9 還元焔 し技法不明。

図版ー42 縁～底1/4 器高 6.0 にぶい黄橙色

図ー 36 須恵器 カマド掘 口径 (13.5) 央雑物 鞘輯成形、回転方向不明。高台は剥離。底部切り放

9 椀 り方口 底径一 還元焔 し技法不明。

図版ー42 縁～1/3 器高 (5.2) 灰白色

図ー 36 須恵器 掘り方 口径一 央雑物 鞘龍成形、回転方向不明。

10 長頸壺 胴部片底 底径一 還元焔

図版ー42 部付近 器高 (8.2) 灰色

図ー 37 須恵器 埋 土 口径一 微粒砂 へら削り。

11 鉢 底径一 還元焔

図版ー42 器高一 灰色

図ー 37 土師器 貯蔵穴 口径（1 1.7) 細粒砂 体部から口縁部にかけては直線的、底部は平底。ロ

12 杯 口縁～底 底径 8.2 酸化焔 縁部は横撫で、体部は強い撫でとへら撫で、底部は

図版ー42 部1/2 器高 3.6 にぶい赤褐色 へら削り。

図ー 37 土師器 埋 土 口径（12.2) 細粒砂 口縁部は直線的で底部との間に稜をもつ。底部は平

13 杯 口縁～底 底径 (9.5) 酸化焔 底。口縁部は横撫で、底部はへら削り。

図版ー42 部1/6 器高 (2.5) 橙色

図ー 37 土師器 掘り方 口径 1 1.2 細粒砂 体部から口縁部にかけては直線的、底部は平底。ロ

14 杯 口縁一底 底径 8.0 酸化焔 縁部は横撫で、体部は無調整、底部はへら削り。

図版ー42 部1/4 器高 3.6 橙色

図ー 37 土師器 埋 土 口径一 微粒砂 脚部は横撫で、胴部底部はへら撫で。

15 台付甕 台部1/2 底径 4.8 酸化焙

図版ー42 器高 (4.6) 灰褐色

図ー 37 土師器 埋 土 口径 9.2 微粒砂 口縁部から頸部にかけては横撫でで指頭痕がみられ

16 甕 口縁部片 底径一 酸化烙 る。

図版-42 器高 (5.2) にぶい褐色

図ー 37 土師器 カマド床 口径 (18.8) 微粒砂 「コ」の字状口縁甕。口唇部に凹線が 1 条めぐる。

17 甕 下口縁 底径一 酸化烙 口縁部から頸部にかけては横撫で、胴部は横方向へ

図版ー42 ～頸部1/2 器高 (9.9) にぶい赤褐色 ら削り、内面胴部はへら撫で。

図ー 37 土師器 埋 土 口径 19.2 細粒砂 「コ」の字状口縁甕。頸部に輪積み痕が残る。口縁

18 甕 口縁3/4~ 底径一 酸化焔 部から口唇部にかけては横撫でで一部無調整部分が

図版ー43 体部2/3 器高 (16.3) 橙色 残る。胴部は上位が横方向、中位がへら削り。

図ー 37 土師器 埋 土 口径 (18.8) 細粒砂 「コ」の字状口縁甕。頸部に輪積み痕が胴部に圧痕

19 甕 口縁～体 底径一 酸化焙 残る。口縁部は横撫で、頸部はへら撫で、胴部は上

図版ー43 部1/3 器高 (17.5) 橙色 位が横方向、中位がへら削り、内面胴部はへら撫で。

図ー 37 土師器 埋 土 口径 (17.9) 細粒砂 「コ」の字状口縁甕。口縁部から頸部にかけては横

20 甕 口縁～頸 底径一 酸化焔 撫でで一部に無調整部分が残る。胴部は横方向へら

図版ー43 部1/4 器高 (8.0) 橙色 削り、内面胴部はへら撫で。

図ー 37 土師器 カマド床下 口径 (20.7) 細粒砂 「コ」の字状口縁甕。口唇部に凹線が 1 条めぐる。

21 甕 口縁1/2~ 底径一 酸化烙 口縁部から頸部にかけては横撫でで頸部の一部に無

図版ー43 頸部一部 器高 (7.5) 橙色 調整部分が残る。胴部は横方向へら削り。

図ー 37 土師器 埋 土 口径 (19.8) 微粒砂 「コ」の字状口縁甕。口縁部から頸部にかけては横

22 甕 口縁1/3~ 底径一 酸化焔 撫でで頸部に圧痕がみられる。胴部は横方向へら削

図版ー43 頸部一部 器高 (9.5) 明赤褐色 り。内面胴部はへら撫で。

図ー 37 土師器 カマド床 口径 (18.3) 細粒砂 「コ」の字状口縁甕。口唇部に凹線が 1 条めぐり、

23 甕 下口縁 底径一 酸化焔 頸部に輪積み痕が残る。口縁部から頸部にかけては

図版ー43 ～体部1/4 器高 (12.7) 明赤褐色 横撫で、胴部はへら削り、内面胴部はへら撫で。

図ー 38 土師器 掘り方 口径 (20.0) 細粒砂 「コ」の字状口縁甕。口縁部から頸部にかけては横

24 甕 口縁～体 底径一 酸化焔 撫でで頸部に圧痕が残る。胴部はへら削り、内面胴

図版ー43 部1/4 器高（14.5) 橙色 部はへら撫で。

図ー 38 土師器 埋 土 口径一 細粒砂 体部・底部はへら削り、内面はへら撫で。

25 甕 底部］／2~ 底径（ 3.6) 酸化焔

図版ー43 体部小片 器高 (4.0) 黒色

図ー 38 土師器 カマド床 口径一 細粒砂 体部・底部はへら削り、内面はへら撫で。

26 甕 下 底径 3.6 酸化焔

図版ー43 底部3/4 器高（ 3.3) 暗灰黄色

図ー 38 土師器 埋 土 口径一 央雑物 外面の整形は不鮮明、内面はへら撫で。

27 甕 底部1/4 底径 (7.4) 酸化焔

図版ー43 器高 (2.1) にぶい黄橙色
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1 区 9 号～ 11号住居

挿図番号 種別 出土位置
法 追亘 胎土焼成色調 製作技法等の特徴 備 考

図版番号 器種 遺存状況

図ー 38 土師器 埋 土 口径一 細粒砂 体部・底部はへら削り、内面はへら撫で。

28 甕 底部1/2~ 底径 (4.4) 酸化焔

図版ー43 胴部1/4 器高（ 8.0) にぶい褐色

図ー 38 土製品 埋 土 径 3.5 細粒砂 成整技法は不明。

35 土管 酸化烙

図版ー43 淡黄色

挿図番号 図版番号 製品名 出土位置 遺存状態•特徴 長さ 幅 原さ 備 考

図38-29 図版ー43 鉄器・不明 埋土下位 断面円形の針金状の鉄製品が 2 本錆により接着。 (10.9) 0.3 0.3 30 と同一か。

図38-30 図版-43 鉄器・不明 埋土下位 断面円形か。 (3. 7) 0.3 0.3 29 と同ーか。

図38-31 図版ー43 鉄器・釘 埋土 断面正方形。頭部欠損。釘としたが他の基部か。 (8.2) 0. 7 0.6 

図38-32 図版ー43 鉄器・不明 埋土下位 鈎針状に屈曲。断面長方形。上端部欠損。 (7.2) 0.3 0.6 

図38-33 図版ー43 鉄器・釘 埋土 断面正方形。下半部欠損は調査前。 (2. 5) 0.8 0.3 

図38-34 図版ー43 鉄器・不明 埋土 断面正方形か。両端欠損。欠損は調査前。 (1. 5) 0.2 0.2 

1 区10号住居

亨
図版ー43

出土位置
法 絋 胎土焼成色調 製作技法等の特徴 備 考

遺存状況

埋 土 口径（13.4) 細粒砂 内面に輪積み痕残る。口縁部は横撫で、頸部は縦方

口縁～頸 底径一 酸化焔 向の刷毛目 (1 単位20+ a) 、胴部は横方向刷毛目、

部1/6 器高 (7.3) 明赤褐色 内面胴部はへら撫で。

1 区11 号住居

挿図番号 種別 出土位置
法 最 胎土焼成色調 製作技法等の特徴 備 考

図版番号 器種 遺存状況

図ー 40 須恵器 埋 土 口径一 央雑物 輛輯整形、内面に輪積み痕が残る。頸部下位に 2 ~ 

1 長頸壺 底径一 還元焔焼締め 4 条の凹線がある。

図版ー43 頸部片 器高 (8.5) 灰色

図ー 40 土師器 埋 土 口径 1 1. 0 微粒砂 口縁部はやや外反し、底部との間に稜をもつ。口縁

2 杯 底径一 酸化焔 部は横撫で、底部はへら背ljり。

図版ー43 底部欠損 器高（ 3.4) 橙色

図ー 40 須恵器 埋 土 口径 12.3 央雑物 輻輯成形、回転方向右廻り。底部は回転へら削り。

3 杯 底径一 酸化焔

図版ー43 完形 器高 3.4 明赤褐色

図ー 40 土師器 埋 土 口径 10.0 微粒砂水簸土か 口縁部はやや外反し、底部との間に稜をもつ。口縁

4 杯 底径一 酸化焔 部は横撫で、底部はへら削り。

図版ー43 完形 器高 3.3 橙色

図ー 40 土師器 埋 土 口径 12.0 微粒砂 口縁部はやや外反し、底部との間に稜をもつ。口縁

5 杯 底径一 酸化焔 部は横撫で、底部はへら削り。

図版ー43 完形 器高 4.3 浅黄橙色

図ー 40 土師器 埋 土 口径 1 1.7 微粒砂 口縁部はやや外反し、底部との間に稜をもつ。口縁

6 杯 底径一 酸化烙 部は横撫で、底部はへら削り。

図版ー44 完形 器高 4.0 浅黄橙色

図ー 40 土師器 埋 土 口径 12.3 微粒砂 口縁部はやや外反し、底部との間に稜をもつ。口縁

7 杯 底径一 酸化焔 部は横撫で、底部はへら削り。

図版ー44 完形 器高 4.4 浅黄橙色

図ー 40 土師器 埋 土 口径 1 1. 2 央雑物 体部・底部に緩い丸みをもつ。口縁部は横撫で、体

8 椀 底径一 酸化焔 部はへら削り、底部の整形は不明。内面は全面的に

図版ー44 完形 器高 6.8 橙色 へら研磨が施され、黒色処理。

図ー 40 土師器 埋 土 口径 9. 7 細粒砂 口縁部はやや外反し、体部・底部は丸みをもつ。ロ

9 小型広口 底径一 酸化焔 縁部は横撫で、体部・底部はへら削り、内面はへら

図版ー43 士盆 完形 器高 9.1 橙色 撫で。

図ー 40 土師器 埋 土 口径（15 .4) 央雑物 複合口縁、口唇部は横撫で、口縁部は縦方向刷毛目

10 甕 口縁部小 底径一 酸化焔 (1 単位10+ a) 。

図版一 片 器裔（ 2.9) にぶい橙色

図ー 40 土師器 埋 土 口径 (16.6) 央雑物 口縁部はやや外反し、胴部は膨みをもたない。口縁

11 甕 口縁～胴 底径一 酸化焙 部は横撫で、胴部はへら削り、内面胴部はへら撫で。

図版ー43 部1/3 器高 (8.0) 明赤褐色
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遺物観察表

挿図番号 種別 出土位罹
法 景 胎土焼成色調 製作技法等の特徴 備 考図版番号 器種 遺存状況

図ー 41 土師器 埋 土 口径 (19.0) 央雑物 口縁部は外反し、胴部は僅かに膨らむ。口縁部は横

12 甕 口縁～胴 底径一 酸化焔 撫で、胴部はへら削り、内面胴部はへら撫で。
図版ー43 部1/6 器高 (1 1.2) 明赤褐色

図ー 41 土師器 埋 土 口径 (2 1. 3) 央雑物 長胴甕。口縁部は外反し、胴部は直線的である。ロ

13 甕 口縁～胴 底径一 酸化焔 縁部は横撫で、胴部は縦方向へら削り。内面胴部は

図版ー44 部1/6 器高一 橙色 へら撫で。
図ー 41 土師器 埋 土 口径 (22.5) 細粒砂 長胴甕。口縁部は外反し、胴部上半は直線的である。

14 甕 口縁一部 底径一 酸化焔 口縁部は横撫で、胴部は縦方向へら削り、内面胴部

図版ー44 ～胴部1/2 器高 (29.0) 橙色 はへら撫で。

図ー 41 土師器 埋 土 口径 (2 1. 9) 央雑物 口縁部は外反し、胴部は僅かに膨らむ。口縁部は横

15 甕 口縁～胴 底径一 酸化焔 撫で、胴部はへら削り、内面胴部はへら撫で。

図版ー44 部1/3 器高(14.7) 灰褐色

図ー 41 土師器 カマド 口径一 央雑物 長胴甕。胴部はへら削り。底部は木葉痕が残る。内

16 甕 底部～下 底径（ 3.3) 酸化焔 面胴部はへら撫で。

図版ー44 胴部1/4 器高(1 7.4) 明赤褐色

図ー 41 土師器 埋 土 口径14.5 央雑物 口縁部は外反し、胴部は球状に膨らむ。口縁部には

17 宮·ギ 口縁～胴 底径一 酸化焔 2 条の凹線が施され、横撫で、胴部は斜めのへら削

図版ー44 部3/4 器高（22.2) 明赤褐色 り、内面胴部はへら撫で。

図ー 41 土師器 埋 土 口径一 央雑物 胴部中位は縦方向のへら削り、下位は斜めへら削り、

18 甕 底部～胴 底径 4.2 酸化焔 底部はへら削り。内面胴部はへら撫で。

図版ー44 部1/2 器高（ 9.9) 明赤褐色

図ー 41 土師器 埋 土 口径一 央雑物 胴部はへら削り、内面胴部はへら撫で。

19 甕 胴部下位 底径一 酸化焔

図版ー44 1/2 器高 (9.3) にぶい褐色

図ー 42 土師器 埋 土 口径一 細粒砂 胴部・底部はへら削り、内面はへら撫で。

20 甕 胴部～底 底径 (4.3) 酸化焔

図版ー44 部2/3 器高(14.1) 灰褐色

図ー 42 土師器 埋 土 口径一 細粒砂 胴部下位に煤の付着が見られる。胴部は縦方向へら
21 甕 底部～胴 底径 7.0 酸化焔 削り、内面はへら撫で。

図版ー44 部3/4 器高(1 5.5) 明赤褐色

図ー 42 土師器 カマド 口径一 微粒砂 底部に¢ 5 mmの小孔が 5 カ所、外面はへら削りか。

22 甑 底径一 酸化焔

図版ー44 底部片 器裔一 橙色

挿図番号 図版番号 製品名 I 出土位置 遺存状態•特徴 I 長さ I 幅 I 厚さ 備 考
図42-24 図版ー44 金環 I カマド 平面形はやや楕円形。ほぽ全面銅錆に覆れる。 I 2.9 I 2.7 I o.5 
挿図番号 図版番号 器 種 出土位置 石材 長さ 幅 厘さ 重絋 製作技術、形態等の特徴
図42-23 図版ー44 紡錘車 埋土 蛇紋岩 3.5 3.5 l. 5 23.89 穿孔一方向、表裏面に線刻文
図42-25 図版ー44 加工痕のある礫 埋土上位 ニッ岳軽石 20.9 18.0 13. 7 2800.0 長楕円礫素材、削り痕

1 区12号住居

挿図番号 種別 出土位置
法 量 胎土焼成色調 製作技法等の特徴 備 考図版番号 器種 遺存状況

図ー 45 須恵器 埋 土 口径 12.5 央雑物 鞘轄整形、回転方向右廻り。底部は回転へら調整、
1 杯 口縁～底 底径 6.4 還元焔 体部の最下位にも回転へら削りが僅かに及んでいる；

図版ー45 部2/3 器高 (3.9) 灰白色

図ー 45 須恵器 埋 土 口径一 央雑物 横瓶胴部端部片。鞘輯成形。外面はへら撫で、内面

2 横瓶 底径一 還元焔 端部には指頭痕が残る。

図版ー45 胴部片 器高 (7.4) 灰色

図ー 45 土師器 埋 土 口径（1 1. 4) 微粒砂 口唇部は外反し、底部との間に稜をもつ、底部は丸

3 杯 口縁～底 底径一 酸化焔 底。口唇部は横撫で、口縁部の整形は不明、底部は

図版ー45 部1/3 器高 4.1 にぶい黄橙色 へら削り。

図ー 45 土師器 埋 土 口径 (1 1. 4) 微粒砂 口縁部は直立し、底部との間に稜をもつ、底部は緩
4 杯 口縁～底 底径一 酸化焔 い丸底。口縁部は横撫で、底部はへら削り。

図版ー45 部1/4 器高 (3.3) 灰褐色

図ー 45 土師器 埋 土 口径 (13.2) 細粒砂 口縁部はやや内傾し、底部は緩い丸底。口縁部は横

5 杯 口縁部片 底径一 酸化烙 撫で、体部は無調整、底部はへら削り。
図版ー45 器高 (2.8) 橙色
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1 区 11号～ 13号住居

挿図番号 種別 出士位置
法 絋 胎土焼成色調 製作技法等の特徴 備 考

図版番号 器種 遺存状況

図ー 45 土師器 埋 土 口径 (12.0) 細粒砂 口縁部は外反し、体部との間に弱い稜をもつ。口縁

6 杯 底径一 酸化焔 部に粘土塊付着。口縁部は横撫で、体部・底部はヘ

図版ー45 1/3 器高 (3.8) 橙色 ら削り。

図ー 45 土師器 埋 土 口径一 微粒砂 鞘櫨成形、回転方向不明。内外面ともへら研磨で黒

7 杯 体部1/3~ 底径 8.5 還元焔 色処理。

図版ー45 底部 器高 (3.6) 青黒色

図ー 45 土師器 埋 土 口径一 央雑物 体部・底部はへら削り、内面はへら撫で。

8 甕 底部一胴 底径 4.1 酸化焔

図版ー45 部片 器高 (4.2) 灰色

図ー 45 土師器 埋 土 口径（23.4) 微粒砂 口縁部は僅かに外反する。口縁部は横撫で、体部は

9 鉢 口縁～胴 底径一 酸化焔 へら削り、内面体部はへら撫で。

図版ー 45 部1/4 器高(10.3) にぶい黄橙色

図ー 46 須恵器 埋 土 口径 7.1 微粒砂 口唇部に細い突帯が 1 条めぐる。鞘轄成形、回転方

10 甕 口縁片 底径一 還元焔 向不明。

図版ー45 器高 (3.1) 灰白色

図ー 46 土師器 埋 土 口径一 微粒砂 脚部・杯身底部を成形後、杯身体部を取り付け。脚

11 高杯 底径一 酸化烙 部はへら撫で、内面下半はへら撫で。

図版ー45 脚部裾欠 器高 (5.2) 灰黄色

図ー 46 陶器 埋 土 口径 (20.4) 細粒砂 輛櫨整形。口縁部貼付。褐釉。

21 甕 底径一 還元焔

図版ー45 口縁部片 器高 (6.9) 暗褐色

図ー 46 軟質陶器 埋 土 口径一 微粒砂 外面へら撫で。内面叩き。

22 火鉢 底径一 酸化焔

図版ー45 破片 器高一 黒色

挿図番号 図版番号 製品名 I 出土位置 遺存状態•特徴 I 長さ I 幅 I 厚さ 備 考

図46-12 屈版ー45 鉄器・刀子 I 埋土 茎部欠損。身は錆により空洞。 I (s.s) I 1.0 I o.3 

挿図番号 図版番号 器 種 出土位置 石材 長さ 幅 厚さ 重輩 製作技術、形態等の特徴

図46-13 図版ー45 棒状礫 床面下 粗粒安山岩 15.2 7.4 5.2 977.5 楕円礫、被熱痕

図46-14 図版ー45 棒状礫 床面下 輝緑岩 15.1 8.0 4.2 853.5 楕円礫

図46-15 図版ー45 棒状礫 床面下 粗粒安山岩 16.5 8.2 4.4 861.2 楕円礫

図46-16 図版ー45 加工痕のある礫 床面下 粗粒安山岩 12.8 7.2 2. 7 264.1 扁平な楕円礫、敲打痕

図46-17 図版ー45 棒状礫 床面直上 石英閃緑岩 15. 9 8.5 4.5 956.0 扁平な楕円礫

図46-18 図版ー45 棒状礫 床面下 粗粒安山岩 14.4 6. 7 3.9 425.6 楕円礫

図46-19 図版ー45 加工痕のある礫 埋土 粗粒安山岩 10. 7 8.5 3.1 424. 9 扁平楕円礫素材、半割後被熱

図46-20 図版ー45 加工痕のある礫 埋土 粗粒安山岩 14.5 7.0 4.2 500.9 楕円礫素材、側面剥離痕

1 区13号住居

挿図番号 種別 出土位置
法 直戸 胎土焼成色調 製作技法等の特徴 備 考

図版番号 器種 遺存状況

図ー 49 須恵器 掘り方 口径(1 2.1) 細粒砂 鞘輯成形、回転方向右廻り。底部は回転糸切り。

l 杯 口縁1/6~ 底径 5. 7 還元焔

図版ー 46 底部1/2 器高 3.5 灰色

図ー 49 須恵器 埋 土 口径（1 1. 9) 細粒砂 輛櫨成形、回転方向不明。底部は回転糸切り。

2 杯 口縁一底 底径 (4.4) 還元焔

図版ー46 部1/4 器高 3.6 灰色

図ー 49 土師器 カマド？ 口径(11. 4) 細粒砂 口唇部は内傾し、底部は平底。口縁部は横撫で、体

3 杯 口縁部一 底径一 酸化焔 部は無調整、底部はへら削り。

図版ー46 体部1/4 器高（ 3.1) 明赤褐色

図ー 49 土師器 埋 土 口径（1 1. 9) 細粒砂 口縁部は直線的にやや開き、底部は平底。口縁部は

4 杯 口縁一底 底径（ 8.0) 酸化焔 横撫で、体部は無調整、底部はへら削り。

図版ー46 部1/3 器高 3.3 にぶい黄褐色

図ー 49 土師器 掘り方 口径 (9.0) 央雑物 口縁部は直線的に開き、底部との間に稜をもち、底

5 杯 口縁～底 底径一 酸化焔 部は丸底。口縁部は横撫で、底部はへら削り。

図版一 部1/6 器高（ 2.4) にぶい橙色

図ー 49 土師器 掘り方 口径 (14.1) 細粒砂 口縁部は内傾し、体部は丸みをもち開く。口縁部は

6 杯 口縁～体 底径一 酸化烙 横撫で、体部はへら削り。

図版一 部1/5 器高 (3.4) 橙色
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遺物観察表

挿図番号 種別 出土位置
法 直自 胎土焼成色調 製作技法等の特徴 備 考

図版番号 器種 遺存状況

図ー 49 土師器 掘り方 口径 (13.6) 細粒砂 口縁部は内傾し、体部は丸みをもち開く。口縁部は

7 杯 口縁～体 底径一 酸化焔 横撫で、体部は上半が無調整、下半がへら削り。

図版一 部片 器高 (2.1) 明赤褐色

図ー 49 土師器 埋 土 口径一 微粒砂 胴部外面はへら削り、内面はへら撫で。

8 台付甕 底径 4.8 酸化焔

図版一 底部片 器商一 明赤褐色

図ー 49 土師器 埋 土 口径 (2 1. 9) 微粒砂 口縁部は直線的に開き、胴部は緩い膨らみをもっ。

9 甕 口縁～胴 底径一 酸化焔 口縁部は横撫で、胴部はへら削り。内面胴部はへら

図版ー46 部1/6 器商（ 7.3) 明赤褐色 撫で。

図ー 49 土師器 埋 土 口径 13.4 細粒砂 台付甕か。崩れた「コ」の字状口縁、口縁部は横撫

10 甕 口縁～胴 底径一 酸化焔 で、胴部上半は横方向へら削り、下半は縦方向へら

図版ー46 部1/4 器商 (12.7) 明赤褐色 削り、内面胴部はへら撫で。

図ー 49 土師器 埋 土 口径一 央雑物 体部・底部はへら削り、内面はへら撫で。

11 甕 底径 (6.0) 酸化焔

図版ー46 底部1/4 器高 (2.4) 橙色

図ー 49 土師器 埋 土 口径一 央雑物 内外面ともへら削り。

12 甕 底径 (8.0) 酸化焔

図版ー46 底部片 器高(1.7) 浅黄色

図ー 49 土師器 埋 土 口径一 細粒砂 体部・底部はへら削り、内面はへら撫で。

13 甕 底径 (9.1) 酸化焔

図版ー46 底部片 器高 (2.0) にぶい黄褐色

挿図番号 図版番号 製品名 出土位置 遺存状態•特徴 長さ 幅 原さ 備 考

図49-14 図版ー46 鉄器・鏃 埋土 先端部は長い五角形で有茎。身は薄く断面長方形 (4.0) 1.0 0.2 

図49-15 図版ー46 鉄器・釘 埋土 断面は円形か。完形。 4.4 0. 7 0.3 

l 区14号住居

挿図番号 種別 出土位世
法 饂 胎土焼成色調 製作技法等の特徴 備 考

図版番号 器種 遺存状況

図- 51 須恵器 埋土床下 口径（12.3) 央雑物 鞘輯成形、回転方向右廻り。口縁部は内傾し、蓋受

1 杯 口縁一部 底径一 還元焔 けをもつ。底部から体部下半にかけては回転へら削

図版ー46 ～底部2/3 器高 (3.9) 灰色 り。

図ー 51 土師器 埋 土 口径 1 1.l 央雑物 口縁部は僅かに外反し、底部との間に弱い稜をもつ。 内面黒色処理

2 杯 底径一 酸化焔 口縁部は横撫で、稜の直下は無調整、底部はへら削

図版ー46 口縁1/3欠 器高 4.8 にぶい黄橙色 り。内面はへら研磨で黒色処理。

図ー 51 土師器 埋 土 口径（1 1.9) 細粒砂 口縁部は直立し、底部との間に稜をもつ。口縁部は

3 杯 口縁～底 底径一 酸化焔 横撫で、底部はへら研磨。

図版ー46 部1/3 器高 (3.9) にぶい黄橙色

図ー 51 土師器 掘り方 口径 (12. l) 微粒砂 口縁部は横撫で、体部上半は無調整、下半はへら削

4 杯 底径一 酸化烙 り。

図版一 口縁部1/6 器高 (2. 1) 黒褐色

図ー 51 土師器 埋 土 口径一 央雑物 口縁部は弱い「く」の字状を呈し、底部との間に弱

5 杯 底径一 酸化焔 い稜をもつ。口縁部は横撫で、底部はへら削りであ

図版一 底部1/8 器高 (3.2) 灰黄色 るが、稜の周辺には無調整部分が残る。

図ー 51 土師器 埋 土 口径(14.1) 微粒砂 口縁部は僅かに外反し、底部との間に稜をもつ。ロ

6 杯 底径一 酸化烙 縁部は横撫で、底部はへら削り。

図版一 口縁綿1/8 器高（ 2.8) 明赤褐色

図ー 51 土師器 埋 土 口径(13. l) 微粒砂 口唇部端部に凹線がめぐる。口縁部と底部の間に稜

7 杯 底径一 酸化焔 をもつ。口縁部は横撫で、底部はへら削り。

図版一 口縁棉1/8 器高 (3.8) 黒褐色

図ー 51 土師器 埋 土 口径(1 2.6) 微粒砂 口縁部はやや外反し、底部との間に稜をもつ。口縁

8 杯 口縁1/4~ 底径一 酸化焔 部は横撫で、稜の直下は無調整、底部はへら削り。

図版ー46 体部 器高 (3.7) 橙色

図ー 51 土師器 埋 土 口径 (13.9) 微粒砂 口縁部は直線的にやや開き、底部は緩い丸みをもつ。

9 杯 口縁一部 底径一 酸化焔 口縁部は横撫で、底部はへら削り。内面底部の一部

図版ー46 ～底部1/4 器高 4.6 明赤褐色 にへら研磨。

図ー 51 土師器 床 下 口径（14.4) 微粒砂 口唇部端部に凹線がめぐる。口縁部中位に 1 条の凹

10 杯 底径一 酸化焔 線がめぐり、底部との間に稜をもつ。口縁部は横撫

図版一 口縁部1/8 器高 (3.1) 橙色 で、底部はへら削り。
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1 区 13号～ 14号住居

挿図番号 種別 出土位償
法 最 胎土焼成色調 製作技法等の特徴 備 考

図版番号 器種 遺存状況

図ー 51 土師器 埋 土 口径 (14.3) 微粒砂 口縁部中位に 1 条の凹線がめぐり、底部との間に稜

11 杯 底径一 酸化焔 をもつ。口縁部は横撫で、底部はへら削り。

図版一 口縁部1/8 器高 (3.6) 黒褐色

回ー 52 土師器 埋 土 口径 (13.2) 微粒砂 口縁部中位に 1 条の凹線がめぐり、底部との間に稜

12 杯 口縁1/2~ 底径一 酸化焔 をもつ。口縁部は横撫で、底部はへら削り。

図版ー46 体部 器高 (3.4) にぶい赤褐色

図ー 52 土師器 埋 土 口径 (14.5) 細粒砂 口縁部中位に 1 条の凹線がめぐり、底部との間に稜

13 杯 底径一 酸化焔 をもつ。口縁部は横撫で、底部はへら削り。

図版一 口縁部］／6 器高（ 3.3) 黒褐色

図ー 52 土師器 埋 土 口径 (12.4) 微粒砂 口縁部中位と下位に各 1 条の凹線がめぐり、底部と

14 杯 口縁綿1/4 底径一 酸化焔 の間に稜をもつ。口縁部は横撫で、底部はへら削り。

図版ー46 ～底部片 器高 (4.0) 黒色

図ー 52 土師器 埋 土 口径 (13.5) 微粒砂 口縁部中位と下位に各 1 条の凹線がめぐり、底部と

15 杯 口縁～底 底径一 酸化焔 の間に稜をもつ。口縁部は横撫で、底部はへら削り。

図版ー46 部片 器高 (3.4) 黒色

図ー 52 土師器 埋 土 口径 (13.6) 細粒砂 口縁部中位に 1 条の凹線がめぐり、底部との間に明

16 杯 口縁部～ 底径一 酸化烙 瞭な稜をもつ。口縁部は横撫で、底部はへら削り。

図版ー46 底部1/6 器高 (3.5) 灰黄褐色

回ー 52 土師器 埋 土 口径一 細粒砂 口縁部中位に 2 条の凹線がめぐり、底部との間に明

17 杯 底径一 酸化焔 瞭な稜をもつ。口縁部は横撫で、底部はへら削り。

図版一 底部片 器高 (2.6) 灰黄褐色

図ー 52 土師器 埋 土 口径(lo.7) 微粒砂 口縁部は直立ぎみで、中位に 2 条の凹線がめぐり、

18 杯 底径一 酸化焔 底部との間に明瞭な稜をもつ。口縁部は横撫で、底

図版一 口縁部1/5 器高 (5.0) 褐灰色 部はへら削り。

図ー 52 土師器 掘り方 口径 (13.7) 微粒砂 口縁部はやや内傾し、底部との間に稜をもつ。口縁

19 杯 底径一 酸化焔 部は横撫で、底部はへら削り。

図版一 口縁部1/8 器高 (2.8) 黒褐色

図ー 52 土師器 埋 土 口径（10.7) 央雑物 口縁部は僅かに外反し、底部との間に稜をもつ。ロ

20 杯 口縁～底 底径一 酸化焔 縁部は横撫で、底部はへら削り。

図版ー46 部1/4 器高 3.2 黒褐色

図ー 52 土師器 埋 土 口径（12.6) 微粒砂 口縁部は直立ぎみで、底部との間に稜をもつ。口縁

21 杯 口縁～体 底径一 酸化焔 部は横撫で、底部はへら削り。

図版一 部1/6 器高 (2.9) 黒褐色

図ー 52 土師器 埋 土 口径 (12.0) 微粒砂 口縁部はやや内傾し、口唇部端部に凹線がめぐる。

22 杯 口縁一部 底径一 酸化焔 底部との間に明瞭な稜をもつ。口縁部は横撫で、底

図版ー46 欠 器高 (4.4) 橙色 部はへら削り。

図ー 52 土師器 埋 ｱ 口径 (12.9) 央雑物 口縁部はやや外反し、底部との間に稜をもつ。口縁

23 杯 口縁1/3~ 底径一 酸化焔 部は横撫で、底部はへら削り、内面底部には部分的

図版ー46 底部3/4 器高 (4.5) 明赤褐色 にへら研磨がみられる。

図ー 52 土師器 埋 土 口径 (14.0) 微粒砂 口縁部は直立ぎみで、底部との間に稜をもつ。口縁

24 杯 口縁1/6 底径一 酸化焔 部は横撫で、底部はへら削り。

図版一 ～底部一部 器高 (3.7) 灰黄褐色

図ー 52 土師器 埋 土 口径(13.6) 微粒砂 口縁部は直立ぎみで、底部との間に稜をもつ。口縁

25 杯 口縁～体 底径一 酸化焔 部は横撫で、底部はへら肖ljり。

図版一 部1/8 器高 (3.5) 黒褐色

図ー 52 土師器 埋 土 口径 (14.0) 微粒砂 口縁部は直立ぎみで、口唇部の内面に 1 条の凹線が

26 杯 底径一 酸化烙 めぐり、底部との間に稜をもつ。口縁部は横撫で、

図版一 口縁部1/8 器高 (2.9) 灰褐色 底部はへら削り。

図ー 52 土師器 埋 土 口径 (13.2) 微粒砂 口縁部は内傾し、底部との間に明瞭な稜をもつ。ロ

27 杯 底径一 酸化焔 縁部は横撫で、底部はへら削り。

図版一 口縁部1/8 器高 (2.8) 黒褐色

図ー 52 土師器 埋 土 口径一 微粒砂 口縁部は内傾し、底部との間に弱い稜をもっ。口縁

28 杯 底径一 酸化烙 縁部は横撫で、底部はへら削り。

図版一 底部1/6 器嵩（ 2.7) 明赤褐色

図ー 52 土師器 埋 土 口径 (12.0) 細粒砂 口縁部はやや内傾し、 2 条の凹線がめぐり、体部と

29 短頸壺 口縁1/2~ 底径一 酸化焔 の間に稜をもつ。口縁部は横撫で、体部はへら削り。

図版ー46 胴部一部 器高（ 6.6) 橙色

図ー 52 士師器 埋 土 口径 (9.8) 微粒砂 口縁部は直立ぎみで、 2 条の凹線がめぐり、体部と

30 短頸壺 口縁～底 底径一 酸化焔 の間に稜をもち、底部は丸底。口縁部は横撫で、体

図版ー46 部1/2 器高 (8.6) にぶい橙色 部・底部はへら削り。
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遺物観察表

挿図番号 種別 出土位置
法 贔 胎土焼成色調 製作技法等の特徴 備 考

図版番号 器種 遺存状況

図ー 52 土師器 掘り方 口径 (1 1. 6) 微粒砂 口縁部は直立ぎみで、口唇部端部と中位に各 l 条の

31 短頸壺 口縁～底 底径一 酸化焙 凹線がめぐり、体部との間に稜をもつ。口縁部は横

図版ー46 部1/3 器高 (7.7) 明赤褐色 撫で、休部・底部はへら削り。
図ー 52 土師器 埋 土 口径 (17.0) 微粒砂 口縁部はやや内傾し、体部との間に弱い稜をもつ。

32 短頸壺 底径一 酸化烙 口縁部は横撫で、体部はへら削り。

図版一 口縁部1/6 器高 (5.6) にぶい橙色

図ー 52 土師器 埋 土 口径 1 1.3 央雑物 口縁部は僅かに開き、胴部は緩い膨らみをもつ。ロ

33 小型甕 口縁1/2~ 底径 7.0 酸化焙 縁部は横撫で、胴部は縦方向へら削り、底部もへら

図版ー47 底部 器高 16.0 浅黄橙色 削り、内面胴部下半はへら撫で。

図ー 52 土師器 埋 土 口径 16.8 央雑物 口縁部は僅かに外反し、底部は単孔。口縁部は横撫

34 甑 底径 3. 7 酸化焔 で、胴部は縦方向のへら削り、内面胴部はへら憮で

図版ー47 ほぼ完形 器高 14.1 橙色 後、粗いへら研磨。

図ー 53 土師器 埋 土 口径一 央雑物 胴部・底部ともへら削り、内面はへら撫で。

35 甕 底部～胴 底径 6.2 酸化焔

図版ー46 部1/2 器高 (8.5) 明赤褐色

図ー 53 土師器 埋 土 口径一 央雑物 胴部は中位が縦方向、下位が横方向へら削り、底部

36 甕 底部～胴 底径 5.6 酸化焔 もへら削り、内面はへら撫で。

図版ー46 部1/2 器高 (8.4) 橙色

図ー 52 土師器 埋 土 口径ー 細粒砂 外面はへら研磨、内面はへら撫で。

37 高杯 底径一 酸化焔

図版一 脚部1/3 器高 (6.3) にぶい橙色

図ー 53 土師器 埋 土 口径 (17.3) 細粒砂 口縁部はやや開き、胴部は大きく膨らむと思われる。

38 甕 口縁～頸 底径一 酸化焔 口縁部は横撫で、胴部はへら削り。

図版ー47 部1/5 器高 (5.6) 明赤褐色

図ー 53 土師器 埋 土 口径 (22.0) 央雑物 口縁部は外反し、胴部は直線的である。口縁部は横

39 甕 口縁1/4~ 底径一 酸化焙 撫で、胴部はへら削り、内面胴部はへら撫で。

図版一 胴部1/8 器高 (9.5) にぶい黄橙色

図ー 53 士師器 埋 土 口径（22.0) 央雑物 口縁部は外反し、胴部は直線的である。口縁部は横

40 甕 口縁1/4~ 底径一 酸化焔 撫で、胴部はへら削り、内面胴部はへら撫で。

図版ー47 胴部1/8 器高 (8.8) にぶい黄橙色

図ー 53 土師器 埋 土 口径 18.3 央雑物 口縁部は短く僅かに開き、胴部は直線的である。ロ

41 甕 口縁～胴 底径一 酸化焔 縁部は横撫で、胴部はへら削りが施されているが単

図版ー47 部2/3 器高（20.3) 橙色 位は不鮮明、内面胴部はへら撫で。

図ー 53 土師器 埋 土 口径 20.6 央雑物 長胴甕。口縁部は外反し、胴部は直線的で、底部は

42 甕 胴部一部 底径 3.3 酸化焔 小径、口縁部は横撫で、胴部は 3 段の縦方向へら削

図版ー47 欠 器高 4 1. 0 橙色 り、内面胴部はへら撫で。胴部下半に煤が付着。

図ー 53 土師器 埋 土 口径一 央雑物 胴部は縦方向へら削り、内面はへら撫で。

43 甕 頸部～胴 底径一 酸化焔

図版ー47 部1/3 器高（ 8.4) 褐灰色

挿図番号 因版番号 製品名 出土位置 遺存状態•特徴 長さ 幅 厚さ 備 考

図54-44 図版ー46 鉄器・釘 埋土 断面四角形か。両端部欠損。やや長く釘以外か。 (9.5) 0.5 0.4 

図54-45 図版ー46 鉄器・釘 埋土 断面四角形か。両端部欠損。やや長く釘以外か。 (4.2) 0.4 0.4 

図54-45 図版ー46 鉄器・釘 埋土 断面長方形。上半部・先端部欠損。 (4.5) 0.4 0.6 

挿図番号 図版番号 器 種 出土位置 石材 長さ 幅 厚さ 璽塁 製作技術、形態等の特徴

図54-46 図版ー47 石製模造品鎌 埋土 頁岩 2.4 6.55 0.5 12. 77 両面研磨、穿孔両方向

図54-47 図版ー47 石製臼玉 床面直上 蛇紋岩 l. 3 l. 3 0.5 2.38 ー側面斜位、穿孔一方向

回54-48 図版ー47 棒状礫 埋土 粗粒安山岩 13.8 7.0 3.8 668.4 楕円礫、被熱痕

図54-49 図版ー47 棒状礫 床面下 粗粒安山岩 12. 5 5.6 4.3 382.8 楕円礫、端部に剥離痕

回54-50 図版ー47 棒状礫 床面下 変質安山岩 14.5 6.2 4.4 562.0 楕円礫

図54-51 図版ー47 棒状礫 埋土中位 変質安山岩 13.2 7.0 4.9 711.5 楕円礫

図54-52 図版ー47 棒状礫 埋土下位 粗粒安山岩 13.6 7.1 4.5 590.4 楕円礫

図54-53 図版ー47 凹石 埋土上位 粗粒安山岩 11. 0 10.3 6.2 599.0 やや深い凹部と敲打痕

図54-54 図版ー47 加工痕のある礫 床面下 角閃石安山岩 36.0 17. 3 11. 2 7200.0 中央部に削り痕、被熱痕

l 区15号住居
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1 区 14号～ 16号住居

挿図番号 種別 出土位置
法 量 胎土焼成色調 製作技法等の特徴 備 考

図版番号 器種 遺存状況

図ー 56 土師器 埋 土 口径 12.0 細粒砂 口縁端部を一部欠くが、型膚が一部残る。口縁部は

1 杯 底径一 酸化焔 やや内傾し、底部との間に稜をもち、底部は丸底。

図版ー48 ほぽ完形 器高 4.8 明褐色 口縁部は横撫で、底部はへら削り。

図ー 56 土師器 埋 土 口径 12.0 細粒砂 口縁部はやや内傾し、底部との間に稜をもち、底部

2 杯 口縁部約 底径一 酸化焔 は丸底。口縁部は横撫で、稜の直下は無調整、底部

図版ー48 1/4欠 器高 5.8 暗褐色 はへら削り。

図ー 56 土師器 埋 土 口径 (1 1.2) 細粒砂 口縁部は内傾し、体部・底部は丸みをもつ。口縁部

3 杯 底径一 酸化焔 は横撫で、体部・底部はへら削り。

図版ー48 1/2 器高 (3.5) にぶい赤褐色

図ー 56 土師器 埋 土 口径 (13.0) 細粒砂 口縁部は外反し、底部との間に稜をもち、底部は丸

4 杯 口縁1/3 底径一 酸化焔 底。口縁部は横撫で、稜の直下は無調整、底部はヘ

図版ー48 ～体部 器高 (4.0) 褐灰色 ら削り。

図ー 57 土師器 埋 土 口径 12.5 細粒砂 口縁部は内傾し、体部・底部は丸みをもつ。口縁部

5 杯 底径一 酸化焔 は横撫で、体部は無調整、底部はへら削り。

図版ー48 2/3残 器高 4.2 橙色

図ー 57 土師器 埋 土 口径（18.7) 央雑物 口縁部は外反し、底部は丸底。口縁部は横撫で、胴

6 宮士 口縁～底 底径一 酸化焔 部・底部はへら削り、内面はへら撫で。

図版ー48 部1/4 器高 (15. l) にぶい黄橙色

図ー 57 土師器 埋 土 口径 (10.8) 微粒砂 口縁部は内傾し、口唇部が僅かに外反する。胴部は

7 空一• 口縁一部 底径一 酸化焔 球状を呈す。口縁部は横撫で、胴部・底部はへら削

図版ー48 欠 器高 (12.9) 橙色 り、内面はへら撫で。

図ー 57 土師器 埋 土 口径 10.2 微粒砂 口縁部は直立ぎみで、口唇部が僅かに外反する。胴

8 宮ギ 口縁完～ 底径一 酸化焔 部は球状を呈す。口縁部は横撫で、胴部はへら削り、

図版ー48 胴部 器高(10.6) 橙色 内面はへら憮で。

図ー 57 土師器 埋 土 口径 13.1 細粒砂 口縁部は僅かに外反し、胴部は球状を呈す。口縁部

9 空—- 口縁1/2~ 底径一 酸化焔 は横撫で、胴部はへら削り、内面はへら撫で。

図版ー48 胴部 器高 13.6 橙色

図ー 57 土師器 埋 土 口径 20.6 央雑物 口縁部は外反し、胴部は直線的である。口縁部は横

10 甕 口縁一部 底径一 酸化焔 撫で、胴部は縦方向のへら削り、内面はへら撫で。

図版ー48 欠～胴部 器高（17.8) にぶい橙色

図ー 57 土師器 埋 土 口径 22.5 央雑物 口縁部は外反し、胴部は直線的である。口縁部は横

11 甕 口縁2/3 底径一 酸化焔 撫で、胴部は縦方向のへら削り、内面はへら撫で。

図版ー48 ～桐部1/2 器高 (18.8) 橙色

図ー 57 土師器 カマド掘 口径一 央雑物 体部・底部へら削り。

12 甕 り方 底径 (4.8) 酸化焔

図版一 底部約1/2 器高 (1.1) にぶい橙色

図ー 58 土師器 埋 土 口径(1 7.8) 央雑物 口縁部は外反し、胴部は直線的である。口縁部は横

13 甕 底径一 酸化焔 撫で、胴部は縦方向のへら削り、内面はへら撫で。

図版ー48 底部欠 器高 (23.8) にぶい黄橙色

図ー 58 土師器 埋 土 口径（20.8) 細粒砂 長胴甕。口縁部は大きく外反し、胴部は僅かに膨ら

14 甕 口縁～底 底径 (6.0) 酸化焔 む。口縁部から頸部は横撫で、胴部は縦方向へら削

固版ー48 部1/2 器高 39.4 橙色 り、底部もへら削り、内面胴部はへら撫で。

図ー 58 土師器 埋 土 口径（1 1.7) 央雑物 口縁部は直線的に開き、胴部は大きく膨らむ。口縁

15 台付甕 口縁～胴 底径一 酸化焔 部は横撫で、胴部は頸部からの縦方向刷毛目、内面

図版ー48 部1/3 器高 (4.9) にぶい赤褐色 口縁部は横方向刷毛目、胴部も同様。

図ー 58 土師器 埋 土 口径(1 2.4) 細粒砂 外面口縁部横撫で、胴部縦方向の刷毛目、単位は11

16 台付甕 口縁頸部 底径一 酸化焔 条。内面胴部横方向刷毛整形、縦方向の粗いへら磨

図版ー48 片 器高 (5.1) にぶい赤褐色 き。

図ー 58 軟質陶器 埋 土 口径一 細粒砂 外面体部へら撫で、底部へら削り。内面はへら撫で

18 鉢 底径一 還元焔 使用痕あり。

図版ー48 小片 器高 (9.1) 灰色

挿図番号 図版番号 器 種 I 出土位置 I 石材 I 長さ I 幅 I 厚さ I 重屈 I 製作技術、形態等の特徴
図58-17 図版ー49 加工痕のある礫 I 埋土上位 I 粗粒安山岩 I 2s.9 I 12.5 I 7.9 I 3000.0 I 側面部削り痕、端部敲打痕

1 区16号住居
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遺物観察表

挿図番号 種別 出土位置
法 直亘 胎土焼成色調 製作技法等の特徴 備 考

図版番号 器種 遺存状況

図ー 59 土師器 埋 土 口径 19.2 央雑物 口縁は外反し、底部との間に弱い稜をもつ、底部は

1 杯 底径一 酸化焔 緩い丸底。口縁部は横撫で、胴部はへら削り。

図版ー49 1/4欠 器高 4.7 橙色

図ー 59 士師器 埋 土 口径 (10.1) 央雑物 口縁部はやや内傾し、体部から底部にかけては緩い

2 杯 底径一 酸化焔 丸みをもつ。口縁部は横撫で、体部は無調整、底部

図版ー49 1/3残 器高 (3.6) 橙色 はへら削り。

図ー 59 土師器 埋 土 口径 (15.4) 央雑物 口縁部は外反。口縁部から頸部は横撫で、胴部は縦

3 甕 口縁～胴 底径一 酸化焔 方向へら削り。
図版ー49 部1/8 器高 (6.6) 明赤褐色

1 区17号住居

挿図番号 種別 出土位置
法 量 胎土焼成色調 製作技法等の特徴 備 考

図版番号 器種 遺存状況

図ー 62 須恵器 埋 土 口径一 細粒砂 胴部端部。外面は平行叩き、内面はへら撫で。

l 横瓶 体部～底 底径一 還元焔

図版ー49 部1/4 器高（ 9.9) 灰色

図ー 62 土師器 埋 土 口径 10.0 微粒砂 口縁部は内傾し、体部・底部は緩い丸みをもつ。ロ

2 杯 底径一 酸化焔 縁部は横撫で、体部・底部はへら削り。

図版ー49 完形 器高 3.2 橙色

図ー 62 土師器 埋 土 口径 10.2 細粒砂 口縁部は内傾し、底部は丸底。口縁部は横撫で、体

3 杯 底径一 酸化焔 部上位は無調整、体部中位から底部はへら削り。

図版ー49 完形 器高 3.6 橙色

図ー 62 土師器 埋 土 口径（1 1. 3) 微粒砂 口縁部は内傾し、体部は丸みをもち開く、底部はほ

4 杯 底径一 酸化焔 ぽ平底。口縁部は横撫で、体部は無調整、底部はヘ

図版ー49 1/2 器裔（ 3.3) 橙色 ら削り。

図ー 62 土師器 埋 土 口径 (12.1) 微粒砂 口縁部はやや外傾し、底部との間に稜をもつ。口縁

5 杯 底径一 酸化焔 部は横撫で、底部はへら削り。内面に指頭痕が残る。

図版ー49 1/2 器高 (4.1) 橙色

図ー 62 土師器 埋 土 口径 10.6 細粒砂 口縁部は内傾し、体部は丸みをもち開く。底部はほ

6 杯 底径一 酸化烙 ぽ平底。口縁部は横撫で、体部は無調整、底部はヘ

図版ー49 2/3残 器高 3.2 橙色 ら削り。

図ー 62 土師器 カマド掘 口径 (13.5) 細粒砂 口縁部は外傾し、中位に凹線が 1 条めぐり、底部と

7 杯 り方口縁 底径一 酸化焔 の間に弱い稜をもつ。口縁部は横撫で、底部はへら

図版~49 ～底部1/2 器高（ 4.4) 橙色 削り。

図ー 63 土師器 埋 土 口径 (10.2) 微粒砂 口縁部は外反し、胴部は中位に最大径をもつ。口縁

8 空一 口縁～胴 底径一 酸化焔軟質 部は横撫で、胴部はへら削り、内面はへら撫で。

図版ー49 部1/4 器高 (6.8) 橙色

図ー 63 士師器 掘り方 口径一 微粒砂 脚部は面取り状のへら削り。, 高杯 杯部底部 底径一 酸化焔

図版ー49 脚上部片 器高 (3.2) 橙色

図ー 63 土師器 埋 土 口径 23.6 央雑物 口縁部は外反し、胴部は直線的。口縁部から頸部は

10 甕 口縁～胴 底径一 酸化烙 横撫で、胴部は縦方向へら削り。内面はへら撫で。

図版ー49 部片 器高 (14.6) にぶい橙色

挿図番号 図版番号 器 種 出土位置 石材 長さ 幅 厚さ 重量 製作技術、形態等の特徴

図63-ll 図版ー49 石製管玉 床面直上 蛇紋岩 2.2 0. 7 0.25 1.50 両方向穿孔

図63-12 図版ー49 砥石 埋土中位 砥沢石 9.9 5.4 2. 7 230.2 四面研磨、湾曲

図63-13 図版ー50 棒状礫 埋土下位 粗粒安山岩 11.0 6.1 3.9 352. 7 楕円礫

図63-14 図版ー 50 棒状礫 埋土下位 粗粒安山岩 11.0 6.0 4.1 410.2 楕円礫

図63-15 図版ー 50 棒状礫 埋土下位 粗粒安山岩 9. 7 6.1 5.0 284.5 楕円礫

図63-16 図版ー50 棒状礫 床面直上 粗粒安山岩 11. 7 5.8 3.9 373.0 楕円礫

図63-17 図版ー50 棒状礫 床面直上 粗粒安山岩 12.0 6.1 3.1 380.8 楕円礫

図63-18 図版ー50 棒状礫 床面直上 粗粒安山岩 13.0 7.6 4.7 541.5 楕円礫、中央部に剥離痕

図63-19 図版ー50 棒状礫 床面直上 粗粒安山岩 12.3 7. 9 4.3 443.0 楕円礫

図63-20 図版ー50 棒状礫 床面直上 溶結凝灰岩 14.2 6.8 5.2 730.2 楕円礫

図63-21 図版ー 50 棒状礫 床面下 石英閃緑岩 14.0 5.8 5.4 650.3 楕円礫

図63-22 図版ー 50 棒状礫 床面直上 粗粒安山岩 14. 7 6.6 5.4 695. l 楕円礫

図63-23 図版ー 50 棒状礫 埋土下位 粗粒安山岩 14.6 6.4 4.1 585.6 楕円礫

図63-24 図版ー 50 棒状礫 床面下 石英閃緑岩 13. 7 6.6 4.3 561.2 楕円礫
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1 区16号～ 19号住居

挿図番号 図版番号 器 種 出土位置 石材 長さ 幅 厚さ 重量 製作技術、形態等の特徴

図64-25 図版ー 50 棒状礫 床面下 閃緑岩 15.5 7. 9 5.3 1123. 7 楕円礫

図64-26 図版ー 50 棒状礫 床面直上 石英閃緑岩 13.8 5.8 5.1 780.9 棒状円礫、被熱痕

図64-27 図版ー 50 棒状礫 埋土下位 砂岩 12.3 4.8 3.8 441.0 楕円礫

図64-28 図版ー 50 棒状礫 床面下 粗粒安山岩 13.4 7.3 4.1 592. l 楕円礫

図64-29 図版ー 50 加工痕のある礫 埋土下位 粗粒安山岩 10.4 6. 7 4.3 343.l 楕円礫素材、鼓打痕

図64-30 図版ー50 加工痕のある礫 埋土中位 粗粒安山岩 13.9 8.3 4.6 604.0 楕円礫素材、端部に剥離痕

図64-31 図版ー50 棒状礫 床面下 粗粒安山岩 14.1 5.2 4.9 613.1 楕円礫

図64-32 図版ー50 棒状礫 埋土下位 変質安山岩 14. 5 6.3 4.5 601.3 楕円礫、端部に剥離痕

図64-33 図版ー50 磨石 床面直上 粗粒安山岩 11. 9 5. 5 6.5 543.3 楕円礫素材、研磨痕

図64-34 図版ー50 棒状礫 埋土中位 粗粒安山岩 12. 6 6.8 5.8 516.5 楕円礫、側面研磨痕．剥離痕

図64-35 図版ー50 凹石 床面直上 粗粒安山岩 14. 5 6.8 6.9 829.l 楕円礫素材、中央部に敲打痕

図64-36 図版ー50 加工痕のある礫 床面直上 粗粒安山岩 14.0 6.0 5.0 551.3 楕円礫素材、端部に剥離痕

1 区18号住居

挿図番号 種別 出土位置
法 最 胎土焼成色調 製作技法等の特徴 備 考

図版番号 器種 遺存状況

図ー 67 土師器 埋 土 口径 12.8 微粒砂 口縁部は外反し、底部との間に稜をもつ。口縁部は

l 杯 底径一 酸化烙 横撫で、体部・底部はへら削り、内面にへらあたり

図版ー 50 完形 器高 4.3 橙色 痕あり。

図ー 67 土師器 埋 土 口径 1 1. 4 微粒砂 口縁部は直立ぎみ、胴部から底部は球状を呈す。ロ

2 広口壺 底部一部 底径一 酸化焔 縁部は横撫で、胴部・底部はへら削り、内面はへら

図版ー50 欠 器高（1 1. 8) 橙色 撫で。

図ー 67 土師器 埋 土 口径一 央雑物 口縁部は外反し、胴部は直線的。口縁部は横撫で、

3 甕 頸部～胴 底径一 酸化焔 胴部は縦方向へら削り、内面はへら撫で。

図版ー 50 部1/3 器高 (9.8) 黄色

図ー 67 土師器 埋 土 口径一 央雑物 胴部は縦方向へら削り、内面はへら撫で。

4 甕 頸部～体 底径一 酸化焔

図版ー 50 部1/4 器高 (16.2) 橙色

図ー 67 土師器 埋 土 口径 (9.4) 細粒砂 外面の受部は整形不鮮明、脚部はへら研磨、内面は

5 器台 口縁一部 底径 (5.5) 酸化焔 へら撫で。

図版ー 50 ～脚1/4 器高（ 7.4) 橙色

図ー 67 土製品 埋 土 長さ 10.6 細粒砂 成整技法は不明。

7 不明 幅 4.5 還元焔

図版ー 50 原さ 0.9 赤灰色

挿図番号 図版番号 製品名 I 出土位置 遺存状態•特徴 I 長さ I 幅 I 厚さ 備 考

図67- 6 図版ー 50 鉄器・釘 I 埋土 断面正方形か。両端部欠損。 I (4.2) I o.4 I o.4 

l 区19号住居

挿図番号 種別 出土位置
法 最 胎土焼成色調 製作技法等の特徴 備 考

図版番号 器種 遺存状況

図ー 71 須恵器 埋 土 口径一 細粒砂 外面は刷毛状工具による回転の撫で、内面も同様。

1 壺 底径一 還元焔

図版ー 50 胴部1/4 器裔（14.2) 灰色

図ー 71 土師器 埋 土 口径 (10.0) 微粒砂 口縁部はやや外反し、体部との間に弱い稜をもつ。

2 杯 底径一 酸化焔 口縁部は横憮で、体部は無調整、底部はへら削り。

図版ー 50 1/5 器高（ 2.5) にぶい褐色

図ー 71 土師器 埋 土 口径一 央雑物 外面は丁寧なへら削り、内面はへら撫で。

3 高杯 底径一 酸化焔

図版ー 50 脚部1/2 器高 (8.0) にぶい黄橙色

図ー 71 土師器 埋 土 口径一 微粒砂 脚部は直線的にやや開き、裾部は大きく開く。外面

4 高杯 裾部一部 底径 13.6 酸化烙 は裾部端部が横撫で、他は縦方向へら研磨。内面は、

図版ー 50 欠 器高 (9.5) 橙色 裾部が刷毛目 (1 単位 8 条）、脚部はへら撫で。

図ー 71 土師器 埋 土 口径一 微粒砂 脚部のほぼ中位に円形の透かしをもつ。外面は刷毛

5 高杯 底径一 酸化焔 整形後へら撫で、内面はへら削り。

図版ー 50 詢部1/3欠 器高 (8.7) 橙色

図ー 71 土師器 埋 土 口径一 微粒砂 粘土紐巻上げ成形。脚部は直線的にやや開き、裾部

6 高杯 脚部・裾 底径（13.8) 酸化焔 は外反ぎみに開く。外面は上部から裾部までへら研

図版ー 50 部 器高 (10.6) 褐色 磨。内面は刷毛整形後へら撫で。
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遺物観察表

挿図番号 種別 出土位置
法 益 胎土焼成色調 製作技法等の特徴 備 考図版番号 器種 遺存状況

図ー 71 土師器 埋 土 口径一 細粒砂 脚部中位に輪積み痕が残る。脚部は縦方向の丁寧な

7 高杯 脚部3/4 底径 (12.9) 酸化焔 へら削り、裾部は刷毛目（単位不明）。

図版ー 50 裾部 器高 (8.4) 明赤褐色

図ー 71 土師器 埋 土 口径一 微粒砂 外面はへら研磨。内面脚部はへら撫で。裾部は刷毛

8 高杯 底径一 酸化烙 目（単位不明）。

図版ー 51 脚部1/3 器高 (7.2) にぶい赤褐色

図ー 71 土師器 埋 土 口径一 微粒砂 脚部は膨らみをもち、裾部は大きく開く。脚部はヘ

9 高杯 底径一 酸化焔 ら削り、内面はへら撫で。

図版ー 51 脚部 器高 (9.0) 明赤褐色

図ー 71 土師器 床 下 口径一 微粒砂 粘土紐巻上げ成形。外面はへら研磨、内面は刷毛整

10 高杯 脚部裾部 底径一 酸化焔 形後へら撫で。

図版ー 51 1/2残 器高 (5.0) 橙色

図ー 71 土師器 埋 土 口径一 細粒砂 脚部はやや膨らみをもち、裾部は大きく開く。脚部

11 高杯 脚部・裾 底径 (13.8) 酸化焔 は外面へら削り、内面へら撫で。

図版ー 51 部1/4 器高 (5.9) 橙色

図ー 71 士師器 埋 土 口径ー 微粒砂 杯身部分はへら削り、脚部は縦方向へら研磨、内面

12 高杯 脚部・体 底径一 酸化烙 はへら撫で。

図版ー51 部下半 器高 (10.2) 橙色

図ー 71 土師器 埋 土 口径一 細粒砂 杯身底部はほぽ平底、体部は直線的に開く。体部・

13 高杯 杯部・底 底径一 酸化焔 底部はへら削り後へら研磨、内面もへら研磨。

図版ー 51 部2/3 器高 (3.4) にぶい橙色

図ー 71 土師器 埋 土 口径一 細粒砂 杯身に脚部をほぞ状に差し込む形態、内外面の整形

14 高杯 底径一 酸化焔 は不鮮明。

図版ー 51 脚部1/2 器高 (6.2) にぶい黄橙色

図ー 71 土師器 埋 土 口径(18. l) 微粒砂 内外面とも縦方向へら研磨。

15 高杯 底径一 酸化焔

図版ー 51 口縁部片 器高 (3.4) 橙色

図ー 71 土師器 埋 土 口径一 央雑物 胴部は大きく膨らむ。胴部・底部はへら削り、内面

16 甕 底径 (8.2) 酸化焔 はへら撫で。

図版ー 51 底部1/2 器高 (2.9) にぶい黄橙色

因ー 71 土師器 埋 土 口径一 細粒砂 胴部下半は細かいへら削り、胴部上半はへら撫で。

17 柑 底径一 酸化焔 内面に指頭痕が残る。

図版ー 51 口縁部欠 器高 (6.1) 橙色

図ー 71 土師器 埋土 口径一 細粒粒 胴部上位は縦方向、中位・下位は横方向へら削り。

18 柑 底径一 酸化焔 内面はへら削り。

図版ー51 体部1/4 器高 (7.2) にぶい褐色

図ー 71 土師器 埋 土 口径一 細粒砂 脚部外面は刷毛目（単位不明）、内面はへら撫で。

19 台付甕 底径 (5.6) 酸化焔

図版ー51 脚部1/2 器高 (6.9) にぷい黄橙色

図ー 71 土師器 埋 土 口径(14.9) 細粒砂 頸部に輪積み痕が残る。外面は縦方向の刷毛目（ 1

20 台付甕 口縁部1/3 底径一 酸化焔 単位16条）、内面口縁部は横方向刷毛目、頸部に指
図版ー 51 器高 (5.7) 黒色 頭痕が残る。

図ー 73 陶器 埋 土 口径一 細粒砂 外面菊花印文。内面はへら撫で。外面は掲釉。

41 甕 底径一 遠元烙

図版ー 51 破片 器高一 にぶい赤褐色

挿図番号 図版番号 器 種 出土位置 石材 長さ 輻 厚さ 重量 製作技術、形態等の特徴

図72-2l 図版ー 51 石製模造品・剣 床面下 蛇紋岩 3. 75 1.6 0.5 3.6 両面あらい研磨

図72-22 図版ー 51 敲石 埋土 砂岩 16.5 7. l 4.5 710. l 楕円礫素材、敲打痕

図72-23 図版ー51 棒状礫 床面下 粗粒安山岩 15.2 6.7 4.9 869. 5 楕円礫、側面部に敲打痕
図72-24 図版ー51 棒状礫 床面下 珪質頁岩 14.9 4.7 3.4 429. l 楕円礫

図72-25 図版ー 51 棒状礫 床面直上 変質玄武岩 14.8 5.2 3.8 497.5 楕円礫

図72-26 図版ー 51 棒状礫 床面直上 粗粒安山岩 18.2 7.8 5.0 860.6 楕円礫

図72-27 図版ー 51 棒状礫 床面下 溶結凝灰岩 13. 9 7.5 3.8 597.3 扁平な楕円礫

図72-28 図版ー51 棒状礫 埋土下位 石英閃緑岩 15.8 6. 7 4.5 716. 7 楕円礫

図72-29 図版ー 51 棒状礫 埋土下位 粗粒安山岩 18.3 6.1 5.2 933. l 楕円礫

図72-30 図版ー 51 棒状礫 埋土上位 石英閃緑岩 15.2 6.1 4.2 647.3 楕円礫、被熱痕

図72-31 図版ー 51 加工痕のある礫 埋土下位 軽石 10.3 7.6 4.8 147. 9 円礫、研磨痕

図73-32 図版ー 51 棒状礫 床面直上 変質安山岩 12. 9 5. 7 3. 7 420.4 楕円礫

図73-33 図版ー51 棒状礫 埋土下位 浴結凝灰岩 15. 9 7.2 4.2 724.3 楕円礫、被熱痕

図73-34 図版ー51 棒状礫 床面下 溶結凝灰岩 14. l 6.0 3.8 505.9 楕円礫
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1 区 19号～20号住居

挿図番号 図版番号 器 種 出土位置 石材 長さ 幅 厚さ 重量 製作技術、形態等の特徴

図73-35 図版ー 51 棒状礫 床面下 石英閃緑岩 14. 5 6.6 4.1 600.2 楕円礫

図73-36 図版ー 51 棒状礫 床面下 粗粒安山岩 15.0 5.5 4.6 545.9 楕円礫

図73-37 図版ー 51 棒状礫 床面下 粗粒安山岩 13. 7 5.8 2.8 369.4 楕円礫

図73-38 図版ー 51 棒状礫 床面下 粗粒安山岩 13.9 7.1 3.4 504.6 扁平な楕円礫

図73-39 図版ー 51 棒状礫 埋土 溶結凝灰岩 14.4 6.8 4.0 424.3 楕円礫

図73-40 因版ー 51 磨石 床面直上 粗粒安山岩 18.8 15. l 4.5 2600.0 両面に研磨痕、被熱痕

l 区20号住居

挿図番号 種別 出土位置
法 直亘 胎土焼成色調 製作技法等の特徴 備 考

図版番号 器種 遺存状況

図ー 75 須恵器 埋 土 口径一 微粒砂 フラスコ形。鞘櫨成形。胴部は同心円カキ目、 2 条

1 横瓶 底径一 還元焔焼締め の凹線がめぐる。

図版ー 52 小片 器高一 灰白色

図ー 75 土師器 埋 土 口径 12.8 微粒砂 口縁部は外傾し、底部との間に稜をもつ。口縁部は

2 杯 底径一 酸化烙 横撫で、稜の部分は無調整、底部はへら削り。

図版ー 52 完形 器高 4.2 褐色

図ー 75 土師器 埋 土 口径 13.3 微粒砂 口縁部は外傾し、底部との間に稜をもつ。口縁部は

3 杯 底径一 酸化焔 横撫で、底部はへら削り。

図版ー 52 3/4 器高 4.4 橙色

図ー 75 土師器 埋 土 口径(12.1) 微粒砂 口縁部は内傾し、下位に凹線がめぐる。底部との間

4 杯 底径一 酸化焙 に稜をもつ。口縁部は横撫で、胴部はへら削り。

図版ー 52 1/3 器高 3.9 赤褐色

図ー 75 土師器 埋 土 口径 (12.6) 微粒砂 口縁部は内傾し、下位に凹線がめぐる。底部との間

5 杯 底径一 酸化焔 に稜をもつ。口縁部は横撫で、胴部はへら削り。

図版一 口縁1/3 器高 (2.9) 褐灰色

図ー 75 土師器 埋 土 口径 (12.7) 微粒砂 口縁部は直立ぎみで下位に凹線がめぐる。底部との

6 杯 底径一 酸化焔 間に稜をもつ。口縁部は横撫で、胴部はへら削り。

図版ー 52 1/4 器高 (3.9) 灰褐色

図ー 75 土師器 埋 土 口径 12. l 微粒砂 口縁部は直立ぎみで、底部との間に稜をもつ。口縁

7 杯 底径一 酸化焔 部は横撫で、胴部はへら削り。

図版ー 52 1/2 器高 4.5 にぶい赤褐色

図ー 75 土師器 埋 土 口径(12.3) 微粒砂 口縁部は直立ぎみで下位に凹線がめぐる。底部との

8 杯 底径一 酸化烙 間に稜をもつ。口縁部は横撫で、胴部はへら肖ljり。

図版一 口縁部1/5 器高 (3.5) 灰褐色

図ー 75 土師器 埋 土 口径一 細粒砂 外面はへら削り、内面は撫で。, 高杯 底径一 酸化烙

図版ー 52 脚部上位 器高 (4.3) にぶい橙色

図ー 75 土師器 埋 土 口径 (15.0) 細粒砂 口縁部はやや外傾し、胴部は大きく膨らむ。口縁部

10 宮一 底径一 酸化焔 は横撫で、胴部は削り、内面はへら撫で。

図版ー 52 口縁1/4 器高 (6.9) にぶい橙色

図ー 75 土師器 埋 土 口径 (9.8) 央雑物 口縁部は外反し、胴部は直線的。口縁部は横撫で、

11 甕 底径一 酸化烙 胴部は縦方向へら削り、内面はへら撫で。

図版ー 52 口縁部1/5 器高 (7.6) にぶい橙色

図ー 75 士師器 埋 土 口径 (17.3) 央雑物 口縁部に輪積み痕が残る。口縁部は僅かに外傾し、

12 甕 口縁～胴 底径一 酸化烙 胴部も僅かに膨らむ。口縁部は横撫で、胴部は縦方

図版ー 52 部1/4 器高 (7.2) 灰黄褐色 向へら削り、内面はへら撫で。

図ー 75 土師器 埋 士 口径（20.0) 細粒砂 口縁部・胴部に輪積み痕が残る。口縁部は横撫で、

13 甑 底径一 酸化焔 胴部は縦方向へら削り、内面はへら撫で。

図版ー 52 1/2 器高 (14.0) 橙色

同一 75 土師器 埋 土 口径 (19.4) 細粒砂 口縁部は僅かに外反し、底部孔は小径である。口縁

14 甑 口縁1/6 底径 4.2 酸化焙 部は横撫で、胴部はへら削り、内面はへら撫で。

図版ー 52 底部完 器高1 1. l 橙色

図ー 75 土師器 埋 土 口径一 細粒砂 外面はへら削り、内面はへら撫で。

15 甑 底部孔部 底径 5.0 酸化焔

図版一 片 器高(1.3) 橙色

図ー 76 土師器 埋 土 口径 (20.3) 央雑物 長胴甕。胴部に輪積み痕が残る。口縁部はやや外反

16 甕 口縁1/3~ 底径一 酸化烙 し、胴部は僅かに膨らむ。口縁部は横撫で、胴部は

図版ー 52 胴部1/2欠 器高（32.4) 橙色 縦方向へら肖1より、内面はへら撫で。
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遺物観察表

挿図番号 種別 出土位置
法 量 胎土焼成色調 製作技法等の特徴 備 考

図版番号 器種 遺存状況

図ー 76 土師器 カマド 口径 (21. 3) 央雑物 長胴甕。口縁部はやや外反し、胴部は僅かに膨らむ。

17 甕 口縁～体 底径一 酸化焔 口縁部は横撫で、胴部は縦方向へら削り、内面はヘ

図版ー 52 部1/8 器高 (18.0) 明赤褐色 ら撫で。

図ー 76 土師器 埋 土 口径一 央雑物 胴部はへら削り、底部は木葉痕が残る。内面胴部は

18 甕 底径 5.3 酸化烙 へら撫で。

図版ー52 底部2/3 器高 (7.6) 明赤褐色

挿図番号 図版番号 器 種 I 出土位置 I 石材 I 長さ I 幅 I 厚さ I 重最 I 製作技術、形態等の特徴
図76-19 図版ー 52 加工痕のある礫 I カマド左袖部 I 粗粒安山岩 I 35.2 I 23.o I 11.1 1 noo.o I 扁平な楕円礫、側面部剥離痕

l 区21号住居

挿図番号 種別 出土位置
法 狐亘 胎土焼成色調 I 製作技法等の特徴

図版番号 器種 遺存状況
備考

図ー 77 土師器 埋 土 口径 (12.3) 微粒砂 I 口縁部は直立し、横撫で。
l 壺 底径一 酸化焔軟質

図版ー 52 口縁片 器高 (3.9) 橙色

1 区22号住居

挿図番号 種別 出土位置
法 最 胎土焼成色調 製作技法等の特徴 備 考

図版番号 器種 遺存状況

図ー 77 須恵器 埋 士 口径 (12.9) 微粒砂 鞘櫨成形、回転方向不明。

l 椀 口縁～体 底径一 還元焔

図版ー 52 部1/8 器高 (4.2) 灰黄色

図ー 77 土師器 埋 土 口径一 微粒砂 口縁部は外反し、横撫で。

2 高杯又は 底径 (19.4) 酸化焔

図版ー52 器台 脚部片 器高 (3.0) 橙色

図ー 77 土師器 埋 土 口径 (17. 5) 微粒砂 「コ」の字状口縁甕。口縁部は横撫で。

3 甕 底径一 酸化焔

図版ー52 口縁片 器高（ 3.5) 橙色

図ー 77 土師器 埋 土 口径一 微粒砂 胴部はへら削り、内面はへら撫で。

4 甕 底径 (2.2) 酸化焔

図版ー52 底部片 器高 (2.6) にぶい褐色

2 区 1 号住居

挿図番号 種別 出土位置
法 直亘 胎土焼成色調 製作技法等の特徴 備 考

図版番号 器種 遺存状況

図ー 78 土師器 埋 士 口径 (14.8) 細粒砂 口縁部は横撫で、体部・底部はへら削り。

1 杯 底径一 酸化焔

図版ー 53 1/8 器高 (3.5) 橙色

図ー 78 土師器 埋 土 口径一 央雑物 底部はへら削り。

2 杯 底径一 酸化焔

図版ー 53 底部 器高(1. 4) 橙色

図ー 78 土師器 埋 土 口径 5.0 微粒砂 へら撫で後へら磨き。

13 紡錘車 底径 3.5 酸化焙

図版ー 53 一部欠 器高 2. 7 暗赤灰色

挿図番号 図版番号 器 種 出土位置 石材 長さ 幅 厚さ 重黛 製作技術、形態等の特徴

図78- 5 図版ー 53 棒状礫 床面直上 ひん岩 13.2 5.8 3.2 358.8 楕円礫

図78- 6 図版ー 53 棒状礫 埋土上位 石英閃緑岩 11. 7 4.9 4.0 375. 7 楕円礫

図78- 7 図版ー 53 棒状礫 床面直上 粗粒安山岩 10.4 4.9 3.5 248.9 楕円礫

図78- 8 図版ー 53 棒状礫 床面直上 石英閃緑岩 10. l 5.5 2.6 246.9 扁平な楕円礫

図78- 9 図版ー 53 棒状礫 床面直上 砂岩 12.6 4.6 4.0 367.8 楕円礫

図78-10 図版ー 53 棒状礫 床面直上 溶結凝灰岩 11. l 4.5 3.6 261.2 楕円礫

図78-11 図版ー 53 棒状礫 床面直上 粗粒安山岩 11. 5 5.4 4.1 377.8 楕円礫

図78-12 図版ー 53 棒状礫 床面直上 石英閃緑岩 12.0 4.9 3.4 302.5 楕円礫
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1 区20号～22号、 2 区 1 号～ 5 号住居

挿図番号図版番号製品名出土位置 遺存状態•特徴

：：：□ ： I::二:|:: : ;:I ::;{: I :::::、扁面形不明。 []: I :届: | :]| ：：三
2 区 2 号住居

挿図番号 種別 出土位置
法 量 胎土焼成色調 製作技法等の特徴 備 考

図版番号 器種 遺存状況

図ー 79 須恵器 埋 土 口径 13.3 微粒砂 輛櫨成形、回転方向右廻り。底部回転糸切り、内面

1 杯 底径 6.4 酸化焔 は口縁部から底部までへら研磨で黒色処理。

図版ー 53 口縁1/4欠 器高 4.4 橙色

図ー 79 土師器 埋 土 口径 (18.7) 微粒砂 「コ」の字状口縁甕。口縁部は横撫で、頸部はへら

2 甕 底径一 酸化焔 撫で。

図版ー 53 口縁部片 器高 (3.7) 明赤褐色

挿図番号 図版番号 製品名 I 出土位置 遺存状態•特徴 I 長さ I 幅 I 厚さ 備 考

図79- 3 図版ー53 鉄器・刀子 I 掘り方 茎部欠損、身は細く、使用に伴う研ぎ減りと推定 I (11.0) I (1.oJ I 0.3 
挿図番号 図版番号 器 種 I 出土位置 I 石材 I 長さ I 幅 I 厚さ I 重鍼 I 製作技術、形態等の特徴
図79- 4 図版ー53 加工痕のある礫 I 床面直上 I 軽石 | (10.0) | 10.5 | 5.8 | 181.7 1 円礫素材

2 区 3 号住居

挿図番号 種別 出土位置
法 量 胎土焼成色調 製作技法等の特徴 備 考

図版番号 器種 遺存状況

図ー 81 土師器 埋 土 口径 (14.5) 細粒砂 口縁部は内彎ぎみで底部は緩い丸みをもつ。口縁部

1 杯 口縁1/4底 底径一 酸化焔 はへら削り、体部は無調整、底部はへら削り。

図版ー 53 部2/3 器高 3.8 橙色

図ー 81 土師器 埋 土 口径 12.6 細粒砂 口縁部は直立し、底部はほぽ平底。口縁部は横撫で、

2 杯 底径一 酸化焔 体部は撫でと無調整、底部はへら削りで周辺部に撫

図版ー 53 口縁1/2欠 器高 3.9 橙色 でが見られる。

図ー 81 須恵器 埋 土 口径 22. l 細粒砂 口縁部は輪積み痕が残る。口縁部は外反し、胴部は

3 甕 口縁～胴 底径一 酸化烙 緩い膨らみをもっ。口縁部は横撫で、胴部はへら削

図版ー 53 部1/2 器高(13.4) 橙色 り、内面胴部はへら撫で。

図ー 81 士師器 埋 土 口径一 細粒砂 胴部は中位が大きく膨らむ。胴部・底部ともへら削

4 盆• 底部～胴 底径 6.2 酸化焔 り、内面はへら撫で。

図版ー 53 部片 器高（14.0) にぶい橙色

2 区 4 号住居

竺芦 I::師:] 1 戸：可豆記王： I ぎ丑二成色調 1 ::::直;:::;;;:;;::J：：口縁部 I 備 考
2 区 5 号住居

挿図番号 種別 出土位置
法 紙 胎土焼成色調 製作技法等の特徴 備 考

図版番号 器種 遺存状況

図ー 84 土師器 埋 土 口径 (1 1. 2) 微粒砂 口縁部は直立ぎみで底部は丸底。口縁部は横撫で、

1 杯 底径一 酸化焔 体部上半は無調整、体部下半・底部はへら削り。

図版ー54 1/4 器高 (4.0) 橙色

図ー 84 土師器 カマド 口径ー 央雑物 胴部・底部ともへら削り、内面はへら撫で。

2 甕 底径 3.2 酸化焔

因版ー 54 底部片 器高 (2.3) 橙色

図ー 84 土師器 埋 士 口径一 央雑物 胴部は縦方向へら削り、底部もへら削り、内面はヘ

3 甕 底部～胴 底径 (5.3) 酸化焔 ら撫で。

図版ー 54 部1/4 器高 (13.6) にぶい黄褐色

挿図番号 図版番号 器 種 I 出土位置 I 石材 I 長さ I 幅 I 厚さ I 重最 I 製作技術、形態等の特徴
図84- 4 図版ー54 加工痕のある礫 I 埋士中位 I 粗粒安山岩 I 14.o I s.1 I 4.6 I 625.3 I 楕円礫素材、端部に蔽打痕
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遺物観察表

2 区 6 号住居

挿図番号 種別

図版番号 器種

図ー 84 土師器

1 杯

図版ー 54

図ー 84 土師器

2 杯

図版ー 54

図ー 84 土師器

3 甕

図版ー 54

2 区 7 号住居

挿図番号 種別

図版番号 器種

図ー 85 土師器

l 壺

図版ー54

図ー 85 士師器

2 甑

図版ー54

図ー 85 土師器

3 甕

図版ー54

2 区 8 号住居

挿図番号 種別

図版番号 器種

図ー 86 士師器

1 杯

図版ー 54

図ー 86 土師器

2 高杯

図版ー 54

図ー 86 土師器

3 甕

図版ー 54

2 区 9 号住居

挿図番号 種別

図版番号 器種

図ー 87 土師器

1 高杯

図版ー 54

図ー 87 土師器

2 甕

図版-54

2 区10号住居
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出土位置

遺存状況

埋 土

口縁から

1/5 

埋 土

日縁～底部

小片

埋 土

底部～胴

部1/4

出土位置

遺存状況

埋 土

頸部付近

の破片

埋 土

口縁片

埋 土

底部片

出土位置

遺存状況

埋 土

3/4 

埋 土

杯部片

埋 土

底部1/2

出土位置

遺存状況

埋 土

脚部片

埋 土

底部片

法 量 胎土焼成色調 製作技法等の特徴 備 考

口径 (13.3) 細粒砂 口縁部はやや外傾し、底部はほぽ平底。口縁部は横

底径一 酸化焔 撫で、体部は無調整、底部はへら削り。

器高 (2.7) にぶい褐色

口径 (15.1) 微粒砂 口縁部はやや外傾し、底部はほぽ平底。口縁部上半

底径一 酸化焔 は横撫で、下半は無調整、底部はへら削り。

器高 (2. 7) 橙色

口径一 微粒砂 胴部は縦方向へら削り、底部もへら削り、内面はヘ

底径 (5.1) 酸化焔 ら撫で。

器高 (4.9) にぶい黄褐色

法 景 胎土焼成色調 製作技法等の特徴 備 考

口径ー 央雑物 胴部は球状に膨らむ。胴部は横方向へら削り、内面

底径一 酸化焔 はへら撫で。

器高 (4.2) 橙色

口径 (17.4) 細粒砂 口縁部はやや外反する。口縁部は横撫で、胴部は横

底径一 酸化焔 方向へら削り、内面胴部はへら撫で。

器高 (7.5) にぶい黄橙色

口径一 微粒砂 胴部・底部ともへら削り、内面はへら撫で。

底径 (5.5) 酸化焙

器高 (2.0) 黒褐色

法 最 胎土焼成色調 製作技法等の特徴 備 考

口径 1 1. 5 微粒砂 口縁部は僅かに外反し、底部との間に稜をもち、底

底径一 酸化烙 部は丸底。口縁部は横撫で、底部はへら削り。

器裔 4.1 橙色

口径 (14.4) 微粒砂 口縁部は外反し、横撫で。

底径一 酸化焔

器高（ 2.7) 橙色

口径一 央雑物 胴部・底部ともへら削り、内面はへら撫で。

底径 4. l 酸化焔

器高 (4.9) 黒褐色

法 量 胎土焼成色調 製作技法等の特徴 備 考

口径一 微粒砂 脚部接合部。

底径一 酸化焔

器高 (2.0) 黒色

口径一 細粒砂 胴部・底部はへら削り、内面はへら撫で。

底径 3.2 酸化焔

器高(1.7) 明赤褐色



2 区 6 号～ 12号住居

挿図番号 種別 出土位置
法 塁 胎土焼成色調 製作技法等の特徴 備 考

因版番号 器種 遺存状況

図ー 89 土師器 埋 土 口径 (1 1.5) 微粒砂 口縁部は外傾し、底部は緩い丸みをもっ。口縁部は

1 杯 底径一 酸化焔 横撫で、底部はへら削り。

図版ー 54 口縁片 器高 (2.3) 橙色

図ー 89 土師器 カマド 口径 (12.3) 微粒砂 口縁部は直立ぎみで体部は丸みをもち開く。口縁部

2 杯 底径一 酸化焔 は横撫で、体部は無調整。

図版ー 54 口縁片 器高（ 2.2) にぶい橙色

図ー 89 土師器 埋 土 口径 (9.1) 微粒砂 口縁部は外反し、底部との間に稜をもつ。口縁部は

3 杯 底径一 酸化烙 横撫で。

図版ー 54 口縁片 器高 (2.8) 橙色

図ー 89 土師器 埋 土 口径 (2 1. 3) 細粒砂 口縁部は外反し、胴部は直線的である。口縁部は横

4 甕 口縁1/3胴 底径 7.2 酸化焔 撫で、胴部は縦方向へら削り、底部もへら削り、内

図版ー 54 部2/3底完 器高 35.7 明赤褐色 面胴部はへら撫で。

図ー 89 土師器 埋 土 口径（20.1) 央雑物 口縁部は僅かに外反し、胴部は直線的である。口縁

5 甕 底径一 酸化焔 部は横撫で、胴部は縦方向へら削り、内面胴部はヘ

図版ー 54 口縁片 器高 (7.8) にぶい黄褐色 ら撫で。

挿図番号 図版番号 器 種 I 出土位置 I 石材 I 長さ I 幅 I 厚さ I 重量 I 製作技術、形態等の特徴
図89- 6 図版ー 54 砥石 I 埋土 I 砥沢石 I 10.3 I 4.o I 3.6s I 132.07 I 使用面菱形、両側面樋状削り

2 区11号住居

挿図番号 種別 出土位置
法 量 胎土焼成色調 製作技法等の特徴 備 考

図版番号 器種 遺存状況

図ー 91 須恵器 埋 土 口径 (1 1. 4) 細粒砂 輛輯成形、回転方向不明。底部は回転糸切り。

l 杯 底径 (5.4) 還元焙

図版ー 55 1/4 器高 3.9 灰色

図ー 91 土師器 埋 土 口径 (12.7) 微粒砂 口縁部は外反し、底部は平底。口縁部は横撫で、体

2 杯 底径 (9.0) 酸化焔 部は無調整、底部はへら削り。

図版ー 55 口縁片1/8 器高 (3.1) 橙色

図ー 91 土師器 埋 土 口径（1 1.7) 微粒砂 口縁部は外反し、底部は平底。口縁部は横撫で、体

3 杯 底径一 酸化烙 部は無調整、底部はへら削り。

図版ー 55 口縁片 器高 (2.8) 橙色

図ー 91 土師器 埋 土 口径一 細粒砂 胴部・底部はへら削り、内面はへら撫で。

4 甍 底径（ 5.7) 酸化烙

図版ー 55 底部片 器高(1.7) 黒褐色

図ー 91 土師器 床 下 口径一 細粒砂 胴部・底部はへら削り、内面はへら撫で。

5 甕 底径（ 3.7) 酸化焔

図版ー55 底部片 器高 (3.0) 黒褐色

図ー 91 土師器 埋 土 口径（20.5) 細粒砂 口縁部は外反し、胴部は膨らむ。口縁部は横撫で、

6 甕 口縁～胴 底径一 酸化焔 頸部はへら撫で、胴部上位は横方向、中位は縦方向

図版ー 55 部1/8 器高(16.3) 灰褐色 へら削り、内面胴部はへら撫でで指頭痕が残る。

図ー 91 土師器 埋 土 口径 (18.3) 細粒砂 「コ」の字状口縁甕。口縁部は横撫で、頸部はへら

7 甕 口縁～胴 底径一 酸化焔 撫で、胴部は横方向へら削り、内面胴部はへら撫で。

図版ー 55 部1/8 器高 (1 1. 2) 橙色

図ー 91 土師器 埋 土 口径一 細粒砂 内面に輪積み痕が見られる。外面は縦方向へら削り、

8 甕 底径一 酸化焙 内面はへら撫でで指頭痕が残る。

図版ー 55 胴部1/4 器裔(1 5.3) 灰褐色

挿図番号 図版番号 器 種 I 出土位置 I 石材 I 長さ I 幅 I 厚さ I 重量 I 製作技術、形態等の特徴
図91- 9 図版ー55 加工痕のある礫 I 埋土 I 粗粒安山岩 |30.2 I 18.8 I 14.6 I noo.o I 片面に削り痕

2 区12号住居

挿図番号 種別 出土位置
法 量 胎土焼成色調 製作技法等の特徴 備 考

図版番号 器種 遺存状況

図ー 93 須恵器 埋 土 口径 14.5 央雑物 鞘儲成形、回転方向右廻り。内面は火欅痕。つまみ

1 蓋 猟径 4.3 還元焔 は輪状。天井部は中位まで回転へら削り。

図版ー 55 完形 器高 3.2 灰色

図ー 93 須恵器 埋 土 口径 12.9 細粒砂 鞘輯成形、回転方向右廻り。口縁部は焼成時の歪み

2 蓋 猟径 2.6 還元焔 が大きい。つまみは輪状。天井部の中央部は回転へ

図版ー 55 完形 器高 4.0 灰白色 ら削り。
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遺物観察表

挿図番号 種別 出土位置
法 羹 胎土焼成色調 製作技法等の特徴 備 考

図版番号 器種 遺存状況

図ー 93 須恵器 埋 土 口径 10.8 央雑物 陸輯成形、回転方向右廻り。底部は回転糸切り後回

3 杯 口縁一部 底径 6.7 還元焔 転へら調整、中央部に糸切り痕が残る。

図版ー 55 欠 器高 3.7 にぶい黄橙色

図ー 93 須恵器 埋 土 口径一 央雑物 鞘輯成形、回転方向右廻り。底部は回転糸切り後回

4 杯 底径 7.1 還元烙 転へら調整、中央部に糸切り痕が残る。

図版ー 55 底部3/4 器高(1. 3) 黄灰色

図ー 93 土師器 埋 土 口径 (12.2) 細粒砂 口縁部は直立し、底部はほぽ平底。口縁部は横撫で、

5 杯 口縁2/3底 底径一 酸化焔 体部は無調整、底部はへら削り。

図版ー 55 部欠 器高 (3.1) 橙色

図ー 93 土師器 埋 土 口径 (12.8) 細粒砂 口縁部は直立ぎみで底部は緩い丸みをもつ。口縁部

6 杯 底径一 酸化焔 は横撫で、体部は無調整、底部はへら削り。

図版ー55 1/3 器高 (3.3) にぶい橙色

図ー 93 土師器 カマド 口径 (13.0) 細粒砂 体部から口縁部は僅かに開き、底部は平底。口縁部

7 杯 口縁～底 底径一 酸化焔 は横撫で、体部は無調整、底部はへら削り。

図版ー55 埋 土 部1/3 器高（ 2.8) 褐色

図ー 93 須恵器 埋 土 口径 10.6 細粒砂 饒櫨成形、回転方向右廻り。高台は貼付。底部は回

8 椀 口縁一部 底径 6.3 酸化焔 転へら切り。

図版ー55 欠 器高 5.1 灰色

挿図番号 図版番号 器 種 l 出土位置 l 石材 I 長さ I 幅 I 厚さ I 重最 I 製作技術、形態等の特徴
図93- 9 図版ー 55 加工痕のある礫 I 床面直上 I 粗粒安山岩 I 14.1 I 13.9 I 6.6 11400.0 I 片面研磨痕、片面削り痕

2 区13号住居

挿図番号 種別 出土位置
法 量 胎土焼成色調 製作技法等の特徴 備 考

図版番号 器種 遺存状況

図ー 94 須恵器 埋 土 口径 (1 1.9) 微粒砂 饒櫨成形、回転方向右廻り。底部は回転糸切り、内

1 杯 底径 5.8 酸化焔 面は全面にへら研磨し、黒色処理。

図版ー56 1/2 器高 4.2 にぶい黄橙色

図ー 94 須恵器 埋 土 口径 12.4 央雑物 鞘櫨成形、回転方向右廻り。底部は回転糸切り。

2 杯 底径 6.0 還元焔

図版ー 56 完形 器高 3.9 灰色

図ー 94 土師器 埋 土 口径 12.3 宍雑物 体部から口縁部は直線的にやや開き、底部は平底。

3 杯 底径一 酸化烙 口縁部は横撫で、体部は無調整、底部はへら削り。

図版ー 56 口縁1/3欠 器高 3.1 橙色

図ー 94 土師器 埋 土 口径 (12.0) 微粒砂 口縁部は内傾し、体部は丸みをもち開く。口縁部は

4 杯 口縁～底 底径一 酸化焔 横撫で、体部は無調整、底部はへら削り。

図版ー 56 部1/4 器高 (3.2) 明赤褐色

図ー 94 土師器 埋 土 口径ー 微粒砂 鞘輯成形、回転方向不明。高台は貼付。底部切り放

5 椀 底径(5.9) 酸化焔 し技法不明。内面はへら研磨で黒色処理。

図版ー 56 底部1/2 器高 (2.1) にぶい橙色

図ー 94 土師器 埋 土 口径 (8.7) 細粒砂 「コ」の字状口縁甕。口縁部には 1 条の凹線がめぐ

6 甕 口縁～胴 底径一 酸化焔 り、横撫で。頸部は上半が無調整、下半は横撫で、

図版ー 56 部1/3 器高 (9.3) 明赤褐色 胴部は横方向へら削り、内面胴部はへら撫で。

挿図番号 図版番号 製品名 I 出土位置 遺存状態•特徴 I 長さ I 幅 I 厚さ 備 考
図94- 7 図版ー 56 鉄器・刀子 I 床面直上 全面錆に覆われ、身の一部が空洞であるが、完形。| 16.0 I 1.2 I o.5 
挿図番号 図版番号 器 種 I 出土位置 I 石材 I 長さ I 幅 I 厚さ I 重量 I 製作技術、形態等の特徴
図94- 8 図版ー 56 砥石 I 埋土 I 砥沢石 I 9.4 I 3.s I 3.3 1100.35 I 3 側面研磨、 1 側面樋状削り

2 区14号住居

挿図番号 種別 出土位置
法 迫亘 胎士焼成色調 製作技法等の特徴 備 考

図版番号 器種 遺存状況

図ー 95 須恵器 埋 土 口径 13.9 細粒砂 鞘輯成形、回転方向右廻り。高台は剥離。底部は回

1 台付皿 口縁一部 底径(6.6) 還元焔憔焼成 転糸切り。

図版ー 56 欠高台欠 器高 (2.7) 黒色

図ー 95 土師器 埋 土 口径 (19.6) 細粒砂 「コ」の字状口縁甕。口縁部には 1 条の凹線がめぐ

2 甕 口縁～胴 底径一 酸化焔 り、横撫で。頸部は上半がへら撫で、下半は横撫で、

図版ー 56 部1/4 器高 (7.6) 明赤褐色 胴部は横方向へら削り、内面胴部はへら撫で。
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2 区12号～ 15号、 17号住居

2 区15号住居

挿図番号 種別 出土位置
法 贔 胎土焼成色調 製作技法等の特徴 備 考

図版番号 器種 遺存状況

図ー 97 須恵器 埋 土 口径(11.2) 微粒砂 輛輯成形、回転方向不明。底部は回転へら調整。

1 杯 底径 (7.1) 還元焔

図版ー 56 1/4 器高 (3.5) 灰白色

図ー 97 士師器 埋 土 口径（12.8) 細粒砂 口縁部は直立し、体部は丸みをもち開く。口縁部は

2 杯 底径一 酸化烙 横撫で、体部・底部はへら削り。

図版ー 56 1/3 器高（ 3.5) 橙色

図ー 97 土師器 埋 土 口径(12.4) 微粒砂 口縁部は直立し、底部はほぽ平底。口縁部は横撫で、

3 杯 底径一 酸化焙 底部はへら削り。

図版ー56 口縁片 器高 (2.3) 明褐色

図ー 97 土師器 埋 土 口径 (1 1. 6) 微粒砂 口縁部は内轡し、体部は丸みをもち開く。口縁部は

4 杯 底径一 酸化焔 横撫で、体部上半は無調整、下半はへら削り。

図版ー 56 口縁片1/8 器高 (3.0) 橙色

図ー 97 土師器 埋 土 口径 (12.7) 細粒砂 口縁部は内彎し、体部は丸みをもち開く。口縁部は

5 杯 底径一 酸化焔 横撫で、体部上半は無調整、下半はへら削り。

図版ー 56 口縁片 器高 (2.2) 橙色

図ー 97 土師器 埋 土 口径 (13.3) 微粒砂 口縁部は直立し、底部との間に稜をもつ。口縁部は

6 杯 底径一 酸化焔 横撫で、底部はへら削り。

図版ー 56 口縁片 器高（ 2.7) にぷい黄橙色

図ー 97 土師器 埋 土 口径(10.5) 微粒砂 口縁部は直立ぎみで底部との間に稜をもつ。口縁部

7 杯 底径一 酸化焔 は横撫で、底部はへら削り。

図版ー 56 口縁片 器高 (2.3) 橙色

図ー 97 土師器 埋 土 口径（10.0) 微粒砂 口縁部は僅かに外傾し、中位・下位に各 1 条の凹線

8 杯 底径一 還元焔 がめぐり、底部との間に稜をもつ。口縁部は横撫で、

図版ー56 口縁片 器高 (3.8) にぶい黄橙色 底部はへら削り。

図ー 97 土師器 埋 土 口径 (13.4) 微粒砂 口縁部は直立ぎみで底部との間に稜をもつ。口縁部

9 杯 底径一 酸化焔 は横撫で、底部はへら削り。

図版ー 56 口縁片 器高 (3.1) にぶい橙色

図ー 97 土師器 埋 土 口径 (12.9) 微粒砂 口縁部は僅かに外傾し、中位・下位に各 1 条の凹線

10 杯 底径一 酸化焔 がめぐり、底部との間に稜をもつ。口縁部は横撫で、

図版ー 56 口縁片 器高 (4.0) にぷい褐色 底部はへら削り。

図ー 97 土師器 埋 土 口径（17.2) 細粒砂 口縁部は横撫で、胴部は横方向へら削り、内面胴部

11 甕 底径一 酸化烙 はへら撫で。

図版ー 56 口縁片 器高 (6.0) 橙色

図ー 97 土師器 埋 土 口径 (18.8) 細粒砂 長胴甕。口縁部は外反し、胴部は直線的、口縁部は

12 甕 底径一 酸化焔 横撫で、胴部は縦方向へら削り、内面胴部はへら撫

図版ー 56 口縁片 器高 (7.3) にぶい橙色 で。

図ー 97 土師器 埋 土 口径 (19.2) 細粒砂 口縁部に輪積み痕が残る。口縁部は横撫で、体部は

13 鉢 底径一 酸化焔 へら削り、内面は黒色処理。

図版ー 56 口縁片 器高 (4.6) にぶい黄橙色

2 区17号住居

挿図番号 種別 出土位置
法 鍼 胎土焼成色調 製作技法等の特徴 備 考

図版番号 器種 遺存状況

図ー 99 土師器 埋 土 口径 (1 1.1) 微粒砂 体部から口縁部は僅かに開き、底部は平底。口縁部

l 杯 底径一 酸化焔 は横撫で、体部は無調整、底部はへら削り。

図版ー 57 口縁片 器高 (2.2) 橙色

図ー 99 土師器 埋 土 口径 (12.9) 微粒砂 口縁部はやや外反し、底部との間に稜をもつ。口縁

2 杯 底径一 酸化焔 部は横撫で、底部はへら削り。

図版ー57 口縁片 器高 (2.3) 橙色

図ー 99 士師器 埋 土 口径 (12.9) 微粒砂 口縁部は直立ぎみで底部との間に稜をもつ。口縁部

3 杯 底径一 酸化焔 は横撫で、底部はへら削り。

図版ー57 口縁片 器高 (3.5) 灰黄褐色

図ー 99 土師器 埋 土 口径 (14.8) 微粒砂 口縁部は僅かに外傾し、中位に 1 条、下位に 2 条の

4 杯 口縁～底 底径一 酸化焔 凹線がめぐり、底部との間に稜をもっ。口縁部は横

図版ー57 部 器高 (3.3) 灰黄褐色 撫で、底部はへら削り。
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遺物観察表

挿図番号 種別 出土位置
法 量 胎土焼成色調 製作技法等の特徴 備 考図版番号 器種 遺存状況

図ー 99 土師器 埋 土 口径 (2 1. 3) 央雑物 長胴甕。口縁部は外反し、胴部はほぽ直線的。口縁
5 甕 口縁～胴 底径一 酸化焔 部は横撫で、胴部は縦方向へら削り、内面胴部はヘ

図版ー57 部1/4 器高 (16.0) にぶい黄橙色 ら撫で。
図ー 99 土師器 カマド 口径一 央雑物 胴部は縦方向・斜め方向へら削り、底部もへら削り、

6 甕 底部～胴 底径 (4.7) 酸化焔 内面はへら撫で。

図版ー 57 部2/3 器高（10.8) 褐色

図ー 99 土師器 埋 土 口径 17.0 次雑物 口縁部はやや外反し、胴部は僅かに膨らむ。口縁部

7 甕 底径 3.9 酸化焔 は横撫で、胴部は縦方向へら削り、内面胴部はへら
図版ー 57 1/6欠 器高 27.8 にぶい橙色 撫で。

挿図番号 図版番号 器 種 I 出土位置 I 石材 I 長さ I 幅 I 厚さ I 重量 I 製作技術、形態等の特徴
図99- 8 図版ー57 蔽石 l 床面直上 I 粗粒安山岩 I 13.3 I 6.7 I 5.3 I 591.0 I 楕円礫素材、中央部に蔽打痕

2 区18号住居

挿図番号 種別 出土位置
法 饂 胎土焼成色調 製作技法等の特徴 備 考図版番号 器種 遺存状況

図ー 101 須恵器 埋 土 口径 13.0 央雑物 輛櫨成形、回転方向右廻り、つまみは小径の偏平。

1 蓋 猟径 2. 9 還元焔 天井部は回転へら削り。

図版ー 57 1/2 器高 4.2 灰白色

図ー 101 須恵器 埋 土 口径 9.6 細粒砂 鞘輯成形、回転方向右廻り。底部は回転へら調整。
2 杯 口縁一部 底径一 還元焔

図版ー57 欠 器高 3.0 灰白色
図ー 101 須恵器 埋 土 口径一 灰雑物 輛輯成形、回転方向不明。高台は貼付。底部は回転

3 椀 底径（ 7.0) 還元焔 糸切り、周辺部は高台貼付時の撫で。

図版ー 57 底部1/2 器高 (2.2) 灰白色

図ー 101 須恵器 埋 土 口径一 央雑物 鞘櫨成形、回転方向不明。

4 長頸壺 底径一 還元焔

図版ー 57 頸部2/3 器高 (6.9) 黒色

図ー 101 軟質陶器 埋 土 口径一 細粒砂 外面不明。内面へら撫で。

5 甕 底径一 還元焔

図版ー 57 体部片 器裔一 灰黄色

図ー 101 土師器 埋 土 口径(11.l) 央雑物 口縁部は直立し、体部は丸みをもち大きく開く。ロ

6 杯 底径一 酸化焔 部縁部は横撫で、体部・底部はへら削り。

図版ー 57 1/4 器高 (3.3) 明赤褐色

図ー 101 土師器 埋 土 口径 (13.3) 細粒砂 口縁部は内轡し、底部は緩い丸底。口縁部は横撫で、
7 杯 底径一 酸化焔 体部・底部はへら削り。

図版ー 57 1/3 器高 (3.3) 橙色

図ー 101 土師器 埋 土 口径(1 6.0) 細粒砂 口縁部は内轡ぎみで体部は丸みをもち開く。口縁部

8 杯 口縁～体 底径一 酸化焔 は横撫で、体部はへら削り。

図版ー 57 部1/6 器高 (4.0) 橙色

図ー 101 土師器 埋 土 口径 (12.3) 細粒砂 口縁部は直立し、体部は丸みをもち開く。口縁部は

9 杯 口縁～底 底径一 酸化焔 横撫で、体部・底部はへら削り。

図版ー 57 部1/4 器高 (2.9) にぶい橙色

図ー 101 土師器 カマド 口径 (10.7) 細粒砂 口縁部は内傾し、横撫で。

10 杯 底径一 酸化焔

図版ー 57 口縁片 器高 (2.7) 明赤褐色

図ー 101 土師器 埋 土 口径 (16.2) 央雑物 口縁部は内彎し、体部は丸みをもち開く。口縁部は

11 杯 口縁～底 底径一 酸化焔 横撫で、体部・底部はへら削り。
図版ー 57 部1/4 器高（ 3.7) 明赤褐色

図ー 101 土師器 埋 土 口径（14.1) 細粒砂 口縁部は内轡し、体部は丸みをもち開く。口縁部は

12 杯 口縁～底 底径一 酸化焔 横撫で、体部・底部はへら削り。

図版ー 57 部1/4 器高 (3.9) 橙色

図ー 101 土師器 埋 土 口径（13.3) 細粒砂 口縁部は直線的にやや開き、 3 条の凹線がめぐる。

13 杯 底径一 酸化焔 底部との間に稜をもち、底部は丸底。口縁部は横撫

図版ー 57 2/3 器高 4.8 灰黄褐色 で、底部はへら削り。

図ー 101 土師器 埋 土 口径 (16.0) 細粒砂 口縁部は内傾し、体部は丸みをもち開く。口縁部は

14 杯 口縁～体 底径一 酸化焔 横撫で、体部はへら削り。

図版ー 57 部片 器高 (4.l) 明赤褐色
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2 区 17号～ 19号住居

挿図番号 種別 出土位置
法 量 胎土焼成色調 製作技法等の特徴 備 考

同版番号 器種 遺存状況

図ー 101 須恵器 埋 土 口径 (10.3) 細粒砂 輛輯成形、回転方向不明。底部は回転へら調整。

15 杯 口縁～底 底径一 還元焔

図版ー 57 部1/8 器高（ 3.5) 灰色

図ー 101 土師器 埋 土 口径 (6.4) 微粒砂 口縁部は直線的にやや開き、横撫で。

16 柑 底径一 酸化焔

図版ー 57 口縁1/5 器高 (2.6) 明赤褐色

図ー 101 土師器 埋 土 口径一 細粒砂 外面の整形は不鮮明、内面はへら撫で。

17 柑 底径一 酸化焔

図版ー57 頸部1/3 器高(1.7) 明赤褐色

図ー 101 土師器 埋 土 口径(14.2) 細粒砂 口縁部は外反し、胴部は緩い膨らみをもつ。口縁部

18 甕 口縁～胴 底径一 酸化焔 は横撫で、胴部は横方向へら削り、内面胴部はへら

図版ー 57 部1/2 器高（ 6.7) 明赤褐色 撫で。

図ー 101 土師器 埋 土 口径 (1 1. 6) 細粒砂 口縁部はやや外反し、底部は緩い丸みをもつ、内面

19 把手付皿 底径一 酸化焔 に把手が付けられていたようである。口縁部は横撫

図版ー57 1/2 器高（ 2.5) にぶい褐色 で、底部はへら削り。

図ー 101 土師器 カマド 口径 (20.9) 細粒砂 口縁部は外反し、横撫で、胴部はへら削り、内面は

20 甕 底径一 酸化烙 へら撫で。

図版ー 57 口縁片 器高 (5.7) にぶい橙色

図ー 101 土師器 埋 土 口径 (18.4) 央雑物 口縁部は外反し、胴部は直線的。口縁部は横撫で、

21 甍 口縁～胴 底径一 酸化烙 胴部は縦方向へら削り、内面はへら撫で。

図版ー 58 部1/5 器高 (10.0) 暗灰黄色

図ー 101 土師器 埋 土 口径 (2 1. 9) 央雑物 口縁部に輪積み痕が残る。口縁部は外反し、胴部は

22 甕 口縁～胴 底径一 酸化烙 直線的。口縁部は横撫で、胴部は縦方向へら削り、

図版ー58 部1/3 器高 (10.5) にぶい黄橙色 内面はへら撫で。

図ー 102 土師器 埋 土 口径 (23.4) 央雑物 口縁部は直線的に開き、胴部は球状。口縁部は横撫

23 甕 底径一 酸化焙 で、胴部は横方向へら削り、内面はへら撫で。

因版ー 58 口縁1/2 器高 (6.5) 橙色

挿図番号 図版番号 器 種 I 出土位置 I 石材 I 長さ I 幅 I 厚さ I 璽埜 I 製作技術、形態等の特徴

図102-24 図版ー 58 加工痕のある礫 I カマド右袖部 I 粗粒安山岩 I 36.0 I 20.5 I 13.l j 10300.0 j楕円礫、 1 側面研磨痕

2 区19号住居

挿図番号 種別 出土位置
法 最 胎土焼成色調 製作技法等の特徴 備 考

図版番号 器種 遺存状況

図ー 104 士師器 埋 土 口径 (6.3) 細粒砂 口縁部は直線的に開く。口縁部上半は横撫で、下半

l 柑 底径一 酸化焔 から胴部にかけては縦方向刷毛目（単位不鮮明）、

図版ー58 口縁部 器高 (2.9) 橙色 内面口縁部にへら撫で。

図ー 104 土師器 埋 土 口径 (9.5) 央雑物 口縁部は直線的にやや開き、胴部は球状。口縁部か

2 柑 口縁一部 底径一 酸化烙 ら胴部上位は縦方向刷毛目、中位はへら削り、内面

図版ー 58 胴部1/4 器高 (6.0) 明褐色 口縁部は横方向刷毛目、胴部はへら撫で。

図ー 104 土師器 カマド 口径 8.6 央雑物 口縁部は直線的にやや開き、胴部は球状。口縁部は

3 柑 口縁部～ 底径一 酸化焔 横撫で、胴部は横方向へら削り、内面口縁部下位か

図版ー 58 胴部1/3 器高 (8.3) 黒色 ら胴部はへら撫で。

図ー 104 土師器 埋 土 口径（16.9) 細粒砂 口縁部は直線的に開き、底部との間に弱い稜をもつ。

4 高杯 底径一 酸化烙 外面の口縁部と内面口縁部・底部に粗いへら研磨。

図版ー 58 杯部1/6 器高 (6.3) 明赤褐色

図ー 104 土師器 埋 土 口径一 細粒砂 口縁部は直線的に開き、底部との間の稜は明確では

5 高杯 底径 10.0 酸化焔 ない。口縁部と内面はへら研磨、底部はへら削り。

図版ー 58 杯底部 器高 (3.5) 明褐色

図一 土師器 埋 土 口径ー 細粒砂 外面が縦方向へら削り。内面へら撫で。

6 高杯 底径一 酸化烙

図版ー 58 脚部片 器高一 にぶい赤褐色

図一 104 土師器 埋 土 口径 (14.7) 央雑物 口縁部はやや外反し、胴部は球状を呈す。口縁部は

7 壺 口縁～胴 底径一 酸化烙 横撫で。胴部は横方向へら削り、内面はへら撫で。

図版ー58 部1/5 器高 (9. 1) 黒褐色

図ー 104 土師器 埋 土 口径（19.8) 央雑物 口縁部は直線的に開き、胴部は球状を呈す。口縁部

8 衷ム 口縁～胴 底径一 酸化焔 は横撫で、胴部はへら削り。

図版ー58 部1/4 器高 (7.3) にぶい橙色
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遺物観察表

挿図番号 種別 出土位置
法 量 胎土焼成色調 製作技法等の特徴 備 考

図版番号 器種 遺存状況

図ー 104 土師器 埋 土 口径一 細粒砂 胴部は大きな膨らみをもち、縦方向へら削り、底部, 甕 底部～胴 底径 (6.0) 酸化焔 はへら削り、内面はへら撫で。

図版ー 58 部1/4 器高 (9.3) 黒褐色

図ー 104 須恵器 埋 土 口径一 央雑物 輛輯成形、回転方向右廻り。高台は貼付。底部は回

10 椀 底部～胴 底径 7.1 還元焔 転糸切り、高台畳付け部はへら削り。

図版ー 58 部1/2 器高 (4.5) 灰色

2 区20号住居

挿図番号 種別 出土位置
法 醤 胎土焼成色調 製作技法等の特徴 備 考

図版番号 器種 遺存状況

図ー 105 須恵器 埋 土 口径 (10.3) 細粒砂 輛輯成形、回転方向不明。底部は手持ちへら削り、

1 杯 口縁小底 底径 (7.3) 還元烙 体部下位もへら削り。

図版ー 59 部1/2 器高 (3.2) 灰色

図ー 105 須恵器 埋 土 口径 (1 1.7) 央雑物 口縁部はやや外反し、横撫で。

2 杯 底径一 酸化焔

図版ー59 口縁片 器高 (3.1) 褐色

図ー 105 土師器 埋 土 口径 (10.3) 微粒砂 体部は丸みをもちやや開く。口縁部は横撫で、体部

3 杯 底径一 酸化焔 は無調整。

図版ー59 口縁片 器高 (2.5) 橙色

図ー 105 土師器 埋 土 口径 1 1. l 央雑物 口縁部は僅かに外反し、底部との間には弱い稜をも

4 杯 底径一 酸化焔 つ。口縁部は横撫で、底部はへら削り。

図版ー 59 口縁1/4欠 器高 (3.6) 橙色

図ー 105 土師器 埋 土 口径 (1 1. 4) 央雑物 口縁部は僅かに外反し、底部との間には弱い稜をも

5 杯 口縁～底 底径一 酸化焔 つ。口縁部は横撫で、底部はへら削り。

図版ー 59 部1/5 器高 (2.9) 橙色

図ー 105 土師器 埋 土 口径 (9.7) 微粒砂 口縁部はやや外反し、底部との間には稜をもつ。ロ

6 杯 底径一 酸化焔 縁部は横撫で、底部はへら削り。

図版ー 59 口縁片 器高 (2.9) にぶい黄橙色

図ー 105 土師器 埋 土 口径（1 1.9) 微粒砂 口縁部は直線的にやや開き、口唇部内側に 1 条の凹

7 杯 底径一 酸化焔 線がめぐる、底部との間には弱い稜をもつ。口縁部

図版ー 59 1/4 器高 (4.0) 黒褐色 は横撫で、底部はへら削り。

図ー 105 土師器 埋 土 口径 (14.2) 細粒砂 頸部から口縁部は外反し、口唇部端部は平坦。口唇

8 甕 口縁～胴 底径一 酸化焔 部から頸部は横撫で、胴部はへら削り、内面はへら

図版ー 59 部1/4 器高（ 7.2) にぶい黄褐色 撫で。

図ー 105 土師器 埋 土 口径一 細粒砂 胴部下位と底部はへら削り、内面はへら撫で。, 甕 底径（ 4.5) 酸化焔

図版ー 59 底部1/2 器高（ 4.6) 褐色

図ー 106 土師器 埋 土 口径 (22.8) 細粒砂 外面口縁部上半横撫で、口縁部下半と底部刷毛整形

10 高杯 杯口縁部 底径一 酸化焔 後横方向の粗いへら磨き。内面へら撫で後横方向の

図版ー 59 1/4 器高 (5.3) にぶい黄橙色 粗いへら磨き。

図ー 106 土師器 埋 土 口径一 央雑物 外面は縦方向へら削り、内面はへら撫で。

11 甑 底部～胴 底径(10.3) 酸化焔

図版ー 59 部1/6 器高（13.5) 橙色

図ー 106 土師器 掘り方 口径 (17.4) 細粒砂 内外面とも横憮で後粗い放射状へら研磨。

13 高杯 杯部口縁 底径一 酸化焔

図版一 破片 器高 (4.1) 明赤褐色

挿図番号 図版番号 製品名 I 出土位置 遺存状態•特徴 I 長さ I 幅 I 庫さ 備 考

図106-12 図版ー59 鉄器・釘 I 埋土 断面長方形。頭部欠損。先端部が鈎針状に湾曲。 I (6.5l I o.4 I o.5 

2 区21号住居

挿図番号 種別 出士位置
法 絋 胎土焼成色調 製作技法等の特徴 I 備 考

図版番号 器種 遺存状況

固ー 107 土師器 埋 土 口径（12.6) 微粒砂 口縁部は内彎ぎみで体部から底部は丸みをもつ。ロ

1 杯 口縁～体 底径一 酸化焔 縁部は横撫で、体部の整形は不鮮明。

図版ー 59 部片 器高 (3.0) 赤褐色
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2 区19号～ 23号住居

挿図番号 種別 出土位置
法 辺亘 胎土焼成色調 製作技法等の特徴 備 考

図版番号 器種 遺存状況

図ー 107 土師器 埋 土 口径(14.2) 微粒砂 口縁部は内傾し、底部との間に稜をもつ。口縁部は

2 杯 底径一 酸化焔 横撫で、底部はへら削り。

図版ー59 1/8 器高（ 3.6) 黒褐色

図ー 107 土師器 埋 土 口径（12.1) 微粒砂 口縁部は外反し、底部との間に稜をもつ。口縁部は

3 杯 底径一 酸化烙 横撫で、底部はへら削り。

図版ー59 口縁片1/8 器高 (2.3) 橙色

図ー 107 土師器 埋 土 口径一 細粒砂 脚部はやや膨らみをもつ。脚部上・中位はへら撫で、

4 台付甕 底径 (10.2) 酸化焙 下位は横撫で、内面底部は刷毛目（単位不明）。

図版ー59 台部1/3 器高 (5.5) 明褐色

2 区22号住居

挿図番号 種別 出土位置
法 絨 胎土焼成色調 製作技法等の特徴 備 考

図版番号 器種 遺存状況

図ー 108 須恵器 埋 土 口径一 細粒砂 輛櫨成形、回転方向不明。肩部端部に 1 条の凹線が

1 長頸壺 底径一 還元焔 めぐり、列点文が施されている。

図版ー 59 肩部片 器高(1. 8) にぶい赤褐色

図ー 108 須恵器 埋 土 口径(1. 4) 細粒砂 鞘轄成形、回転方向不明。底部は回転へら調整。

2 杯 底径 (7.7) 還元焔

図版ー59 1/3 器高（ 3.8) 灰色

図ー 108 土師器 埋 土 口径 (12.0) 細粒砂 口縁部は直立し、体部は緩い丸みをもつ。口縁部は

3 杯 底径一 酸化焔 横撫で、体部は無調整、底部はへら削り。

図版ー 59 1/2 器高 (3.3) 明褐色

図ー 108 土師器 埋 土 口径 (16.3) 細粒砂 底部は小径で口縁部は直線的に開く。外面は刷毛整

4 高杯 底径一 酸化焔 形後へら研磨、内面はへら研磨。

図版ー 59 杯部1/8 器高（ 5.6) 赤色

図ー 108 土師器 埋 土 口径 (6.8) 細粒砂 口縁部は直線的にやや開き、胴部はあまり膨らみを

5 柑 底径一 酸化焔 もたない。口縁部と頸部は横撫で、胴部・底部はヘ

図版ー 59 1/2 器高 (7.6) にぶい黄橙色 ら削り。

図ー 108 士師器 埋土 口径 (15.0) 細粒砂 口縁部は直線的に開き、胴部は大きく膨らみ、底部

6 甕 口縁小胴 底径 7.0 酸化烙 はほぼ平底。口縁部・頸部は横撫で、胴部・底部は

図版ー 59 部］／2底完 器高 14.3 明赤褐色 へら削り。内面胴部はへら撫で。

図ー 108 土師器 埋 土 口径一 細粒砂 頸部は横撫で、胴部は横方向へら削り、内面はへら

7 甕 底径一 酸化焔 撫で。

図版ー 59 頸部1/4 器高（ 4.3) 明赤褐色

2 区23号住居

挿図番号 種別 出土位置
法 量 胎土焼成色調 製作技法等の特徴 備 考

図版番号 器種 遺存状況

図ー 109 土師器 埋 土 口径 (9.3) 微粒砂 口縁部は外反し、底部との間に弱い稜をもち、底部

1 杯 底径一 酸化焔 は丸底。口縁部は横撫で、底部はへら削り。

図版ー 60 口縁片 器高 (2.5) 橙色

図ー 109 土師器 埋 土 口径 (10.5) 微粒砂 口縁部は外反し、底部との間に弱い稜をもち、底部

2 杯 底径一 酸化焔 は丸底。口縁部は横撫で、底部はへら削り。

図版ー60 口縁片 器高(l.5) 橙色

図ー 109 土師器 埋 土 口径 (16.7) 細粒砂 口縁部は外反し、横撫で、体部はへら削り。

3 鉢 底径一 酸化焔

図版ー60 口縁片 器高 (4.0) にぶい橙色

図ー 109 土師器 埋 土 口径 21. 0 細粒砂 口縁部は外反ぎみに開き、胴部は緩い膨らみをもつ。

4 甕 底径一 酸化焔 口縁部は横撫で、胴部はへら削り、内面はへら撫で。

図版ー60 口縁2/3 器高 (7.7) にぶい黄褐色

図ー 109 土師器 埋 土 口径 (19.3) 細粒砂 口縁部は外反ぎみに開き、胴部は直線的。口縁部か

5 甕 底径一 酸化焔 ら頸部は横撫で、胴部はへら削り、内面はへら撫で。

図版ー60 口縁片 器高 (5.0) にぶい橙色

図ー 109 土師器 埋 土 口径一 央雑物 胴部は縦方向へら削り、内面はへら撫で。

6 甕 底径一 酸化焔

図版ー 60 胴部下半 器高 (12.4) にぶい黄褐色
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遺物観察表

挿図番号 種別 出土位罷
法 最 胎土焼成色調 製作技法等の特徴 備 考

図版番号 器種 遺存状況

図ー 109 土師器 埋 土 口径 (23.0) 細粒砂 口縁部は外反し、胴部は球状を呈す。口縁部から頸

7 甕 口縁～胴 底径一 酸化烙 部は横撫で、胴部はへら削り、内面はへら撫で。

図版ー60 部1/3 器高(1 6.4) 灰オリープ色

挿図番号 図版番号 器 種 I 出土位置 I 石材 I 長さ I 幅 I 厚さ ！重巌: I 製作技術、形態等の特徴
図llo-8 因版ー60 加工痕のある礫 I 床下土杭 I 粗粒安山岩 I 20.3 I 17.7 I 5.2 f 1650.5 f扁平な円礫、片面に樋状削り

2 区24号住居

挿図番号 種別 出土位置
法 量 胎土焼成色調 製作技法等の特徴 備 考

図版番号 器種 遺存状況

図ー 111 土師器 埋 士 口径(12.0) 細粒砂 口縁部は外反し、底部は平底。口縁部は横撫で、体

l 杯 底径一 酸化焔 部は無調整、底部はへら削り。

図版ー60 1/2 器高 3.4 橙色

図一 111 土師器 埋 土 口径（18.3) 細粒砂 口縁部は外反ぎみに開き、底部は緩い丸みをもつ。

2 高杯 底径一 酸化焙 口縁部は横撫で後粗いへら研磨、底部・脚部はへら

図版ー 60 杯部1/8 器高 (5.6) にぶい橙色 削り、内面底部はへら研磨。

図一 111 土師器 埋 土 口径一 細粒砂 脚部は緩い膨らみをもち、縦方向へら削り、内面下

3 高杯 底径一 酸化焔 半はへら撫で。

図版ー60 脚裾部欠 器高 (7.5) 暗赤灰色

図一 111 土師器 埋 土 口径一 細粒砂 脚部は大きく膨らみをもち、縦方向へら削り後へら

4 高杯 底径一 酸化焔 研磨、内面はへら撫で。

図版ー60 脚裾部欠 器高 (7.0) にぶい赤褐色

図一 111 土師器 埋 土 口径一 微粒砂 脚部は直線的で、縦方向へら削り後粗いへら研磨。

5 高杯 底径一 酸化焔 内面下半はへら撫で。

図版ー60 脚裾部欠 器高 (9.0) 明赤褐色

図一 111 土師器 埋 土 口径一 細粒砂 脚部は緩い膨らみをもち、縦方向の細かいへら削り、

6 高杯 底径一 酸化烙 内面下半はへら撫で。

図版ー 60 脚裾部欠 器高 (7.3) 橙色

図一 111 土師器 埋 土 口径一 細粒砂 脚部は直線的で裾部は水平に開く。杯身との接合部、

7 高杯 脚裾部1/3 底径（14.0) 酸化焔 裾部は刷毛目 (1 単位 7 条）、脚部は縦方向へら削

図版ー 60 欠 器高 (9.9) 赤色 り、内面下半はへら撫で。

図一 lll 土師器 埋土 口径 (7.6) 細粒砂 口縁部は直線的に開き、胴部は球状を呈す。口縁部

8 柑 口縁～胴 底径一 酸化烙 から頸部は横撫で、胴部上位・中位はへら撫で、下

図版ー60 部2/3 器高 (7.1) 灰黄褐色 位はへら削り、内面胴部はへら撫で。

図一 111 土師器 埋 土 口径一 央雑物 胴部は球状を呈し、下位に穿孔あり。胴部は上位・, 小型壺 底径 2. 7 酸化烙 中位は横方向へら削り後細かい縦方向へら削り、下

図版ー60 口縁欠 器高(11.2) にぶい黄橙色 位は横方向へら削り、内面はへら撫で。

図ー 111 土師器 埋 土 口径 (18.5) 央雑物 口縁部は直線的に開き、胴部は球状。口縁部は横撫

10 甕 口縁～胴 底径一 酸化焙 でで指頭痕が残る。頸部は縦方向刷毛目、胴部は横

図版ー60 部 器高(14.2) にぶい橙色 方向刷毛目、内面口縁部は刷毛目胴部はへら撫で。

図一 111 土師器 埋 土 口径（14.8) 央雑物 口縁部は外反ぎみに開く。口縁部から頸部は横撫で、

11 甕 口縁～胴 底径一 酸化焔 胴部は横方向へら削り、内面胴部に指頭痕が残る。

図版ー60 部1/3 器高 (6.0) 黒色

図一 111 土師器 埋 土 口径 (13.9) 爽雑物 口縁部は外反し、胴部は球状を呈す。口縁部から頸

12 甕 口縁～胴 底径一 酸化焔 部は横撫で、胴部は縦方向へら削り。内面胴部はヘ

図版ー60 部1/3 器高 (5.7) 黒褐色 ら削り。

図一 ll2 土師器 埋 土 口径（14.0) 央雑物 頸部に接合痕が残る。口縁部は外反し、胴部は歪ん

13 宮ギ 口縁～胴 底径一 酸化焔 でいる。口縁部は横撫で、胴部はへら削り。

図版ー 60 部 器高 (15.6) 黒褐色

図ー 112 土師器 埋 土 口径（16.0) 央雑物 口縁部は直立し、胴部は直線的に膨らむ。口縁部は

14 宮·ギ 口縁一部 底径一 酸化焔 横撫で、胴部はへら削り、内面口唇部は横撫で、ロ

図版ー 60 欠～胴J /2 器高 (21. 7) 黒色 唇部から胴部はへら撫で。

図一 112 土師器 埋 土 口径 16.7 央雑物 口縁部は直線的に開き、胴部は球状を呈す。口唇部

15 症ギ 底径 5.5 酸化焙 は横撫で、頸部は縦方向刷毛目、胴部上半は横方向

図版ー 60 完形 器高 24.1 にぶい赤褐色 刷毛目、下半は縦方向刷毛目、内面胴部はへら撫で。
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2 区23号～26号住居

挿図番号 種別 出土位置
法 量 胎土焼成色調 製作技法等の特徴 備 考

図版番号 器種 遺存状況

図一 112 土師器 埋 土 口径 (12.9) 央雑物 口縁部は外反ぎみに開き、胴部は緩い膨らみをもつ。

16 甕 口縁～胴 底径一 酸化焔 口縁部は横撫で、胴部はへら削り。内面胴部はへら

図版ー60 部1/4 器高 (9.8) 赤褐色 撫で。

図一 112 土師器 埋 土 口径 (17.6) 央雑物 口縁部は外反ぎみに開き、胴部は緩い膨らみをもつ。

17 甕 口縁～胴 底径一 酸化焔 口縁部は横撫で、胴部はへら削り。内面胴部はへら

図版ー60 部1/4 器高（13.1) 黒褐色 撫で。

2 区25号住居

挿図番号 種別 出土位置
法 麓 胎土焼成色調 製作技法等の特徴 備 考

図版番号 器種 遺存状況

図ー 114 土師器 埋 土 口径(12.2) 細粒砂 体部から口縁部は丸みをもち、底部は平底ぎみ。ロ

1 杯 底径一 酸化焔 縁部は横撫で、体部は無調整、底部はへら削り。

図版ー61 1/4 器高 (3.3) 明赤褐色

図― 114 土師器 埋 土 口径 (12.5) 細粒砂 口縁部は内彎し、底部は平底。口縁部は横撫で、体

2 杯 底径一 酸化焔 部は無調整、底部はへら削り。

図版ー61 1/2 器高（ 3.0) 明赤褐色

図一 114 土師器 カマド 口径 (16.7) 細粒砂 口縁部は外反し、底部は緩い丸みをもっ。口縁部は • 

3 杯 底径一 酸化烙 横撫で、胴部の整形は不鮮明であるが、へら削り。

図版ー 61 1/3 器高（ 3.8) 橙色

図一 114 土師器 埋 土 口径 (10.0) 細粒砂 口縁部は僅かに内傾し、胴部は緩い丸みをもつ。ロ

4 短頸壺 底径一 酸化焔 縁部は横撫で、胴部はへら削り。

図版ー61 口縁片1/2 器高 (4.3) 橙色

図一 114 土師器 埋 土 口径 (22.8) 細粒砂 口縁部に輪積み痕が残る。口縁部は外反し、胴部は

5 甕 口縁～胴 底径一 酸化焔 緩い膨らみをもつ。口縁部は横撫で、胴部は縦方向

図版ー61 部1/6 器高 (29.3) 明赤褐色 へら削り、内面胴部はへら撫で。

図ー 114 土師器 カマド 口径一 細粒砂 胴部・底部ともへら削り、内面はへら撫で。

6 甕 底径 5.4 酸化焔

図版ー61 底部2/3 器高 (3.1) 明赤褐色

挿図番号 図版番号 製品名 出土位置 遺存状態•特徴 長さ 幅 庫さ 備 考

図114- 7 図版ー61 鉄器・斧 埋土 基部袋状ソケソト式。刃部は片減りか。 7.3 4.1 1.9 

図]]4- 8 図版ー61 鉄器・鎌 埋士 刃部の形状と先端部の関係から右利き用と推定。 (6.0) 2. 2 0.2 

2 区26号住居

挿回番号 種別 出土位置
法 量 胎土焼成色調 製作技法等の特徴 備 考

図版番号 器種 遺存状況

図一 116 須恵器 埋 土 口径 (18.0) 微粒砂 鞘輯成形、回転方向不明。輪状紐。天井部中央は回

1 蓋 猟径（ 4.8) 還元焔 転へら削り。

図版ー61 1/5 器高 3.0 灰白色

図一 116 須恵器 埋 土 口径（14.0) 微粒砂 鞘輯成形、回転方向不明、底部は国転へら調整。

2 杯 底径 (8.4) 還元烙

図版ー61 1/4 器高 (3.3) 灰白色

図ー 116 土師器 埋 土 口径（10.7) 細粒砂 口縁部は直立ぎみで底部は平底。口縁部は横撫で、

3 杯 底径一 酸化焔 体部は無調整、底部はへら削り。

図版ー 61 1/6 器高 (2.5) にぶい橙色

図ー 116 土師器 埋 土 口径 (10.3) 細粒砂 口縁部は直立し、底部は緩い丸みをもつ。口縁部は

4 杯 底径一 酸化焔 横撫で、底部はへら削り。

図版ー 61 1/6 器高（ 3.0) 灰黄褐色

図ー 116 土師器 埋 土 口径 (12.8) 細粒砂 口縁部は内彎ぎみで底部はほぼ平底。口縁部は横撫

5 杯 底径一 酸化焔 で、体部は無調整、底部はへら削り。

図版ー 61 1/3 器高 3.2 にぶい褐色

図一 116 土師器 埋 土 口径一 微粒砂 脚部に輪積み痕が残る。内外面ともに横憮で。

6 台付甕 底径(lo.7) 酸化焔

図版ー61 脚部1/4 器高 (2.9) 明赤褐色

図一 116 土師器 埋 土 口径一 央雑物 外面はへら削りが施されいてるが単位等は不鮮明、

7 台付甕 脚部（裾 底径一 酸化焙 内面はへら撫で。

図版ー61 欠） 器高 (8.5) 明褐色
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遺物観察表

挿図番号 種別 出土位置
法 最 胎土焼成色調 製作技法等の特徴 備 考

図版番号 器種 遺存状況

図ー 116 土師器 埋 土 口径 (12.2) 細粒砂 口縁部は横撫で、胴部はへら削り、内面はへら撫で。

8 短頸壺 底径一 酸化焔

図版ー61 口縁1/8 器高 (4.0) にぶい赤褐色

図一 116 土師器 掘り方 口径(19.4) 央雑物 口縁部は外反ぎみに開き、胴部は直線的。口縁部は

9 甕 底径一 酸化焔 横撫で、胴部は縦方向へら削り。

図版ー61 口縁部片 器高 (6.1) 浅黄色

図ー 116 土師器 埋 土 口径 (22.4) 細粒砂 口縁部に輪積み痕が残り、横撫で。

10 甕 底径一 酸化焔

図版ー 61 口縁部片 器高 (3.2) 橙色

図ー 116 土師器 埋 土 口径 (21.1) 央雑物 口縁部は外反ぎみに開き、胴部は直線的。口縁部は

11 甕 底径一 酸化焔 横撫で、胴部は縦方向へら削り。

図版ー 61 口縁部片 器高（ 4.8) にぶい黄橙色

図一 116 土師器 埋 土 口径一 細粒砂 胴部・底部ともにへら削り、内面はへら撫で。

12 甕 底径 (5.0) 酸化焔

図版一 底部片 器高(1. 3) にぶい橙色

図一 116 軟質陶器 埋 土 口径 (20.0) 細粒砂 内外面とも撫で。

14 火消し壺 底径一 酸化焔

図版ー 61 破片 器高 (4.1) 黒褐色

挿図番号 図版番号 器 種 I 出土位置 I 石材 I 長さ I 幅 I 原さ l 重絋 I 製作技術、形態等の特徴
図116-13 図版ー61 加工痕のある礫 I 埋土 l 角閃石安山岩 I 24.o I 1s.s I 13.4 J 3900.0 I 楕円礫素材、両側片に削り痕

2 区27号住居

挿図番号 種別 出土位置
法 鍼 胎土焼成色調 製作技法等の特徴 備 考

図版番号 器種 遺存状況

図ー 118 須恵器 埋 土 口径一 細粒砂 糖櫨成形、回転方向不明。高台は貼付。底部外面は

l 盤 底径 19.6 還元焔 回転へら削り、内面はかき目。

図版ー61 底部1/6 器裔（ 2.8) 灰白色

図一 118 須恵器 埋 土 口径(13.0) 細粒砂 鞘櫨成形、回転方向不明。底部は回転糸切り。

2 杯 口縁1/5~ 底径 (9.2) 還元焔

図版ー61 底部小 器高 3.5 灰白色

図一 ll8 土師器 埋 土 口径 13.2 細粒砂 口縁部は直線的、底部は緩い丸みをもっ。口縁部は

3 杯 底径一 酸化焔 横撫で、体部は無調整、底部はへら削り。

図版ー61 2/3 器高 3.4 にぶい橙色

図ー 118 土師器 埋 土 口径 (9.9) 細粒砂 口縁部は直線的、底部は緩い丸みをもつ。口縁部は

4 杯 底径一 酸化焔 横撫で、体部は無調整、底部はへら削り。

図版ー61 1/4 器高 (2.7) にぶい橙色

図ー 118 土師器 埋 土 口径一 細粒砂 外面の整形は不鮮明。

5 杯 底径一 酸化焔

図版ー61 底部片 器高(1. 0) にぶい黄褐色

図ー 118 土師器 埋 土 口径 (14.0) 細粒砂 口縁部は直線的にやや開く。口縁部は横撫でで中位

6 甕 底径一 酸化焔 に無調整部分が残り、胴部はへら削り。

図版ー61 口縁部2/5 器高（ 4.8) 橙色

図ー 118 土師器 埋 土 口径 (24.2) 細粒砂 口縁部は外反ぎみにやや開き、胴部は緩い膨らみを

7 甕 口縁～胴 底径一 酸化焔 もつ。口縁部は横撫で、胴部はへら削り、内面はヘ

図版ー 61 部1/8 器高 (13.0) 明赤褐色 ら撫で。

図ー 118 土師器 埋 土 口径 (23.7) 央雑物 口縁部は外反ぎみにやや開き、胴部は大きく膨らむ。

8 甕 口縁～胴 底径一 酸化焔 口縁部は横撫で、胴部はへら削り、内面はへら撫で。

図版ー61 部1/5 器高 (13.4) にぶい橙色

図一 118 土師器 埋 土 口径一 次雑物 胴部は球状を呈し、胴部・底部はへら削り、内面は, 甕 底径 6.1 酸化烙 へら撫で。

図版ー 61 底部 器高 (4.2) 明赤褐色

図ー 118 土師器 埋 土 口径一 微粒砂 外面胴部。底部へら削り、内面へら撫で。

10 甕 底径 4.4 酸化焙

図版ー 61 底部1/2 器高(1. 0) にぶい褐色
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2 区26号～29号、 31号住居、 2 区 1 号溝

2 区28号住居

挿図番号 種別 出土位置
法 誠 胎土焼成色調 製作技法等の特徴 備 考

図版番号 器種 遺存状況

図一 119 土師器 埋 土 口径 13.8 微粒砂 口縁部は内彎ぎみで底部は緩い丸みをもっ。口縁部

1 杯 底径一 酸化焔 は横撫で、底部はへら削り、口縁部と底部の間に無

図版ー62 口縁1/3欠 器高 4.0 にぶい赤褐色 調整部分が残る。

図一 119 土師器 埋 土 口径 14.5 細粒砂 口縁部は外反し、底部は平底。口縁部上半は横撫で、

2 杯 底径一 酸化焔 下半は無調整、底部はへら削り。

図版ー62 1/2 器高 2.8 橙色

図ー 119 土師器 埋 土 口径（1 1.9) 細粒砂 口縁部は内彎ぎみで、底部は緩い丸みをもつ。口縁

3 杯 底径一 酸化焔 部は横撫で、体部は無調整、底部はへら削り。

図版ー62 口縁片 器高 (2.6) 明赤褐色

図ー 119 土師器 埋 土 口径 (13.9) 細粒砂 口縁部は直立ぎみで、底部は緩い丸みをもつ。口縁

4 杯 底径一 酸化焔 部は横撫で、体部は無調整、底部はへら削り。

図版ー62 1/3 器高 (2.2) にぶい橙色

図ー 119 土師器 埋 土 口径 (14.8) 細粒砂 口縁部は直立ぎみで、底部は緩い丸みをもつ。口縁

5 杯 底径一 酸化焙 部は横撫で、体部は無調整、底部はへら削り。

図版ー62 口縁1/6 器高 (2.7) 橙色

因一 119 士師器 埋 土 口径 (13.0) 細粒砂 口縁部は外反し、底部は平底。口縁部上半は横憮で、

6 杯 口縁～底 底径一 酸化焔 体部は無調整、底部はへら削り。

図版ー62 部1/6 器高 (2.4) 橙色

図一 119 土師器 埋 土 口径 (12.9) 細粒砂 底部は平底。口縁部上半は横撫で、下半は無調整、

7 杯 底径一 酸化焔 底部はへら削り。

図版ー62 口縁片1/6 器高(l.7) にぶい橙色

図ー 119 土師器 埋 土 口径 (15.0) 細粒砂 口縁部は直立ぎみで、体部は丸みをもち開き、底部

8 杯 底径一 酸化焔 は平底。口縁部は横撫で、体部・底部はへら削り。

図版ー62 1/3 器高 (4.3) 明赤褐色

挿回番号 図版番号 製品名 I 出土位置 遺存状態•特徴 I 長さ I 幅 I 原さ 備 考

図119- 9 図版ー62 鉄器・不明 I 床面直上 前面長方形。両端が尖るか。 I (11.ol I o.5 I o.5 身は錆て空洞

挿図番号 図版番号 器 種 出土位置 石材 長さ 幅 厚さ 重絋 製作技術、形態等の特徴

図119-10 図版ー62 棒状礫 埋土下位 粗粒安山岩 12.0 6.0 5.0 695. 7 亜角礫。端部に剥離痕

図119-11 図版ー62 棒状礫 埋土下位 粗粒安山岩 11. 6 7.3 4.7 668.8 楕円礫、被熱後半割

図］20-12 図版ー62 棒状礫 埋土中位 粗粒安山岩 12.5 6.0 3.3 334.9 楕円礫、側片に剥離痕

図］20-13 図版ー62 棒状礫 床面直上 粗粒安山岩 12. 7 7.0 5.3 590. 7 楕円礫

図120-14 図版ー62 棒状礫 埋土下位 変質安山岩 19. 7 8.3 4.2 1132.6 楕円礫、半割、接合

図120-15 図版ー62 棒状礫 床面直上 粗粒安山岩 15. 2 5.9 4.5 724. 7 楕円礫、端部に剥離痕

2 区29号住居

竺彗 I:師:1 巳芦 I 旦臼（：） I ；号二成色調 1 外面はへら削り製：：：：：；：O~
備考

2 区31号住居

挿図番号 種別 出土位置
法 最 胎土焼成色調 製作技法等の特徴 I 備 考

図版番号 器種 遺存状況

図ー 121 土師器 埋 土 口径 21.7 灰雑物 口縁部は外反し、胴部は直線的。口縁部は横撫で、

1 甕 底径 4.4 酸化焔 胴部は縦方向に 3 段のへら削り、底部はへら削り、

図版ー 62 1/2 器高 43.0 橙色 内面胴部はへら撫で。

2 区 1 号構
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遺物観察表

挿図番号 種別 出土位置
法 鑓 胎士焼成色調 製作技法等の特徴 I 備 考図版番号 器種 遺存状況

図ー 122 土師器 埋 土 口径 (12.3) 細粒砂 口縁部は内傾し、体部は丸みをもつ。口縁部は横撫
l 杯 口縁～胴 底径一 酸化焔 で、体部上半は無調整、下半はへら削り。

図版ー 62 部1/5 器高（ 34) 橙色

2 区 3 号溝

挿図番号 種別 出土位置
法 量 胎土焼成色調 製作技法等の特徴 備 考図版番号 器種 逍存状況

図ー 123 土師器 埋 土 口径(12.4) 細粒砂 口縁部はやや外反し、横撫で、体部はへら削り、内
1 椀 口縁一体 底径一 酸化焔 面はへら憮でで部分的にへら削りが見られる。

図版ー62 部1/4 器高 (6.1) 明赤褐色

因ー 123 陶器 埋土 口径一 細粒砂 外面十文字菊花印文。内面はへら撫で。外面は褐釉

2 甕 底径一 還元焔

因版ー62 破片 器高一 にぶい赤褐色

2 区 1 号井戸

挿図番号 種別 出土位置
法 贔 胎土焼成色調 製作技法等の特徴 備 考図版番号 器種 遺存状況

図ー 124 軟質陶器 埋 土 長径 6.85 微粒砂 上面はへら撫で、下面は整形不明。

2 土製円盤 短径 7.0 酸化焔

図版ー62 完形 厚さ 0.75 橙色

挿図番号 図版番号 器 種 I 出土位置 I 石材 I 長さ I 幅 I 厚さ I 重塁 I 製作技術、形態等の特徴
図］24- l 図版ー62 台石 I 埋土 I 粗粒安山岩 I 21.s I 11.s I 10.6 I 6000.0 I 亜角礫素材、 4 側面に蔽打痕

2 区26号土坑

挿図番号 種別 出土位置
法 最 胎土焼成色調 製作技法等の特徴 備 考図版番号 器種 遺存状況

図ー 125 縄文土器 埋土中位 口径 (40.0) 砂粒を多く含む。 口縁やや内傾。口縁部に隆帯による区画文。体部に

1 深鉢 底径一 堅緻 幅広の沈線による区画。間に櫛歯状工具によるコン
図版ー62 口縁部1/4 器高(17.2) 黄褐色 パス文、蛇行文。内面上部横撫で、以下縦撫で。
図ー 125 縄文土器 埋土中位 口径一 砂粒・岩片を多く含む。 櫛歯状工具による縦位のコンパス文。

2 深鉢 底径一 堅緻

図版ー62 胴部破片 器高一 にぶい赤褐色

図ー 125 縄文土器 埋土中位 口径一 砂粒少ない。 RL斜位回転による縦走縄文。平行沈線の懸垂文。 4 と同一個体

3 深鉢 底径一 やや堅緻 内面横撫で。 か。
図版ー62 胴部破片 器高一 灰白色 風化著しい。
図ー 125 縄文土器 埋土中位 口径一 砂粒少ない。 平行沈線の懸垂文。 3 と同一個体

4 深鉢 底径一 やや堅緻 か。
図版ー62 胴部破片 器高一 灰白色 風化著しい。

2 区23号土坑

挿図番号 種別 出土位置
法 醤 胎土焼成色調 製作技法等の特徴 備 考図版番号 器種 遺存状況

図ー 126 弥生土器 埋 土 口径 13.5 砂粒をわずかに含む。 やや内湾しながら外傾する壺形土器の口縁部。折り 破片になった

1 壺 底径一 やや堅緻 返し口縁部の側面部と口唇部に無節縄文R の施文。 後に被熱。
図版ー63 口縁部 器高 (5.7) にぶい橙色 頸部に 5 ~ 7 条の縦位の沈線 4 単位？と平行沈線。
図ー 126 弥生土器 底面直上 口径一 砂粒をほとんど含まず。 体部に櫛状工具により斜行文。内面横撫で。 3 と同ーか。

2 甕 底径一 堅緻

図版ー63 破片 器高一 黒褐色

図ー 126 弥生土器 底面直上 口径一 砂粒をほとんど含まず。 2 に同じ。 2 と同ーか。

3 甕 底径一 堅緻

図版ー63 破片 器高一 にぶい黄橙色

228 



2 区溝、 2 区井戸、 2 区土坑、 1 区土坑

挿図番号 種別 出土位置
法 最 胎土焼成色調 製作技法等の特徴 備 考

図版番号 器種 遺存状況

因ー 126 弥生土器 底面直上 口径 (13.0) 砂粒をわずかに含む。 口縁部外傾。外面撫で調整後、頸部下に棒状工具に

4 甕 底径一 堅緻 よる沈線文。

図版ー63 口縁片 器高 (5.4) 赤黒色

図ー 126 弥生土器 底面直上 口径一 砂粒を少し含む。 口縁部やや外傾。頸部に歯数 4 による簾状文。等間 6 • 7 • 8 • 

5 甕 底径一 やや堅緻 隔止めか。体部に櫛状工具による鋸歯文。一部重複。 9 と同一か。

図版ー 63 胴部1/2 器高 (8.7) 灰褐色 歯数は 4 が主体であるが、部分的に 3 。

図ー 126 弥生土器 底面直上 口径一 砂粒を少し含む。 口縁部外傾。内外面横撫で。 5 • 7 • 8 • 

6 甕 底径一 やや堅緻 9 と同ーか。

図版ー 63 破片 器高一 灰褐色

図ー 126 弥生土器 底面直上 口径一 砂粒を少し含む。 口縁部外傾。内外面横撫で。 5 • 6 • 8 • 

7 甕 底径一 やや堅緻 9 と同ーか。

図版ー 63 破片 器高一 灰黄色

図ー 126 弥生土器 埋 土 口径一 砂粒を少し含む。 頸部に歯数 4 による簾状文。内面横撫で。 5 • 6 • 7 • 

8 甕 底径一 やや堅緻 9 と同ーか。

図版ー 63 破片 器高一 灰褐色

図ー 126 弥生土器 埋 土 口径一 砂粒を少し含む。 頸部に簾状文。体部に櫛状工具に斜行文。 5 • 6 • 7 • , 甕 底径一 やや堅緻 8 と同一か。

図版ー 63 破片 器高一 黒色

2 区24号土坑

挿図番号 種別 出土位置
法 量 胎土焼成色調 製作技法等の特徴 備 考

図版番号 器種 遺存状況

図ー 127 弥生土器 2 の上 口径 1 1. 8 砂粒を含まないが、小 外面縦位～斜位撫で。口唇部横撫で。口縁～頸部内 2 にかぶせら

1 空ギ 口頸部の 底径一 岩片を含む。堅緻 面横撫で。胴部内面輪積み痕、斜位の箆のあたり。 れていた。

図版ー63 み残存 器高 (17.0) 明赤褐色

図ー 127 弥生土器 底面直上 口径一 砂粒をわずかに含む。 外面縦位・横位・斜位磨き。内面横撫で。底部やや 1 をかぶって

2 宮一 口頸部欠 底径 1 1. 0 堅緻 上げ底。外面に籠目痕跡あり。 しヽた。

図版ー63 損 器高 (29.3) 明黄褐色

図ー 127 弥生土器 埋土上位 口径一 砂粒をわすかに含む。 外面横撫で後縦磨き。内面横撫で。

3 甕か 底径一 堅緻

図版ー63 体部片 器高 (5.9) 黒色

1 区 2 号土坑

巴デ弓 I 芸輯:1 巴竺:1 号云::; 1 至廷：焼成色調 1 胴部・底部はへ：：：：法内：i:：：：て。
備考

1 区 6 号土坑

挿図番号 種別 出土位置
法 誠 胎土焼成色調 製作技法等の特徴 備 考

図版番号 器種 遺存状況

図ー 135 土師器 埋 土 口径 8.5 細粒砂 底部は丸底ぎみ。外面はへら研磨、内面はへら撫で

1 椀 底径一 酸化焔 と部分的なへら研磨。

図版ー63 完形 器高 3.1 褐灰色

図ー 135 土師器 埋 ｱ 口径一 細粒砂 胴部は球状、底部は平底。胴部は縦方向刷毛目（単

2 甕 底径 (5.6) 酸化焔 位等は磨耗のため不鮮明）底部はへら削り、内面は

図版ー63 底部1/2 器高 (4.0) 明赤褐色 横方向刷毛目。
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遺物観察表

1 区10号土坑

挿図番号 種別

図版番号 器種

図ー 135 埴輪

1 円筒埴輪

図版ー 63

図ー 135 埴輪

2 円筒埴輪

因版ー 63

l 区11号土坑

出土位置

遺存状況

埋 土

破片

埋 土

破片

法 晟 胎土焼成色調 製作技法等の特徴 備 考

口径一 細粒砂 外面赤色塗彩。縦刷毛。

底径一 酸化焔

器高一 にぶい黄橙色

口径ー 細粒砂 外面赤色塗彩。縦刷毛。

底径一 酸化焔

器高一 浅黄橙色

:1~5:}|ば:之| ::h金： I :：位置 1 四角を切り遺落］：こ］］ク銅勺反の・中；年を：：針こ打出す。1 ::  1 :目7 | 勺: 1 :：ノ宜：」

1 区23号土坑

挿図番号 種別 出土位置
法 埜 胎土焼成色調 製作技法等の特徴 備 考図版番号 器種 遺存状況

図ー 135 縄文土器 埋 土 口径一 砂粒やや多い。 内外面横撫で。

4 深鉢 底径一 やや堅緻

図版ー64 胴部破片 器高一 表橙色、裏赤褐色

挿図番号 図版番号 器 種 出土位置 石材 長さ 幅 厚さ 重量 製作技術、形態等の特徴
図］35- I 回版ー64 加工痕のある礫 埋土 粗粒安山岩 33.5 18.5 14.0 6600.0 楕円礫素材、 1 側面剥離削り
図135- 2 図版ー 64 磨石 埋土 粗粒安山岩 13.9 7.5 5.0 622.9 片面研磨、側面・端部敲打痕
図135- 3 図版ー64 凹石 埋土 粗粒安山岩 7.3 6.9 4.0 160.6 円礫素材、片面凹部他面削り
図135- 5 図版ー64 石皿 埋土 粗粒安山岩 4. 7 847.3 扁平円礫、両面磨痕、被熱痕
図］35- 6 図版ー 64 敲石 埋土 粗粒安山岩 9.6 4.2 4.1 286. 5 円礫素材、両面・端部敲打痕

1 区27号土坑

挿図番号 種別 出土位置
法 絋 胎土焼成色調 製作技法等の特徴 備 考図版番号 器種 遺存状況

図ー 136 縄文土器 埋 土 口径一 砂粒少ない。 細隆帯上に斜行刻み列、交点に円形刺突。内外面縦 1 区確認面一
l 深鉢 底径一 やや堅緻 撫で。 1 と同一個体

図版ー70 胴部破片 器高一 橙色 か。堀之内式
図ー 136 縄文土器 l 区AQ27 口径一 砂粒少ない。 内外面縦撫で。 1 と同一個体

2 深鉢 底径一 やや堅緻

図版ー70 胴部破片 器高一 褐色

1 区28号土坑

挿因番号 種別 出土位置
法 醤 胎土焼成色調 製作技法等の特徴 備 考図版番号 器種 遺存状況

図ー 135 焼耐瓶 埋 土 口径 (10.0) 微粒砂 巻上成形肩部口縁部胴部は別作り。外面横撫で。胴 常滑焼
1 胴部下半 胴径 (28.3) 堅緻 部内面横撫で後肩部接合し強い横撫で、その後口縁

図版ー64 欠損 器高 (28.3) 明赤褐色 部を接合、内外面に褐釉。肩部外面離れ砂。

挿図番号 図版番号 製品名 I 出土位置 遺存状態•特徴 I 長さ I 幅 I 厚さ 備 考
図135- 2 図版ー65 鉄器・釘 I 埋土中位 断面長方形。頭端部、先端部欠損。欠損は調査前 I (4.2) | 0.5 | 0.3 

1 区30号土坑

□□]| ::竺:I 削；角 種 1 埋］土位置 1 黒色石頁；オ 長さ 1 幅 1 厚さ 1 重量 1 製作技術、形態等の特徴
7. 2 I 4. 3 I 1. 4 I 29. 66 折られた象lj片素材

1 区33号土坑
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1 区土坑、 1 区確認面、 2 区土坑

忠：：7| は:9芯 I 台石器 種 1 埋竺土位置 1 粗床:i］し 1 :: 1 1:品1 | :: I2：子。 I 扁：悶：：り］］ば：］口：痕

1 区35号土坑

挿図番号 種別 出土位置
法 量 胎土焼成色調 製作技法等の特徴 備 考

図版番号 器種 遺存状況

図ー 136 縄文土器 埋 土 口径一 砂粒少ない。 やや肥厚した口縁。内外面横撫で。

l 深鉢 底径一 やや堅緻

図版ー64 口縁片 器高一 橙色

図ー 136 縄文土器 埋 土 口径一 砂粒多い。 単節RL縄文縦施文か。磨消縄文。

2 深鉢 底径一 やや堅緻

図版ー64 体部片 器高一 明赤褐色

図ー 136 縄文土器 埋 土 口径一 砂粒少ない。 口縁肥厚し、口唇部に沈線 1 条。充填縄文か。単節

3 深鉢 底径一 やや堅緻 LR縄文横位・縦位施文。

図版ー64 口縁片 器高一 表暗灰黄色裏浅黄色

図ー 136 土師器 埋 土 口径 (12.9) 微粒砂 口縁部は直線的で僅かに開き、底部との間に弱い稜

4 杯 底径一 酸化烙 をもつ。口縁部は横撫で、底部はへら削り。

図版ー65 1/6 器高（ 4.3) 橙色

1 区36号土坑

挿図番号 種別 出土位置
法 量 胎土焼成色調 製作技法等の特徴 備 考

図版番号 器種 遺存状況

図ー 136 土師器 埋 土 口径 (16.1) 細砂粒 口縁部は直線的にやや開き、底部中央に脚部への差

1 高杯 底径一 酸化焔 し込み状突起をもつ。口唇部は横撫で、口縁部・底

図版ー65 杯部2/3 器高 (5.9) にぶい橙色 部はへら削り。

挿図番号 図版番号 器 種 出土位置 石材 長さ 幅 原さ 重最 製作技術、形態等の特徴

図136- 2 図版ー65 棒状礫 底面直上 細粒安山岩 14.9 6.6 3.5 492.5 楕円礫

図136- 3 図版ー65 棒状礫 庭面直上 石英閃緑岩 14. 2 5.3 4.9 567.5 楕円礫、端部に敲打痕

回］36- 4 図版ー65 棒状礫 庭面直上 細粒安山岩 13.0 5.3 3. 7 398.9 楕円礫

団136- 5 図版ー65 棒状礫 庭面直上 変質安山岩 17. 2 5.4 4.5 606.9 亜角礫、端部に剥離痕

図136- 6 図版ー65 棒状礫 庭面直上 黒色頁岩 14.2 4.9 4.1 449. l 楕円礫、側片に剥離痕

1 区確認面

挿回番号 種別 出土位置
法 量 胎土焼成色調 製作技法等の特徴 備 考

図版番号 器種 遺存状況

図ー 136 縄文土器 1 区AQ27 口径一 砂粒少ない。 やや内傾する口縁。口縁上端部に横位沈線 l 条。体 1 区27土坑一

1 深鉢 底径一 やや堅緻 部に縦位の細隆帯上に斜行刻み列。その上端と右． 1 • 2 と同一
図版ー 70 口縁片1/5 器高一 にぶい黄橙色 口唇部に円形刺突。外面縦撫で。内面横撫で。 個体。

図ー 136 縄文土器 1 区埋土 口径一 砂粒少ない。 体部に縦位の細隆帯上に斜行刻み列。外面縦撫で。 1 と同一個体

2 深鉢 底径一 やや堅緻 内外面横撫で。

図版ー70 胴部破片 器高一 にぶい黄橙色

図ー 136 縄文土器 1 区埋土 口径一 砂粒少ない。 やや内傾する口縁。口縁上端部に横位沈線 1 条。内 1 と同一個体

3 深鉢 底径一 やや堅緻 外面横撫で。

図版ー 70 口縁片 器高一 にぶい黄褐色

2 区 1 号土坑

:1~79門言ビ： I 凹石器 種 1 底儡より置 1 粗束：；］し 1 R: 1 :晶751 門こ I3：門。 I 円：：］：：寸詞：？：；：徴

2 区 7 号土坑
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遺物観察表

竺号品：器巴ご竺呈： ／最丑芸三。色調 1 :：訂 LR縄文横：：：：t：:：：曲線文。磨1肖縄 I 備 考

2 区11号土坑

挿図番号 種別 出土位置
法 最 胎土焼成色調

図版番号 器種 遺存状況

図ー 137 縄文土器 埋 土 口径一 繊維を含む。

1 深鉢 底径一 堅緻

図版ー64 体部破片 器高一 明赤褐色

図ー 137 縄文土器 埋 土 口径一 砂粒少ない。

2 深鉢 底径一 やや堅緻

図版ー64 体部破片 器高一 にぶい黄橙色

図ー 137 須恵器 埋 土 口径一 微粒砂

3 長頸壺 底径一 還元焔

図版ー 65 頸部 器高 (5.8) 灰色

図ー 137 土師器 埋 土 口径 15.3 細粒砂

4 杯 口縁一部 底径一 酸化焔

図版ー 65 欠 器裔 3.8 橙色

図ー 137 土師器 埋 土 口径一 細粒砂

5 甕 底部胴部 底径（ 7.0) 酸化焔

図版ー 65 1/3 器高 (13.2) 橙色

挿図番号 図版番号 器 種 出土位骰 石材

団137- 6 図版ー65 棒状礫 埋土 石英閃緑岩

図137- 7 図版ー65 敲石 埋土 粗粒安山岩

団137- 8 図版ー65 敲石 埋土 粗粒安山岩

2 区25号土坑

挿図番号 種別 出土位置

図版番号 器種 遺存状況

図ー 137 土師器 埋 土

1 長頸壺

図版ー65 I 完形

法 量 胎土焼成色調

二
第 1 遺物集中出土地点

挿図番号 種別 出土位置
法 最 胎土焼成色調

図版番号 器種 遺存状況

図ー 139 縄文土器 1 区AP21 口径一 砂粒を少し含む。

1 深鉢 口縁部 底径一 堅緻

図版ー66 底部欠損 器高一 にぶい黄橙色

図ー 139 縄文土器 1 区A023 口径一 砂粒やや多い。

2 深鉢 底径一 やや堅緻

図版ー66 体部破片 器高一 明赤褐色

図ー 139 縄文土器 1 区A023 口径一 砂粒やや多い。

3 深鉢 底径一 やや堅緻

図版ー 66 体部破片 器高一 明褐色

図ー 139 縄文土器 1 区AP21 口径一 砂粒少ない。

4 深鉢 底径一 やや堅緻

図版ー66 体部破片 器高一 赤褐色

挿図番号 図版番号 器 種 出土位置 石材

固139- 5 図版ー66 剥片 AP-21 黒色頁岩

団139- 6 図版ー 66 使用痕のある剥片 AP-21 黒色頁岩

図139- 7 図版ー 66 楔形石器 AP-21 黒色安山岩

回139- 8 図版ー66 打製石斧 AP-21 頁岩
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製作技法等の特徴 備 考

単節 LR縄文か。 内外面ともに

ローリングに

より磨滅

単節 LR縦位施文。縦位平行沈線文。内面横撫で。

輛櫨成形、回転方向不明。内外面に自然釉の付着が

見られる。

口縁部は内轡ぎみで底部は平底。口縁部は横撫で、

体部・底部はへら削り、内面体部には放射状暗文。

胴部は大きな膨らみをもつ。胴部・底部はへら削り、

内面胴部はへら撫で。

長さ 幅 厚さ 重益 製作技術、形態等の特徴

13. l 6.4 4.4 594. l 楕円礫

14.8 7.3 5.4 651.3 楕円礫素材、中央部に敲打痕

13. 9 7. 9 5.4 647. 7 両面・ 1 側面・両端部敲打痕

製作技法等の特徴 備考

口縁部は外反し、胴部は肩部が大きく膨らむ。口縁

部から頸部は横撫で、肩部上半はへら削り、下半は

へら撫で、胴部・底部はへら削り。

製作技法等の特徴

単節RL縄文縦位施文。平行沈線の懸垂文11単位？

による磨消縄文。

単節RL縄文縦位施文。平行 3 条の沈線の懸垂文に

よる磨消縄文。

単節RL縄文縦位施文。沈線の懸垂文による磨消縄

文。

単節RL縄文。沈線の懸垂文による磨消縄文。

備 考

長さ 幅 厚さ 重最 製作技術、形態等の特徴

4.85 8. 95 0. 7 42.60 一部に自然面が残る。

6.5 6.8 0. 7 33.09 自然面の残る剥片素材

3.25 3.5 1. 3 12.81 剥片素材

9.4 3.6 1. 4 45.31 短冊形、刃部・基部一部欠損



2 区土坑、遺物集中出土地点

挿図番号 図版番号 器 種 出土位置 石材 長さ 幅 厚さ 重孤 製作技術、形態等の特徴

図140- 9 図版ー66 打製石斧 AP-21 灰色安山岩 15.0 8.5 2.5 359. 7 分銅形、刃部・くびれ部磨痕

図140-10 図版ー66 凹石 AP-21 粗粒安山岩 11. 5 8.8 4.2 369.6 円礫素材、両面に蔽打痕

固140-11 図版ー66 凹石 AP-21 粗粒安山岩 12.1 7.2 4. 7 397.1 楕円礫素材、片面に凹部

図140-12 図版ー66 凹石 AP-21 粗粒安山岩 10.1 5.7 4.7 301.6 楕円礫素材、 3 ケ所に敲打痕

図140-13 図版ー66 円礫 AP-21 粗粒安山岩 10. 5 7.0 5.3 409.6 楕円礫素材、 2 ケ所に敲打痕

第 2 遺物集中出土地点

挿図番号 種別 出土位置
法 直自 胎土焼成色調 製作技法等の特徴 備 考

図版番号 器種 遺存状況

図ー 141 縄文土器 2 区 2G 口径一 砂粒を多く含む。 口縁部やや外傾。単節RL縄文横位回転。 内外面ともに

1 深鉢 底径一 堅緻 磨滅著しい。

図版ー 67 口縁破片 器高一 にぶい赤褐色

図ー 141 縄文土器 2 区 2G 口径一 砂粒を少し含む。 単節 RL縄文縦位施文。平行沈線の懸垂文11単位に

2 深鉢 体部下半 底径 5. 7 堅緻 よる磨消縄文。

図版ー 67 部～底部 器高（ 6.8) にぶい黄橙色

図ー 141 縄文土器 2 区 2 G 口径一 砂粒を少し含む。 単節RL縄文縦位施文。平行沈線の懸垂文による磨

3 深鉢 体部下半 底径 6.4 堅緻 消縄文。内面縦撫で。

図版ー 67 部一底部‘ 器高 (13.0) にぶい橙色

図ー 142 縄文土器 2 区 2 G 口径 (15.0) 砂粒を少し含む。 櫛歯状工具による縦位のやや蛇行した押し引き文。

4 深鉢 底部穿孔 底径一 堅緻

図版ー 67 か？ 器高 (22.6) 黄褐色

図ー 142 縄文士器 2 区 2 G 口径一 砂粒少ない。 単節RL縄文縦位施文。沈線縦位施文。

5 深鉢 底径一 堅緻

図版ー67 体部破片 器高一 にぶい橙色

図ー 142 縄文土器 2 区 2G 口径一 砂粒多い。 上部に楕円形横位刺突列。横位・孤状沈線文。内面

6 深鉢 底径一 やや堅緻 縦撫で。

図版ー67 体部破片 器高一 明赤褐色

図ー 142 縄文土器 2 区 2 G 口径一 砂粒やや多い。 単節RL縄文縦位施文。平行沈線の懸垂文による磨

7 深鉢 底径一 やや堅緻 消縄文。

図版ー 67 体部破片 器高一 にぶい橙色

図ー 142 縄文土器 2 区 l G 口径一 砂粒やや多い。 単節RL縄文縦位施文。縦位沈線文。磨消縄文。

8 深鉢 底径一 やや軟質

図版ー67 体部破片 器高一 にぶい黄橙色

図ー 142 縄文土器 2 区 2 G 口径一 砂粒少ない。 沈線による懸垂文。単節RL縄文を充填。内面横権, 深鉢 底径一 堅緻 で。

図版ー 67 体部破片 器高一 橙色

図ー 142 縄文土器 2 区 2 G 口径ー 砂粒少ない。 内外面撫で。

10 深鉢 底径一 やや堅緻

図版ー 67 破片 器高一 表灰黄褐色 裏淡黄色

図ー 142 縄文土器 2 区 1 G 口径一 砂粒やや多い。 単節RL 縄文縦位施文。幅広の平行沈線による区画。

11 浅鉢（両 底径一 堅緻 磨消縄文。内面縦撫で。

図版ー67 耳壺） 体部破片 器品一 黒色

図ー 142 縄文土器 2 区 1 G 口径一 砂粒やや多い。 肩部で内傾し、口縁はほぽ垂直に立ち上る。単節R 13 • 14 • 15 と

12 浅鉢（両 口縁部破 底径一 堅緻 L 縄文縦位施文。幅広沈線の曲線文により区画。磨 同一個体か。

図版ー67 耳壺） 片1/10 器高一 にぶい黄橙色 消縄文。内面横撫で。

図ー 142 縄文土器 2 区 1 G 口径一 砂粒やや多い。 単節 RL 縄文縦位施文。幅広の平行沈線による区画。 12 • 14 • 15 と

13 浅鉢（両 底径一 堅緻 磨消縄文。内面縦撫で。 同一個体か。

図版ー 67 耳壺） 体部破片 器高一 にぶい黄橙色

図ー 142 縄文土器 2 区 1 G 口径一 砂粒やや多い。 口縁はほぽ垂直に立ち上る。内外面横撫で。 12 • 13 • 15 と

14 浅鉢（両 口縁部破 底径一 堅緻 同一個体か。

図版ー 67 耳壺） 片1/5 器高一 黒褐色

図ー 142 縄文土器 2 区 1 G 口径一 砂粒やや多い。 単節RL縄文斜位施文。幅広の沈線による区画文。 12 • 13 • 14 と

15 浅鉢（両 底径一 堅緻 体部上端部に把手。体部内面縦撫で、口縁内部横撫 同一個体か。

図版ー67 耳壺） 体部破片 器高一 褐色 で。

図ー 142 縄文土器 2 区 2 G 口径一 砂粒少ない。 単節RL縄文横位施文。斜位の平行沈線による区画。

16 深鉢 底径一 堅緻 磨消縄文。

図版ー67 体部破片 器高一 橙色

図ー 142 縄文土器 2 区 1 G 口径一 砂粒少ない。 沈線による綾杉文。内面横撫で。

17 深鉢 底径一 やや堅緻

図版ー67 体部破片 器高一 にぶい黄橙色
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遺物観察表

挿図番号 種別 出土位置
法 量 胎土焼成色調 製作技法等の特徴 備 考

図版番号 器種 遺存状況

図ー 143 縄文土器 2 区 2G 口径一 砂粒少ない。 単節RL縄文施文。幅広沈線による区画。磨消縄文。

18 深鉢 底径一 堅緻 内面横撫で。

図版ー67 体部破片 器高一 明赤褐色

図ー 143 縄文土器 2 区 2 G 口径一 砂粒少ない。 幅広沈線による縦位の平行沈線。間に単節RL縄文

19 深鉢 底径一 やや堅緻 縦位施文。櫛歯状工具による縦位蛇行文。内面縦撫

図版ー67 体部破片 器高一 にぶい橙色 で。

図ー 143 縄文土器 2 区 2 G 口径一 砂粒やや多い。 幅広沈線による縦位の平行沈線。間に単節RL縄文

20 深鉢 底径一 堅緻 縦位施文。幅広沈線による縦位の蛇行文。内面縦撫

図版ー67 体部破片 器高一 明赤褐色 で。

図ー 143 縄文土器 2 区 2G 口径一 砂粒少ない。 縦位の 2 条単位の平行沈線。間に単節RL縄文縦位

21 深鉢 底径一 堅緻 施文。内面横撫で。

図版ー67 体部破片 器高一 橙色

図- 143 縄文土器 2 区 ZG 口径一 砂粒を多く含む。 縦位の平行沈線。単節 RL縄文縦位施文。内面横撫

22 深鉢 底径一 堅緻 で。

図版ー67 体部破片 器高一 にぶい赤褐色

図ー 143 縄文土器 2 区 2 G 口径一 砂粒を多く含む。 口縁やや内轡する。口唇部に突起か。口縁部に幅広

23 深鉢 底径一 堅緻 の沈線による区画文。単節RL縄文横位施文。体部

図版ー67 口縁破片 器高一 褐灰色 縦位の沈線。単節RL縄文縦位施文。内面横撫で。

図ー 143 縄文土器 2 区 2 G 口径一 砂粒少ない。 幅広の沈線による区画。単節RL縄文縦位・横位・

24 深鉢 底径一 堅緻 斜位施文。内面横撫で。

図版ー 67 口縁破片 器高一 橙色

図ー 143 縄文土器 2 区 ZG 口径一 砂粒やや多い。 幅広の沈線による縦位の区画文。間に単節RL縄文

25 深鉢 底径一 堅緻 斜位施文。内面縦撫で。

図版ー67 体部破片 器高一 にぶい赤褐色

図ー 143 縄文土器 2 区 2 G 口径一 砂粒少ない。 口縁やや内彎する。幅広の沈線による区画。口縁部

26 深鉢 底径一 堅緻 に単節RL縄文横位施文。体部単節RL縄文斜位施

図版ー 67 口縁破片 器高一 明赤褐色 文。内面横撫で。

挿図番号 図版番号 器 種 出土位置 石材 長さ 幅 厚さ 重量 製作技術、形態等の特徴

図143-27 図版一 使用痕のある剥片 AY~46 黒色安山岩 2.4 2.55 0. 7 3.39 折られた剥片素材

図143-28 図版ー67 楔形石器 AX-44 黒色安山岩 3.25 3.1 1.25 12. 79 剥片素材

図143-29 図版一 剥片 AX-45 黒色安山岩 2.4 2.45 0.85 2. 74 折られた剥片

図143-30 図版ー67 剥片 AX-43 黒色頁岩 2.6 4.3 0.3 4.08 折られた剥片、一部自然面

図143-31 図版ー67 楔形石器 AY-46 黒色頁岩 5.5 4.95 0.9 27.34 自然面の残る条lj片素材

固143-32 図版ー 67 削器 AY-46 黒色頁岩 5.4 4.8 1.1 36.13 折られた剥片素材

図143-33 図版ー67 剥片 AY-45 黒色頁岩 4.8 3. 75 0.4 6.46 自然面の残る折られた剥片

図143~34 図版ー67 削器 AY-47 灰色安山岩 (4.65) 5.2 1.05 32.24 折られた剥片素材

図］43-35 図版ー67 剥片 AX-45 輝緑岩 5. 7 7. 25 3.4 104. 53 折られた剥片

団143-36 図版ー67 削器 AX-44 珪質頁岩 6.0 11. 9 1. 7 144.80 自然面の残る剥片素材

第 3 遺物集中出土地点

挿図番号 図版番号 器 種 出土位置 石材 長さ 幅 厚さ 重量 製作技術、形態等の特徴

図145- 1 図版ー68 剥片 27G 黒色頁岩 5.8 5.4 1.2 46.6 自然面の残る剥片、 2 と接合

団］45- 2 図版ー68 剥片 27G 黒色頁岩 6.2 5.9 0.9 38. 7 自然面の残る剥片、 1 と接合

団145- 3 図版ー68 剥片 27G 黒色頁岩 7.3 3.0 1.4 22.1 自然面の残る剥片、 3 • 4 • 
団145- 4 図版ー68 剥片 27G 黒色頁岩 5.8 5.1 1.4 29.3 5 • 6 • 7 が接合
図145- 5 図版ー68 剥片 27G 黒色頁岩 4.1 6.8 1. 3 18.2 

団］45- 6 図版ー68 剥片 27G 黒色頁岩 6. 9 2.8 1. 6 20.8 

図145- 7 図版ー68 剥片 27G 黒色頁岩 7.0 2. 7 0.9 12. 7 

図146- 8 図版ー 68 剥片 27G 黒色頁岩 4.0 4.0 1.6 18. 9 折れた剥片

図146- 9 図版ー68 剥片 27G 黒色頁岩 6.0 5.9 l. 7 37. 7 自然面の残る剥片

団146-10 図版ー68 剥片 27G 珪質頁岩 5.4 3.9 2.0 26.2 自然面の残る剥片

団］46-11 図版ー 68 剥片 27G 黒色頁岩 15.0 13.0 3.4 586.4 自然面の残る剥片

団147-12 図版ー68 打製石斧 27G 細粒安山岩 13.5 7.2 2.0 191. 5 自然面が残る

図］47-13 図版ー 68 剥片 27G 珪質頁岩 5.2 3.4 1.2 16. 7 折れた剥片

団147~14 図版ー68 剥片 26G 黒色頁岩 3.0 2.9 0. 7 4.3 自然面の残る剥片

図147-15 図版ー68 剥片 26G 頁岩 5.1 7.0 0.9 24.2 自然面の残る剥片

団147-16 図版ー68 剥片 26G 黒色頁岩 10.4 9.5 2.6 204.0 自然面の残る折れた剥片

図147-17 図版ー68 剥片 26G 粗粒安山岩 6. 7 9. 7 1.2 92.0 折れた自然面の残る剥片
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遺物集中出土地点、 1 区沢、遺構外出土遺物

1 区 1 号沢

挿図番号 種別 出土位置
法 量： 胎土焼成色調 製作技法等の特徴 備 考

図版番号 器種 遺存状況

図ー 149 縄文土器 埋 ｱ 口径一 砂粒少ない。 単節 LR横位施文。沈線による曲線文。内面横撫で。 3 と同一個体

1 鉢 頸部～体 底径一 やや堅緻

図版ー68 部破片 器高(14.2) にぶい黄色

図ー 149 縄文土器 埋 土 口径一 砂粒少ない。 内外面撫で。

2 深鉢 底径一 やや堅緻

図版ー68 体部破片 器高一 にぶい黄色

図一 149 縄文土器 埋 土 口径ー 砂粒少ない。 1 に同じ。 1 と同一個体

3 鉢 底径一 やや堅緻

図版ー68 体部破片 器高一 浅黄色

図ー 149 縄文土器 埋 土 口径一 砂粒少ない。 単節 RL縄文縦位施文。磨消縄文。縦位区画文。内

4 深鉢 底径一 やや堅緻 面縦撫で。

図版ー68 体部破片 器高一 にぶい黄橙色

挿図番号 図版番号 器 種 出土位置 石材 長さ 幅 厚さ 重量 製作技術、形態等の特徴

図149- 5 図版ー68 打製石斧 埋土上層 黒色頁岩 (7.0) 6.25 1. 5 88.29 分銅形、刃部に磨痕、半割

図149- 6 図版ー68 凹石 埋土 粗粒安山岩 11. 6 12.8 5. 7 724.9 扁平な円礫素材、一面に凹部

遺構外出土縄文

挿図番号 種別 出土位置
法 景 胎土焼成色調 製作技法等の特徴 備 考

図版番号 器種 遺存状況

図ー 150 縄文土器 2 区24住 口径一 砂粒・繊維を含む。 無節 L縄文と無節 R縄文で菱形構成か。 内外面磨滅著

1 深鉢 口縁部小 底径一 堅緻 しく、ローリ

図版ー70 破片 器高一 暗赤褐色 ングを受ける

図ー 150 縄文土器 2 区14住 口径一 繊維を多く含む。 無節 L 縄文。 内外面磨滅著

2 深鉢 埋 土 底径一 堅緻 しく、ローリ

図版ー70 体部破片 器高一 褐色 ングを受ける

図ー 150 縄文土器 1 区埋土 口径一 砂粒・裁維を含む。 無節 L 、 0 段 3 条 RL の羽状縄文。

3 深鉢 上層 底径一 やや軟質

図版ー70 体部破片 器高一 にぶい赤褐色

図ー 150 縄文土器 1 区 3 住 口径一 白色岩片砂粒多く含む。 半戟竹管による刺突列、押し引きによる鋸歯文、斜 ローリングに

4 深鉢 埋 土 底径一 堅緻 行縄文、 LR横位施文か。 よる磨滅

図版ー70 体部破片 器高一 明赤褐色

図ー 150 縄文土器 2 区26住 口径一 細砂粒をやや多く含む。 上部単節RL縄文横位施文、中央部横位沈線 1 条、

5 深鉢 埋 土 底径一 堅緻 下部歯数 4 の櫛柑状工具による条痕文。

図版ー70 体部破片 器高一 淡黄色

図ー 150 縄文土器 1 区 14住 口径一 細砂粒を少し含む。 外面無節 L横位施文。

6 深鉢 埋 土 底径一 堅緻

図版ー70 口縁部片 器高一 にぶい黄橙色

図ー 150 縄文土器 1 区14住 口径一 結晶片岩の岩片を含む。 半裁竹管による鋸歯文か。

7 深鉢 埋 土 底径一 堅緻

図版ー70 体部破片 器高一 赤褐色

図ー 150 縄文土器 1 区17住 口径一 細砂粒を少し含む植物 体部下半部で底部に近い、外面縦位平行沈線による

8 深鉢 床下埋土 底径一 質（葉）の痕跡。堅緻 区画文。内外面縦撫で。

図版ー70 体部破片 器高一 明赤褐色

図ー 150 縄文土器 1 区18住 口径一 砂粒やや多い。 単節 LR縄文縦位回転による斜行縄文か、しかし節, 深鉢 埋 土 底径一 やや堅緻 が不鮮明で無節 L の可能性もある。沈線による蛇行

図版ー70 体部破片 器高一 にぶい赤褐色 および直線の懸垂文。

図ー 150 縄文土器 1 区19住 口径一 細砂粒をやや多く含む。 磨消縄文手法、楕円区画？縦位蛇行文、地文単節 R

10 深鉢 埋 土 底径一 堅緻 L縄文縦位施文、内面縦撫で。

図版ー70 体部破片 器高一 にぶい橙色

図ー 150 縄文土器 2 区 7G 口径一 砂粒やや多い。 縦位沈線施文後、単節 LR縄文横位施文。内面撫で。

11 深鉢 底径一 やや堅緻

図版ー70 体部破片 器高一 橙色

図ー 150 縄文土器 2 区18G 口径一 砂粒多い。 単節RL 縄文縦位施文。内面撫で。

12 深鉢？ 底径一 堅緻

図版ー 70 体部破片 器高一 赤褐色
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遺物観察表

挿図番号 種別 出土位置
法 益 胎土焼成色調 製作技法等の特徴 備 考

図版番号 器種 逍存状況

図ー 150 縄文土器 2 区24- 口径一 砂粒少ない。 上部に隆起帯か口縁部。単節 LR縄文横位施文。

13 鉢？ 26G 底径一 やや堅緻

図版ー 70 体部片 器高一 淡黄色

図ー 150 縄文土器 2 区24- 口径ー 砂粒少ない。 内外面横撫で。

14 深鉢？ 26G 底径一 やや堅緻

図版ー 70 口縁部片 器高一 にぷい褐色

図ー 151 縄文土器 1 区15住 口径一 砂粒少ない。 沈線による区画文、内部に縦位交互刺突列。外面上 15~21同一個

15 深鉢 埋 土 底径一 堅緻 端部横撫で・体部縦撫で。内面横撫で。 体か。

図版ー 70 口縁部片 器高一 灰黄色

図ー 151 縄文上器 1 区 14住 口径一 砂粒少ない。 沈線による区画文、内部に縦位交互刺突列。外面縦

16 深鉢 埋 土 底径一 堅緻 撫で。内面横撫で。

図版ー70 体部破片 器高一 にぶい黄橙色

図ー 151 縄文土器 1 区埋土 口径一 砂粒少ない。 16 に同じ。

17 深鉢 底径一 堅緻

図版ー70 体部破片 器高一 にぶい黄橙色

図ー 151 縄文土器 1 区 AQ 口径一 砂粒少ない。 16に同じ。

18 深鉢 29G 底径一 堅緻

図版ー70 体部破片 器高一 浅黄色

図ー 151 縄文土器 1 区 AQ 口径一 砂粒少ない。 16 に同じ。

19 深鉢 29G 底径一 堅緻

図版ー70 体部破片 器高一 にぶい黄橙色

図ー 151 縄文土器 1 区 AQ 口径一 砂粒少ない。 16 に同じ。

20 深鉢 30G 底径一 堅緻

図版ー70 体部破片 器高一 表浅黄色裏黒色

図ー 151 縄文土器 1 区15住 口径一 砂粒少ない。 内外面撫で。

21 深鉢 埋 土 底径 (13.0) 堅緻

図版ー70 底部片1/4 器高一 淡黄色

図ー 151 縄文土器 1 区 3 ト 口径一 砂粒少ない。 沈線による幾何学（三角形）文の区画文施文後、単

22 深鉢 レンチ 底径一 やや堅緻 節RL縄文を充填。内面撫で。

図版ー 70 体部破片 器高一 灰色

図ー 151 縄文土器 2 区30住 口径ー 細砂粒を多く含む。 沈線により三角形状幾何学文施文。単節 LR縄文。 24 • 25 • 27 と
23 深鉢 埋 土 底径一 堅緻 内面横撫で。 同一個体か。

図版ー 70 体部破片 器高一 にぶい黄橙色

図ー 151 縄文土器 2 区12住 口径一 細砂粒をやや多く含む。 沈線により三角形状幾何学文施文後、単節 LR縄文 23 • 25 • 27 と
24 深鉢 底径一 堅緻 充填。内面横撫で。 同一個体か。

図版ー 70 体部破片 器高一 にぶい黄橙色

図ー 151 縄文土器 2 区12住 口径一 細砂粒をやや多く含む。 沈線により三角形状幾何学文施文後、単節 LR縄文 23 • 24 • 27 と
25 深鉢 埋 土 底径一 堅緻 充填。内面横撫で。 同一個体か。

図版ー 70 体部破片 器高一 にぶい黄橙色

図ー 151 縄文土器 2 区12住 口径一 細砂粒を少し含む。 沈線により幾何学文施文後、単節 LR縄文の充填。

26 深鉢 埋 土 底径一 堅緻 内面撫で。

図版ー70 体部破片 器高一 淡黄色

図ー 151 縄文土器 2 区11住 口径一 細砂粒をやや多く含む。 沈線により三角形状幾何学文施文後、単節 LR縄文 23·24·25 と

27 深鉢 埋 土 底径一 堅緻 を充填。内面横撫で。 同一個体か。

図版ー70 体部破片 器高一 浅黄色

図ー 151 縄文土器 2 区11住 口径一 砂粒を少し含む。 沈線により幾何学文施文後、単節 LR縄文を充填。

28 深鉢 埋 土 底径一 堅緻 下部に屈曲部有り。内面縦撫で。

図版ー 70 体部破片 器商一 にぶい黄橙色

因ー 151 縄文士器 2 区11住 口径一 砂粒を少し含む。 沈線により幾何学文施文後、単節 LR縄文を充填。

29 深鉢 埋 土 底径一 堅緻 下部に屈曲部有り。内面横撫で。

図版ー70 体部破片 器高一 にぶい黄橙色

図ー 151 縄文土器 2 区 1 号 口径一 細砂粒を少し含む。 沈線による区画文施文後、単節 LR縄文を充填。

30 深鉢 地割埋土 底径一 やや堅緻

図版ー70 体部破片 器高一 浅黄色

図ー 151 縄文土器 2 区12住 口径一 砂粒を少し含む。 沈線による幾何学文施文後、単節 LR縄文の充填。 33 • 35 • 36 と
31 深鉢 埋 土 底径一 堅緻 内面横撫で。 同一個体か。

図版ー 70 体部破片 器高一 にぶい黄橙色

図ー 151 縄文土器 2 区12住 口径一 砂粒を少し含む。 沈線による幾何学文施文後、縄文（原体不明）の充

32 深鉢 埋 土 底径一 堅緻 填。内面撫で。

図版ー 70 体部破片 器高一 黒色
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遺構外出土遺物

挿図番号 種別 出土位置
法 益 胎土焼成色調 製作技法等の特徴 備 考

図版番号 器種 遺存状況

図ー 151 縄文土器 2 区12住 口径一 砂粒を少し含む。 沈線による幾何学文施文後、単節 LR縄文の充填。 31 • 35 • 36 と

33 深鉢 埋 土 底径一 堅緻 同一個体か。

図版ー 70 体部破片 器高一 灰黄褐色

図ー 151 縄文土器 2 区12住 口径一 砂粒を少し含む。 沈線による幾何学文施文後、単節 LR縄文の充填。

34 深鉢 埋 土 底径一 堅緻 内面撫で。

図版ー70 体部破片 器高一 灰黄褐色

図ー 151 縄文土器 2 区12住 口径一 砂粒を少し含む。 沈線による幾何学文施文後、単節 LR縄文の充填。 31 • 33 • 36 と

35 深鉢 埋 土 底径一 堅緻 内面横撫で。 同一個体か。

図版ー70 体部破片 器高一 にぷい黄橙色

図ー 151 縄文土器 2 区12住 口径一 砂粒を少し含む。 沈線による幾何学文施文後、単節 LR縄文の充填。 31 • 33 • 35 と

36 深鉢 埋 土 底径一 堅緻 内面横撫で。 同一個体か。

図版ー70 体部破片 器高一 にぶい黄橙色

図ー 151 縄文土器 2 区12住 口径一 細砂粒を含む。 口縁部に細隆帯貼付。隆帯上に刻み目列、隆帯下に

37 深鉢 埋 土 底径一 堅緻 沈線施文か。内面 1 条沈線。

図版ー 70 口縁部片 器高一 橙色

図ー 151 縄文土器 1 区 2 住 口径一 細砂粒を少し含む。 無節 L横位施文。口縁上端部内面に横位沈線 l 条。

38 深鉢 埋 土 底径一 堅緻 内面横撫で。

図版ー 70 口縁部片 器高一 にぶい黄橙色

図ー 151 縄文土器 1 区 9 住 口径一 砂粒をやや多く含む。 体部幾何学文。内面横撫で。

39 深鉢 埋 土 底径一 堅緻

図版ー70 体部破片 器高一 暗褐色

図ー 151 縄文土器 2 区12住 口径一 細砂粒を含む。 体部充填縄文手法による文様抽出、 RL 縦位施文か。

40 深鉢 埋 土 底径一 堅緻 口縁上端部内面に横位沈線 1 条。内面横撫で。

図版ー70 口縁部片 器高一 灰黄褐色

図ー 151 縄文土器 2 区12住 口径一 砂粒・異色透明粒を多 単節 LR縄文横位施文。内面横撫で。

41 深鉢 底径一 く含む。やや堅緻

図版ー 70 口縁部片 器高一 淡黄色

図ー 151 縄文土器 2 区12住 口径一 細砂粒を少し含む。 沈線による綾杉文。内面横撫で。

42 深鉢 埋 土 底径一 堅緻

図版ー70 体部破片 器高一 淡黄色

図ー 151 縄文土器 2 区18住 口径ー 砂粒をやや多く含む。 横位隆帯 1 条、その上に刻み目列。内面横撫で。

43 深鉢 埋 土 底径一 やや堅緻

図版ー70 体部破片 器高一 にぶい黄橙色

図ー 151 縄文土器 1 区 AO 口径一 砂粒やや多し。 突起部、中央孔内外面貰通、盲孔 3 、口唇部沈線 l

44 鉢 -27G 底径一 堅緻 条、内外面撫で。

図版ー70 口縁部片 器高一 にぶい黄橙色

図ー 151 縄文土器 1 区試掘 口径一 砂粒少ない。 沈線による区画文施文後、単節 RL 縄文の充填か。

45 深鉢 トレンチ 底径一 やや堅緻 内面横撫で。

図版ー70 小破片 器高一 明赤褐色

図ー 151 縄文土器 2 区 6 住 口径一 細砂粒を少し含む。 単節 LR縄文横位施文。内面横撫で。

46 深鉢 埋 土 底径一 堅緻

図版ー70 口縁部片 器高一 にぶい黄橙色

図ー 151 縄文土器 2 区19住 口径一 細砂粒を含む。 沈線による斜格子文。左下りの後に右下り施文。ロ

47 深鉢 埋 土 底径一 堅緻 縁端部内面に平行沈線 1 条。内面横撫で。

図版ー70 口縁部片 器高一 黒褐色

図ー 151 縄文土器 2 区26住 口径一 砂粒をやや含む。 口縁上端部に平行沈線 1 条。内外面横撫で。

48 鉢 埋 土 底径一 堅緻

図版ー 70 口縁部片 器高一 にぶい黄橙色

遺構外出土遺物

挿図番号 図版番号 器 種 出土位置 石材 長さ 幅 厚さ 重最 製作技術、形態等の特徴

図］52- 1 図版ー 71 石鏃 1 区 17住埋土 黒色頁岩 2. 75 l. 5 0.4 1.34 有茎、茎部欠損

図］52- 2 図版ー 71 石礁 1 区11住埋土 黒色頁岩 (2.35) (1.65) 0.4 1.44 有茎、先端部・茎部一部欠損

図152- 3 図版ー 71 石礁 1 区 17住埋土 黒色安山岩 (3.3) (2.4) 0.5 3. 96 凹基、先端部・基部一部欠損

図152- 4 図版ー 71 石破 2 区13住床下 チャート (3.5) (2.0) 0. 75 2. 72 有茎

図152- 5 図版ー 71 石錐 1 区 17住埋土 黒色安山岩 (2.85) 1.15 0.5 1.48 先端部欠損

図152- 6 図版ー 71 打製石斧 2 区26住埋土 黒色頁岩 11. 9 4.45 1.55 87.59 短冊形、基部に自然面が残る

図152- 7 図版ー71 打製石斧 1 区 13住埋土 黒色安山岩 (8.0) 3.7 1. 6 66.09 短冊形、自然面残、刃部欠損

237 



遺物観察表

挿図番号 図版番号 器 種 出土位置 石材 長さ 幅 厚さ 菫量 製作技術、形態等の特徴

回］52- 8 図版ー71 打製石斧 1 区 2 住埋土 黒色頁岩 (7. l) 7.2 1. 6 91.33 分銅形、半割

図152- 9 図版ー 71 打製石斧 2 区15住埋土 黒色頁岩 (7.6) 6.5 0.9 104. 78 分銅形、半割

図152-JO 図版ー 71 削器 1 区 9 住埋土 黒色頁岩 (6.0) 10.2 1.2 83.46 自然面の残る剥片素材

回］52-11 図版ー 71 削器 1 区 AQ-25 細粒安山岩 (7.65) 8.9 l. 6 130.18 自然面の残る剥片素材

団152-12 図版ー 71 削器 1 区 A0-25 黒色頁岩 5. 7 5.85 l. 2 40.53 自然面の残る剥片素材

図152-13 図版ー71 削器 1 区 14住掘方 黒色頁岩 4.0 4.6 1.6 39.10 自然面の残る剥片素材

図152-14 図版ー71 削器 2 区 18住埋土 黒色頁岩 5.0 4.5 1.3 25. 70 自然面の残る剥片素材

図152-15 図版ー71 削器 1 区 A0-23 頁岩 5. 7 4.6 0. 75 23.05 剥片素材

図152-16 図版ー71 削器 1 区 17住埋土 頁岩 6.25 5.35 0.8 30.82 自然面の残る剥片素材

図152-17 図版ー71 削器 1 区 黒色頁岩 7.3 4. l 1. 2 42. 75 自然面の残る剥片素材

図153-18 図版ー 71 剥片 2 区 6G 頁岩 5.9 2.9 0.45 6.85 自然面の残る剥片

図153-19 図版ー71 剥片 2 区 6G 黒色頁岩 2.2 1.6 0.35 0. 74 自然面が残る

図153-20 図版ー71 削器 2 区 8G 黒色頁岩 10.5 5.45 l. 7 89.12 自然面の残る剥片素材

図153-21 図版ー 71 剥片 2 区12 • 18住 黒色頁岩 4.6 4.85 0.9 17.28 自然面の残る剥片素材、分割

図153-22 図版ー 71 剥片 2 区15G 黒色頁岩 4.2 6.4 1.0 22.17 折られた剥片

図153-23 図版ー 71 砥石 1 区 流紋岩 3.2 2. 55 1.6 19. 72 四側面研磨、両端欠損

挿図番号 種別 出土位置
法 屈 胎土焼成色調 製作技法等の特徴 備 考

図版番号 器種 遺存状況

図ー 153 須恵器 2 区24住 口径 (12.6) 細粒砂 鞘輯成形、回転方向右廻り。底部回転糸切り後周辺

24 杯 埋土• G 底径 7.0 還元焔 部に回転へら削り。

図版ー72 底部1/3欠 器高 3.5 灰色

図ー 153 須恵器 2 区15G 口径一 微粒砂 鞘櫨成形、回転方向右廻りか。底部は回転糸切り。

25 長頸瓶 底径 (6.9) 還元焔 （平城宮壺G)

図版ー 72 底部1/3 器高 (2.0) 灰色

図ー 153 土師器 1 区埋土 口径 (10.2) 細粒砂 口縁部は直立し、底部との間に稜をもち、体部は膨

26 杯 上層 底径一 酸化焔 みをもち開く。口縁部は横撫で、体部・底部はへら

図版ー 72 1/2 器高 (4.0) にぶい黄橙色 削り。

図ー 153 土師器 2 区24- 口径 (12.3) 細粒砂 口縁部は内彎し、底部は平底。口縁部は横撫で、体

27 杯 26G 底径一 酸化焔 部は無調整、底部はへら削り。

図版ー 72 1/2 器高 (3.1) 明赤褐色

図ー 153 土師器 2 区24- 口径 (10.3) 細粒砂 口縁部は直立し、体部との間に稜をもち、底部は平

28 杯 26G 底径一 酸化焔 底。口縁部は横撫で、体部・底部はへら削り。

図版ー 72 1/3 器高 2.8 橙色

図ー 153 土師器 2 区l8- 口径（1 1.3) 細粒砂 口縁部は外反し、底部との間に稜をもち、底部は丸

29 杯 LG深掘 底径一 酸化焔 底ぎみ。口縁部は横撫で、底部はへら削り。

図版ー72 口縁1/3 器高 (3.2) 橙色

図ー 153 土師器 2 区埋土 口径 (12.0) 細粒砂 口縁部は僅かに外反し、底部は平底。口縁部は横撫

30 杯 上層 底径一 酸化焔 で、体部は無調整、底部はへら削り。

図版ー72 1/3 器高 (2.9) 明赤褐色

図ー 153 土師器 2 区グリ 口径(10. l) 微粒砂 口縁部は直立し、胴部は球状を呈す。口縁部は横撫

31 g ギ ッド 底径一 酸化烙軟質 で、胴部はへら削り。

図版ー 72 口縁1/6 器高 (5.3) 橙色

図ー 153 土師器 1 区埋土 口径一 微粒砂 頸部に輪積み痕。胴部はへら削り、内面はへら撫で。

32 短頸壺 上層 底径一 酸化焔

図版ー 72 頸部片 器高 (3.4) にぶい橙色

図ー 153 土師器 l 区 AR 口径 1 1. 9 微粒砂 頸部に輪積み痕。口縁部は横撫で。

33 短頸壺 28G 底径一 酸化焔

図版ー 72 口縁片 器高 (2.6) 赤色

図ー 153 土師器 1 区 AR 口径一 微粒砂 胴部上位に最大径をもつ。胴部は縦方向刷毛目、脚

34 台付甕 27 • 28G 底径 5.4 酸化焔 部は斜めの刷毛目、内面胴部はへら撫で。

図版ー72 朋％台祁％ 器高 (16.7) にぶい黄橙色

図ー 153 土師器 1 区 AQ 口径一 細粒砂 脚部は甕の底部までを成形し、胴部と接合。外面の

35 台付甕 30G 底径 (6.1) 酸化焔 整形は不鮮明、内面はへら撫で。

図版ー 72 脚部1/8 器高 (5.7) にぶい橙色

図ー 153 土師器 2 区逍構 口径一 微粒砂 脚部はやや膨らみをもち、裾部は大きく開く。外面

36 高杯 外 底径一 酸化焔 は縦方向へら削り、内面はへら撫で。

図版ー 72 脚裾部欠 器高 (6.5) にぶい黄橙色

図ー 154 埴輪 2 区 2 住 口径一 細粒砂 縦刷毛、突帯部分剥離。

37 円筒埴輪 埋 土 底径一 酸化烙

図版ー 72 破片 器高一 橙色
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遺構外出土遺物

挿図番号 種別 出土位置
法 最 胎土焼成色調 製作技法等の特徴 備 考

図版番号 器種 遺存状況

図ー 154 土製品 1 区 AQ 長さ 4.3 微粒砂 外面撫で。

38 土錘 30G 幅 l. 5 酸化焔

因版ー 72 完形 厚さ 1. 5 灰黄色

挿図番号 図版番号 製品名 出土位置 遺存状態•特徴 長さ 幅 庫さ 備 考

図154-39 図版ー72 鉄器・不明 1 区 平面形は隅丸方形か長方形。重禁感あり。 2.3 2. 7 0.5 

図154-40 図版ー 72 鉄器・不明 1 区 環状を呈す。断面形は長方形。 0.2 直径3.2cm

図154-41 図版ー 72 鉄器・釘 不明 断面正方形。先端部は緩やかに細くなる。完形。 8.3 0.6 0.5 

図154-42 図版ー 72 鉄器・釘 2 区 断面直方形。上半部欠損。先端部屈曲。 (4.5) 0.6 0.4 

図154-43 図版ー 72 鉄器火打鎌 2 区 刃部緩やかに湾曲。頂部は欠損するが一孔を推定。 7.7 (2.6) 0.6 

挿図番号 種別 出土位置
法 量 胎土焼成色調 製作技法等の特徴 備 考

図版番号 器種 遺存状況

図ー 154 軟質陶器 1 区 AQ 口径一 粗砂粒 内面に使用時のものと思われる擦痕あり。外面撫で。

44 揺鉢 23G 底径一 酸化焔

図版ー72 破片 器高 (3.9) 橙色

図ー 154 軟質陶器 2 区28G 口径一 細粒砂 内外面撫で。

45 播鉢 底径一 還元焔

図版ー72 破片 器高 (4.8) 灰色

図ー 154 軟質陶器 1 区埋土 口径一 細粒砂 内面に使用時のものと思われる擦痕あり。外面剥離。

46 播鉢 上層 底径一 還元烙

図版ー72 頸部片 器高一 にぶい黄色

図ー 154 軟質陶器 1 区埋土 口径一 細粒砂 外面横撫で。内面横撫で。

47 揺鉢 上層 底径一 還元焔

図版ー 72 破片 器高一 灰白色

図ー 154 軟質陶器 1 区試掘 口径一 細粒砂 軟質陶器の破片の周囲を削って円形にしたものが、

48 不明 埋土 底径一 酸化烙 さらに割れて半分になったものである。

図版ー 72 破片 器高一 灰色

図ー 154 軟質陶器 1 区埋土 口径一 細粒砂 立上り部分と底部は別作り。小片のため遺物の全体

49 不明 底径 (8.0) 酸化焔 像は不明である。

図版ー72 破片 器高 (3.1) 橙色

図ー 154 陶器 1 区排水 口径一 細粒砂 巻上成形叩き締めを行い内面全体に撫でを施す。外

50 甕 坑 底径（22.8) 酸化焔 面は丁寧な撫で、内外面に刷毛を使って褐釉を施し

図版ー 72 口縁欠 器商（36.5) 赤褐色 ている。底部は離れ砂。
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報告書抄録

フ リ ガナ イマイハクサン

書 名 今井白山遺跡

副 書 名 一般国道50号（東前橋拡幅）改築工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書

巻 次 第 1 集

シリーズ名 （財）群馬県埋蔵文化財調査事業団調査報告

シリーズ番号 第146集

編著者名 飯島義雄

編集機関 財団法人 群馬県埋蔵文化財調査事業団

編集機関所在地 群馬県勢多郡北橘村下箱田784- 2 

発 行 年 西暦1993年 3 月 26 日

フリガナ フリガナ コ ド 北緯 東経 調査期間 調査面積 調査原因

所収遺跡名 所 在 地 市町村 遺跡番号 0,  " °'” 

今イマ井イハ白クサ山ン マ前エパ橋シ市シ今イマ井イマ町チ
102016 36ー21'59" 139ー8'55" 19900130 950m' 道路建設

ア字ザハ白クサ山ン
! 

19910331 

19901113 750m2 

! 

19910204 

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

今井白山 住居 縄文時代 敷石住居跡 1 軒 縄文時代中期土器、石器

弥生時代 土坑 1 基 弥生時代後期土器

古墳時代 竪穴住居跡 24軒 古墳時代前期～後期

土師器、須恵器

奈良時代 竪穴住居跡 15軒 奈良時代土師器、須恵器、鉄器

平安時代 竪穴住居跡 12軒 平安時代土師器、須恵器、灰釉

地震跡 陶器、鉄器、鉄製品 818 （弘仁 9) 年

に発生か？
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写真図版





図版 1 航空写真

1.調査区と航空写真① (1952年 2 月 6 日米極東空軍撮影）

2. 調査区と航空写真②(1964年 5 月 27 日建設省国土地理院撮影）



図版 2 遺跡全景、 1 区23号住居

1.調査区遠景（南より）

3. 1 区全景（西より）
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5. 2 区東半部（上空より）

7. 1 区23号住居全景（南より）

2. 1 区全景（上空より）

- T99 

4. 2 区全景（北より）

’• 

6. 2 区西半部（上空より）

8. 1 区23号住居（部分南より）



図版 3 1 区 1 号・ 2 号住居

1. 1 区 1 号住居全景（西より） 2. 1 区 1 号住居カマド（西より）

3. 1 区 1 号住居掘り方全景（西より） 4. 1 区 1 号住居カマド掘り方（西より）

5. 1 区 2 号住居全景（西より） 6. 1 区 2 号住居遺物出土状況（西より）

7. 1 区 2 号住居遺物出土状況（南より） 8. 1 区 2 号住居遺物出土状況（部分東より）



図版 4 1 区 2 号・ 3 号住居

1. 1 区 2 号住居逍物出土状況（部分西より） 2. 1 区 2 号住居遺物出土状況（部分南より）

迫ジ．．ー•一·— -

3. 1 区 2 号住居逍物出土状況（下部西より） 4. 1 区 2 号住居掘り方全景（西より）

ｻ ¥ャ，

5. 1 区 3 号住居全景（西より） 6. 1 区 3 号住居カマド（西より）

7. 1 区 3 号住居逍物出土状況（西より） 8. 1 区 3 号住居掘り方全景（西より）



図版 5 1 区 3~5 号住居

1. 1 区 3 号什居カマド掘り方（西より） 2. 1 区 4 号住居全景（西より）

3. 1 区 4 号住居カマド（西より） 4. 1 区 4 号住居カマド掘り方（西より）

5. 1 区 4 号住居掘り方全景（西より） 6. 1 区 5 号住居全景（南より）

7. 1 区 5 号住居カマド（南より） 8. 1 区 5 号住居全景（南より）



図版 6 1 区 6~8 号住居

1. 1 区 6 号住居全景（西より） 2. l 区 6 号仕居カマド（西より）

3. 1 区 6 号住居全景・ 12号住居（南より） 4. 1 区 6 号住居掘り方全景（西より）

5. 1 区 7 号住居全景（西より） 6. 1 区 7 号什居掘り方全景（西より）

7. 1 区 8 号住居全景（西より） 8. 1 区 8 号住居逍物出土状況（西より）



図版 7 1 区 8 号• 9 号住居

1. 1 区 8 号住居掘り方全景（西より）

3. 1 区 9 号住居全景（西より）

5. 1 区 9 号住居埋土断面（北より）
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7. 1 区 9 号住居東壁袋状土坑（西より）

2. 1 区 8 号住居カマド掘り方（西より）

4. 1 区 9 号住居カマド（西より）

6. 1 区 9 号住居埋土断面（東より）
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8. 1 区 9 号住居東壁袋状土坑（北西より）



図版 8 1 区 9~12号住居
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1. 1 区 9 号住居東壁袋状土坑埋土断面（北より） 2. 1 区 9 号住居掘り方全禁（西より）

3. 1 区 10号住居全景（西より） 4. 1 区 11号住居全景（西より）

5. 1 区11号住居カマド（西より） 6. 1 区 11号住居カマド（部分）

7. 1 区11号住居掘り方全景（西より） 8. 1 区 12号住居全景（南より）



図版 9 1 区12号・ 13号住居

1. 1 区 12号住居遺物出土状況（南より） 2. 1 区 12号住居掘り方仝景（西より）

3. 1 区 12号住居埋土断面（附より） 4. 1 区 12号住居地割れ（閉砂）．• a と断面①

5. 1 区12号1中居地割れ（噴砂） : a と断面② 6. 1 区 12号住居地割れ（噴砂） : a と断面③

7. 1 区13号住居全累（西より） 8. 1 区 13号住居掘り方全景（西より）



図版10 1 区13~15号住居

1. 1 区 13号住居埋土断面（北より） 2. 1 区 14号仕居全菜（南より）

3. 1 区 14号住居遺物出土状況（東より） 4. 1 区 14号住居掘り方全景（東より）

5. 1 区15号住居全景（西より） 6. 1 区 15号住居全景（南より）

7. 1 区 15号仕居カマド（西より） 8. 1 区 15号住居カマド掘り方（西より）



図版1 1 1 区16~18号住居

1. 1 区 16号住居全景（西より） 2. 1 区 16号住居堀り方（西より）

3. 1 区 17号住居全景（東より） 4. 1 区 17号住居カマド（東より）

5. 1 区 17号住居堀り方全景（東より） 6. 1 区 17号住居カマド堀り方（東より）

7. 1 区 18号住居全最（西より） 8. 1 区 18号住居カマド（西より）



図版12 1 区18号・ 19号住居

1. 1 区 18号住居堀り方全景（西より） 2. 1 区 18号住居カマド堀り方（西より）

3. 1 区19号住居全景（北より） 4. 1 区 19号住居全景（西より）

5. 1 区 19号住居埋土断面（西より） 6. 1 区 19号住居遺物出土状況（西より）

7. 1 区 19号住居堀り方全景（北より） 8. 1 区 19号住居カマド堀り方（北より）



図版13 1 区19号住居
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1. 1 区 19号住居北西悶柱穴埋土断面（西より）

ー、、いぷ1雫疇ヘーさ
2. 1 区19号住居北西隅柱穴内遺物出土状況（西より）

じ

3. 1 区 19号住居沈降部と亀裂の遠景（北より） 4. 1 区 19号住居沈降部埋土断面

5. 1 区 19号住居

沈降部と地割れ b

（北より）

6. 1 区19号住居
地割れ b

（北より）

7. 1 区 19号住居亀裂断面（北より）

::-,,-

ニ-------
8. 1 区 19号住居沈降部（北より）



図版14 1 区19号住居
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1. 1 区 19号住居地割れ（噴砂） : b （南より） 2. 1 区 19号住居地割れ（噴砂） : b 断面（南より）

3. 1 区19号住居地割れ（噴砂） : b と沈降部の断面① （南より） 4. 1 区 19号住居地割れ（噴砂） : b と沈降部の断面② （南より）

5. 1 区 19号住居地割れ（噴砂） : b の断面① 6. 1 区 19号住居地割れ（噴砂） : b の断面②

7. 1 区 19号住居沈降部の断面① 8. 1 区 19号住居沈降部の断面②



図版15 1 区19~22号住居

1. 1 区 19号住居地割れと沈降部（南より） 2. 1 医20号住居（南より）

3. 1 区20号住居全景（西より） 4. 1 区20号住居堀り方全景（西より）

5. 1 区20号住居カマド堀り方（西より） 6. 1 区21号住居全景（南より）

7. 1 区21号住居堀り方全景（南より） 8. 1 区22号住居全景（南より）



図版16 2 区 1~3 号住居

1. 2 区 1 号住居全景（北より） 2. 2 区 1 号住居土製紡錘車出土状況（北より）

3. 2 区 2 号住居堀り方全景（東より） 4. 2 区 2 号住居全景（南より）

5. 2 区 2 号住居遺物出土状況（南より） 6. 2 区 3 号住居全景（西より）

8. 2 区 3 号住居

7“｀：讐阻藁璽冒油-はl カマトご9り）



図版17 2 区 4~8 号住居

1. 2 区 4 号住居全景（西より） 2. 2 区 4 号住居カマド堀り方（西より）

3. 2 区 5 号住居全景（南より） 4. 2 区 5 号住居カマド堀り方（西より）

5. 2 区 6 号住居全景（西より） 6. 2 区 6 号住居堀り方全景（西より）

ふ

7. 2 区 7 号住居全景（北より） 8. 2 区 8 号住居全景（南より）



図版18 2 区 8~11号住居

1. 2 区 8 号住居カマド（南より） 2. 2 区 8 号住居カマド堀り方（南より）

3. 2 区 9 号住居全棗（南より） 4. 2 区 9 号住居堀り方全景（西より）

5. 2 区 10号住居全景（西より） 6. 2 区 10号住居堀り方全景（西より）

7. 2 区 10号住居カマド（西より） 8. 2 区 11号住居全景（西より）



図版19 2 区12~15号住居

1. 2 区 12号住居全景（西より） 2. 2 区 12号住居カマド（西より）

3. 2 区 13号住居全娯（北より） 4. 2 区］ 3 号住居遺物出土状況（南より）

5. 2 区 14号住居全景（左部・北より） 6. 2 区 15号住居全娯（東より）

7. 2 区 15号住居カマド（東より） 8. 2 区15号住居堀り方全景（南より）



図版20 2 区15 • 17~19号住居

1. 2 区 15号住居噴砂（西より） 2. 2 区 17号住居全景（右部・西より）

3. 2 区 17号住居カマド（西より） 4. 2 区 17号住居堀り方全景（西より）

5. 2 区］ 7号住居カマド堀り方（西より） 6. 2 区18号住居全景（西より）

7. 2 区 18号住居カマド（西より） 8. 2 区 19号住居全屎（東より）
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図版21 2 区19~23号住居

1. 2 区 19号住居カマド（東より） 2. 2 区20号住居遺物出土状況（西より）

3. 2 区20号住居カマド（西より） 4. 2 区21号住居全景（西より）

5. 2 区21号住居堀り方全景（西より） 6. 2 区22号住居全景（西より）

7. 2 区22号住居堀り方全景（西より） 8. 2 区23号住居全景（北より）



図版22 2 区23~26号住居

1. 2 区23号住居遺物出土状況（北より） 2. 2 区24号住居全景（北より）

3. 2 区24号住居遣物出土状況（東より） 4. 2 区25号住居全景（南より）

5. 2 区25号住居カマド（西より） 6. 2 区25号住居堀り方全娯（西より）

7. 2 区25号住居カマド堀り方（西より） 8. 2 区26号住居全景（西より）



図版23 2 区26~29 • 31号住居

1. 2 区26号住居カマド（西より） 2. 2 区27号住居全景（北より）

3. 2 区27号住居カマド（北より） 4. 2 区28号住居全景（北より）

5. 2 区29号住居カマド（西より） 6. 2 区29号住居カマド堀り方（西より）

7. 2 区31号住居全景（南より） 8. 2 区31号住居全景（東より）



図版24 2 区溝、 2 区井戸、 2 区23号土坑

1. 2 区 1 号溝全景（南より） 2. 2 区 3 号溝全捩（西より）

3. 2 区 4 号溝全景（南より） 4. 2 区 1 号井戸遺物出土状況

5. 2 区 1 号井戸全景 6. 2 区 2 号井戸全穀

7. 2 区23号土坑遺物出土状況 8. 2 区23号土坑全景



図版25 2 区24 • 1 区 1~3 • 5 号土坑

l. 2 区24号土坑遺物出土状況①

3. 2 区24号土坑遺物出土状況③

5. 1 区 1 号土坑

7. 1 区 3 号土坑

2. 2 区24号土坑遺物出土状況②

ゞバ‘ •譴"”つる、
4. 2 区24号土坑遺物出土状況④

6. 1 区 2 号土坑

8. 1 区 5 号土坑



図版26 1 区 6~8 • 27 • 28 • 35 • 36号土坑

1. 1 区 6 号土坑遺物出土状況 2. 1 区 6 号土坑

3. 1 区 6 • 7 • 8 号土坑遺物出士状況 4. 1 区 6 • 7 • 8 号土坑

5. 1 区27号土坑 6. 1 区28号土坑

7. 1 区35 • 36号土坑遺物出土状況 8. 1 区35号土坑



図版27 1 区36 • 2 区 1 ~4 • 8 • 9 • 12 • 25号土坑

1. 1 区36号土坑遺物出土状況 2. 2 区 1 号土坑

3. 2 区 2 号土坑 4. 2 区 3 • 4 号土坑遺物出土状況

5. 2 区 8 号土坑 6. 2 区 9 号土坑

7. 2 区］ 2号土坑 8. 2 区25号土坑遺物出土状況



図版28 ~ 1. 2 遺物集中出土地点

1. 縄文時代 第 1 遺物集中出土地点① (1 区） 2. 縄文時代 第 1 遺物集中出土地点② (1 区）

3. 縄文時代 第 1 遺物集中出土地点③ (1 区） 4. 縄文時代 第 1 遺物集中出土地点④ (1 区）

5. 縄文時代 第 1 遺物集中出土地点⑤ (1 区） 6. 縄文時代 第 2 遺物集中出土地点① (2 区）

7. 縄文時代 第 2 遺物集中出土地点② (2 区） 8. 縄文時代 第 2 遺物集中出土地点③ (2 区）



図版29 第 2 • 3 遺物集中出土地点

1.縄文時代 第 2 遺物集中出土地点④ (2 区） 2. 縄文時代 第 2 遺物集中出土地点⑤ (2 区）

3. 縄文時代 第 2 遺物集中出土地点⑥ (2 区） 4. 縄文時代 第 2 遺物集中出土地点⑦ (2 区）

5. 縄文時代 第 3 遺物集中出土地点① (2 区） 6. 縄文時代 第 3 遺物集中出土地点② (2 区）

7. 縄文時代 第 3 遺物集中出土地点③ (2 区） 8. 縄文時代 第 3 遺物集中出土地点④ (2 区）



図版30 1 区沢、 2 区グリッド土層断面

,..し-g8心ら9ぷ!:.,:-,.. 平←｀L仁

2. 1 区 1 号沢全景（南より）

3. 2 区 2 グリ／ド土層断面（南より） 4. 2 区 4 グリyド土層断面（南より）

5. 2 区 6 グリッド土層断面（南より） 6. 2 区 8 グリッド土層断面（南より）

這
ヽ

7. 2 区 10 グリyド土層断面（南より） 8. 2 区 12 グリッド士層断面（南より）



図版31 2 区グリッド土層断面

1. 2 区 1 4 グリッド士層断面（南より） 2. 2 区16グリッド土層断面（南より）

3. 2 区18グリッド土層断面（南より） 4
 

2 区20グリッド土層断面（南より）

5. 2 区22 グリッド土層断面（南より） 6. 2 区24グリソド土層断面（南より）

7. 2 区26 グリ・ノド土層断面（南より） 8. 2 区28グリソド土層断面（南より



図版32 2 区地割れ

1.地割れ： k (2 区・東より） 2. 地割れ： k (2 区・西より）

3
 

地割れ： k (2 区・西より） 4. 地割れ： k (2 区・東より）

5. 地割れ
（噴砂） : I 
(2 区・東より）

7. 地割れ
（噴砂） : 
k • 1 • m 
(2 区・東より）

6. 地割れ
（噴砂） : m 

(2 区・西より）

8. 地割れ
（噴砂） : 
k • 1 • m 
(2 区・西より）



図版33 2 区地割れ

3. 地割れ（噴砂） : g① (2 区・南より）

1. 地割れ

（噴砂） : 
k • i • J 

(2 区・西より）

5. 地割れ
（噴砂） : f① 

(2 区・南より）

7. 地割れ

（噴砂） : f③ 
(2 区・南より）

4. 地割れ（噴砂） : g② (2 区・南より）

2. 地割れ
（噴砂） : 
h • i・J
(2 区・東より）

6. 地割れ
（噴砂） : f② 

(2 区・南より）

8. 地割れ
（噴砂） : f④ 

(2 区・南より）



図版34 1 区23号住居出土遺物
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図版35 1 区23号・ 1 号住居出土遺物
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図版36 1 区 1 号住居出土遺物
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図版37 1 区 2 号住居出土遺物
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図版38 1 区 2 号住居出土遺物
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図版39 1 区 3 号住居出土遺物
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図版40 1 区 3~5 号住居出土遺物
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図版41 1 区 5~7 号住居出土遺物
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図版42 1 区 8 号・ 9 号住居出土遺物
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図版43 1 区 9 号・ 10号住居出土遺物
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図版44 1 区11号住居出土遺物
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図版45 1 区12号住居出土遺物
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図版46 1 区13号・ 14号住居出土遺物
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図版47 1 区14号住居出土遺物
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図版48 1 区15号住居出土遺物
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図版49 1 区15~17号住居出土遺物
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図版50 1 区17~19号住居出土遺物
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図版51 1 区19号住居出土遺物
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図版52 1 区20~22号住居出土遺物

出

,' 
A

島
t

·
l

f

.
-
'
r

，
丸
7
：
`
.

注
s

，
し
・
・
ハ

タ
巧
“

撃
へ1

9

,
2
1
い
i

r` 怜●”,l

l¥  
疇

2
 

14 

14 

3
 

6
 

12 

4
 

, 
10 ’’ 

13 

16 17 

22住 l

.3  

18 

2
 

2
 

4
 

19 19 19 



図版53 2 区 1~3 号住居出土遺物
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図版54 2 区 4~10号住居出土遺物,. 
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図版55 2 区11号・ 12号住居出土遺物
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図版56 2 区13~15号出土遺物
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図版57 2 区 17号・ 18号住居出土遺物
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図版58 2 区18号・ 19号住居出土遺物
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図版59 2 区20~22号住居出土遺物
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図版60 2 区23号・ 24号住居出土遺物
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図版61 2 区25~27号住居出土遺物
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図版62 2 区28号・ 31号住居・溝•井戸・ 26号土坑出土遺物
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図版63 2 区23号・ 24号・ 1 区 2 号・ 6 号・ 11号土坑出土遺物
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図版64 1 区23号・ 35号・ 2 区 7 号・ 11号土坑出土遺物

1-23土— l

1-23土ー3

-
.
―
ー

—-] 
▲
2ロ

.
』

1-23土ー2

1-23土— l

1-23土ー2

2-11土ー2

(28号住）

1-35土ー2

1-28土ー 1 1-23土—5 1-23土ー5

1-28土ー］ 1-28土ー］ 1-28土ー 1



図版65 1 区28号・ 30号・ 33号・ 35号・ 36号・ 2 区 1 号・ 11号・ 25号土坑出土遺物
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図版66 縄文時代 第 1 遺物集中出土地点出土遺物
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図版67 縄文時代 第 2 遺物集中出土地点出土遺物
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図版69 縄文時代 第 3 遺物集中出土地点出土遺物① 1 区 1 号沢出土遺物
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図版70 遺構外出土遺物① （縄文土器）
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図版71 遺構外出土遺物② （石器）
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図版72 遺構外出土遺物⑨ （土器・鉄器等）
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図版73 鉱物学的研究（1)
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1. IH-051の偏光顕微鏡写真（上：単ニコル、下：直

交ニコル）。黄褐色から褐色の基質中に、楕円形の火山岩

石片（中央右）、暗褐色岩石片（左中央）、石英破砕片、斜

長石破砕片、普通輝石、不透明鉱物などが散在してい

る。スケールは0. 5mm 。

望
3. I H-051 中の軽石質岩石片の偏光顕微鏡写真（単二

コル）。中央右に軽石質岩石片、中央左に円形の外形を示

す生物起源と思われる物質がみられる。

スケールは0.15mm 。

2. I H ---051 中の火山岩片の偏光顕微鏡写真（上：単二

コル、下：直交ニコル）。斜長石斑晶と完品質の石基から

なる岩石片。中央上端に軽石質岩石片もみられる。

スケールは0. 25mm 。

4. I H ---051の偏光顆微鏡写真（上：単ニコル、下：直

交ニコル）。中央に自形の斜方輝石、その両側に黒褐色岩

石片、また、左上端にガラス質岩石片がみられる。

スケールは0. 2mm 。



図版74 鉱物学的研究 (2)

1. I H -051 の偏光顕微鏡写真（上：単ニコル、下：直

交ニコル）。中央部に植物片がみられ、その右側にチャー

ト様岩石片、そして左下に火山岩片がみられる。

スケールは0. 2mm 。
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嗅
凶グ、

i ̀̀ ·~~し＿．．．3. I H-051の偏光顕徴鏡写真（単ニコル）。中央右側に

高温型石英の形態を示す石英がみられ、内部には微小な

空品（ネガテイプクリスタル）もみられる。左上端は斜

長石の破砕片である。スケールは0. 25mm。

ヽ

2. I H-051 中の岩石片の顕微鏡写真（上：単ニコル、

下：直交ニコル）。堆積岩起源の岩石片（砂岩？）と思わ

れる。スケールは0. 2mm 。

4. I H ---051 中の普通角閃石の偏光顕微鏡写真（上：単

ニコル、下：直交ニコル）。 2 方向の跨開が発達し、双晶

もみられる。スケールは0. 15mm。



図版75 鉱物学的研究（3)

1. I H~051の偏光顕微鏡写真（単ニコル）。中央に扇形

を示す生物起源の珪酸体様物質（？）がみられる。

スケールは0. 02mm。

3. I H-052の偏光顕微鏡写真（上：単ニコル、下：直

交ニコル）。左にチャート様岩石片、中央部にパーサイト

（アルカリ長石）がみられる。右上方の岩石片は他形の

細粒石英および長石様鉱物からなるものである。

スケールは0. 3mm 。

2. I H~052の偏光顕微鏡写真（上：単ニコル、下：直

交ニコル）。細長い植物片の他、亜角～亜円形の鉱物片お

よび岩石片がみられる。微細な基質部は直交ニコル下で

やや高い干渉色を示すことがわかる。

スケールは0. 5mm。

4. I H -052の偏光顕微鏡写真（上：単ニコル、下：直

交ニコル）。中央にパーサイト（アルカリ長石）、左上方に

火山岩片（？）がみられる。スケールは0. 15mm 。



図版76 鉱物学的研究 (4)

1. I H-052の偏光顕微鏡写真（単ニコル）。中央にみら

れる斜方輝石は内部に褐色ガラスを包有している。

3. I H ~054の偏光顕微鏡写真（上：単ニコル、下：直

交ニコル）。火山岩片、斜長石、斜方輝石、角閃石、不透

明鉱物などの間を黄褐色の微細な基質がうめている。

スケールは0. 5mm 。
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2. I H -052中の植物片の偏光顆微鏡写真（単ニコル）。

スケールは0. 25mm。
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4. I H---{)54中の火山岩片の偏光顕微鏡写真（上：単二

コル、下：直交ニコル）。スケールは0. 2mm。
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図版77 鉱物学的研究 (5)

1. I H -054 中の火山岩片の偏光顕微鏡写真（単ニコ

ル）。角閃石斑晶に微細な石基が付着している。

スケールは0. 1mm。

2. I H ---054中のガラス質岩石片の偏光顕微鏡写真（単

ニコル）。内部に斜長石、輝石および円形の気泡がみられ

る。スケールは0. 2mm。

4. I H ---054の偏光顕微鏡写真（単ニコル）。右の斜長石

は自形結品の破砕片であり、内部に褐色ガラスを包有し

ている。左にアルカリ長石がみられ、その下に褐色およ

び暗褐色を示す角閃石 2 片がみられる。

スケールは0.2mm。

3. I H ---054の偏光顕微鏡写真（上：単ニコル、下：直

交ニコル）。右にチャート様岩石片がみられる。左は斜長

石斑晶を含む火山岩片。右下に角閃石（暗褐色）もみえ

る。スケールは0. 2mm。

5. I H ---054中のアルカリ長石の偏光顕微鏡写真（直交

ニコル）。パーサイト（上）とミルメカイト様組織（下）

がみられる。スケールはそれぞれ0. 2mm （上）、 0. 05mm 

（下）である。
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